
国語科　単元ごとの評価規準
１年上巻
月 単元名・教材名・時数・指導目標 時 評価規準

４月 1～2 1 P0-3の挿絵を見て、何をしているのか、気づい
たことや想像したことを話す。

2 P4-7の挿絵を見て、気づいたことや想像したこ
とを言ったり、絵の中の人物になりきって話し
たりする。3 P8を教師に合わせて声に出す。想像したこと等
を話す。

４月 さあ　はじめよう

1 1 教科書の絵を見て、読み聞かせをしてもらった
体験を想起し、自分の好きな本を発表する。

2 教科書で紹介されている本の読み聞かせを聞
き、感想を発表する。

2 3 教師の選んだ本や、読んでもらいたい作品を選
んで、読んでもらう。

4 読み聞かせを聞いて、本や作品の内容について
感想を発表する。

1～2 1 P12-13の絵を見て、何をしてどんな話をしてい
る場面なのか出し合う。

2 それぞれの場面に合った言葉や動作を考えてや
り取りしたり、発表したりする。
・教師に対する言葉遣いと友達どうしの言葉遣
いの違いを考える。

1 P14の唱え歌を唱えながら、鉛筆の正しい持ち方
を知る。

2 P15の唱え歌を唱えながら、正しい姿勢を知る。

3 正しい鉛筆の持ち方や正しい姿勢に気をつけて
P14-15の挿絵をなぞる。

4 一画の平仮名「く」「つ」を書く。

5 ワークシートを使って練習する。

1 1 P16を見て、友達をたくさん増やすために、自己
紹介をし合うことを知る。

2 「い・ち」と組や自分の名前を平仮名で書く。
・姿勢や鉛筆の持ち方を唱え歌で確認しながら
P17に自分の名前を書く。
・分からない文字は、教師にきく。

2 3 名前カードを書く。
・カードに自分の名前を丁寧に書く。（好きな
ものの絵等を描いてもよい。）

3 4 名前カードを見せ合い、交流する。
・挨拶、名前、好きなもの等を伝え合い、たく
さんの友達と交流する。

1～2 1 校内で見つけたものを思い出して、紹介したい
ことを考えながら絵に描く。

はるが　きた
２時間（話・聞②）
◎互いの話に関心をもつことができ
る。（思・判・表A(1)オ）
・言葉には、事物の内容を表す働きが
あることに気づくことができる。
（知・技(1)ア）
■絵を見て話したり応答したりする。
☆学校生活（生活科）

【知・技】言葉には、事物の内容を
表す働きがあることに気づいてい
る。（(1)ア）
【思・判・表】「話すこと・聞くこ
と」において、互いの話に関心を
もっている。(A(1)オ)
【態】進んで友達の話に関心をも
ち、これまでの経験をいかして話し
たり応答したりしようとしている。

おはなし　ききたいな
２時間（読②）
◎読書に親しみ、いろいろな本がある
ことを知ることができる。（知・技
(3)エ）
○文章の内容と自分の体験とを結び付
けて、感想をもつことができる。
（思・判・表C(1)オ）
■読み聞かせを聞いて楽しむ。

【知・技】読書に親しみ、いろいろ
な本があることを知っている。（(3)
エ)
【思・判・表】「読むこと」におい
て、文章の内容と自分の体験とを結
び付けて、感想をもっている。(C(1)
オ)
【態】積極的にいろいろな本を手に
取り、これまでの経験をいかして読

主な学習活動

なんて　いおうかな
２時間（話・聞②）
◎身近なことや経験したことなどから
話題を決め、伝え合うために必要な事
柄を選ぶことができる。（思・判・表
A(1)ア）
○丁寧な言葉と普通の言葉との違いに
気をつけて使うことができる。（知・
技(1)キ）
○伝えたい事柄や相手に応じて、声の
大きさや速さなどを工夫することがで
きる。（思・判・表A(1)ウ）
■場面に応じた言葉や動作を考えて、
伝え合う。
☆先生や友達などの多くの人と親しみ
をもって関わって学校生活を楽しむこ
とや、場に応じた挨拶に関わる題材
（道徳）

【知・技】丁寧な言葉と普通の言葉
との違いに気をつけて使っている。
（(1)キ）
【思・判・表】
・「話すこと・聞くこと」におい
て、身近なことや経験したことなど
から話題を決め、伝え合うために必
要な事柄を選んでいる。（A(1)ア）
・「話すこと・聞くこと」におい
て、伝えたい事柄や相手に応じて、
声の大きさや速さなどを工夫してい
る。（A(1)ウ）
【態】経験を基に積極的に言うこと
を考え、学習課題に沿って自分の考
えを伝えようとしている。

かく　こと　たのしいな
１時間（知・技①）
◎平仮名を読み、書くことができる。
（知・技(1)ウ）
・姿勢や筆記具の持ち方を正しくして
書くことができる。（知・技(3)ウ）
■正しい姿勢や鉛筆の持ち方を意識し
て書く。
☆正しい姿勢と鉛筆の持ち方（書写）

1 【知・技】
・平仮名を読み、書いている。((1)
ウ)
・姿勢や筆記具の持ち方を正しくし
て書いている。（(3)ウ）
【態】正しい姿勢や鉛筆の持ち方で
書くことに粘り強く取り組み、自分
なりに、字を書く際に気をつけたい
ことを見つけようとしている。

どうぞ　よろしく
３時間（話・聞②、書①）
◎身近なことや経験したことなどから
話題を決め、伝え合うために必要な事
柄を選ぶことができる。（思・判・表
A(1)ア）
○経験したことから書くことを見つ
け、伝えたい事柄を明確にすることが
できる。（思・判・表B(1)ア）
・丁寧な言葉と普通の言葉との違いに
気をつけて使うことができる。（知・
技(1)キ）
■名前カードを使って友達と交流す
る。
☆互いを知り、新しい仲間をつくる題
材（生活科）
☆好きなものの絵を描く活動（図画工

【知・技】丁寧な言葉と普通の言葉
との違いに気をつけて使っている。
（(1)キ）
【思・判・表】
・「話すこと・聞くこと」におい
て、身近なことや経験したことなど
から話題を決め、伝え合うために必
要な事柄を選んでいる。（A(1)ア）
・「書くこと」において、経験した
ことから書くことを見つけ、伝えた
い事柄を明確にしている。（ B(1)
ア）
【態】積極的に自分の名前を書いた
り好きなものを考えたりし、これま
での経験をいかして友達と交流しよ
うとしている。

こんな　もの　みつけたよ
２時間（話・聞②）
◎身近なことや経験したことなどから
話題を決め、伝え合うために必要な事
柄を選ぶことができる。（思・判・表
A(1)ア）
○丁寧な言葉と普通の言葉との違いに
気をつけて使うことができる。（知・
技(1)キ）
■見つけたものや思ったことを友達に
紹介する。
☆学校探検（生活科）

【知・技】丁寧な言葉と普通の言葉
との違いに気をつけて使っている。
（(1)キ）
【思・判・表】「話すこと・聞くこ
と」において、身近なことや経験し
たことなどから話題を決め、伝え合
うために必要な事柄を選んでいる。
（A(1)ア）
【態】紹介したい事柄を積極的に選
び、学習課題に沿って見つけたもの
をより分かりやすく紹介しようとし
ている。- 1 -
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2 絵を使って、自分で見たことや見て思ったこと
を友達に紹介する。
・みんなの前で話すときの言葉遣いを考えて話
す。

1 1 P20-21のあいうえおのうたを、いろいろな方法
で音読する。
・姿勢、口形、発声、リズム等に気をつける。
・全員、グループ等いろいろな形態で読む。
・体を動かしたり、手足でリズムをとったりし
て読む。

2 2 P22-23の「あ、い、う、え、お」の文字を指で
なぞる。
・青い部分が一画目であることに気をつける。
・P22-23のマス目に、筆順に気をつけて「あ、
い、う、え、お」を書く。

3 これまでに習った文字を使って言葉を作り、
ノートに書いて言葉集めをする。

５月 ことばの　たいそう　　各配当時間を15分ずつなどに分割して扱ってもよい。

1 1 詩を声に出して読む。
・声の大きさやリズムを工夫してはっきりと読
む。2 朝日や海の様子について、想像したことを話
す。3 言葉の響きやリズムに気をつけながら、暗唱す
る。

1～2 1 P26-27を読み、教師の説明を聞いて、活動内容
を知る。

2 友達とペアになり、好きな遊びについて聞く。
・P27の挿絵を参考に、話し手を見て話を聞くこ
とを知る。

3 分かったことや感想を、声の大きさや速さに気
をつけて全体に知らせる。

4 聞き手と話し手を交代して、２の活動をする。

5 教師と活動の振り返りをする。

1～2 1 P28を見て、「あ」で始まる言葉はいろいろある
ことを知る。
・手を打ちながら１音節１文字であることに気
づき、２文字３文字４文字の言葉等があること
を知る。
・「あ」で始まる教科書以外の言葉集めをす

2 「い」「う」「え」「お」など、既習の平仮名
で始まる言葉集めをする。
・手を打ちながら、文字数を意識する。
・これまでに習った文字を使って言葉を見つけ
て、ノートに書く。

５月 1 1 教科書の挿絵を手がかりに、場所や季節、登場
人物のイメージを膨らませる。

2 教師の範読を聞いて、内容の大体を知る。
・教師の後について全文を音読する。

2～5 3 お話の内容を確かめながら、場面の様子や「く
まさん」の行動について考える。
・挿絵と本文を対応させながら、登場人物の行
動や様子を考える。
・挿絵のワークシートにぬり絵をしながら、季
節に気づいたり場面の様子について想像を広げ
たりする。

うたに　あわせて　あいうえお
２時間（知・技②）
◎姿勢や口形、発声や発音に注意して
話すことができる。（知・技(1)イ）
○長く親しまれている言葉遊びを通し
て、言葉の豊かさに気づくことができ
る。（知・技(3)イ）
■音読する。
■正しい筆順で文字を書く。
☆歌を通して正しい発声を身につける
題材（音楽）

【知・技】
・姿勢や口形、発声や発音に注意し
て話している。（(1)イ）
・長く親しまれている言葉遊びを通
して、言葉の豊かさに気づいてい
る。（(3)イ）
【態】進んで姿勢や口形、発声や発
音に注意し、学習課題に沿って音読
しようとしている。

こえに　だして　よもう
１時間（読①）
◎場面の様子や登場人物の行動など、
内容の大体を捉えることができる。
（思・判・表C(1)イ）
○語のまとまりや言葉の響きなどに気
をつけて音読することができる。
（知・技(1)ク）
■詩を音読する。
■想像を広げながら詩を読む。

【知・技】語のまとまりや言葉の響
きなどに気をつけて音読している。
（(1)ク）
【思・判・表】「読むこと」におい
て、場面の様子や登場人物の行動な
ど、内容の大体を捉え てい る。
（C(1)イ）
【態】進んで詩に描かれた様子を想
像し、これまでの学習をいかして音
読しようとしている。

こんな　もの　みつけたよ
２時間（話・聞②）
◎身近なことや経験したことなどから
話題を決め、伝え合うために必要な事
柄を選ぶことができる。（思・判・表
A(1)ア）
○丁寧な言葉と普通の言葉との違いに
気をつけて使うことができる。（知・
技(1)キ）
■見つけたものや思ったことを友達に
紹介する。
☆学校探検（生活科）

【知・技】丁寧な言葉と普通の言葉
との違いに気をつけて使っている。
（(1)キ）
【思・判・表】「話すこと・聞くこ
と」において、身近なことや経験し
たことなどから話題を決め、伝え合
うために必要な事柄を選んでいる。
（A(1)ア）
【態】紹介したい事柄を積極的に選
び、学習課題に沿って見つけたもの
をより分かりやすく紹介しようとし
ている。

はなの　みち
６時間（読⑥）
◎語のまとまりや言葉の響きなどに気
をつけて音読することができる。
（知・技(1)ク）
◎場面の様子や登場人物の行動など、
内容の大体を捉えることができる。
（思・判・表C(1)イ）
○敬体で書かれた文章に慣れることが
できる。（知・技(1)キ）
■想像を広げながら物語を読む。
■物語の音読をする。
☆動植物や自然に親しむことに関わる
題材（道徳）
☆植物の種をまき育てることに関わる
題材（生活科）

【知・技】
・敬体で書かれた文章に慣れてい
る。（(1)キ）
・語のまとまりや言葉の響きなどに
気をつけて音読している。（(1)ク）
【思・判・表】「読むこと」におい
て、場面の様子や登場人物の行動な
ど、内容の大体を捉え てい る。
（C(1)イ）
【態】興味をもって進んでお話の内
容を捉え、学習課題に沿って友達と
協力して音読しようとしている。

よく　きいて、はなそう
２時間（話・聞②）
◎話し手が知らせたいことや自分が聞
きたいことを落とさないように集中し
て聞き、話の内容を捉えて感想をもつ
ことができる。（思・判・表A(1)エ）
○言葉には、事物の内容を表す働き
や、経験したことを伝える働きがある
ことに気づくことができる。（知・技
(1)ア）
○伝えたい事柄や相手に応じて、声の
大きさや速さなどを工夫することがで
きる。（思・判・表A(1)ウ）
■応答したり、感想を伝えたりする。

【知・技】言葉には、事物の内容を
表す働きや、経験したことを伝える
働きがあることに気づいている。
（(1)ア）
【思・判・表】
・「話すこと・聞くこと」におい
て、伝えたい事柄や相手に応じて、
声の大きさや速さなどを工夫してい
る。（A(1)ウ）
・「話すこと・聞くこと」におい
て、話し手が知らせたいことや自分
が聞きたいことを落とさないように
集中して聞き、話の内容を捉えて感
想をもっている。（A(1)エ）
【態】興味をもって進んで友達の話
を聞き、より伝わる話し方を考えな
がら、みんなに知らせようとしてい

ことばを　さがそう
２時間（知・技②）
◎音節と文字との関係に気づくことが
できる。（知・技(1)イ）
◎身近なことを表す語句の量を増し、
語彙を豊かにすることができる。
（知・技(1)オ）
■言葉集めをする。

【知・技】
・音節と文字との関係に気づいてい
る。（(1)イ）
・身近なことを表す語句の量を増
し、語彙を豊かにしている。（(1)
オ）
【態】語句の音節と文字との関係を
積極的に理解し、これまでの学習を
いかして言葉を集めようとしてい
る。
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6 4 好きな挿絵の場面を選んで音読する。
・二人組で音読を聞き合い、感想を伝え合う。

５月 1～2 1 学校図書館へ行く。
・図書館巡りをして、図書館の様子を知る。
・たくさんの本があることに気づく。

2 学校図書館での決まりについて考える。
・みんなの本であることに気づき、大切に扱う
ことや静かに読むこと等の約束を知る。
・読み終わったら元の場所に返すことを知る。

3 読みたい本を選んで、読書に親しむ。

５月 1～2 1 P40の唱え歌を、いろいろな言い方で楽しく読
み、濁音に気づく。

2 P41にある単語を、一語一語唱えながら濁音の有
無を確認する。
・清音と濁音の平仮名をノートに書く。

3 濁音を含む単語を見つけてノートに書く。

4 短い唱え歌を作って、まとめをする。

５月 1～2 1 P42の挿絵を見ながら、二つの文を読む。
・主語や述語に注意し、「————が————。」「———
—は————。」の文型であることに気づく。
・主語・述語・句点を意識して、P42の文を視写
する。

3～4 2 P43の挿絵を見て、「————が————。」「————は——
——。」の文で表し、ノートに書く。

3 日常の生活から、「————が————。」の文をノー
トに書く。

５月 1 1 P44の唱え歌をいろいろな言い方で楽しく読み、
促音に気づく。

2 P45を見て、一語一語唱えながら促音の読み方を
確認する。

2 3 P45を見て、促音のある言葉とない言葉を比べな
がらノートに書く。

4 促音や濁音のある言葉と助詞「を」を使って、
簡単な文を書く。

６月 1 1 質問に対して、答えとその理由を伝える言い方
を確認する。
・P47の挿絵を見ながら、質問する人と答える人
の二人組になって、P46のやり取りを声に出して
読む。2 P47の挿絵を見ながら、二人組で学んだ話型を
使って伝え合う。

2 3 小学校の生活等で好きなことや楽しみなこと
を、学んだ話型を使って話す。
・二人組で交流した後、グループや全体で発表
する。

６月 1 1 P48の唱え歌をリズムに気をつけて読む。
・長音になることで言葉の意味が変わるものが
あることに気づく。

2 P49の長音のある言葉を読んだり書いたりする練
習をする。

2 3 長音のある言葉を集めてノートに書いたり、友
達と交流したりする。

4 長音のある言葉を使って文を書く。
・「————へ————。」という助詞「へ」を使った
文を書く。

はなの　みち
６時間（読⑥）
◎語のまとまりや言葉の響きなどに気
をつけて音読することができる。
（知・技(1)ク）
◎場面の様子や登場人物の行動など、
内容の大体を捉えることができる。
（思・判・表C(1)イ）
○敬体で書かれた文章に慣れることが
できる。（知・技(1)キ）
■想像を広げながら物語を読む。
■物語の音読をする。
☆動植物や自然に親しむことに関わる
題材（道徳）
☆植物の種をまき育てることに関わる
題材（生活科）

【知・技】
・敬体で書かれた文章に慣れてい
る。（(1)キ）
・語のまとまりや言葉の響きなどに
気をつけて音読している。（(1)ク）
【思・判・表】「読むこと」におい
て、場面の様子や登場人物の行動な
ど、内容の大体を捉え てい る。
（C(1)イ）
【態】興味をもって進んでお話の内
容を捉え、学習課題に沿って友達と
協力して音読しようとしている。

としょかんへ　いこう
２時間（知・技②）
◎読書に親しみ、いろいろな本がある
ことを知ることができる。（知・技
(3)エ）
■学校図書館で好きな本を選んで読書
に親しむ。
☆好きな本を見つけたり、司書の方に
きいたりする活動（図書館活用）

【知・技】読書に親しみ、いろいろ
な本があることを知っている。（(3)
エ）
【態】積極的に図書館について知ろ
うとし、学習課題に沿って読みたい
本を見つけようとしている。

ねこと　ねっこ
２時間（書②）
◎促音の表記、助詞の「を」の使い
方、句点の打ち方を理解し、文の中で
使うことができる。（知・技(1)ウ）
○語と語との続き方に注意することが
できる。（思・判・表B(1)ウ）
■促音や濁音のある言葉を使って文を
書く。

【知・技】促音の表記 、助 詞の
「を」の使い方、句点の打ち方を理
解し、文の中で使っている。（(1)
ウ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、語と語との続き方に注意してい
る。（B(1)ウ）
【態】進んで促音や濁音のある言葉
を見つけようとし、これまでの学習
をいかして文を書こうとしている。

わけを　はなそう
２時間（話・聞②）
◎相手に伝わるように、行動したこと
や経験したことに基づいて、話す事柄
の順序を考えることができる。（思・
判・表A(1)イ）
○言葉には、事物の内容を表す働き
や、経験したことを伝える働きがある
ことに気づくことができる。（知・技
(1)ア）
○身近なことや経験したことなどから
話題を決め、伝え合うために必要な事
柄を選ぶことができる。（思・判・表
A(1)ア）
■自分の考えとそのわけを話す。
☆わけを説明する題材（生活科・算
数）

【知・技】言葉には、事物の内容を
表す働きや、経験したことを伝える
働きがあることに気づいている。
（(1)ア）
【思・判・表】
・「話すこと・聞くこと」におい
て、身近なことや経験したことなど
から話題を決め、伝え合うために必
要な事柄を選んでいる。（A(1)ア）
・「話すこと・聞くこと」におい
て、相手に伝わるように、行動した
ことや経験したことに基づいて、話
す事柄の順序を考えている。（A(1)
イ）
【態】話す事柄の順序を進んで考え
ながら、これまでの学習や経験をい
かして考えとわけを話そうとしてい

かきと　かぎ
２時間（知・技②）
◎平仮名を読み、書くことができる。
（知・技(1)ウ）
○語と語や文と文との続き方に注意し
ながら、内容のまとまりが分かるよう
に書き表し方を工夫することができ
る。（思・判・表B(1)ウ）

【知・技】平仮名を読み、書いてい
る。（(1)ウ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、語と語や文と文との続き方に注
意しながら、内容のまとまりが分か
るように書き表し方を工夫してい
る。（B(1)ウ）
【態】進んで濁音を含む言葉を見つ
け、これまでの学習をいかして文字
で表そうとしている。

ぶんを　つくろう
４時間（書④）
◎文の中における主語と述語との関係
に気づくことができる。（知・技(1)
カ）
○句点の打ち方を理解して文の中で使
うことができる。（知・技(1)ウ）
○語と語との続き方に注意することが
できる。（思・判・表B(1)ウ）
■主語と述語を意識して文を書く。

【知・技】
・句点の打ち方を理解して文の中で
使っている。（(1)ウ）
・文の中における主語と述語との関
係に気づいている。（(1)カ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、語と語との続き方に注意してい
る。（B(1)ウ）
【態】語と語との続き方を丁寧に確
かめながら、これまでの学習をいか
して文を書こうとしている。

おばさんと　おばあさん
２時間（書②）
◎長音の表記、助詞の「へ」の使い
方、句点の打ち方を理解し、文の中で
使うことができる。（知・技(1)ウ）
○語と語との続き方に注意することが
できる。（思・判・表B(1)ウ）
■長音のある言葉を使って文を書く。

【知・技】長音の表記 、助 詞の
「へ」の使い方、句点の打ち方を理
解し、文の中で使っている。（(1)
ウ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、語と語との続き方に注意してい
る。（B(1)ウ）
【態】進んで長音のある言葉を見つ
けようとし、これまでの学習をいか
して文を書こうとしている。
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国語科　単元ごとの評価規準
１年上巻
月 単元名・教材名・時数・指導目標 時 評価規準主な学習活動

６月 1 1 P50-51の言葉遊び歌を読む。
・調子のよい言葉のリズムに気づき、節を付け
て歌うように読む。
・何度も読んで、言葉遊びの歌の仕組みに気づ
く。2 2 自分たちで「あいうえおで あそぼう」を作
る。
・P50-51の吹き出しやP129-131の平仮名表を参
考にして好きな行を作り、発表し合って楽し3 3 P52-53の五十音表を読む。
・口形に気をつけて縦や横に読んだり、各行や
列の音の特徴に気をつけて読んだりする。
・区切ったり伸ばしたりいろいろな声の大きさ
で読んだりする。
・P52-53の「しりとり」を参考にして、しりと
り遊びを楽しむ。

６月 1 1 学習の見通しをもつ。
・花やつぼみについて、知っていることを出し
合い、興味をもつ。
・P54の写真を見て、三つのつぼみからそれぞれ
どんな花が咲くかを予想して絵に描いてみる。
・教師の範読を自分の予想と比べながら聞き、
内容の大体を知る。

2～6 2 全文を読み、内容の大体を捉える。
・本文と写真とを対応させながら、３種類の花
のつぼみについて取り上げられていることを確
かめる。
・それぞれのつぼみについて、「問い」と「答
え」を確認し、「答え」の後に、詳しく説明し
ている部分があることを確かめる。
・「問い」と「答え」という文章形式を確かめ
ながら、二人組で音読する。

7～8 3 いちばん興味をもったつぼみについて、わけと
ともに伝え合う。

4 学習を振り返る。

６月 1 1 P62の唱え歌をリズムに気をつけて読み、「おも
ちや」と「おもちゃ」の言葉の違いに気づく。

2 P63の拗音のある言葉を読んだり書いたりする練
習をする。

2 3 拗音のある言葉を集めて、ノートに書いたり、
友達と交流したりする。

4 拗音のある言葉を使って文を書く。
・語と語の続き方に気をつけて文を書く。

６月 1 1 学習の見通しをもつ。
・生活科で育てている植物の様子を想起し、
「よくみてくわしくかく」という学習課題を確
認する。2 どんな観点で観察したいかを出し合う。
・出し合ったものとP64の観点を合わせて整理
し、クラス全体で共有する。

2～3 3 観察記録の書き方を知る。
・P64-65の二つの作例を読み、書かれている観
点と書き方の共通点・相違点を見つける。

4 観察記録を書く。
・生活科で育てている植物を観察し、観点を想
起して気づいたことをメモしたり絵に描いたり
する。
・メモを見て、二つの作例の書き方から選んで
観察記録を書く。
・P124を参考に、横書きのカードの書き方を知
り、生活科の学習にもいかす。

4 5 書いたものを友達と交流する。
・交流しながら、友達の観点や書き方との共通
点・相違点に気づく。

6 学習を振り返る。
・いろいろな観点から観察することで、様子を
詳しく記録できることを確かめる。

６月 1～3 1 学習の見通しをもつ。
・教師の範読を聞いて、内容の大体を捉える。
・P76-77を見て、これからの学習に意欲をも
つ。
・教師の後について全文を音読する。

つぼみ
８時間（知・技②、読⑥）
◎事柄の順序を考えながら、内容の大
体を捉えることができる。（思・判・
表C(1)ア）
○文の中における主語と述語との関係
に気づくことができる。（知・技(1)
カ）
○語のまとまりや言葉の響きなどに気
をつけて音読することができる。
（知・技(1)ク）
〇文章の中の重要な語や文を考えて選
び出すことができる。（思・判・表
C(1)ウ）
■文章を読んで分かったことや考えた
ことを伝え合う。
☆動植物や自然に親しむ題材（道徳）
☆図鑑でいろいろな花のつぼみを見つ
ける活動（図書館活用）

【知・技】
・文の中における主語と述語との関
係に気づいている。（(1)カ）
・語のまとまりや言葉の響きなどに
気をつけて音読している。（(1)ク）
【思・判・表】
・「読むこと」において、事柄の順
序などを考えながら、内容の大体を
捉えている。（C(1)ア）
・「読むこと」において、文章の中
の重要な語や文を考えて選び出して
いる。（C(1)ウ）
【態】積極的に説明の順序を捉えな
がら文章を読み、学習課題に沿って
分かったことや考えたことを伝えよ
うとしている。

おもちやと　おもちゃ
２時間（書②）
◎拗音の表記、句点の打ち方を理解
し、文の中で使うことができる。
（知・技(1)ウ）
○語と語との続き方に注意することが
できる。（思・判・表B(1)ウ）
■拗音のある言葉を使って文を書く。

【知・技】拗音の表記、句点の打ち
方を理解して、文の中で使ってい
る。（(1)ウ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、語と語との続き方に注意してい
る。（B(1)ウ）
【態】進んで拗音のある言葉を見つ
けようとし、これまでの学習をいか
して文を書こうとしている。

あいうえおで　あそぼう
３時間（知・技③）
◎平仮名を読み、書くことができる。
（知・技(1)ウ）
◎長く親しまれている言葉遊びを通し
て、言葉の豊かさに気づくことができ
る。（知・技(3)イ）
○姿勢や口形、発声や発音に注意して
話すことができる。（知・技(1)イ）
■言葉遊び歌を楽しむ。

【知・技】
・姿勢や口形、発声や発音に注意し
て話している。（(1)イ）
・平仮名を読み、書いている。（(1)
ウ）
・長く親しまれている言葉遊びを通
して、言葉の豊かさに気づいてい
る。（(3)イ）
【態】進んで平仮名の五十音を確か
め、これまでの学習をいかして言葉
遊びを楽しもうとしている。

おおきく　なった
４時間（書④）
◎観察したことなどから書くことを見
つけ、必要な事柄を集めたり確かめた
りすることができる。（思・判・表
B(1)ア）
○身近なことを表す語句の量を増し、
文章の中で使うことができる。（知・
技(1)オ）
■観察したことを記録する文を書く。
☆植物を観察する活動（生活科）
☆観察時に写真を撮影（ＩＣＴ活用）

【知・技】身近なことを表す語句の
量を増し、文章の中で使っている。
（(1)オ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、観察したことなどから書くこと
を見つけ、必要な事柄を集めたり確
かめたりしている。（B(1)ア）
【態】植物をさまざまな観点から積
極的に観察し、これまでの学習をい
かして観察したことを記録しようと
している。

おおきな　かぶ
６時間（読⑥）
◎語のまとまりや言葉の響きなどに気
をつけて音読することができる。
（知・技(1)ク）
◎場面の様子や登場人物の行動など、
内容の大体を捉えることができる。
（思・判・表C(1)イ）
○文の中における主語と述語との関係
に気づくことができる。（知・技(1)
カ）
○場面の様子に着目して、登場人物の
行動を具体的に想像することができ
る。（思・判・表C(1)エ）
■物語を楽しんで音読したり、劇遊び
をしたりする。
☆人との関わりで協力したり親切にし
たりする題材（道徳）
☆練習を撮影した動画をいかした振り
返り（ＩＣＴ活用）

【知・技】
・文の中における主語と述語との関
係に気づいている。（(1)カ）
・語のまとまりや言葉の響きなどに
気をつけて音読している。（(1)ク）
【思・判・表】
・「読むこと」において、場面の様
子や登場人物の行動など、内容の大
体を捉えている。（C(1)イ）
・「読むこと」において、場面の様
子に着目して、登場人物の行動を具
体的に想像している。（C(1)エ）
【態】積極的に登場人物の行動を捉
え、これまでの学習をいかして音読
や劇遊びをしようとしている。
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国語科　単元ごとの評価規準
１年上巻
月 単元名・教材名・時数・指導目標 時 評価規準主な学習活動

2 お話の設定と展開を捉える。
・登場人物と増えていく順序を確かめる。
・繰り返しの言葉や副詞に着目して読む。
・繰り返しのおもしろさやリズムを楽しんで音
読する。

4 3 グループで役を決めて登場人物になりきって音
読する。
・動作やせりふを考えて楽しむ。

5 4 登場人物になりきって劇遊びをする。
・グループ内で互いのよさや改善点を助言し合
いながら練習する。

6 5 音読や劇の発表をする。

6 学習の振り返りをする。
・繰り返しや言葉の響きやリズムを楽しみなが
ら、学習したことを確かめる。

７月 1 1 P78の唱え歌を、リズムに気をつけて読む。
・教師の範読を聞いてから、いろいろな読み方
で繰り返し音読する。
・「は」「を」「へ」の読み方に注意する。

2 2 唱え歌を視写する。
・「わ」と「は」、「お」と「を」、「え」と
「へ」の使い方に注意する。

3 3 P79の文型に合わせて文を作り、発表し合う。

７月 1～3 1 学習の見通しをもつ。
・教科書を見て、「すきなことをともだちに
しょうかいしよう」という学習課題を確認す
る。2 好きなことを、グループの友達に紹介する。
・いちばん好きなことを選んで紹介の準備をす
る。
・聞いたことについて、感想を言ったり理由を
尋ねたりする。
・理由を言うと、好きなことが相手によく伝わ
ることに気づく。

4～6 3 自分が好きなこととその理由を書く。
・P82の作例を視写して、名前の書き方や始まり
を１字下げて書くことを知る。
・視写したものを参考にして、２文で書く。
・主語と述語の関係や、句読点の打ち方、理由
の書き表し方に注意する。

7 4 書いた文章を友達と読み合って、感想を交流す
る。

７月 1～3 1 学習の見通しをもつ。
・これまでに学んだ音読について、おもしろ
かったところを発表する。
・「おおきな かぶ」での音読や劇遊びを思い
出して、音読発表会をすることを知る。

2 全文について、教師の範読を聞く。
・内容の感想を発表する。
・繰り返しや言葉のリズム（七五調）に気づ
く。3 お話の内容を捉える。
・全体で音読練習をする。
・挿絵を基に、場面の様子や「おじいさん」の
行動を読む。

4 4 グループで音読の練習をする。
・役割を決めて、役になりきって音読する。
・音読に合わせて動作をつけて楽しんで演じ
る。5 5 音読発表会を開く。

6 学習を振り返る。
・他のグループの読み方でよかったところを伝
えたり、自分たちのグループを振り返ったりす
る。

はをへを　つかおう
３時間（書③）
◎助詞の「は」、「へ」及び「を」の
使い方を理解して文や文章の中で使う
ことができる。（知・技(1)ウ）
○語と語や文と文との続き方に注意し
ながら、内容のまとまりが分かるよう
に書き表し方を工夫することができ
る。（思・判・表B(1)ウ）
■助詞「は」「を」「へ」を使って文
を書く。

【知・技】助詞の「は」、「へ」及
び「を」の使い方を理解して文や文
章の中で使っている。（(1)ウ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、語と語や文と文との続き方に注
意しながら、内容のまとまりが分か
るように書き表し方を工夫してい
る。（B(1)ウ）
【態】進んで助詞の使い方を確かめ
ながら、学習課題に沿って文を作ろ
うとしている。

すきな　こと、なあに
７時間（話・聞③、書④）
◎身近なことや経験したことなどから
話題を決め、伝え合うために必要な事
柄を選ぶことができる。（思・判・表
A(1)ア）
◎語と語や文と文との続き方に注意し
ながら、内容のまとまりが分かるよう
に書き表し方を工夫することができ
る。（思・判・表B(1)ウ）
○言葉には、事物の内容を表す働き
や、経験したことを伝える働きがある
ことに気づくことができる。（知・技
(1)ア）
○丁寧な言葉と普通の言葉との違いに
気をつけて使うとともに、敬体で書か
れた文章に慣れることができる。
（知・技(1)キ）
○相手に伝わるように、行動したこと
や経験したことに基づいて、話す事柄
の順序を考えることができる。（思・
判・表A(1)イ）
■「好きなこと」を紹介する。
☆好きなことを知らせる活動（生活
科）

【知・技】
・言葉には、事物の内容を表す働き
や、経験したことを伝える働きがあ
ることに気づいている。（(1)ア）
・丁寧な言葉と普通の言葉との違い
に気をつけて使うとともに、敬体で
書かれた文章に慣れている。（(1)
キ）
【思・判・表】
・「話すこと・聞くこと」におい
て、身近なことや経験したことなど
から話題を決め、伝え合うために必
要な事柄を選んでいる。（A(1)ア）
・「話すこと・聞くこと」におい
て、相手に伝わるように、行動した
ことや経験したことに基づいて、話
す事柄の順序を考えている。（A(1)
イ）
・「書くこと」において、語と語や
文と文との続き方に注意しながら、
内容のまとまりが分かるように書き
表し方を工夫している。（B(1)ウ）
【態】粘り強く伝えたいことや表し
方を考え、これまでの学習をいかし
て自分が好きなものとその理由を紹
介しようとしている。

おおきな　かぶ
６時間（読⑥）
◎語のまとまりや言葉の響きなどに気
をつけて音読することができる。
（知・技(1)ク）
◎場面の様子や登場人物の行動など、
内容の大体を捉えることができる。
（思・判・表C(1)イ）
○文の中における主語と述語との関係
に気づくことができる。（知・技(1)
カ）
○場面の様子に着目して、登場人物の
行動を具体的に想像することができ
る。（思・判・表C(1)エ）
■物語を楽しんで音読したり、劇遊び
をしたりする。
☆人との関わりで協力したり親切にし
たりする題材（道徳）
☆練習を撮影した動画をいかした振り
返り（ＩＣＴ活用）

【知・技】
・文の中における主語と述語との関
係に気づいている。（(1)カ）
・語のまとまりや言葉の響きなどに
気をつけて音読している。（(1)ク）
【思・判・表】
・「読むこと」において、場面の様
子や登場人物の行動など、内容の大
体を捉えている。（C(1)イ）
・「読むこと」において、場面の様
子に着目して、登場人物の行動を具
体的に想像している。（C(1)エ）
【態】積極的に登場人物の行動を捉
え、これまでの学習をいかして音読
や劇遊びをしようとしている。

おむすび　ころりん
５時間（読⑤）
◎昔話の読み聞かせを聞くなどして、
我が国の伝統的な言語文化に親しむこ
とができる。（知・技(3)ア）
◎場面の様子や登場人物の行動など、
内容の大体を捉えることができる。
（思・判・表C(1)イ）
○語のまとまりや言葉の響きなどに気
をつけて音読することができる。
（知・技(1)ク）
■昔話を音読したり演じたりする。
☆練習を撮影した動画をいかした振り
返り（ＩＣＴ活用）

【知・技】
・語のまとまりや言葉の響きなどに
気をつけて音読している。（(1)ク)
・昔話の読み聞かせを聞くなどし
て、我が国の伝統的な言語文化に親
しんでいる。((3)ア)
【思・判・表】「読むこと」におい
て、場面の様子や登場人物の行動な
ど、内容の大体を捉え てい る。
（C(1)イ）
【態】進んで昔話の内容を捉え、こ
れまでの学習をいかして音読しよう
としている。
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国語科　単元ごとの評価規準
１年上巻
月 単元名・教材名・時数・指導目標 時 評価規準主な学習活動

７月 1～2 1 学習の見通しをもつ。
・最近楽しかったことを思い出して発表し合
う。
・P92-93を見て、「たのしかったことを、ぶん
しょうにかいてよみあおう」という学習課題を2 P92の絵日記を参考に、書き方を知る。
・文章に書く内容（したこと、見たこと、聞い
たこと、思ったこと）を確認する。

3～5 3 経験したことを知らせる文章を書く。
・伝えたい経験について、詳しく思い出す。
・経験したことを絵に描く。
・「いつ」「どこで」「誰が」「何を」「どう
した」等が分かるようにするとよいことを知
る。

6 4 書いたものを読み合い、感想を交流する。

5 学習を振り返る。
・自分の経験を文章で表し、友達に紹介したこ
とを確認する。

７月 1～2 1 図書館に行って、読みたい本を見つける。
・読みたい本の見つけ方を知る。（表紙や題名
や本の中身を見る、司書の先生にきく等）

2 読みたい本を選んで読む。
・おもしろいところや心に残るところを見つけ
ながら読む。

3 本を読み終わったら、P95を参考にして、読書記
録をつける。

９月 ことばの　たいそう　　　各配当時間を15分ずつなどに分割して扱ってもよい。

1 1 詩を声に出して読む。
・リズムを感じながら元気に読む。
・声の大きさ、速さ、読む人数などを変えて読
む。2 2 詩の様子を想像したり、音読して気づいたりし
たことを話し合う。

3 工夫して音読する。
・内容から想像したり感じたりしたことを、自
分なりの読み方で読んで音読を楽しむ。

4 指導書付録ＣＤを聞き、「いちねんせいの う
た」を歌う。

1 1 P98を見て、夏休みの経験を話す際の具体的なイ
メージをもつ。

2 夏休みの出来事を思い出して題材を決める。

3 知らせたいことの内容を考える。
・P98を参考に、内容や話し方を考えて練習す
る。
・視覚に訴えられるよう、写真や絵を用意して
もよい。2 4 発表のしかたを知る。
・みんなが聞きやすい話し方（声の大きさや速
さ）を考える。
・P98の挿絵を参考に、集中して聞くことを確か
める。

5 夏休みの経験を発表して聞き合う。
・伝えたいことを工夫して話す。
・友達が知らせたい内容を聞き取り、質問や感
想を伝える。

6 学習を振り返る。

1 1 P100-101の表を見て、縦、横、斜めに隠れてい
る言葉を見つける。
・見つけた言葉をノートに書き、発表する。

2 2 自分で問題を作り、友達と出し合って楽しむ。

９月 おはなしを　たのしもう

1 1 学習の見通しをもつ。
・「やくそく」という題名から、連想すること
や自分の経験等を出し合って、お話に関心をも
つ。
・「おはなしのすきなところをみつけて、こえ
にだしてよもう」という学習課題を確認する。

2 教師の範読を聞いて、感想を発表する。

としょかんと　なかよし
２時間（知・技②）
◎読書に親しみ、いろいろな本がある
ことを知ることができる。（知・技
(3)エ）
■図書館に行き、好きな本を選んで読
書に親しむ。
☆好きな本を見つけたり、司書の方に
きいたりする活動（図書館活用）

【知・技】読書に親しみ、いろいろ
な本があることを知っている。（(3)
エ）
【態】積極的にいろいろな本を手に
取り、これまでの学習をいかして本
を選ぼうとしている。

こえを　あわせて　よもう
２時間（読②）
◎場面の様子や登場人物の行動など、
内容の大体を捉えることができる。
（思・判・表C(1)イ）
○語のまとまりや言葉の響きなどに気
をつけて音読することができる。
（知・技(1)ク）
■詩を音読する。
☆好きな詩を探して読む活動の継続
（図書館活用）

【知・技】語のまとまりや言葉の響
きなどに気をつけて音読している。
（(1)ク）
【思・判・表】「読むこと」におい
て、場面の様子や登場人物の行動な
ど、内容の大体を捉え てい る。
（C(1)イ）
【態】進んで詩の内容を捉え、これ
までの学習をいかして音読を楽しも
うとしている。

こんな　ことが　あったよ
６時間（書⑥）
◎経験したことや想像したことなどか
ら書くことを見つけ、必要な事柄を集
めたり確かめたりして、伝えたいこと
を明確にすることができる。（思・
判・表B(1)ア）
○文章に対する感想を伝え合い、自分
の文章のよいところを見つけることが
できる。（思・判・表B(1)オ）
・言葉には、事物の内容を表す働き
や、経験したことを伝える働きがある
ことに気づくことができる。（知・技
(1)ア）
■出来事や経験を報告する文章を書
く。

【知・技】言葉には、事物の内容を
表す働きや、経験したことを伝える
働きがあることに気づいている。
（(1)ア）
【思・判・表】
・「書くこと」において、経験した
ことや想像したことなどから書くこ
とを見つけ、必要な事柄を集めたり
確かめたりして、伝えたいことを明
確にしている。（B(1)ア）
・「書くこと」において、文章に対
する感想を伝え合い、自分の文章の
よいところを見つけている。（B(1)
オ）
【態】積極的に出来事や経験を思い
出し、これまでの学習をいかして日
記に書こうとしている。

やくそく
８時間（読⑧）
◎場面の様子や登場人物の行動など、
内容の大体を捉えることができる。
（思・判・表C(1)イ）
○文の中における主語と述語との関係
に気づくことができる。（知・技(1)
カ）
○語のまとまりや言葉の響きなどに気
をつけて音読することができる。
（知・技(1)ク）
○場面の様子に着目して、登場人物の
行動を具体的に想像することができ
る。（思・判・表C(1)エ）
■お話を楽しんだり、想像を広げたり
しながら読む。
☆人との関わりや譲り合い等に関わる
題材（道徳）

【知・技】
・文の中における主語と述語との関
係に気づいている。（(1)カ）
・語のまとまりや言葉の響きなどに
気をつけて音読している。（(1)ク）
【思・判・表】
・「読むこと」において、場面の様
子や登場人物の行動など、内容の大
体を捉えている。（C(1)イ）
・「読むこと」において、場面の様
子に着目して、登場人物の行動を具
体的に想像している。（C(1)エ）
【態】進んで登場人物の行動を確か
め、学習の見通しをもって声に出し
てお話を楽しもうとしている。

みんなに　しらせよう
２時間（話・聞②）
◎伝えたい事柄や相手に応じて、声の
大きさや速さなどを工夫することがで
きる。（思・判・表A(1)ウ）
○姿勢や口形、発声や発音に注意して
話すことができる。（知・技(1)イ）
○話し手が知らせたいことや自分が聞
きたいことを落とさないように集中し
て聞き、話の内容を捉えて感想をもつ
ことができる。（思・判・表A(1)エ）
■知らせたい内容を聞き合う。
☆話の内容を補うために、端末で撮影
した写真などを共有（ＩＣＴ活用）

【知・技】姿勢や口形、発声や発音
に注意して話している。（(1)イ）
【思・判・表】
・「話すこと・聞くこと」におい
て、伝えたい事柄や相手に応じて、
声の大きさや速さなどを工夫してい
る。（A(1)ウ）
・「話すこと・聞くこと」におい
て、話し手が知らせたいことや自分
が聞きたいことを落とさないように
集中して聞き、話の内容を捉えて感
想をもっている。（A(1)エ）
【態】積極的に友達の話を聞き、こ
れまでの学習をいかして質問や感想
を述べようとしている。

ことばを　みつけよう
２時間（知・技②）
◎身近なことを表す語句の量を増し、
語彙を豊かにすることができる。
（知・技(1)オ）
■みんなで言葉遊びをする。

【知・技】身近なことを表す語句の
量を増し、語彙を豊かにしている。
（(1)オ）
【態】積極的に言葉遊びに取り組
み、これまでの学習をいかして自分
でも言葉遊びを作成しようとしてい
る。
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国語科　単元ごとの評価規準
１年上巻
月 単元名・教材名・時数・指導目標 時 評価規準主な学習活動

2～6 3 教材文を読み、内容を捉える。
・題名と作者、登場人物を確認する。（P109で
「さくしゃ」という言葉を知る。）
・登場人物の言動を押さえながら、お話の展開
を整理する。
・３匹のその後を想像して伝え合い、お話の余
韻を楽しむ。

7～8 4 グループで場面を選んで、音読する。
・音読したい場面を選ぶ。
・場面の様子を想像し、３匹の「あおむし」や
「木」になりきって役割読みをする。
・グループの音読を聞き合って感想を伝え合
う。

5 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」で身につけた力を押さえ
る。９月 1 1 片仮名を書く。
・P110の唱え歌を音読し、その中から片仮名を
見つけてノートに書く。
・P111で、片仮名の長音、拗音、促音、濁音の
書き方を確かめる。

2 2 身の回りから片仮名で書く言葉を探す。
・探した言葉を、長音、拗音、促音、濁音に気
をつけながら、ノートに書く。
・P126-127の片仮名表を参考に、片仮名で書く
言葉の入った簡単な文を書く。

９月 よんで　たしかめよう

1～2 1 学習の見通しをもつ。
・「つぼみ」の学習で「問い」と「答え」の文
があったことを思い出す。
・P112-113の写真を見て、海にはたくさんの生
き物がいることを経験や知識を基に話し合い、
教材に興味をもつ。
・「いきものがどんなかくれんぼをしているか
をしらべて、ともだちにしらせよう」という学
習課題を確認する。

3 2 教材文を読む。
・最初の「問い」で問われていることを確かめ
る。
・３種類の海の生き物が出てくることを確かめ4～6 3 生き物の隠れる場所と隠れる方法を確かめる。
・１文目に海の生き物とその隠れ場所、２文目
に体の仕組みや機能、３文目に隠れる方法とい
う順序で書かれていることに気づく。
・内容や構成について気づいたことを交流し、
生き物ごとに、読み取ったことをカードにまと
めて確かめる。

7～8 4 P117の図鑑や科学読み物等から、他の生き物の
隠れ方を調べて友達と交流する。
・興味をもった生き物について「１なにが、ど
こに ２かくれるためのからだのつくり ３か
くれんぼのしかた」を調べる。
・調べて見つけたことを、順序を考えてカード
に書く。
・P112と同様の問いかけをしながら、友達と交
流する。

5 学習を振り返る
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」で身につけた力を押さえ
る。1～3 1 教科書の数え歌をリズミカルに楽しく読む。
・数に合わせて、子ブタの鳴き声を入れて読
む。2 数を表す漢字を練習する。
・読み方が複数あることを知る。

3 身の回りにあるものを数えてノートに書く。

4 4 P120-121を参考に、折り紙、鉛筆、車などの数
え歌を作って友達と読み合う。

やくそく
８時間（読⑧）
◎場面の様子や登場人物の行動など、
内容の大体を捉えることができる。
（思・判・表C(1)イ）
○文の中における主語と述語との関係
に気づくことができる。（知・技(1)
カ）
○語のまとまりや言葉の響きなどに気
をつけて音読することができる。
（知・技(1)ク）
○場面の様子に着目して、登場人物の
行動を具体的に想像することができ
る。（思・判・表C(1)エ）
■お話を楽しんだり、想像を広げたり
しながら読む。
☆人との関わりや譲り合い等に関わる
題材（道徳）

【知・技】
・文の中における主語と述語との関
係に気づいている。（(1)カ）
・語のまとまりや言葉の響きなどに
気をつけて音読している。（(1)ク）
【思・判・表】
・「読むこと」において、場面の様
子や登場人物の行動など、内容の大
体を捉えている。（C(1)イ）
・「読むこと」において、場面の様
子に着目して、登場人物の行動を具
体的に想像している。（C(1)エ）
【態】進んで登場人物の行動を確か
め、学習の見通しをもって声に出し
てお話を楽しもうとしている。

かたかなを　みつけよう
２時間（知・技①、書①）
◎片仮名を読み、書くとともに、片仮
名の長音、拗音、促音、撥音などの表
記を理解して文や文章の中で使うこと
ができる。（知・技(1)ウ）
○語と語との続き方に注意しながら、
文を書き表すことができる。（思・
判・表B(1)ウ）
■身の回りから片仮名で書く言葉を見
つけて、読んだり書いたりする。

【知・技】片仮名を読み、書くとと
もに、片仮名の長音、拗音、促音、
撥音などの表記を理解して文や文章
の中で使っている。（(1)ウ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、語と語との続き方に注意しなが
ら文を書き表している。（B(1)ウ）
【態】身の回りから片仮名で書く言
葉を進んで見つけ、これまでの学習
をいかして簡単な文を書こうとして
いる。

うみの　かくれんぼ
８時間（読⑧）
◎文章の中の重要な語や文を考えて選
び出すことができる。（思・判・表
C(1)ウ）
○文の中における主語と述語との関係
に気づくことができる。（知・技(1)
カ）
○事柄の順序など情報と情報との関係
について理解することができる。
（知・技(2)ア）
○事柄の順序などを考えながら、内容
の大体を捉えることができる。（思・
判・表C(1)ア）
■説明する文章を読み、分かったこと
を伝える。
☆自然に親しむ題材（道徳）
☆他の生き物の隠れ方を図鑑等で調べ
る活動（図書館活用）

【知・技】
・文の中における主語と述語との関
係に気づいている。（(1)カ）
・事柄の順序など情報と情報との関
係について理解している。（(2)ア）
【思・判・表】
・「読むこと」において、事柄の順
序などを考えながら、内容の大体を
捉えている。（C(1)ア）
・「読むこと」において、文章の中
の重要な語や文を考えて選び出して
いる。（C(1)ウ）
【態】粘り強く文章の中で大事な言
葉を押さえながら読み、学習課題に
沿って分かったことを伝えようとし
ている。

９月 かずと　かんじ
４時間（知・技②、書②）
◎第１学年に配当されている漢字を読
み、漸次書くことができる。（知・技
(1)エ）
・語と語との続き方に注意しながら文
を書き表すことができる。（思・判・
表B(1)ウ）
■数え歌を書く。

【知・技】第１学年に配当されてい
る漢字を読み、漸次書いている。
（(1)エ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、語と語との続き方に注意しなが
ら文を書き表している。（B(1)ウ）
【態】積極的に数え方に興味をも
ち、これまでの学習や経験をいかし
て漢字を使って数え歌を書こうとし
ている。
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国語科　単元ごとの評価規準
１年下巻
月 単元名・教材名・時数・指導目標 時 評価規準

10月 おもいうかべながら　よもう

1～2 1 扉の詩を声に出して読み、目次を見て下巻の見
通しをもつ。

2 学習の見通しをもつ。
・題名から「くじらぐも」を想像することで、
物語の様子を「おもいうかべながらよもう」と
いう学習課題を設定し、学習計画を立てる。

3～6 3 教材文を読み、内容の大体を捉えて、様子を思
い浮かべる。
・挿絵を手がかりに想像を広げながら、教師の
範読を聞き初発の感想を交流する。
・様子を想像して、かぎ（「 」）のところを
どのように音読するか考える。

7～8 4 読んで想像したことを伝え合って共有する。
・友達が想像したことを聞いて、思ったことを
発表する。

5 話した言葉を、かぎ（「　」）を使って書く。

6 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」で身につけた力を押さえ
る。10月 1～2 1 これまでの学習を振り返る。
・文章を読み返して間違いに気づいた経験や、
日常的に文章を読み返す習慣がついているかを
振り返る。2 文章の中から表記の間違いを見つけて直す。
・P19の文章例を読み、文字の間違いを直す。
・友達と交換し、確認し合う。
・「は」「へ」「を」を使って文章を書き、読
み直す。
・友達と交換し、確認し合う。

10月 くわしく　かこう

1 1 学習の見通しをもつ。
・P20を読み、「学校にいる生きものや、学校で
見つけたものをよく見て、いえのひとにしらせ
る文しょうをかこう」という学習課題を確認す
る。
・教材文を読んで学習の流れを確かめ、知らせ
たいものを考える。

2～3 2 家の人に知らせたいものを決め、絵や見つけた
ことをカードに記録する。
・知らせたいものをよく見て、P21のカードを参
考に、絵の周りに色や形、触った感じ、様子な
どを短い言葉で書く。

3 見つけた事柄を文章に書く。
・P21のカードとP22の作例を比べ、見つけたこ
とをどのように文章に表すのかを考える。
・短冊カードを用意するなどして、見つけた事
柄を一つずつ文にする。
・カードを並べ替えながら文章の順序を考え
る。
・考えた順序に沿って文章を書く。

4～8 4 文章を声に出して読み返す。
・句読点や「は」「へ」「を」が正しく使えて
いるか推敲する。

5 書いた文章を読んでもらう。
・家の人に読んでもらい、感想をもらう。
・知らせたいことを伝える文章を書いて、家の
人に読んでもらった感想をまとめる。

9～10 6 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」で身につけた力を押さえ
る。10月 1～2 1 教科書を読み、漢字の成り立ちを知る。
・P24-25の挿絵を見て、何を表す絵が描いてあ
るかを確かめる。
・絵と漢字を見比べて、漢字の成り立ちを知
る。3～4 2 教材文に出ている漢字の書き方を学び、書き順
や字形に気をつけて練習する。
・絵からできている漢字の意味を考える。
・ある事柄を示す印からできている漢字の意味
を考える。

5～6 3 例文にある絵を漢字に直し、ノートに視写す
る。

くじらぐも
８時間（知・技①、読⑦）
◎かぎ（「 」）の使い方を理解して
文や文章の中で使うことができる。
（知・技(1)ウ）
◎場面の様子に着目して、登場人物の
行動を具体的に想像することができ
る。（思・判・表C(1)エ）
〇語のまとまりや言葉の響きなどに気
をつけて音読することができる。
（知・技(1)ク）
■読んで想像したことを伝え合う。

【知・技】
・かぎ（「 」）の使い方を理解し
て文や文章の中で使っている。（(1)
ウ）
・語のまとまりや言葉の響きなどに
気をつけて音読している。（(1)ク）
【思・判・表】「読むこと」におい
て、場面の様子に着目して、登場人
物の行動を具体的に想像している。
（C(1)エ）
【態】積極的に想像力を広げて物語
を読み、これまでの学習をいかして
想像したことを友達に伝えようとし
ている。

まちがいを　なおそう
２時間（書②）
◎文章を読み返す習慣をつけるととも
に、間違いを正すことができる。
（思・判・表B(1)エ）
○助詞の「は」、「へ」及び「を」の
使い方、句読点の打ち方を理解して、
文や文章の中で使っている。（知・技
(1)ウ）
■正しい表記で文章を書く。

【知・技】助詞の「は」、「へ」及
び「を」の使い方、句読点の打ち方
を理解して、文や文章の中で使って
いる。（(1)ウ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、文章を読み返す習慣をつけると
ともに、間違いを正し てい る。
（B(1)エ）
【態】進んで文章を見直し、これま
での学習をいかして適切な表記に正
そうとしている。

主な学習活動

しらせたいな、見せたいな
10時間（書⑩）
◎経験したことなどから書くことを見
つけ、必要な事柄を集めたり確かめた
りすることができる。（思・判・表
B(1)ア）
〇言葉には、事物の内容を表す働き
や、経験したことを伝える働きがある
ことに気づくことができる。（知・技
(1)ア）
〇助詞の「は」、「へ」及び「を」の
使い方、句読点の打ち方、かぎ（「
」）の使い方を理解して、文や文章の
中で使うことができる。（知・技(1)
ウ）
○語と語や文と文との続き方に注意し
ながら書き表すことができる。（思・
判・表B(1)ウ）
■見つけたことを記録して伝える。
☆動植物の観察記録文を書く活動（生
活科）
☆知らせたい対象を端末で撮影（ＩＣ
Ｔ活用）

【知・技】
・言葉には、事物の内容を表す働き
や、経験したことを伝える働きがあ
ることに気づいている。（(1)ア）
・助詞の「は」、「へ」及び「を」
の使い方、句読点の打ち方、かぎ
（「 」）の使い方を理解して、文
や文章の中で使っている。（(1)ウ）
【思・判・表】
・「書くこと」において、経験した
ことなどから書くことを見つけ、必
要な事柄を集めたり確かめたりして
いる。（B(1)ア）
・「書くこと」において、語と語や
文と文との続き方に注意しながら書
き表している。（B(1)ウ）
【態】知らせたいものを丁寧に観察
し、学習の見通しをもって見つけた
ことを文章にして伝えようとしてい
る。

かん字の　はなし
６時間（知・技③、書③）
◎第１学年に配当されている漢字を読
み、漸次書き、文や文章の中で使うこ
とができる。（知・技(1)エ）
○語と語との続き方に注意しながら、
内容のまとまりが分かるように書き表
し方を工夫することができる。（思・
判・表B(1)ウ）
■漢字を使った短文を書く。

【知・技】第１学年に配当されてい
る漢字を読み、漸次書き、文や文章
の中で使っている。（(1)エ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、語と語との続き方に注意しなが
ら、内容のまとまりが分かるように
書き表し方を工夫している。（B(1)
ウ）
【態】積極的に漢字の成り立ちに興
味をもち、学習課題に沿って漢字を
使った短い文を書こうとしている。
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国語科　単元ごとの評価規準
１年下巻
月 単元名・教材名・時数・指導目標 時 評価規準主な学習活動

4 学習した漢字を使って、短文を作る。
・作った文を友達と読み合い、交流する。
・互いに読み合い、漢字や文の書き方に間違い
がないかを確かめる。

5 学習を振り返る。
・漢字の成り立ちについて知ったことを振り返
る。1 1 濁音・半濁音・促音・撥音の入った詩のおもし
ろさを味わいながら声に出して読む。

2 早口言葉を調子よく、正確に唱える。

2 3 他にもおもしろい発音の詩などを探して、声に
出して読み合う。

11月 せつめいする　文しょうを　よもう

1 1 学習の見通しをもつ。
・P30の挿絵を見て、それぞれの車がどんな仕事
をするのか、そのためにどんなつくりになって
いるのか、考えを出し合う。
・「いろいろな車のしごととつくりがどんなふ
うにしょうかいされているかかんがえながら、
せつめいする文しょうをよもう」という学習課
題を確認する。

2～5 2 教材文を読む。
・文章全体の構造を捉える。（問いと答えの形
式・三つの事例を挙げて説明）
・各事例の「しごと」と「つくり」を見分け、
二つの事柄の順序や、「そのために」でつな
がっていることを押さえる。
・事例を比べ、車の「つくり」は、「しごと」
によって変わることを押さえる。

6 3 説明のしかたについて確かめる。
・身近な自動車から順に登場していたことを押
さえる。

7 4 はしご車の「しごと」とそのための「つくり」
についてまとめる。

5 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」で身につけた力を押さえ
る。

11月 せつめいする　文しょうを　かこう

1 1 学習の見通しをもつ。
・教材「じどう車くらべ」の学びを思い出す。
・一人一人が「じどう車しょうかいカード」を
書き、「クラスでまとめて、じどう車ずかんを
つくろう」という学習課題を確認する。

2～4 2 「じどう車しょうかいカード」を作る。
・図鑑などで知った自動車の中から紹介したい
自動車を選ぶ。
・説明の観点に着目しながら、「しごと」と
「つくり」をノートに書く。
・カードに文章を清書し、できたら、挿絵用の
絵や写真のコピーを添える。

5 3 カードを交換して読み合う。
・友達の作ったカードを読み、感想を伝え合
う。
・クラスで図鑑としてまとめる際、どんな順番
でページに並べるか話し合う。4 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」で身につけた力を押さえ
る。11月 1～2 1 身近なものの中で、片仮名で表記する語を出し
合う。2 教科書にある片仮名で書く言葉をノートに書
く。
・片仮名の長音・促音・拗音の表し方を確認す3 片仮名で書く言葉を集め、短文を作る。

かん字の　はなし
６時間（知・技③、書③）
◎第１学年に配当されている漢字を読
み、漸次書き、文や文章の中で使うこ
とができる。（知・技(1)エ）
○語と語との続き方に注意しながら、
内容のまとまりが分かるように書き表
し方を工夫することができる。（思・
判・表B(1)ウ）
■漢字を使った短文を書く。

【知・技】第１学年に配当されてい
る漢字を読み、漸次書き、文や文章
の中で使っている。（(1)エ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、語と語との続き方に注意しなが
ら、内容のまとまりが分かるように
書き表し方を工夫している。（B(1)
ウ）
【態】積極的に漢字の成り立ちに興
味をもち、学習課題に沿って漢字を
使った短い文を書こうとしている。

ことばを　たのしもう
２時間（知・技②）
◎長く親しまれている言葉遊びを通し
て、言葉の豊かさに気づくことができ
る。（知・技(3)イ）
○音節と文字との関係に気づくととも
に、発声や発音に注意して話すことが
できる。（知・技(1)イ）
〇語のまとまりや言葉の響きなどに気
をつけて音読することができる。
（知・技(1)ク）
■詩や早口言葉を楽しむ。
☆他にもおもしろい発音の詩を探す活
動（図書館活用）

【知・技】
・音節と文字との関係に気づくとと
もに、発声や発音に注意して話して
いる。（(1)イ）
・語のまとまりや言葉の響きなどに
気をつけて音読している。（(1)ク）
・長く親しまれている言葉遊びを通
して、言葉の豊かさに気づいてい
る。（(3)イ）
【態】積極的に詩や早口言葉を楽し
み、これまでの学習や経験をいかし
て、発声や発音に気をつけながら声
に出して読もうとしている。

じどう車くらべ
７時間（読⑦）
◎事柄の順序などを考えながら、内容
の大体を捉えることができる。（思・
判・表C(1)ア）
○事柄の順序など情報と情報との関係
について理解することができる。
（知・技(2)ア）
〇文章の中の重要な語や文を考えて選
び出すことができる。（思・判・表
C(1)ウ）
■事物の仕組みを説明した文章を読
み、分かったことをまとめる。

【知・技】事柄の順序など情報と情
報との関係について理解している。
（(2)ア）
【思・判・表】
・「読むこと」において、事柄の順
序などを考えながら、内容の大体を
捉えている。（C(1)ア）
・「読むこと」において、文章の中
の重要な語や文を考えて選び出して
いる。（C(1)ウ）
【態】進んで説明における順序を考
えながら読み、自分が説明するとき
にいかしたいことを見つけようとし
ている。

じどう車ずかんを　つくろう
５時間（書⑤）
◎事柄の順序に沿って簡単な構成を考
えることができる。（思・判・表B(1)
イ）
○事柄の順序など情報と情報との関係
について理解することができる。
（知・技(2)ア）
■「じどう車しょうかいカード」を書
く。
☆自動車について書かれた図鑑等を選
んで読む活動（図書館活用）

【知・技】事柄の順序など情報と情
報との関係について理解している。
（(2)ア）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、事柄の順序に沿って簡単な構成
を考えている。（B(1)イ）
【態】分かりやすい説明のしかたに
ついて興味をもち、説明の順序に気
をつけながら、見通しをもって自動
車図鑑を作ろうとしている。

かたかなを　かこう
２時間（知・技①、書①）
◎片仮名を読み、書くとともに、文や
文章の中で使うことができる。（知・
技(1)ウ）
○語と語との続き方に注意しながら、
書き表し方を工夫することができる。
（思・判・表B(1)ウ）
■片仮名で書く言葉を集め、短文を書
く。

【知・技】片仮名を読み、書くとと
もに、文や文章の中で使っている。
（(1)ウ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、語と語との続き方に注意しなが
ら、書き表し方を工夫している。
（B(1)ウ）
【態】片仮名の表記のしかたに気を
つけながら、これまでの学習をいか
して文の中で片仮名を使おうとして

10月
～
11月
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国語科　単元ごとの評価規準
１年下巻
月 単元名・教材名・時数・指導目標 時 評価規準主な学習活動

4 作った短文を友達と交流する。

11月 ともだちと　はなして、おはなしを　かこう

1 1 学習の見通しをもつ。
・「どうぶつになったつもりでともだちとはな
して、おはなしをつくろう」という学習課題を
確認する。2～3 2 P40-41の挿絵を参考に、登場人物を決める。

3 友達と役割を決めて、動物になったつもりで話
をする。
・友達と話したことをノートにメモする。
・「たいせつ」で、友達の話を聞くときに気を
つけることを確認する。

4～5 4 友達と話したことを基に、お話を考えて文にす
る。
・P42を参考に、友達と話したことを会話の形に
する。
・書いたお話を読み返す。6 5 書いたお話を読み合い、感想を交流する。
・「たいせつ」で、交流の観点を確認する。

6 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」で身につけた力を押さえ
る。

すきな　ところを　見つけよう

1 1 学習の見通しをもつ。
・教師の範読を聞いて好きなところを見つけ、
文章に線を引く。
・挿絵を手がかりに、内容の大体を捉える。
・「すきなところとそのりゆうをみんなにしら
せよう」という学習課題を確認する。

2～6 2 場面ごとに様子を思い浮かべる。
・「たぬき」や「おかみさん」と同じ動作をし
てみる。
・「たぬき」のしたことを確かめ、そのときの
様子を思い浮かべる。
・「おかみさん」の気持ちを想像する。

7～8 3 好きなところとそのわけを友達と話し合う。

4 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」で身につけた力を押さえ
る。12月 1 1 日付歌を唱える。
・日付歌に出てくる漢字の読み方を学び、日付
歌を声に出して練習する。
・日付歌に出てくる漢字の練習をする。

2 2 曜日歌を唱える。
・曜日歌に出てくる漢字の読み方を学び、曜日
歌を声に出して練習する。
・曜日歌に出てくる漢字の練習をする。

3 3 自分の日付歌、曜日歌を作る。

12月 てがみを　かこう

1 1 学習の見通しをもつ。
・手紙を書いたり、もらったりした経験を出し
合う。
・教材文を読み、「うれしかったことやたのし
かったことを、てがみにかいてしらせよう」と
いう学習課題を確認する。

2 2 誰にどんなことを知らせたいか考える。
・相手と書く題材を決め、必要な事柄を集め
る。

かたかなを　かこう
２時間（知・技①、書①）
◎片仮名を読み、書くとともに、文や
文章の中で使うことができる。（知・
技(1)ウ）
○語と語との続き方に注意しながら、
書き表し方を工夫することができる。
（思・判・表B(1)ウ）
■片仮名で書く言葉を集め、短文を書
く。

【知・技】片仮名を読み、書くとと
もに、文や文章の中で使っている。
（(1)ウ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、語と語との続き方に注意しなが
ら、書き表し方を工夫している。
（B(1)ウ）
【態】片仮名の表記のしかたに気を
つけながら、これまでの学習をいか
して文の中で片仮名を使おうとして

どんな　おはなしが　できるかな
６時間（話・聞②、書④）
◎互いの話に関心をもち、相手の発言
を受けて話をつなぐことができる。
（思・判・表A(1)オ）
◎文章に対する感想を伝え合い、自分
の文章の内容や表現のよいところを見
つけることができる。（思・判・表
B(1)オ）
〇句読点の打ち方、かぎ（「 」）の
使い方を理解して文や文章の中で使う
ことができる。（知・技(1)ウ）
〇文の中における主語と述語との関係
に気づくことができる。（知・技(1)
カ）
○話し手が知らせたいことや自分が聞
きたいことを落とさないように集中し
て聞き、話の内容を捉えて感想をもつ
ことができる。（思・判・表A(1)エ）
■友達と話したことを基にして物語を
作る。

【知・技】
・句読点の打ち方、かぎ（「 」）
の使い方を理解して文や文章の中で
使っている。（(1)ウ）
・文の中における主語と述語との関
係に気づいている。（(1)カ）
【思・判・表】
・「話すこと・聞くこと」におい
て、話し手が知らせたいことや自分
が聞きたいことを落とさないように
集中して聞き、話の内容を捉えて感
想をもっている。（A(1)エ）
・「話すこと・聞くこと」におい
て、互いの話に関心をもち、相手の
発言を受けて話をつないでいる。
（A(1)オ）
・「書くこと」において、文章に対
する感想を伝え合い、自分の文章の
内容や表現のよいところを見つけて
いる。（B(1)オ）
【態】物語を完成させるという見通
しをもち、進んで友達に質問し、お
話を書こうとしている。

たぬきの　糸車
８時間（読⑧）
◎文章の内容と自分の体験とを結び付
けて、感想をもつことができる。
（思・判・表C(1)オ）
○文の中における主語と述語との関係
に気づくことができる。（知・技(1)
カ）
〇語のまとまりや言葉の響きなどに気
をつけて音読することができる。
（知・技(1)ク）
〇場面の様子に着目して、登場人物の
行動を具体的に想像することができ
る。（思・判・表C(1)エ）
■物語の好きなところを見つけて、そ
のわけを話し合う。

【知・技】
・文の中における主語と述語との関
係に気づいている。（(1)カ）
・語のまとまりや言葉の響きなどに
気をつけて音読している。（(1)ク）
【思・判・表】
・「読むこと」において、場面の様
子に着目して、登場人物の行動を具
体的に想像している。（C(1)エ）
・「読むこと」において、文章の内
容と自分の体験とを結び付けて、感
想をもっている。（C(1)オ）
【態】場面の様子に進んで着目し、
これまでの学習をいかして、好きな
ところとそのわけを考えようとして
いる。

日づけと　よう日
３時間（知・技①、書②）
◎第１学年に配当されている漢字を読
み、漸次書き、文や文章の中で使うこ
とができる。（知・技(1)エ）
○身近なことを表す語句の量を増し、
語彙を豊かにすることができる。
（知・技(1)オ)
〇語と語との続き方に注意しながら、
内容のまとまりが分かるように書き表
し方を工夫することができる。（思・
判・表B(1)ウ）
■唱え歌を作る。

【知・技】
・第１学年に配当されている漢字を
読み、漸次書き、文や文章の中で
使っている。（(1)エ）
・身近なことを表す語句の量を増
し、語彙を豊かにしている。（(1)
オ)
【思・判・表】「書くこと」におい
て、語と語との続き方に注意しなが
ら、内容のまとまりが分かるように
書き表し方を工夫している。（B(1)
ウ）
【態】積極的に日付や曜日を表す漢
字に関心をもち、これまでの学習を
いかして自分でも唱え歌を作ろうと

てがみで　しらせよう
６時間（書⑥）
◎丁寧な言葉と普通の言葉との違いに
気をつけて使うとともに、敬体で書か
れた文章に慣れることができる。
（知・技(1)キ）
◎文章を読み返す習慣をつけるととも
に、間違いを正したり、語と語や文と
文との続き方を確かめたりすることが
できる。（思・判・表B(1)エ）
○語と語や文と文との続き方に注意し
ながら、内容のまとまりが分かるよう
に書き表し方を工夫することができ
る。（思・判・表B(1)ウ）
■伝えたいことを手紙に書く。
☆お世話になった人に手紙を書く活動
（生活科）

【知・技】丁寧な言葉と普通の言葉
との違いに気をつけて使うととも
に、敬体で書かれた文章に慣れてい
る。（(1)キ）
【思・判・表】
・「書くこと」において、語と語や
文と文との続き方に注意しながら、
内容のまとまりが分かるように書き
表し方を工夫することができる。
（B(1)ウ）
・「書くこと」において、文章を読
み返す習慣をつけるとともに、間違
いを正したり、語と語や文と文との
続き方を確かめたりし てい る。
（B(1)エ）
【態】書いた文章を積極的に見直し
ながら、これまでの学習をいかし
て、身近な人に手紙を書こうとして
いる。

11月
～
12月
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国語科　単元ごとの評価規準
１年下巻
月 単元名・教材名・時数・指導目標 時 評価規準主な学習活動

3～5 3 手紙を書く。
・P58-59の作例を参考に、クラス全員で共通の
相手に手紙を書く練習をする。
・読み返して、書くときに気をつけることを意
識して書けているかを確かめる。
・自分がいちばん知らせたい相手に手紙を書
く。

6 4 学習の振り返りをする。
・手紙を書いた感想を交流する。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」で身につけた力を押さえ
る。

12月 本は　ともだち

1～2 1 学習の見通しをもつ。
・知っている昔話や読んでみたい昔話を出し合
う。
・P60-61を見て、「いろいろなむかしばなしを
よんで、ともだちにしらせよう」という学習課
題を確認する。

3～5 2 カードの書き方を学習する。
・「おかゆの　おなべ」を読む。
・お話の好きなところやおもしろかったところ
などを伝え合う。
・P73を参考にカードの書き方を確認する。

6～8 3 読みたい昔話を選んで読み、カードを書く。
・カードの書き方を再度確かめる。

4 友達のカードを読んで感想を伝え合う。
・カードを読み、さらに物語を読んだり、カー
ドに対する感想を書いたりする。

5 学習を振り返る。
・昔話を読んで紹介カードを交流し合った学習
から、学んだことや感じたことを振り返る。

１月 ことばの　たいそう　　各配当時間を15分ずつなどに分割して扱ってもよい。

1～2 1 作者（かたつむり、にじ）の気持ちを想像しな
がら詩を音読する。
・読む速度を変えたり、動作化したりして、い
ろいろな読み方を楽しむ。

2 詩集などからお気に入りの詩を選び、音読す
る。
・声に出して詩集を読んだり、友達と気に入っ
た詩を紹介し合ったりしながら、詩を選ぶ。3 学習を振り返る。

1～2 1 自分の好きな本を友達に紹介する。
・教師の本の紹介を聞き、これからの学習に見
通しをもつ。
・どの本を友達に紹介するか決める。
・知りたいことを考えながら聞き、もっと知り
たいことを質問する。

2 学習を振り返る。
・本を紹介し合う活動の振り返りをし、これか
らも友達と好きなものを紹介し合って、友達の
ことをもっとよく知っていくように促す。

1～2 1 言葉遊びの仕組みを理解する。
・P78-79を見て、言葉遊びのしかたを理解し、
ノートに書く。

2 言葉遊びを楽しむ。
・教科書を参考に自分で言葉遊びのルールを決
め、言葉遊びの問題を作る。

3 問題を出し合う。
・問題を出し合うことでさまざまなルールの言
葉遊びを知り、継続して言葉遊びを続ける意欲
をもつ。

１月 くらべて　よもう

てがみで　しらせよう
６時間（書⑥）
◎丁寧な言葉と普通の言葉との違いに
気をつけて使うとともに、敬体で書か
れた文章に慣れることができる。
（知・技(1)キ）
◎文章を読み返す習慣をつけるととも
に、間違いを正したり、語と語や文と
文との続き方を確かめたりすることが
できる。（思・判・表B(1)エ）
○語と語や文と文との続き方に注意し
ながら、内容のまとまりが分かるよう
に書き表し方を工夫することができ
る。（思・判・表B(1)ウ）
■伝えたいことを手紙に書く。
☆お世話になった人に手紙を書く活動
（生活科）

【知・技】丁寧な言葉と普通の言葉
との違いに気をつけて使うととも
に、敬体で書かれた文章に慣れてい
る。（(1)キ）
【思・判・表】
・「書くこと」において、語と語や
文と文との続き方に注意しながら、
内容のまとまりが分かるように書き
表し方を工夫することができる。
（B(1)ウ）
・「書くこと」において、文章を読
み返す習慣をつけるとともに、間違
いを正したり、語と語や文と文との
続き方を確かめたりし てい る。
（B(1)エ）
【態】書いた文章を積極的に見直し
ながら、これまでの学習をいかし
て、身近な人に手紙を書こうとして
いる。

むかしばなしを　よもう
おかゆの　おなべ
８時間（書④、読④）
◎読書に親しみ、いろいろな本がある
ことを知ることができる。（知・技
(3)エ）
○語と語や文と文との続き方に注意し
ながら、内容のまとまりが分かるよう
に書き表し方を工夫することができ
る。（思・判・表B(1)ウ）
○文章を読んで感じたことや分かった
ことを共有することができる。（思・
判・表C(1)カ）
■昔話を読み、感想を伝え合う。
☆いろいろな昔話を選んで読む活動
（図書館活用）

【知・技】読書に親しみ、いろいろ
な本があることを知っている。（(3)
エ）
【思・判・表】
・「書くこと」において、語と語や
文と文との続き方に注意しながら、
内容のまとまりが分かるように書き
表し方を工夫している。（B(1)ウ）
・「読むこと」において、文章を読
んで感じたことや分かったことを共
有している。（C(1)カ）
【態】積極的に世界の昔話を読み、
これまでの学習をいかして感想を
カードに書いて伝えようとしてい
る。

なりきって　よもう
２時間（読②）
◎場面の様子など、内容の大体を捉え
ることができる。（思・判・表C(1)
イ）
○語のまとまりや言葉の響きなどに気
をつけて音読することができる。
（知・技(1)ク）
☆お気に入りの詩を見つける活動（図
書館活用）
☆工夫した読み方を端末で動画撮影
し、友達と交流（ＩＣＴ活用）

【知・技】語のまとまりや言葉の響
きなどに気をつけて音読している。
（(1)ク）
【思・判・表】「読むこと」におい
て、場面の様子など、内容の大体を
捉えている。（C(1)イ）
【態】進んで詩の内容を捉え、これ
までの学習をいかして音読を楽しも
うとしている。

くわしく　きこう
２時間（話・聞②）
◎身近なことを表す語句の量を増し、
話の中で使い、語彙を豊かにすること
ができる。（知・技(1)オ）
◎話し手が知らせたいことや自分が聞
きたいことを落とさないように集中し
て聞き、話の内容を捉えて感想をもつ
ことができる。（思・判・表 A(1)
エ）
〇身近なことや経験したことなどから
話題を決め、伝え合うために必要な事
柄を選ぶことができる。（思・判・表
A(1)ア）
■紹介を聞いて、質疑応答する。
☆紹介したい本を選ぶ活動（図書館活
用）
☆話す練習を動画で撮影（ＩＣＴ活

【知・技】身近なことを表す語句の
量を増し、話の中で使い、語彙を豊
かにしている。（(1)オ）
【思・判・表】
・「話すこと・聞くこと」におい
て、身近なことや経験したことなど
から話題を決め、伝え合うために必
要な事柄を選んでいる。（A(1)ア）
・「話すこと・聞くこと」におい
て、話し手が知らせたいことや自分
が聞きたいことを落とさないように
集中して聞き、話の内容を捉えて感
想をもっている。（A(1)エ）
【態】積極的に友達の話を聞き、学
習の見通しをもって、質問や感想を
述べようとしている。

ことばで　あそぼう
２時間（知・技②）
◎身近なことを表す語句の量を増し、
語彙を豊かにすることができる。
（知・技(1)オ）
○長く親しまれている言葉遊びを通し
て、言葉の豊かさに気づくことができ
る。（知・技(3)イ）

【知・技】
・身近なことを表す語句の量を増
し、語彙を豊かにすることができ
る。（(1)オ）
・長く親しまれている言葉遊びを通
して、言葉の豊かさに気づいてい
る。（(3)イ）
【態】積極的に身近なことを表す語
句を使った言葉遊びを楽しみ、これ
までの学習をいかして語彙を豊かに
しようとしている。
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国語科　単元ごとの評価規準
１年下巻
月 単元名・教材名・時数・指導目標 時 評価規準主な学習活動

1～2 1 学習の見通しをもつ。
・いろいろな動物の赤ちゃんの写真を見て、動
物の赤ちゃんへの興味・関心をもつ。
・「どうぶつの赤ちゃんについて、かかれてい
ることをくらべながらよもう」という学習課題
を確認する。

2 教師の範読を聞く。
・初めて知ったことや不思議に思ったことを話
し合う。

3～6 3 ライオンとしまうまの赤ちゃんの様子や成長を
比べながら読み取る。
・「生まれたばかりのようす」「大きくなって
いくようす」を観点ごとにまとめる。
・お母さんとの違いや、成長過程での親子のつ
ながりについて確認する。
・どのような違いがあるのか、気づいたことを
発表する。

7～10 4 他の動物の赤ちゃんについても違いを調べる。
・P88-89の「もっと よもう」を読み、比べる
観点を確認する。
・他の動物の赤ちゃんについて書かれた本を読
み、生まれたばかりの様子や大きくなっていく
様子で気づいた違いを発表し合う。

5 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」で身につけた力を押さえ
る。

１月 ことばって、おもしろいな

1 1 学習の見通しをもつ。
・買い物をしたときの経験を出し合い、店での
言葉のやり取りに関心をもつ。
・P94-95を見て、「ものの名まえをあつめてお
みせやさんごっこをしよう」という学習課題を
確認する。

2～3 2 教材文を読み、物の名前には上位語と下位語が
あることを理解する。
・教材文に出てくる物の名前を上位語と下位語
に整理してノートに書く。
・身の回りの物の名前を集め、上位語と下位語
に分けてノートにまとめる。
・集めた言葉を発表し合う。

4～5 3 「おみせやさんごっこ」の準備をする。
・２で発表し合った身の回りの物の名前を参考
にして、開きたいお店ごとにグループを作る。
・上位語で看板やポスターを、下位語で品物
カードを作る。
・教科書を参考にして、グループごとに「お店
の人」と「お客さん」の話し方を練習する。

6 4 「おみせやさんごっこ」をする。
・「お店の人」と「お客さん」の言葉のやり取
りを楽しむ。

5 学習を振り返る。

２月 1 知っている昔話を出し合う。

2 教科書の挿絵を見ながら「わらしべちょう
じゃ」の読み聞かせを聞く。

3 おもしろかったところや、気に入ったところに
ついて友達と感想を伝え合う。
・P126を参考に、読み聞かせやその他の楽しみ
方について話し合ってもよい。

２月 1 1 平仮名と形の似ている片仮名や、似た形の片仮
名を区別して書く。
・一字ずつ形を確認しながらノートに書く。
・ P139-140の「ひらがなと かたかな」を見
て、他にも似ている形の字を探してノートに書
く。

2～3 2 間違えやすい片仮名を練習する。
・P99を見て、間違えやすい文字・長音・拗音の
書き方を理解し、形に気をつけてノートに書
く。3 片仮名で書く言葉を集める。
・見つけた片仮名の言葉を使って文を書く。

1 【知・技】昔話の読み聞かせを聞く
などして、我が国の伝統的な言語文
化に親しんでいる。（(3)ア）
【思・判・表】「読むこと」におい
て、文章を読んで感じたことを共有
している。（C(1)カ）
【態】積極的に昔話の読み聞かせを
楽しみ、これまでの学習をいかして
内容や感想を共有しようとしてい
る。

かたかなの　かたち
３時間（知・技②、書①）
◎片仮名を読み、書くとともに、文や
文章の中で使うことができる。（知・
技(1)ウ）
○語と語との続き方に注意しながら、
内容のまとまりが分かるように書き表
し方を工夫することができる。（思・
判・表B(1)ウ）
■片仮名の言葉を使って文を書く。

【知・技】片仮名を読み、書くとと
もに、文や文章の中で使っている。
（(1)ウ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、語と語との続き方に注意しなが
ら、内容のまとまりが分かるように
書き表し方を工夫している。（B(1)
ウ）
【態】進んで形の似ている字を探
し、これまでの学習をいかして片仮
名の言葉を使った文を書こうとして
いる。

どうぶつの　赤ちゃん
10時間（読⑩）
◎共通、相違、事柄の順序など情報と
情報との関係について理解することが
できる。（知・技(2)ア）
◎文章の内容と自分の体験とを結び付
けて、感想をもつことができる。
（思・判・表C(1)オ）
◎文章を読んで感じたことや分かった
ことを共有することができる。（思・
判・表C(1)カ）
○読書に親しみ、いろいろな本がある
ことを知ることができる。（知・技
(3)エ）
■書かれていることを比べて読む。
☆他の動物の赤ちゃんについて書かれ
た本を読む活動（図書館活用）

【知・技】
・共通、相違、事柄の順序など情報
と情報との関係について理解してい
る。（(2)ア）
・読書に親しみ、いろいろな本があ
ることを知っている。（(3)エ）
【思・判・表】
・「読むこと」において、文章の内
容と自分の体験とを結び付けて、感
想をもっている。（C(1)オ）
・「読むこと」において、文章を読
んで感じたことや分かったことを共
有している。（C(1)カ）
【態】文章の内容を比べながら粘り
強く読み、学習の見通しをもって、
本から得たことを友達に知らせよう
としている。

ものの　名まえ
６時間（知・技④、話・聞②）
◎言葉には、事物の内容を表す働きが
あることに気づくことができる。
（知・技(1)ア）
〇身近なことを表す語句の量を増し、
言葉には意味による語句のまとまりが
あることに気づくことができる。
（知・技(1)オ）
○互いの話に関心をもち、相手の発言
を受けて話をつなぐことができる。
（思・判・表A(1)オ）
■尋ねたり、応答したりする。

【知・技】
・言葉には、事物の内容を表す働き
があることに気づいている。（(1)
ア）
・身近なことを表す語句の量を増
し、言葉には意味による語句のまと
まりがあることに気づいている。
（(1)オ）
【思・判・表】「話すこと・聞くこ
と」において、互いの話に関心をも
ち、相手の発言を受けて話をつない
でいる。（A(1)オ）
【態】積極的に言葉の上位語と下位
語に関心をもち、学習の見通しを
もって、言葉を集めて「おみせやさ
んごっこ」をしようとしている。

わらしべちょうじゃ
１時間（読①）
◎昔話の読み聞かせを聞くなどして、
我が国の伝統的な言語文化に親しむこ
とができる。（知・技(3)ア）
○文章を読んで感じたことを共有する
ことができる。（思・判・表C(1)カ）
■昔話の読み聞かせを聞く。
☆我が国の文化や生活に親しみ愛着を
もたせる題材（道徳）
☆いろいろな昔話を読む活動（図書館
活用）
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国語科　単元ごとの評価規準
１年下巻
月 単元名・教材名・時数・指導目標 時 評価規準主な学習活動

4 書いた文を発表し合う。

２月 1 1 学習の見通しをもつ。
・教材文を見て、「ことばクイズをつくって、
みんなでときあおう」という学習課題を理解す
る。2 2 P100-101の□にあてはまる言葉を考える。
・「いる」「ある」をヒントにして言葉を見つ
ける。
・できあがった文を声に出して読む。3～5 3 「ことばクイズ」を作る。
・（ ）の言葉の中に隠れている□の言葉を
考える。
・グループで相談し合う。
・「いる」「ある」の使い分けに注意しながら
クイズカードを作る。

6 4 クイズ大会をする。
・グループごとにブースを作り、クイズを出し
合う。5 学習を振り返る。

２月 ふたりで　かんがえよう

1 1 学習の見通しをもつ。
・教師から問題を聞いたり、教材文を読んだり
して、クイズの大まかなルールを把握する。
・「ふたりでもんだいをかんがえて、クイズた
いかいをしよう」という学習課題を確認する。

2～3 2 二人組を作り、クイズの問題を考える。
・問題にするものを決める。
・決めたものの特徴（色や形、働き、様子な
ど）をノートに書き出す。

3 問題の出し方を話し合う。
・動画を見て問題の出し方を確かめ、話し合い
のしかたを学ぶ。
・書き出したことをどのような順番で言うのか
を決め、練習する。

4 4 「これは、なんでしょう」クイズ大会をする。
・二人組で出題したり、答えたりする。
・解答者は、出題者の二人に問題の出し方につ
いて感想を伝える。

5 学習を振り返る。
・二人で感想を出し合い、話し合うときにどの
ようなことが大切か、気づいたことを出し合
う。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」で身につけた力を押さえ

よんで　かんじた　ことを　はなそう

1 1 学習の見通しをもつ。
・家でペットを飼っている児童に、ペットとの
関わりを紹介してもらう。
・「おはなしをよんでかんじたことをはなそ
う」という学習課題を確認する。

2 2 お話を読んで思ったことを話す。
・教師の範読を聞いて、「いいな」「すきだ
な」「どうしてかな」など、心に残ったことを
出し合う。
・出し合った感想をもとに、みんなで話し合い
たいことを決め、これからの学習計画を立て

3～4 3 お話の筋を押さえる。
・「エルフ」がどんなふうに変わっていったか
確かめる。
・「ぼく」が、「エルフ」のことが大好きだと
分かるところを見つける。

5～7 4 学習計画に沿って話し合う。
・２で決めた話し合いたいことについて、考え
を出し合う。
・「ぼく」が、なぜ「となりの子」から子犬を
もらわなかったのかを、自分に引きつけて考え
る。
・このお話を読んで、最も心に残ったことを友
達と話す。

8 5 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」で身につけた力を押さえ
る。３月 1 1 似ているところに気をつけて漢字を書く。
・P120の漢字を見比べ、どこが似ているか出し
合う。
・似ているところと異なるところを確かめなが
ら、ノートに書く。

ことばあそびを　つくろう
６時間（知・技①、書⑤）
◎身近なことを表す語句の量を増し、
文章の中で使い、語彙を豊かにするこ
とができる。（知・技(1)オ）
〇長く親しまれている言葉遊びを通し
て、言葉の豊かさに気づくことができ
る。（知・技(3)イ）
〇語と語との続き方に注意しながら、
内容のまとまりが分かるように書き表
し方を工夫することができる。（思・
判・表B(1)ウ）
■言葉遊びを作る。

【知・技】
・身近なことを表す語句の量を増
し、文章の中で使い、語彙を豊かに
している。（(1)オ）
・長く親しまれている言葉遊びを通
して、言葉の豊かさに気づいてい
る。（(3)イ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、語と語との続き方に注意しなが
ら、内容のまとまりが分かるように
書き表し方を工夫している。（B(1)
ウ）
【態】身近なことを表す語句に積極
的に関心をもち、これまでの学習を
いかして言葉遊びを楽しもうとして
いる。

これは、なんでしょう
４時間（話・聞④）
◎互いの話に関心をもち、相手の発言
を受けて話をつなぐことができる。
（思・判・表A(1)オ）
〇事柄の順序など情報と情報との関係
について理解することができる。
（知・技(2)ア）
○身近なことや経験したことなどから
話題を決め、伝え合うために必要な事
柄を選ぶことができる。（思・判・表
A(1)ア）
■二人で相談し、考えをまとめる。

【知・技】事柄の順序など情報と情
報との関係について理解している。
（(2)ア）
【思・判・表】
・「話すこと・聞くこと」におい
て、身近なことや経験したことなど
から話題を決め、伝え合うために必
要な事柄を選ぶことが でき る。
（A(1)ア）
・「話すこと・聞くこと」におい
て、互いの話に関心をもち、相手の
発言を受けて話をつないでいる。
（A(1)オ）
【態】粘り強く二人で話し合い、学
習課題に沿って協力してクイズを作
ろうとしている。

ずうっと、ずっと、大すきだよ
８時間（読⑧）
◎文章を読んで感じたことや分かった
ことを共有することができる。（思・
判・表C(1)カ）
〇事柄の順序など情報と情報との関係
について理解することができる。
（知・技(2)ア）
○文章の内容と自分の体験とを結び付
けて、感想をもつことができる。
（思・判・表C(1)オ）
■読んで感じたことを伝え合う。
☆生命を尊重する心を育てる題材（道
徳）

【知・技】事柄の順序など情報と情
報との関係について理解している。
（(2)ア）
【思・判・表】
・「読むこと」において、文章の内
容と自分の体験とを結び付けて、感
想をもっている。（C(1)オ）
・「読むこと」において、文章を読
んで感じたことや分かったことを共
有している。（C(1)カ）
【態】友達の考えや感想を積極的に
知ろうとし、学習の見通しをもっ
て、読んで感じたことを伝え合おう
としている。

２月
～
３月

にて　いる　かん字
３時間（知・技②、書①）
◎第１学年に配当されている漢字を読
み、漸次書き、文や文章の中で使うこ
とができる。（知・技(1)エ）
・語と語との続き方に注意しながら、
文を書き表すことができる。（思・
判・表B(1)ウ）
■似ている漢字を使って文を書く。

【知・技】第１学年に配当されてい
る漢字を読み、漸次書き、文や文章
の中で使っている。（(1)エ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、語と語との続き方に注意しなが
ら、文を書き表している。（ B(1)
ウ）
【態】進んで漢字の形に注意し、こ
れまでの学習をいかして楽しみなが
ら文を書こうとしている。

かたかなの　かたち
３時間（知・技②、書①）
◎片仮名を読み、書くとともに、文や
文章の中で使うことができる。（知・
技(1)ウ）
○語と語との続き方に注意しながら、
内容のまとまりが分かるように書き表
し方を工夫することができる。（思・
判・表B(1)ウ）
■片仮名の言葉を使って文を書く。

【知・技】片仮名を読み、書くとと
もに、文や文章の中で使っている。
（(1)ウ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、語と語との続き方に注意しなが
ら、内容のまとまりが分かるように
書き表し方を工夫している。（B(1)
ウ）
【態】進んで形の似ている字を探
し、これまでの学習をいかして片仮
名の言葉を使った文を書こうとして
いる。

- 13 -



国語科　単元ごとの評価規準
１年下巻
月 単元名・教材名・時数・指導目標 時 評価規準主な学習活動

2 2 書き順に気をつけて漢字を書く。
・P121の漢字を、書き順を確かめながらノート
に書く。

3 3 漢字を使って文を作る。

３月 おもい出して　かこう

1 1 学習の見通しをもつ。
・写真やアルバムを見ながら１年間を振り返
り、心に残っていることを話し合う。
・教材文を読み、学習の手順を知る。
・「おもいだして、『１年生のおもいで』をか
こう」という学習課題を確認する。

2 2 １年間の出来事を振り返る。
・P123を参考に、「がんばったこと」「できる
ようになったこと」などの観点から思い出す。
・写真を見たり、家の人に聞いたりする。

3 3 書きたい事柄を選ぶ。
・一つ一つの事柄を思い出し、書きたい内容を
集めてメモを作る。

4～8 4 メモを基に、文章を書く。
・P124の作例を読み、書き方を考える。
・順番を考えながらメモを並べ替え、文章にす
る。
・様子を表す絵を描いたり、写真を貼ったりす5 推敲する。
・句読点や文字の間違いを見直す。
・内容の分かりにくいところはないか、読み直
す。9～10 6 書いたものをまとめて冊子を作る。
・時間順に並べるなど、構成を工夫する。

7 冊子を読み合う。
・友達の思い出についての感想や、書き方のよ
かったところを伝え合う。
・家の人に読んでもらい、感想をもらう。

8 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」で身につけた力を押さえ
る。9 １年間の学習を振り返り、頑張ったことを思い
出してP136の表彰状に書く。
・１年生の初めに書いた字と比べ、自分の成長
を確認する。

いい　こと　いっぱい、一年生
10時間（書⑩）
◎自分の思いや考えが明確になるよう
に、事柄の順序に沿って簡単な構成を
考えることができる。（思・判・表
B(1)イ）
○敬体で書かれた文章に慣れることが
できる。（知・技(1)キ）
○経験したことから書くことを見つ
け、必要な事柄を集めたり確かめたり
して、伝えたいことを明確にすること
ができる。（思・判・表B(1)ア）
■経験したことを報告する文章を書
く。
☆生活を明るくする態度を育てる題材
（道徳）
☆これまでの活動の様子の写真や動画
を端末に保存している場合は、それら
も参照（ＩＣＴ活用）

【知・技】敬体で書かれた文章に慣
れている。（(1)キ）
【思・判・表】
・「書くこと」において、経験した
ことから書くことを見つけ、必要な
事柄を集めたり確かめたりして、伝
えたいことを明確にし てい る。
（B(1)ア）
・「書くこと」において、自分の思
いや考えが明確になるように、事柄
の順序に沿って簡単な構成を考えて
いる。（B(1)イ）
【態】事柄の順序に沿って構成を粘
り強く考えながら、これまでの学習
や経験をいかして１年生の思い出を
伝える文章を書こうとしている。

にて　いる　かん字
３時間（知・技②、書①）
◎第１学年に配当されている漢字を読
み、漸次書き、文や文章の中で使うこ
とができる。（知・技(1)エ）
・語と語との続き方に注意しながら、
文を書き表すことができる。（思・
判・表B(1)ウ）
■似ている漢字を使って文を書く。

【知・技】第１学年に配当されてい
る漢字を読み、漸次書き、文や文章
の中で使っている。（(1)エ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、語と語との続き方に注意しなが
ら、文を書き表している。（ B(1)
ウ）
【態】進んで漢字の形に注意し、こ
れまでの学習をいかして楽しみなが
ら文を書こうとしている。
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国語科　単元ごとの評価規準

２年
学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

１学
期

4月 2
(話す聞く

2)

話聞 1 ＜見通しを　もとう＞
１．教材名とリード文を読み、学習の見通しをもつ。
 (1) すごろくトークをするという学習の見通しをもって、学習計画
を立てる。
＊黒板に「こえの　ものさし」の拡大したものを掲示する。
 (2) p.8の「保健室での報告」「班の話し合い」「運動会の応援」
「みんなの前で発表」の各場面について、「こえの　ものさし」の
どこに該当するか考える。
＊声の大きさの例を示す。
＊学校生活での経験を思い起こさせ、そのときの声の大きさに
背景や理由があることを考えさせる。
＊場面や相手の数に合わせた声の大きさで話すことの必要性
に気づかせる。
 (3) ちょうどよい声の大きさを考えて、話す。実際に話しながら、
「ものさし」の数値と実際の声の大きさを実感的に捉える。
＊日常生活の場を意識させる。
＊相手の人数に合わせた大きさで話すときの声について、話す
グループと観察するグループに分けて、話し手どうしの感覚や、
聞いた時の感覚を実感的に比べさせるとよい。

2 ２．すごろくトークをする。
 (1) 止まったますの言葉を声に出して読み、「　」の言葉を言う。
＊「こえの　ものさし」を意識させる。
 (2) ちょうどよい声の大きさを友達と一緒に考える。
＊ただすごろくを楽しむのではなく、５段階の声の大きさ（「０」を
含む）のうち、「０」の声は教室移動のとき、「４」の声は体育館で
発表するときなど、空間の広さや周りの状況でも変わること、変
えることを意識させ、いろいろな声で楽しませる。

＜ふりかえろう＞
３．学習を振り返る。
 (1) 学習全体を振り返り、できるようになったことや感想を確か
める。
＊全体で話したり聞いたりして、学習の自己評価をさせる。

１学期 4月 4
(書く4)

書く 1 １．例文を読み、日記がどのようなものか、日記には何を書けば
いいのかを知り、学習の見通しをもつ。
＊基本的には、毎日の生活を振り返って書くものだということを
おさえる。実際には、その日のことにこだわらず書かせたり、幾
つかの話題から選択させて書かせたりしてもよい。

2 ２．生活を振り返り、日記に書く材料を集める。
＊P11「日記のたね」を参考にして、書きたいことを集め、選ぶ。
＊「見たこと・聞いたこと・したこと・感じたこと」なども視点となる。
＊一緒に遊ぶ時間を作り、題材とするなどの工夫もできる。ペア
やグループで遊んだことを想起し対話する時間をとってもよい。

3 ３．日記を書く。
＊日記例を参考にして、日付・曜日・天気なども書くようにする。
＊「いつ」「どこで」「だれが」「なにを」「気持ち」「会話」など前学
年での学習を想起しながら書くとよい。
＊書いたものは読み返し、まちがいなどがないか確認する。

4 ４．友達と読み合ったり、家の人に読んでもらったりする。
＊感想や励ましなどの一言を書いてもらうとよい。
＊年間を通して扱い、下巻P114『こんなことができるようになった
よ』の題材選択などで活用することもできる。
＊楽しみながら続けていけるよう、学級の実態に応じて工夫した
い。
例：期間を決めて全員取り組む／曜日を決めて提出を促す／グ
ループで日記ノートを読み合う。

５．日記を書くときに気をつけることや題材の見つけ方などにつ
いて振り返る。

こえの　大きさを　かんがえて　はなそう
すごろくトーク
教科書：P8

◇いろいろな場面で、話す声の大きさを
考えて、気をつけて話すことの大切さに
気づく。

☆学習用語：声の大きさ／伝える／相手
／声のものさし

【知識・技能】
◎音節と文字との関係、アクセントによる語の意味
の違いなどに気付くとともに、姿勢や口形、発声や
発音に注意して話している。(⑴イ)

【思考・判断・表現】
◎「話すこと・聞くこと」において、伝えたい事柄や相
手に応じて、声の大きさや速さなどを工夫している。
(A⑴ウ)

【言語活動例】
・紹介や説明、報告など伝えたいことを話したり、そ
れらを聞いて声に出して確かめたり感想を述べたり
する活動。(A⑵ア)

【態度】
・進んで伝えたい事柄や相手に応じて、声の大きさ
や速さなどを工夫し、今までの学習を生かしてすご
ろくトークをしようとしている。

きょうの できごとを 書きとめよう
つづけて みよう ――日記
教科書：P10

■毎日の生活を振り返り、経験したこと
や想像したことなどから書くことを見つ
け、日記を書く。

☆学習用語：日記／日記のたね

【知識・技能】
◎長音、拗音、促音、撥音などの表記、助詞の
「は」、「へ」及び「を」の使い方、句読点の打ち方、
かぎ(「 」)の使い方を理解して文や文章の中で使っ
ている。また、平仮名及び片仮名を読み、書くととも
に、片仮名で書く語の種類を知り、文や文章の中で
使っている。(⑴ウ)

【思考・判断・表現】
◎「書くこと」において、経験したことや想像したこと
などから書くことを見付け、必要な事柄を集めたり
確かめたりして、伝えたいことを明確にしている。(B
⑴ア)

【言語活動例】
・日記や手紙を書くなど、思ったことや伝えたいこと
を書く活動。(B⑵イ)

【態度】
・積極的に、経験したことや思ったことなどから書く
ことを見つけようとし、学習課題にそって、日記を書
いて友達と読み合おうとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

１学期 4月 2 たのしく　こえに　出して　よもう
ちいさい　おおきい
教科書：P12

□体を動かしたり、声の大きさを工夫しな
がら、楽しく読む。

読む 1・2 １．単元扉を読んで、学習の見通しをもつ。
＊P7の扉絵に登場する子どもの絵(イラスト)に着目して、それぞ
れの名前を確認しておく。

２．詩を読んで、気づいたことを発表する。
＊教師がいきいきと音読して見せることで、児童の緊張感を解く
ことができる。声の大きさや動きの工夫の例を示せるとよい。
＊範読する前に、まず挿絵をゆっくりと見る時間をとって、イメー
ジをふくらませるとよい。

３．４人程度のグループで音読・表現の仕方を話し合い、発表会
を開く。
＊動作化を多く取り入れるとよいことを助言する。
＊詩の中に登場する生き物のセリフを考えさせてもよい。
＊個人のアイデアをグループの中で持ち寄ることで、活発な雰
囲気が生まれる。さまざまな動きをつけているグループを認め、
停滞しているグループに例を示し、参考にするように助言する。

【知識・技能】
◎語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音
読している。(⑴ク)

【思考・判断・表現】
◎「読むこと」において、場面の様子に着目して、登
場人物の行動を具体的に想像している。(C⑴エ)

【言語活動例】
・読み聞かせを聞いたり物語などを読んだりして、
内容や感想などを伝え合ったり、演じたりする活
動。(C⑵イ)

【態度】
・進んで言葉の響きなどに気をつけて、学習の見通
しをもって音読しようとしている。

１学
期

5月 12
(話す聞く

1)

読む 1 ＜見通しをもとう＞
１．単元扉を読んで、学習の見通しをもつ。
(1)単元扉を読む。
(2)範読を聞き、登場人物や、大体のできごとを確かめ、感想を
もつ。
＊２年生初めての物語文である。挿絵を提示しながら、物語の
大体を捉えるようにしたい。

2～4 ＜たしかめよう＞
２．できごとや、人物のしたこと、場面の様子を確かめる。
(1)手紙の文章を読み、手紙ときんちゃく袋が誰から届いたもの
なのか、いつのできごとについての手紙なのか確かめる。
＊「いつのできごと」については、「きょねんは」、「きょねんの今
ごろ」、「……そんなことが、一年まえにあったのです」という時を
表す言葉に着目できるようにする。
(2)こまっているはるねこに、あやがしたことを見つけ、表にまと
める。
(3)そのときの場面の様子を見つけ、表にまとめる。
＊はるねこが何に困っていたのかを確認し、そのはるねこに対
してあやがしたことを見つける。

5～7 ＜くわしくよもう＞
３．登場人物の様子がわかるように音読する。
(1)<たしかめよう>で確認したことをもとに、好きな場面を選んで、
登場人物の様子が分かるように音読の練習をする。
(2)音読を聞き合い、どのような様子が伝わってくるかなど、感想
を伝える。
＊なぜそのような読み方にしたのか問い返したり、聞いていた側
にどのような様子が伝わってきたか聞いたりする。

8・9 ＜まとめよう＞
４．物語の中に出てくるものから考える。
(1)はるねこから届いたきんちゃく袋の中身はどのようなものだっ
たか確かめる。
(2)どんなたねが入っていたらうれしいか、そのたねのいいところ
とあわせて考える。
＊はるねこからのきんちゃく袋や手紙が届いたときのあやの様
子を考え、「うれしい」という言葉を引き出したい。そこから、どん
な種が入っていたらうれしいか、自分で考えるようにする。

10・11 ＜つたえあおう＞
５．友達と伝え合い、それぞれの考えのおもしろいところを見つ
ける。
(1)考えたことを友達と伝え合う。
(2)友達の考えを聞いて、おもしろいと思ったところを見つける。

12 ＜ふり返ろう＞
６．「ここが大事」を確認し、「ふりかえろう」の観点に沿って振り
返りを行う。
(1)登場人物の様子を考える時に、どのようなことに気をつけた
か。
(2)友達の考えを聞いて、おもしろいと思ったところはどんなとこ
ろだったか。

一　とうじょう人物の　した　ことに　気を
つけて　読もう
はるねこ
教科書：P16

□場面の様子や登場人物の行動など、
内容の大体を捉え、音読する。

★ここが大事：とうじょう人物

☆学習用語：登場人物／様子／場面／
音読

【知識・技能】
◎語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音
読している。(⑴ク)

【思考・判断・表現】
◎「読むこと」において、場面の様子や登場人物の
行動など、内容の大体を捉えている。(C⑴イ)

【言語活動例】
・読み聞かせを聞いたり物語などを読んだりして、
内容や感想などを伝え合ったり、演じたりする活
動。(C⑵イ)

【態度】
・進んで場面や登場人物の様子を捉え、学習課題
にそって音読を聞き合ったり、考えたことを伝え合っ
たりしようとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

１学
期

5月 3
(話す聞く

3)

話聞 1 ＜見通しを　もとう＞
１．教材名とリード文を読み、学習の見通しをもつ。
 (1) 公園の絵を見ながら質問を聞くという学習の見通しをもつ。
＊公園の絵を見ながら、気づいたことを自由に話す時間をとり、
活動に対する児童の興味や意欲を引き出す。
２．質問を聞いて、絵から答えを探す。
 (1) 教科書に描かれた、広い公園の中の様子の絵を見ながら、
質問を聞く。
 (2) 質問の内容を確かめ、答えを話し合う。
＊質問に答える際に大事にしたことを確認する。
＊p.35「ここが　大事」を確認する。
 (3) 絵を見て、同じような質問を作り、聞き合う。
＊適宜、「ここが　大事」を確認するとよい。

2 ３．伝言クイズをする。
 (1) 絵の中の様子を教師が伝え、伝言クイズをする。
＊絵からわかることを、人物・服装・持ち物・動き・関係等の観点
からクイズにするようにする。
 (2) 最後の人に伝言が伝わったら、伝言の内容と答えをグルー
プで確かめる。
 (3) 絵の中の様子を言葉にして、クイズを出したり答えたりす
る。
＊適宜、「ここが　大事」を確認するとよい。

3 ４．p.36「書くと　同じでも、読むと　ちがう　言葉」を読み、アクセ
ントの違う言葉を集め、文を作って比べ合う。

＜ふりかえろう＞
５．学習を振り返る。
＊学習全体を振り返り、できるようになったことや感想を交流す
る。
＊大事なことを落とさずに聞くために、どんなことに気をつけた
かを振り返らせる。

１学期 5月 1 言葉の　文化①
回文を　たのしもう
教科書：P37

△回文の意味を知り、楽しみながら回文
を読む。

☆学習用語：回文

文化 1 １.教材文を読み、知っている回文を発表する。
＊回文の意味を知らせる。

２.教科書の回文の例を声に出して読む。
＊教師の範読に合わせて上から読んだり、下から読んだりし
て、回文になっていることを確かめる。

３.回文を作る。
＊オリジナルの回文を作り、紹介し合う。
＊作った回文を学級で声に出して楽しむ。

４.学習を振り返る。

【知識・技能】
◎長く親しまれている言葉遊びを通して、言葉の豊
かさに気付いている。(⑶イ)

【態度】
・進んで長く親しまれている言葉遊びを通して、言葉
の豊かさに気づこうとし、学習の見通しをもって回文
を楽みながら読んでいる。

１学期 5月 2 漢字 1 １．学習内容を理解し、学習の見通しをもつ。
＊画・画数・書き順(筆順)について理解するという学習課題を確
かめ、日常の言語生活にも生かしていくよう意識づける。

２．「正」の字で数を数える画線法を行った経験を話し合う。
＊なぜ「正」の字を使うか、画数に意識を向けることができるよう
にする。
＊「正」を例に、「画」および「画数」の名称とその意味について具
体的に理解できるようにする。

３．「土」「日」の字は、それぞれ何画で書くのかを考える。
＊板書では、一画めから三画めまでが見た目でわかるように色
分けするとよい。

４．漢字の画や画数の意味を知り、「山」「女」「糸」「右」「目」「馬」
の画数と、それぞれの一画めがどこかを話し合う。
＊「山」「女」などをもとに、画数を正しく数えられるようにする。
＊画数の確認にあたっては、既習漢字および新出漢字の筆順
を確認しておきたい。とくに「女」「右」「馬」などに重点をおくよう
にする。

５．これまでに学んだ漢字をもとに、画数についての問題を作
り、互いに答え合う。
＊巻末P161からの『一下までに学んだ漢字』の表から出題する
とよい。
＊実態に応じて、空書きや指書きをしたり、直接ノートに書いて
確かめることなどが考えられる。

大事な　ことを　おとさずに　聞こう
ひろい　公園
教科書：P32

◇質問を落とさないように聞き、絵から答
えを探す。

★ここが　大事：大事な　ことを　おとさず
に　聞く

☆学習用語：質問／様子／言葉／いつ
／どこ／どんな／だれ／何

【知識・技能】

○音節と文字との関係、アクセントによる語の意味

の違いなどに気付くとともに、姿勢や口形、発声や
発音に注意して話している。(⑴イ)

◎共通、相違、事柄の順序など情報と情報との関係

について理解している。(⑵ア)

【思考・判断・表現】

◎「話すこと・聞くこと」において、話し手が知らせた

いことや自分が聞きたいことを落とさないように集中
して聞き、話の内容を捉えて感想をもっている。(A
⑴エ)

【言語活動例】
・尋ねたり応答したりするなどして、少人数で話し合
う活動。(A⑵イ)

【態度】
・進んで話し手が知らせたいことや自分が聞きたい
ことを落とさないように集中して聞き、今までの学習
を生かして、伝言クイズをしようとしている。

漢字の　ひろば①
画と　書きじゅん
教科書：P38

△漢字の画と筆順について理解し、正し
く書く。

☆学習用語：画／画数／書き順(筆順)

【知識・技能】
◎第１学年においては、別表の学年別漢字配当表
の第１学年に配当されている漢字を読み、漸次書
き、文や文章の中で使っている。第２学年において
は、学年別漢字配当表の第２学年までに配当され
ている漢字を読んでいる。また、第１学年に配当さ
れている漢字を書き、文や文章の中で使うととも
に、第２学年に配当されている漢字を漸次書き、文
や文章の中で使っている。(⑴エ)

【態度】
・積極的に漢字の筆順を理解し、学習の見通しを
もって、正しい筆順で漢字を書こうとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

2 ６．「書きじゅんのきまり」をもとに、筆順の三つの原則につい
て、考える。
＊筆順には、一定のきまりがあることを理解できるようにする。

７．三つの原則とは異なる「とくべつな書きじゅん」があることも、
理解する。
＊筆順の原則についての知識を得ると同時に、画を組み立てら
れるようにすることが大切である。

８．点画の長短、接し方や交わり方などに注意して、筆順に従っ
て正しく書く。
＊この時期においては、正しく整えて書くことが意識できるよう
に、点画の細部にまで注意を払って丁寧に書くよう促したい。

１学期 5月 2
(書く2)

一年生で　学んだ　漢字①
教科書：P40

△絵を見て想像したことをもとに、１年生
で学んだ漢字などを使って文を書く。

漢字 3・4 ９．絵の中の言葉として示されている漢字の読み方を確認し、一
年生の時の一年間のできごとを振り返る。
＊絵の中にある一年生の時に学んだ漢字の読み方を再確認す
る。

10．教科書の絵と言葉を参考に短文を作り、句読点の打ち方に
気をつけて書く。
＊語と語を適切につなぎ、句読点の打ち方に気をつけて文を書
くようにはたらきかける。主語のあと、従属節のあと、並列する
語のあとなど必要な箇所に、適切に読点を打つことを理解させ
るようにする。

11．学習したことを振り返る。
＊画と書き順について正しく理解したり、漢字の使い方や表記な
どを理解できるようにしたりし、日常の言語生活にも生かしていく
よう意識づける。

【知識・技能】
◎第１学年においては、別表の学年別漢字配当表
の第１学年に配当されている漢字を読み、漸次書
き、文や文章の中で使っている。第２学年において
は、学年別漢字配当表の第２学年までに配当され
ている漢字を読んでいる。また、第１学年に配当さ
れている漢字を書き、文や文章の中で使うととも
に、第２学年に配当されている漢字を漸次書き、文
や文章の中で使っている。(⑴エ)

【思考・判断・表現】
◎「書くこと」において、経験したことや想像したこと
などから書くことを見付け、必要な事柄を集めたり
確かめたりして、伝えたいことを明確にしている。(B
⑴ア)

【言語活動例】
・身近なことや経験したことを報告したり、観察した
ことを記録したりするなど、見聞きしたことを書く活
動。(B⑵ア)

【態度】
・積極的に前学年で配当されている漢字を書き、学
習の見通しをもって文を書こうとしている。

漢字の　ひろば①
画と　書きじゅん
教科書：P38

△漢字の画と筆順について理解し、正し
く書く。

☆学習用語：画／画数／書き順(筆順)

【知識・技能】
◎第１学年においては、別表の学年別漢字配当表
の第１学年に配当されている漢字を読み、漸次書
き、文や文章の中で使っている。第２学年において
は、学年別漢字配当表の第２学年までに配当され
ている漢字を読んでいる。また、第１学年に配当さ
れている漢字を書き、文や文章の中で使うととも
に、第２学年に配当されている漢字を漸次書き、文
や文章の中で使っている。(⑴エ)

【態度】
・積極的に漢字の筆順を理解し、学習の見通しを
もって、正しい筆順で漢字を書こうとしている。
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学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

１学期 5月 13
(書く3)

読む 1 ＜見通しをもとう＞
１．単元扉を読み、「じゅんじょに気をつけて、二つのつながりを
かんがえる」とは、どんな読み方なのかを考えたり、説明をする
方法について確認したりして、学習の見通しをもつ。
(1)すみれやありを、これまでどのような場所で見たことがあるか
を想起する。
(2)「じゅんじょに気をつけて二つのつながりをよむ」とは、本文に
出てくるすみれとありにどのような結びつきがあるのかを考えて
読むことだ、と確認をする。

2・3 ＜たしかめよう＞
２．本文に書かれた内容の大体を確認する。
(1)題名や、単元扉の写真から、どんなことが書かれた文章なの
かを予想し、考えたことをペアで伝え合う。
(2)すみれについて書かれたところと、ありについて書かれたとこ
ろを見分ける。
＊10段落、11段落はすみれとありの両方について書かれている
ことに気づかせると良いだろう。

4～7 ＜くわしくよもう＞
３．すみれとありに、どのようなつながりがあるのか、書き出して
整理をする。
(1)４～６段落までの、すみれが花をつけてから地面に落ちていく
までの流れを→などの記号を使って整理する。
＊思考ツール（「ステップチャート」や「KWL」など）を使用するとよ
いだろう。
(2)７～９段落までの、ありが地面におちたすみれの種を巣に持
ち帰り、捨てるまでの流れを→などの記号を使って整理する。
＊思考ツール（「ステップチャート」や「KWL」など）を使用するとよ
いだろう。

8～10 ＜まとめよう＞
４．すみれとありのつながりを説明する文を３文で書きまとめる。
(1)10～11段落の文章の中で、書き手が伝えたいことは何かを
考えながら大事な語や文を選ぶ。
(2)「すみれは」から始まる文、「ありは」から始まる文、「すみれと
ありは」から始まる文の３文を考えて書く。
＊個人での解決が難しい場合は、P48学習の手引きに書かれた
文章を参考にすることを伝える。

11～13 ＜つたえあおう＞
５．前時に作成した３文を友達と読み合い、考えを共有する。
(1)ペアを作り、３文の文章を互いに読み合う。
＊文章のよさについて感想を伝えるように助言するといいだろ
う。

＜ふりかえろう＞
６．すみれとありのつながりを説明する文や感想についてのでき
ばえを振り返る。
(1)すみれとありについて考えたことを加筆する。

二　じゅんじょに　気を　つけて、二つの
つながりを　かんがえよう
すみれと　あり
教科書：P42

□ありとの関わりに気をつけながら、す
みれが仲間を増やす仕組みについて説
明した文章を読む。

★ここが大事：「何が――どうする」に気
をつけて読む

☆学習用語：順序／つながり／題名

【知識・技能】
◎文の中における主語と述語との関係に気付いて
いる。(⑴カ)
○共通、相違、事柄の順序など情報と情報との関
係について理解している。(⑵ア)

【思考・判断・表現】
○「書くこと」において、　語と語や文と文との続き方
に注意しながら、内容のまとまりが分かるように書
き表し方を工夫している。(Ｂ⑴ウ)
◎「読むこと」において、時間的な順序や事柄の順
序などを考えながら、内容の大体を捉えている。(C
⑴ア)
○「読むこと」において、文章の中の重要な語や文
を考えて選び出している。(C⑴ウ)

【言語活動例】
・身近なことや経験したことを報告したり、観察した
ことを記録したりするなど、見聞きしたことを書く活
動。(Ｂ⑵ア)
・事物の仕組みを説明した文章などを読み、分かっ
たことや考えたことを述べる活動。(C⑵ア)

【態度】
・進んで時間的な順序や事柄の順序を考えばがら
読むことを通して、学習課題に沿って、文章の中の
重要な語や文を考えて選び出そうとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

１学期 6月 4
(書く4)

書く 1 １．植物や生き物の様子をよく見て、「かんさつ発見カード」に書
く学習活動について見通す。
＊ここでいう「観察」「発見」の意味をおさえておく。よく見て新しく
気づいたことを書くという学習の目的をつかませるためなので、
厳密に区別する必要はない。
「観察」…対象を注意深く見て、様子を記録すること。
「発見」…今までと違うことを見つけたり、新しいことに気づいたり
すること。

２．生活科の学習で継続して観察している動植物などから書く対
象を決める。

３．観察して気づいたことをメモに書き出す。
＊生活科と連携し、実際に見て観察メモを書くようにしたい。
＊「かんさつのポイント」(P50)を意識させるようにする。

2・3 ４．P51ふきだしを参考にし、書く順番を決める。
＊吹き出しを活用し、「さいしょに」「つぎに」「さいごに」という言葉
を使って書く順番を考えさせる。
５．P53「横書きの書き方」を読んで、横書きのきまりを知る。
＊「かんさつ発見カード」を書くときに生かすようにする。
６．「かんさつメモ」をもとにして「かんさつ発見カード」を書く。
＊例文を読んで、どのような書く順番になっているのか意識させ
る。
＊「どこがかわったか」「くわしい様子」「思ったこと」という観点を
手がかりにすると書きやすい。

4 ７．「かんさつ発見カード」を読み返し、まちがいや書き落としたこ
とがないか確かめる。

８．友達と「かんさつ発見カード」を読み合い、互いの発見や書き
方のよさに目を向け、感想を伝え合う。
＊感想を付箋紙等に書いて伝えたり、家の人に読んでもらい感
想を書いてもらったりするなどの工夫ができる。

９．どんなことに気をつけて「かんさつ発見カード」を書いたの
か、めあてにそって振り返る。

１学期 6月 1 言葉の 文化②
むかしの うたを 読もう
教科書：P54
 
△平仮名四十七文字を全て使った歌や
数字が歌詞に組み込まれた遊び歌があ
ることを知り、音読する。
 
☆学習用語：いろはうた／かな

文化 1 １．学習の見通しをもつ。

２．「いろは歌」が、平仮名四十七文字を一回ずつ使って作られ
ていることを確かめ、声に出して五七五のリズムのよさを楽しみ
ながら読む。
＊「い」「ろ」「は」……と、一つずつ確認してみる。「ゐ」｢ゑ｣以外
はかな表記通りの音でもかまわない。
＊教師の範読に合わせて声に出して読ませ、リズムをもってい
ることを確かめる。七音五音の組み合わせに気づかせる。
＊「いろは歌」には深遠な意味があり、意味に合わせた音読もあ
るが(「色は匂えど」のような)、二年生の段階で扱う必要はない。
＊暗誦したり遊びながら唱えたりするなどを楽しめる雰囲気作り
に留意する。

３．数え歌を知り、遊びながら読んだり歌ったりする。
＊P141｢2年生で読みたい本①｣の『かぞえうたの ほん』を例に、
言葉遊びの本を紹介したい。
＊お手玉の遊び歌(数え歌)を動作を入れて範読し、数え歌や遊
び歌に興味をもたせるようにする。

４．家の人やお年寄りに遊び歌などを教わって集め、友達と紹
介し合いながら遊ぶ。
＊家の人や身近な大人の人に聞いて、集めたり教わったりする
よう促す。
＊集めた歌を友達と紹介し合う。

５．学習を振り返る。

【知識・技能】
◎語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音
読している。(⑴ク)
◎長く親しまれている言葉遊びを通して、言葉の豊
かさに気付いている。(⑶イ)
 
【態度】
・進んで長く親しまれている言葉遊びを通して、言葉
の豊かさに気づこうとし、学習の見通しをもって音読
しようとしている。

わかりやすく きろくしよう
かんさつ発見カード
教科書：P50

■観察して同じところや違うところを見つ
け、考えが明確になるように事柄の順序
にそって簡単な構成を考え、「かんさつ発
見カード」を書く。

☆学習用語：観察／発見／観察のポイン
ト／メモ／文章／最初／次に／最後に／
横書き／算用数字

【知識・技能】
◎文の中における主語と述語との関係に気付いて
いる。(⑴カ)
◎共通、相違、事柄の順序など情報と情報との関
係について理解している。(⑵ア)

【思考・判断・表現】
○「書くこと」において、経験したことや想像したこと
などから書くことを見付け、必要な事柄を集めたり
確かめたりして、伝えたいことを明確にしている。(B
⑴ア)
◎「書くこと」において、自分の思いや考えが明確に
なるように、事柄の順序に沿って簡単な構成を考え
ている。(B⑴イ)

【言語活動例】
・身近なことや経験したことを報告したり、観察した
ことを記録したりするなど、見聞きしたことを書く活
動。(B⑵ア)

【態度】
・積極的に、発見したことをもとに簡単な構成を考
え、学習課題にそって、「かんさつ発見カード」を書
こうとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

１学期 6月 3 言語 1 １．学習内容を理解し、日常化への見通しをもつ。
＊教材冒頭の会話文によって、日常の言語生活との関連を意
識づける。

２．P56を読んで、片仮名で書く言葉の種類を知り、P57の上段
の設問をもとに片仮名で書く言葉を種類ごとに仲間分けをし、片
仮名で書く言葉の種類を理解し、他にもあるか話し合う。
＊言葉の中には、片仮名で表記するものがあり、それらは幾つ
かの種類に分けることができることに気づかせる。
＊絵を見て片仮名の言葉を探し、仲間分けをする。
＊仲間分けを確認しながら、片仮名の濁音と半濁音、長音や拗
音の読み方や書き方を教師が示しながら指導をする。また、似
た字形やまちがえやすい字形も確認しておくようにする。

2・3 ３．P57下段の絵から、片仮名で書く言葉を使った文を作り発表
する。
＊自分で文を作らせ、片仮名で書く言葉を確認する。
＊絵で表現されているもの以外にも、関連してほかの言葉も示
していくと、学習を広げていくことができる。
＊絵以外のことで片仮名を取り入れたきのうのこと、自分の好き
なことなどを文にして、身近な使用例を見つけ片仮名に親しみを
もたせる。

４．学習したことを振り返る。

１学期 6月 2 読書 1 １．図書館で本を探す方法を知り、本を探して読むという学習内
容を捉え、学習の見通しをもつ。

２．図書館に行き、本を探す方法を知る。
＊司書教諭の話を聞いてもよい。

2 ３．自分が調べたり、読んだりしたいテーマの本を探して、読み、
わかったことなどを項目ごとにメモする。

４．学習を振り返る。

１学期 6月 6
(書く6)

書く 1 ＜見通しをもとう＞
１．身のまわりの生き物について調べ、「生きものクイズ」を作っ
て友達に知らせるという学習活動について見通す。
＊生き物の本を紹介したり、クイズの本を使って実際にクイズを
楽しんでみたりして興味・関心がもてるようにする。

2 ＜きめよう・あつめよう＞(重点)
２．クイズにしたい生き物を決め、詳しく調べる。
＊図書資料についてはP58「本でしらべよう」の学習を活用し、図
書館へ行って自分で探すこともできる。
＊図書資料の目次や索引が活用できることを伝えておく。
・目次：大体の内容を把握したり目的のページをすぐに開いたり
することができる。また、クイズにつながる特集ページやコラム
のような囲み記事のあるページも把握しやすい。
・索引：調べたい「生き物名」から必要なページを探せる。
＊しおりを用意し、クイズに出したい内容があるページに、はさ
んでおくようにするとよい。

３．クイズにしたい内容をメモに書く。
＊みんながあまり知らないようなこと、答えを聞くと驚いたり感心
したりするような内容がクイズに適していることを伝え、「ここが
すごい！」という観点を提示する。

3・4 ＜くみ立てよう・書こう＞
４．.「生きものクイズカード」を書く。
＊問題と答えは簡潔な文で対応させて書くようにさせる。
＊「三択クイズ」か「〇×クイズ」にすると簡潔な文章を書きやす
い。
＊答えの後に詳しく「せつめい」(P64吹き出し参照)を書くことで、
楽しいクイズになることをおさえる。

＜読みかえそう＞
５．作ったクイズを読み返す。
＊問いと答えが対応しているか確認させるようにする。

三 本で しらべて しょうかいしよう
 「生きものクイズ」で しらせよう
 教科書：P62

■経験したことや本で調べたことなどか
ら書くことを見つけ、必要な事柄を集めた
り確かめたりして、伝えたいことを明確に
する。

★ここが大事：しりたい　ことを　しらべ、
クイズを　作る

☆学習用語：クイズ／内容／目次／問題
／答え／説明

【知識・技能】
◎共通、相違、事柄の順序など情報と情報との関
係について理解している。(⑵ア)

【思考・判断・表現】
◎「書くこと」において、経験したことや想像したこと
などから書くことを見付け、必要な事柄を集めたり
確かめたりして、伝えたいことを明確にしている。(B
⑴ア)

【言語活動例】
・身近なことや経験したことを報告したり、観察した
ことを記録したりするなど、見聞きしたことを書く活
動。(B⑵ア)

【態度】
・積極的にクイズにしたい生き物について調べたり
必要な事柄を集めたりして、学習課題にそって、「生
きものクイズカード」を書こうとしている。

言葉の　ひろば①
かたかなで　書く　言葉
教科書：P56

△片仮名で書く言葉の種類を知り、正しく
使い分ける。

【知識・技能】
◎長音、拗音、促音、撥音などの表記、助詞の
「は」、「へ」及び「を」の使い方、句読点の打ち方、
かぎ(「 」)の使い方を理解して文や文章の中で使っ
ている。また、平仮名及び片仮名を読み、書くととも
に、片仮名で書く語の種類を知り、文や文章の中で
使っている。(⑴ウ)
○身近なことを表す語句の量を増し、話や文章の
中で使うとともに、言葉には意味による語句のまと
まりがあることに気付き、語彙を豊かにしている。
(⑴オ)

【態度】
・積極的に片仮名で書く語の種類を知ろうとし、今ま
での学習を生かして文を書こうとしている。

読書の　ひろば①
本で　しらべよう
教科書：P58

△図書館で本を探す方法を知り、本を探
して読む。

☆学習用語：目次／司書

【知識・技能】
◎読書に親しみ、いろいろな本があることを知って
いる。(⑶エ)

【思考・判断・表現】
〇「読むこと」において、文章の中の重要な語や文
を考えて選び出している。(Ｃ⑴ウ)

【言語活動例】
・学校図書館などを利用し、図鑑や科学的なことに
ついて書いた本などを読み、分かったことなどを説
明する活動。(C⑵ウ)

【態度】
・図書館で本を探す方法を知り、自分の目的の本を
探す際に役立てようとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

5・6 ＜つたえあおう＞
６．「生きものクイズカード」を使って、クイズを出し合う。
＊ペア、グループで出し合ったり、全体で共有したりするなどク
イズの出し合い方を工夫して、楽しむ。

＜ふりかえろう＞
７．どんな工夫をしてクイズの内容を集めたり、クイズを作ったり
したか、めあてにそって振り返る。

三 本で しらべて しょうかいしよう
 「生きものクイズ」で しらせよう
 教科書：P62

■経験したことや本で調べたことなどか
ら書くことを見つけ、必要な事柄を集めた
り確かめたりして、伝えたいことを明確に
する。

★ここが大事：しりたい　ことを　しらべ、
クイズを　作る

☆学習用語：クイズ／内容／目次／問題
／答え／説明

【知識・技能】
◎共通、相違、事柄の順序など情報と情報との関
係について理解している。(⑵ア)

【思考・判断・表現】
◎「書くこと」において、経験したことや想像したこと
などから書くことを見付け、必要な事柄を集めたり
確かめたりして、伝えたいことを明確にしている。(B
⑴ア)

【言語活動例】
・身近なことや経験したことを報告したり、観察した
ことを記録したりするなど、見聞きしたことを書く活
動。(B⑵ア)

【態度】
・積極的にクイズにしたい生き物について調べたり
必要な事柄を集めたりして、学習課題にそって、「生
きものクイズカード」を書こうとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

１学期 6月 2 漢字 1 １．学習内容を理解し、学習の見通しをもつ。
＊「なかまの言葉」について知るという学習課題を確かめ、日常
の言語生活にも生かしていくよう意識づける。

２．「朝・昼・夜」がどんなまとまりの言葉かを話し合う。
＊「朝」「昼」「夜」の漢字から、「時を表す言葉」であることを理解
できるようにする。
＊一般的には「朝－夕」「昼－夜」が対義関係になるが、「朝→
昼→夜」と時間の流れをつかむことができればよい。

３．「家族を表す言葉」について考える。
＊挿絵を参考に、左側が女、右側が男を、上段からおおよその
年齢順になっていることを理解させたい。
＊家族内での関係を表す漢字があることを知り、いろいろな家
族を表す言葉を理解できるようにする。
＊それぞれの漢字を声に出して読み、正しく読めているかどうか
を確認する。

2 ４．意味をもとに漢字を仲間に分けることについて理解し、それ
ぞれの漢字を関連づけて覚える。
＊どんな仲間の言葉なのかについて着目させ、P68『「言葉のな
かまさがしゲーム」をしよう』の学習につなげられるようにしてお
く。
＊意味のつながりを考え、それぞれの漢字を関連させて覚える
ようはたらきかける。

５．意味のつながりのある言葉や漢字を身のまわりから探して、
ノートに書き、発表し合う。
＊身のまわりから、意味をもとにした仲間分けの例を集めるよう
にする。
(例)「目・耳・口・手・足」「はれ・雨・くもり」「日・月・星」「犬・馬」な
ど。

６．反対の意味の漢字を確かめ、あてはめる。
＊反対の意味を表す漢字を書くことを理解させてから、空欄に
あてはまる漢字を記入する。
＊身のまわりから、反対の意味を表す漢字の例を集めるように
する。
(例)「入・出」「話・聞」「書・読」など。
＊既習漢字からだけでは集めることができない場合は、「今・む
かし」「高い・ひくい」「近い・とおい」「前・うしろ」など、まだ漢字表
記を学んでいないものを集めてもよい。
＊P118『はんたいのいみの言葉、にたいみの言葉』(P150『ふろ
く・言葉の木』)の学習にむすびつくようにしておく。

７．学習したことを振り返る。
＊これからの漢字の学習でも、仲間の言葉、反対の意味の言
葉などにまとめる習慣がもてるとよいことをおさえる。(下巻P18で

１学
期

6月 2 言語 1 １．言葉が仲間ごとにまとめられるということを知り、学習活動に
対する見通しをもつ。
＊教材冒頭の会話文を読み、みんなで「言葉のなかまさがし
ゲーム」の問題を作って出し合う活動を行ってみたいという意欲
をもたせる。
＊P68の下段を読み、「だいこん・にんじん・じゃがいも」は「やさ
い」という仲間(上位概念)でまとめて言うことができ、「りんご」は
「くだもの」の仲間に含まれる下位概念であることを理解させる。

２．「言葉のなかまさがしゲーム」を行うための準備をする。
＊P69の上段を読み、まずはクラス全体で仲間ごとにどのような
言葉があるのか集めてみる。
＊グループに分かれ、教科書に示されているもの以外の「なか
ま」を設定し、それに合わせて言葉を集めてみる。
＊ある程度言葉を集めたら、それが設定した「なかま」に含まれ
るかどうかを各グループで確かめさせる。
＊言葉をグループで集める活動の中で、一つの上位概念も下
位概念も、更にその上位概念・下位概念にあたる場合があるこ
とにも気づかせたい。

2 ３．P70の上段を読み、前時に集めた言葉を用いて「言葉のなか
まさがしゲーム」の問題づくりを行う。
＊グループで集めた言葉の仲間から幾つかを選ばせ、そこに別
の仲間の言葉を交ぜて問題を作らせる。

４．別のグループの友達と一緒に「言葉のなかまさがしゲーム」
を行う。
＊別のグループの児童と二人で組みになって問題を出し合う。
その際、ただ作った問題を見せるだけのやりとりにするのではな
く、教材冒頭部にある「質問―応答」を意識して対話するよう促し
ていくことが必要となる。

５．学習したことを振り返る。
＊P70下段を読んで言葉における上位語と下位語について理解
できたかどうかを確かめる。
＊上位概念を理解させる場合には、「まとめていうと」という言い
方をするとわかりやすいということを理解させる。
＊下位概念を理解させる場合には、「細かく分けていうと」という
言い方をするとわかりやすいということを理解させる。

漢字の　ひろば②
なかまの　言葉と　漢字
教科書：P66

△意味をもとに仲間に分けた漢字につい
て理解する。

【知識・技能】
◎第１学年においては、別表の学年別漢字配当表
の第１学年に配当されている漢字を読み、漸次書
き、文や文章の中で使っている。第２学年において
は、学年別漢字配当表の第２学年までに配当され
ている漢字を読んでいる。また、第１学年に配当さ
れている漢字を書き、文や文章の中で使うととも
に、第２学年に配当されている漢字を漸次書き、文
や文章の中で使っている。(⑴エ)
○身近なことを表す語句の量を増し、話や文章の
中で使うとともに、言葉には意味による語句のまと
まりがあることに気付き、語彙を豊かにしている。
(⑴オ)

【態度】
・積極的に前学年や当該学年で配当されている漢
字を書き、学習の見通しをもって、漢字の意味のつ
ながりを知ろうとしている。

言葉の　ひろば②
「言葉のなかまさがしゲーム」を　しよう
教科書：P68

△言葉が体系性をもって存在しているこ
とに気づき、上位語・下位語の概念に基
づいて、言葉を探したりまとめたりする。

【知識・技能】
◎身近なことを表す語句の量を増し、話や文章の
中で使うとともに、言葉には意味による語句のまと
まりがあることに気付き、語彙を豊かにしている。
(⑴オ)
○共通、相違、事柄の順序など情報と情報との関
係について理解している。(⑵ア)

【態度】
・積極的に、言葉には意味による語句のまとまりが
あることに気付こうとし、学習の見通しをもって言葉
を分類しようとしている。
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学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

１学
期

7月 15
(書く3)

読む 1 ＜見通しをもとう＞
１．単元扉を読み、単元の見通しをもつ。
＊単元扉の題名、言葉、絵を見て、お話を想像させる。
＊範読または児童の音読により、全体を通読する。
＊繰り返し表現と、おもしろかったところの関係に気づかせる。
＊新出漢字の確認と練習をする。

2・3 ＜たしかめよう＞
２．P84「たしかめよう」の①②③の順序で、お話が繰り返されて
いることを確かめる。
＊三回の繰り返しがあることを、「ここが大事」を参考にして、以
下の観点から確かめる。
①誰かが誰かと出会う。
②すみかがなくて、困っている。
③そろって、きつねの家に行く。
＊繰り返しの中の違うところにも気づかせたい。

4～8 ＜くわしくよもう＞
３．以下のそれぞれの場面のきつねの思いを想像し、場面の様
子や登場人物の行動を具体的に読み取る。
(1)ひよこ、あひる、うさぎに「○○○お兄ちゃん」と言われた時。
(2)「いや、まだいるぞ。きつねがいるぞ。」と言って、飛び出した
時。
(3)恥ずかしそうに笑って死んだ時。
＊「ここがだいじ」にあるように、同じところと少し違うところに着
目することで登場人物の変化や場面の様子の移り変わりに気づ
かせたい。
＊お手紙のはじめとおわりの挿絵を用意し、1年生で学習した教
材にも、似た場面の中で同じところと似たところがあったことを振
り返らせるのもよい。
＊挿絵も参考にしながら、きつねの考えたことを想像し、ノートに
考えを書いてから交流させる。
＊きつねの思いを想像させる際に、どの叙述からそう考えたか
という理由を交えて発表させるようにする。
＊挿絵にふきだしを使って、きつねの考えたことを書かせたり、
ペープサートを利用させたりするのもよい。

9～11 ＜まとめよう＞
４．きつねの性格について本文をもとに考える。
＊きつねの性格は複数出てくることが考えられる。それぞれが
文章表現のどこを手がかりにして考えたのかを、はっきりと示す
ことができるようにさせたい。
・「このきつねは○○なきつねだと思います。どうしてかというと
……のときに、……をしていたからです。」など。
＊難しい児童には、もう一度＜くわしくよもう＞で精読した場面を
振り返り、それぞれの場面の具体的なきつねの様子から考えさ
せたい。

12～
14

＜つたえあおう＞
５．＜まとめよう＞で考えたきつねの性格をノートにまとめ、友達
と紹介し合う。
＊意見交換をすることで、同じような性格だと考えていても、根
拠となる言葉や表現が違っていたり、同じ言葉や表現を根拠とし
ていても、受け取り方が少し違っている友達がいることに気づか
せたい。

15 ＜ふりかえろう＞
６．この単元で学んだことを振り返る。
(1)繰り返しに気をつけて読んで気づいたことを振り返る。
(2)この学習を生かして、好きなお話や読んだことがあるお話の
登場人物の性格や、繰り返しの表現について改めて考える。
＊＜くわしくよもう＞＜つたえあおう＞の学習を振り返りながら、
読書の楽しさを感じさせたい。

１学
期

7月 5 文化 1 １．学習の見通しをもつ。

２．絵を見て、どんなお話なのか、ストーリーを予想する。
＊ P88・89の挿絵を手がかりにしながら、どんなお話なのかを予
想させる。人物の服装から、この話のおおよその時代を考えた
り、うさぎとわに(わにざめ)が登場することなどを話し合わせる。

2・3 ３．絵を見ながら、教師の音読を聞いて、場面の絵をもとにお話
を確かめる。
＊教師の範読を聞く。その際、教科書の文章を目で追わせる。
P88・89の挿絵を使って、話の順序をおさえさせる。
＊おもしろかったところを発表させる。

四　くりかえしに　気を　つけて、とうじょう
人物の　様子を　読もう
きつねの　おきゃくさま
教科書：P72

□場面の様子に着目して、登場人物の
行動を具体的に想像し、文章の内容と自
分の体験とを結びつけて、感想をもつ。

★ここが大事：くりかえしの　ある　お話を
読む

☆学習用語：場面／登場人物／繰り返し
／順序／わけ

【知識・技能】
◎語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音
読している。(⑴ク)

【思考・判断・表現】
◎「読むこと」において、場面の様子に着目して、登
場人物の行動を具体的に想像している。(C⑴エ)
○「読むこと」において、文章の内容と自分の体験と
を結び付けて、感想をもっている。(C⑴オ)

【言語活動例】
・読み聞かせを聞いたり物語などを読んだりして、
内容や感想などを伝え合ったり、演じたりする活
動。(C⑵イ)

【態度】
・進んでお話の中の言葉や表現がもつよさを感じる
とともに、学習課題にそって自分の思いや考えを伝
え合おうとしている。

言葉の 文化③
いなばの しろうさぎ
教科書：P88
 
△古くから伝わっている話を、興味をもっ
て聞き、場面の様子を想像する。

【知識・技能】
◎昔話や神話・伝承などの読み聞かせを聞くなどし
て、我が国の伝統的な言語文化に親しんでいる。
(⑶ア)

【思考・判断・表現】
○「読むこと」において、場面の様子に着目して、登
場人物の行動を具体的に想像している。(C⑴エ)

【言語活動例】
・読み聞かせを聞いたり物語などを読んだりして、
内容や感想などを伝え合ったり、演じたりする活
動。(C⑵イ)

【態度】
・進んで昔話や神話・伝承などの読み聞かせを聞
き、今までの学習を生かして昔話や神話・伝承の書
かれた本を探して読もうとしている。
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4・5 ４．昔話や神話・伝承の書かれた本を探して読む。
＊ほかの日本の神さまの本や絵本を読む。

５．学習を振り返る。
＊地域の神社などの祭神について調べて知らせ、それにまつわ
る神話等に興味をもたせると生活に広がる。

１学
期

7月 4
(話す聞く

2)

言語 1・2 １．学校生活を振り返り、うれしかった言葉を想起して「うれしくな
る言葉」について学ぶことへの見通しをもつ。
＊相手や自分への「うれしくなる言葉」について考えることを通し
て、言葉にこめられる気持ちについて理解するという学習を意識
づける。

２．心に残っている「うれしかった言葉」を思い出して、①どんな
時に言われたか、②誰から言われたか、③どんな言葉をかけら
れたか、④どう思ったかを思い出して、カードに書く。
＊どうしてうれしかったのかを考えさせる。それは、「言葉にこめ
られた気持ち」によるものであることを理解させる。そこから、言
葉で表現することの大切さなどについて気づかせたい。

３．カードに書いたものをグループで見せ合い、会話をしながら
お互いの気持ちを伝え合う。
＊まずは小集団で伝え合うことで、言葉と気持ちを共有しやすい
状況を作る。

４．グループでの発表をもとに、次はクラス全体に代表者が発表
する。
＊うれしい言葉をクラスで共有し、うれしい言葉をかけ合う雰囲
気を作ることにより、言葉が通じ合うと心も通じ合うということの
大切さに気づかせる。

５．家族に言われてうれしかった言葉を思い出し、話し合いなが
らいろいろなエピソードを見つけ、言葉と経験を結びつける。
＊日常でも意識できるようにはたらきかける。どんなタイミングで
声をかけられるといいかなど話し合うと、言葉の使い方にまで広
がる。

3 ６．挿絵の友達の作品を見て、友達にかけるとよい言葉を考え
る。
＊言葉の数が多ければいいわけではなく、相手の立場に立っ
て、言葉を選んでいるかを大切にさせる。
＊工夫した点をちゃんと評価してくれたり、自分のことを理解して
くれたりするコメントはうれしい。また、自分が気づかなかったこ
とを指摘してくれるコメントは、自分のことを見ていてくれていると
いう気持ちが伝わるとうれしく感じる。よい人間関係の中で相手
を思いやる心が言葉に表れるように考えさせる。

７．言葉を考えながら友達にかける言葉はどういうものがうれし
いのか、相手の立場に立ったものを考えられるとよいことに気づ
く。

4 ８．友達の素敵なところを思い浮かべて、みんなでうれしくなる言
葉を伝え合う。

９．言葉によって相手や自分がどのような影響を受けるのかを
考え、学習をまとめる。
＊声の大きさ・調子、表情、身振りなどの話し方によって、気持
ちが伝わることも気づかせたい。

１学期 7月 1 読書の　ひろば②
ひろがる　読書の　せかい
教科書：P94

△「オリジナル図書カード」や「読書ゆうび
ん」を作成する活動を通して、いろいろな
本があることを知る。

読書 1 １．「オリジナル図書カード」や「読書ゆうびん」を作るという学習
内容を捉え、学習の見通しをもつ。

２．学校の図書室や地域の図書館などで、興味のある本を借り
て、「オリジナル図書カード」や「読書ゆうびん」を作る。
※夏休みの宿題との関連などが考えられる。

３．学習を振り返る。

【知識・技能】
◎読書に親しみ、いろいろな本があることを知って
いる。(⑶エ)

【思考・判断・表現】
〇「読むこと」において、文章を読んで感じたことや
分かったことを共有している。(C⑴カ)

【言語活動例】
・読み聞かせを聞いたり物語などを読んだりして、
内容や感想などを伝え合ったり、演じたりする活
動。(C⑵イ)

【態度】
・読書生活を振り返ったり、読みたい本を選んだりし
ている。

言葉の 文化③
いなばの しろうさぎ
教科書：P88
 
△古くから伝わっている話を、興味をもっ
て聞き、場面の様子を想像する。

【知識・技能】
◎昔話や神話・伝承などの読み聞かせを聞くなどし
て、我が国の伝統的な言語文化に親しんでいる。
(⑶ア)

【思考・判断・表現】
○「読むこと」において、場面の様子に着目して、登
場人物の行動を具体的に想像している。(C⑴エ)

【言語活動例】
・読み聞かせを聞いたり物語などを読んだりして、
内容や感想などを伝え合ったり、演じたりする活
動。(C⑵イ)

【態度】
・進んで昔話や神話・伝承などの読み聞かせを聞
き、今までの学習を生かして昔話や神話・伝承の書
かれた本を探して読もうとしている。

言葉の　ひろば③
うれしく　なる　言葉
教科書：P90

△言葉が表す意味と、その言葉にこめら
れる気持ちについて考え、話し合う。

【知識・技能】
◎言葉には、事物の内容を表す働きや、経験したこ
とを伝える働きがあることに気付いている。(⑴ア)
◎身近なことを表す語句の量を増し、話や文章の
中で使うとともに、言葉には意味による語句のまと
まりがあることに気付き、語彙を豊かにしている。
(⑴オ)

【思考・判断・表現】
◎「話すこと・聞くこと」において、身近なことや経験
したことなどから話題を決め、伝え合うために必要
な事柄を選んでいる。(A⑴ア)

【言語活動例】
・尋ねたり応答したりするなどして、少人数で話し合
う活動。(A⑵イ)

【態度】
・積極的に言葉には事物の内容を表す働きや経験
したことを伝える働きがあることに気づこうとし、学
習の見通しをもって「うれしくなる言葉」を伝え合おう
としている。
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２学
期

9月 5
(話す聞く

5)

話聞 1 ＜見通しをもとう＞
１．教材名とリード文を読み、学習の見通しをもつ。
 (1) 夏休みのできごとを順序を考えて話すという学習の見通しを
もって、学習計画を立てる。
＊友達の話が聞きたいという思いを高め、紹介し合う活動の見
通しをもたせる。
２．紹介する夏休みのできごとを決める。
 (1) 夏休み明け、久しぶりに会った友達と夏休みのできごとにつ
いて二人で組みになり交流する。
＊話題を決めることができるように、自由に話をさせるとよい。

2 ３．紹介する夏休みのできごとの話す構成を考える。
 (1) 話す順序を考えてメモを書く。
＊始め・中・終わりでどのようなことを話すかを確かめる。
＊中には、したこと、感じたこと、思ったことを話すことを確かめ
る。
 (2) 組み立てメモを作る。
＊メモは短い文で書かせるようにする。

3 ４．三人で組みになり、話す練習をする。
 (1) 話す練習をする。
＊聞き手は質問や感想を伝える。
＊練習では、メモを見ながら話してよい。
＊写真や絵を提示しながら話す練習もするとよい。

4 ５．クラスのみんなに話す。
 (1) クラスのみんなに夏休みのできごとを話す。
＊写真や絵を提示しながら話すようにさせる。

5 ＜ふりかえろう＞
６．学習を振り返る。
 (1) 学習全体を振り返り、できるようになったことや感想を確か
める。
＊全体で話したり聞いたりして、学習の自己評価をさせる。
＊どんなことに気をつけて、夏休みの思い出を話したかを振り返
らせる。

２学期 9月 2 読む 1 １．『てんとうむし』を音読し、気がついたことを発表し合う。
＊詩を範読する前に「てんとうむしを見たことがあるか」「どこで
見たか」「どんな形や色をしてたか」「どんな天候の時に見たか」
などを発問して、てんとうむしのイメージを想起できるようにす
る。
＊どんなに小さな生き物でも、どんなに大きな生き物でも、生き
とし生けるもの全て、「いのちをいっこもっている」。その事実を確
かめたい。

２．一人読み、ペア読み(一行ずつ交代して読む)、一斉読みなど
をして、音読を繰り返す。
＊「てんとうむし」になったつもりで、動作化を取り入れたり、読
み方を工夫したりして、音読する。

2 ３．『てんとうむし』を読んだ感想をグループごとに交流したあと
に、音読の方法を工夫するために、話し合う。
＊一人読み、ペア読み（一行ずつ交代して読む）、一斉読みなど
をして、音読を繰り返しながら、どこの行に何人が読むか、誰が
分担して読むか、どんな声で読むか、どんな声量で読むか、など
について相談する。

４．グループごとに工夫した音読を発表する。

５．「生きものの『いのち』に、ちがいがあるのか」についついて考
えて、意見交流をする。

じゅんじょを考えて話そう
話したいな、聞きたいな、夏休みのこと
教科書：P96

◇夏休みのできごとを、順序を考えて話
したり、友達の話を聞いて感想を述べ
合ったりする。

☆学習用語：始め／中／終わり

【知識・技能】
◎音節と文字との関係、アクセントによる語の意味
の違いなどに気付くとともに、姿勢や口形、発声や
発音に注意して話している。(⑴イ)

【思考・判断・表現】
◎「話すこと・聞くこと」において、相手に伝わるよう
に、行動したことや経験したことに基づいて、話す事
柄の順序を考えている。(A⑴イ)

【言語活動例】
・紹介や説明、報告など伝えたいことを話したり、そ
れらを聞いて声に出して確かめたり感想を述べたり
する活動。(A⑵ア)

【態度】
・進んで相手に伝わるように話す事柄の順序を考
え、今までの学習を生かして夏休みのできごとを紹
介しようとしている。

しを読もう
てんとうむし
教科書：P98

□言葉のリズムや響きを楽しみながら、
イメージの自由な広がりをとおして詩を楽
しむ。

【知識・技能】
◎語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音
読している。(⑴ク)

【思考・判断・表現】
◎「読むこと」において、場面の様子に着目して、登
場人物の行動を具体的に想像している。(C⑴エ)

【言語活動例】
・読み聞かせを聞いたり物語などを読んだりして、
内容や感想などを伝え合ったり、演じたりする活
動。(C⑵イ)

【態度】
・すすんで言葉の響きなどに気をつけて、学習の見
通しをもって感想を発表しようとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

２学期 9月 2 漢字 1 １．学習内容を理解し、学習の見通しをもつ。
＊二つの漢字のつながり方と言葉の意味を考えるという学習課
題を確かめ、日常の言語生活にも生かしていくよう意識づける。

２．「小石」の意味を考える。
＊「小石」を声に出して読み、読み方を確認する。
＊漢字「小」の意味と、複数の読みを考える。
＊上の漢字から下の漢字に読み下すと、意味がわかりやすくな
ることに意識を向けられるようにする。

３．「大木」「新年」「白線」という言葉の意味を考える。
＊二つの漢字が互いにつながりをもって結びついていることに
意識を向けられるようにする。
＊提示する複合語や熟語を読み下すことで、意味を考えられる
ようにする。

４．「子牛」の例をもとに「親鳥」「海水」「人名」という言葉の読み
方と意味を考え、二つの漢字のつながり方を話し合う。
＊「どのような→□」(「小石」「大木」「白線」など)、「何の→□」
(「子牛」「親鳥」「海水」「人名」など)のように、語相互の関係に着
目できるようにする。
＊これらの言葉を使って短文を作り、発表し合うようにする。

2 ５．「青空・夜空・夏空」、「朝市・朝日・朝会」などの言葉の意味
について話し合う。
＊「□→空」「朝→□」と読み下し、二つの漢字の意味関係を考
えさせる。
＊同じ「空」でも、「青空－青い空(晴れ上がって青々とした空)」
「夜空－夜の空(夜の暗い空)」「夏空－夏の空(夏の晴れたまぶ
しい空)」とその違いが比べられるとよい。
＊「朝の□」では共通しているが、「朝市－朝の市(朝開く魚・野
菜などの市)」「朝日－朝の日(朝、東から昇る太陽)」「朝会－朝
の会(朝、一日の始まりにみんなが集まって行う会)」などと具体
的に考えられるとよい。

６．二つの漢字をつないで言葉を作り発表し合う。
＊つないで作った言葉の意味を考え、どんなときにどのように使
うかも発表し合えるとよい。

７．「同じ点数」は、「同点」という二つの漢字でできた言葉になる
ことを理解する。
＊二つの漢字でできた言葉を考え、理解できる語句の量や範囲
を広げるようにする。

８．二つの漢字を組み合わせて、いろいろな言葉を作り、発表し
合う。
＊二つの漢字を組み合わせて言葉を作り、それをもとに短文を
作り、発表し合い、話し合い、意見を出し合うことができるように
したい。
＊二つの漢字を線でつないで言葉を作る活動の要領が理解で
きたら、同様の問題作りに取り組ませてもよい。

２学期 9月 2
(書く2)

一年生で学んだ漢字②
教科書：P102

△絵を見て想像したことをもとに、１年生
で学んだ漢字などを使って文を書く。

漢字 3・4 ９．絵の中の言葉の読み方を確認する。
＊絵に描かれたことと、言葉からわかる広場の様子をできるだ
けたくさん発表できるようにする。

10．教科書の絵と言葉を参考に、広場の様子から想像できる短
文を作る。
＊描かれている人物と行為、場の状況、物品など、視点を提示
するとわかりやすい。

11．主語と述語のつながりに気をつけて、絵の中の言葉を使っ
て２文以上が続くように書き、発表し合う。
＊まず、広場で、誰が何をしているかを「……が」「……は」で始
まる文を書く。
＊語と語の続き方を考えて、主語と述語が整ったまとまりのある
文となるようにする。
＊文と文の続き方に注意しながら、続きの文を書く。
(例)女の人が三びきの犬をさんぽさせています。また、ベンチの
ところで、おじさんが休んでいます。

12．学習したことを振り返る。
＊二つの漢字でできている言葉について正しく理解したり、漢字
の使い方や表記などを理解できるようにしたりし、日常の言語生
活にも生かしていくよう意識づける。

【知識・技能】
◎第１学年においては、別表の学年別漢字配当表
の第１学年に配当されている漢字を読み、漸次書
き、文や文章の中で使っている。第２学年において
は、学年別漢字配当表の第２学年までに配当され
ている漢字を読んでいる。また、第１学年に配当さ
れている漢字を書き、文や文章の中で使うととも
に、第２学年に配当されている漢字を漸次書き、文
や文章の中で使っている。(⑴エ)

【思考・判断・表現】
◎「書くこと」において、語と語や文と文との続き方
に注意しながら、内容のまとまりが分かるように書
き表し方を工夫している。(B⑴ウ)

【言語活動例】
・身近なことや経験したことを報告したり、観察した
ことを記録したりするなど、見聞きしたことを書く活
動。(B⑵ア)

【態度】
・積極的に文の中における主語と述語の関係に気
づこうとし、学習の見通しをもって文や文章を書こう
としている。

漢字のひろば③
二つの漢字でできている言葉
教科書：P100

△二つの漢字でできた言葉の構成を確
認し、二つの漢字のつながり方を考え
る。

【知識・技能】
◎第１学年においては、別表の学年別漢字配当表
の第１学年に配当されている漢字を読み、漸次書
き、文や文章の中で使っている。第２学年において
は、学年別漢字配当表の第２学年までに配当され
ている漢字を読んでいる。また、第１学年に配当さ
れている漢字を書き、文や文章の中で使うととも
に、第２学年に配当されている漢字を漸次書き、文
や文章の中で使っている。(⑴エ)

【態度】
・積極的に前学年や当該学年で配当されている漢
字を書き、学習の見通しをもって、二つの漢字でで
きている言葉を読んだり書いたりしようとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

２学期 9月 12
(書く3)

読む 1 ＜見通しをもとう＞
1．単元の見通しをもつ。
＊単元扉を読み、単元の見通しをもたせる。
＊単元扉の題名、言葉、絵を見て、お話を想像させる。
＊範読後、児童による音読によって、通読する。
＊新出漢字や難語句を確認する。

2～5 ＜たしかめよう＞
２．お話の内容の大体をつかむ。
(1)お話の登場人物を確かめる。
(2)お話のできごとを確かめる。
＊だれが何をしたかを考える学習を生かし、おにの子とわにの
おじいさんの行動からできごとを確認させる。次の＜くわしくよも
う＞の学習につながるので、一つ一つの行動や表現を丁寧に読
み取らせておきたい。

6～8 ＜くわしくよもう＞
３．場面の様子に着目し、登場人物の行動を想像する。
(1)わにのおじいさんがどうしておにの子のたからものの場所を
教えたのかを考える。
(2)おにの子とわにのおじいさんそれぞれにとってのたからもの
は何かを考える。
＊「ここが大事」に示された例を取り上げて、どの表現からどの
ような「登場人物の考え」が想像できるかを考えさせるとよい。そ
の際、簡単な動作化や、ふきだしの書き込みなどをとおして、人
物の様子を想像させることも考えられる。
＊＜まとめよう＞の学習とも重なるが、『きつねのおきゃくさま』
できつねの性格を考えた学習を生かし、おにの子、わにのおじ
いさんの性格を考えていくことで、それぞれの宝物は何かを考え
る活動へとつなげていくのもよい。
＊わにのおじいさんがおにの子の行動や言葉に心を打たれて
宝の場所を教えていることをおさえる。宝の場所を教えたときの
気持ちを想像する根拠とさせるとよい。

9・10 ＜まとめよう＞
４．おにの子がどのような人物かを考える。
＊おにの子の行動や言葉にサイドラインを引き、それらを手が
かりにしながら、おにの子の人柄を考えさせる。
＊『きつねのおきゃくさま』の学習で性格を考える時に大切にし
たことを振り返るのもよい。

11・12 ＜つたえあおう＞
５．この単元で学んだ内容や感想を伝え合う。
(1)お話の興味を持った部分や、登場人物に共感した部分に線
を引き発表する。
(2)発表し、共有したことをもとに、おにの子か、わにのおじいさん
に手紙を書く。
＊お話のおもしろいと思ったところや、素敵だなと思ったところに
線を引き、なぜそう思ったのか理由も加えてノートにまとめ、発
表する。
＊作品の表現や登場人物の魅力など、お話のよさがたくさんあ
ることに気づかせる。
＊意見交換をすることで、同じ場面に興味をもっていても、根拠
となる言葉や表現が違っていたり、同じ言葉や表現を根拠として
いても、受け取り方が少し違っている友達がいることに気づかせ
たい。

13 ＜ふりかえろう＞
６．この単元で学んだことを振り返る。
(1)登場人物の行動や言葉に着目して気がついたことを振り返
る。
(2)登場人物に手紙を書くときに気をつけたことを振り返る。
＊登場人物の行動や言葉に着目したことで、その人物の性格や
人物像がはっきりしたことを確認する。
＊登場人物の行動や言葉に着目して精読したことで、よりよい
手紙を書くことができたことを確認する。

五　登場人物が考えていたことをそうぞう
しよう
わにのおじいさんのたからもの
教科書：P104

□文章を読み、場面の様子に着目して、
登場人物の行動を具体的に想像するこ
と。

★ここが大事：登場人物の考えをそうぞう
する

☆学習用語：登場人物、場面、想像する

【知識・技能】
◎言葉には、事物の内容を表す働きや、経験したこ
とを伝える働きがあることに気付いている。(⑴ア)

【思考・判断・表現】
◎「読むこと」において、場面の様子に着目して、登
場人物の行動を具体的に想像している。(C⑴エ)
○「読むこと」において、文章の内容と自分の体験と
を結び付けて、感想をもっている。(C⑴オ)

【言語活動例】
・読み聞かせを聞いたり物語などを読んだりして、
内容や感想などを伝え合ったり、演じたりする活
動。(C⑵イ)

【態度】
・学習課題にそって、進んで登場人物が考えていた
ことを、本文の言葉を根拠に想像しようとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

２学
期

9月 2 言語 1 １．言葉には、反対の意味をもつものや、似た意味をもつものが
あることを知り、学習活動に対する見通しを持つ。
＊P118・119の上段にある会話文を読み、反対の意味の言葉と
似た意味の言葉に興味をもち、自分からそれらを探してみたい
という意欲をもたせる。

２．「はんたいのいみの言葉」にはどのようなものがあるかを考
え、組みになるカードを作る。
＊P118の下段にある設問をクラス全体で考えたのち、板書・
ワークシート等によって、ほかにどのような言葉が反対の意味を
もつのかについて理解を深め、各自で反対の意味をもつ言葉を
探させる。
＊うまく言葉を見つけることのできない児童に対しては、教師の
側から言葉を一つ示し、その反対語を考えさせるようにする。
＊打ち消しの言葉を反対語としないように気をつけさせたい。

３．作ったカードを友達どうしで確かめ合う。
＊作ったカードが反対の意味になっているかどうかを迷うものに
ついては、全体で共有し確認を行う。
＊確認がすんだカードを友達どうしで一つにまとめ、マッチング
ゲーム(バラバラに並べて反対語のペアを見つけるゲーム)をす
ることにより、知識の定着を図ってもよい。

2 ４．「にたいみの言葉」にはどのようなものがあるのかについて
考える。
＊P119下段の一つめの設問をクラス全体で考えたのち、板書・
ワークシート等によって、ほかにどのような言葉が似た意味をも
つ言葉になるのかについての理解を深めさせる。
＊教科書の既習ページやワークシートを活用するなどして、そ
れらの中で用いられている言葉と似た意味の言葉を各自で探さ
せる。

５．「にたいみの言葉」を分類したり、整理したりして、気づいたこ
とを話し合う。
＊P119下段の二つめの設問や自分で探した似た意味の言葉を
分類・整理させ、気づいたことを発表させる。

６．学習したことを振り返る。

２学期 10月 11
(書く11)

書く 1 ＜見通しをもとう＞
１．生活科の町たんけんで見つけたことやわかったことをもと
に、町の「すてき」を書き、友達や家の人に伝える学習活動につ
いて見通す。

2・3 ＜きめよう・あつめよう＞
２．探検したときに書いた「町たんけんカード」をから、町の「すて
き」を伝えるために必要なことをメモに書き抜く。
＊生活科の町たんけんの学習と関連させ、工夫したい。
＊ここでは生活科の町たんけんで取材して書いた「町たんけん
カード」から、「見つけたこと」「聞いたこと」「思ったこと」を区別し
て、メモとして付箋紙などに書き抜くようにさせている。

３．メモをペアで読み合い、内容を確認し合う。
＊更に書きたすとよいことなどを助言するようにさせる。
＊メモは短い言葉で書くこと、観点別にマークを入れることをな
どを確認する。

4・5 ＜組み立てよう＞(重点)
４．「はじめ・中・おわり」に何を書くか考えて、組み立て表を作
る。
＊書いたメモを「はじめ」「中」「おわり」を意識して、三つのまとま
りに分け、構成を考える。
＊順序にしたがって書かせるようにする。この学習では時間的
順序や場所的順序を意識させ、選ばせるようにする。
＊紙面の関係で「中」が２段になっているが、実態に合わせて工
夫するとよい。

6～8 ＜書こう＞
５．組み立て表をもとに、文章を書く。
＊P124「大事な言い方」を使うと順序がわかりやすくなることをお
さえる。同様に、伝聞の文末についてもおさえ、留意させるよう
にする。

9 ＜読みかえそう＞
６．書き終えたら、まちがいがないか読み返す。
＊自分で読み返す、ペアに読んでもらい助言をもらうなどの工
夫が考えられる。

言葉のひろば④
はんたいのいみの言葉、にたいみの言
葉
教科書：P118

△対義語や類義語があることを知り、身
近な言葉から対義語や類義語を集める。

【知識・技能】
◎身近なことを表す語句の量を増し、話や文章の
中で使うとともに、言葉には意味による語句のまと
まりがあることに気付き、語彙を豊かにしている。
(⑴オ)
○共通、相違、事柄の順序など情報と情報との関
係について理解している。(⑵ア)

【態度】
・積極的に反対の意味をもつものや、似た意味をも
つものがあることに気づこうとし、学習の見通しを
もって言葉を使おうとしている。

六 まとまりのある文章を書こう
町の「すてき」をつたえます
教科書：P120
 
■生活科の町たんけんで見つけたことや
わかったことをもとに、自分の思いや考え
が明確になるように事柄の順序にそって
簡単な構成を考え、町のすてきを伝える
文章を書く。

★ここが大事：まとまりのある文章を書く

☆学習用語：／メモ／理由／はじめ／中
／おわり／組み立てひょう／じゅんじょ

【知識・技能】
◎文の中における主語と述語との関係に気付いて
いる。(⑴カ)
◎共通、相違、事柄の順序など情報と情報との関
係について理解している。(⑵ア)

【思考・判断・表現】
◎「書くこと」において、自分の思いや考えが明確に
なるように、事柄の順序に沿って簡単な構成を考え
ている。(B⑴イ)

【言語活動例】
・身近なことや経験したことを報告したり、観察した
ことを記録したりするなど、見聞きしたことを書く活
動。(B⑵ア)

【態度】
・他教科での学習や経験を関連させながら、事柄の
順序にそって構成を考え、報告する文章を書いてい
る。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

10 ＜つたえ合おう＞
７．書いた文章を読み合い、よいところを伝え合う。
＊順序がわかりやすく書いてあるかなどに着目して読み合い、
よさを伝える。

11 ＜ふりかえろう＞
８．まとまりのある文章を書くためにどんな工夫をしたか、めあて
にそって振り返る。

２学期 10月 1
(話す聞く

1)

国語の学習　つながる　ひろがる
教科書：P126

◇一年間の国語学習を振り返ったり、こ
れからの学習について考えたりして、楽
しみながら学習できるようにする。

話聞 1 １．半年間の国語の学習で学んできたことや言葉を思い出して
書いたり、出し合ったりする。
＊上巻の教科書、学習のノート、作成物、プリント類(ポートフォ
リオ)などを合わせて振り返ることができるようにする。挿絵やふ
きだしを参考にする。単元名や教材名だけでなく、印象的な言葉
や活動など思い出すなど内容は多様でよい。
＊学んできたことを書き出したりして、グループや学級全体で発
表し合う。

２．１で出し合ったことが、ほかの教科や生活の中で、どんなこと
に生かしていけるか考える。
＊国語の学習がさまざまな場面で生かされることに気づけるよう
にする。

【思考・判断・表現】
◎「話すこと・聞くこと」において、話し手が知らせた
いことや自分が聞きたいことを落とさないように集中
して聞き、話の内容を捉えて感想をもっている。(Ａ
(1)エ)
〇「書くこと」において、経験したことや想像したこと
などから書くことを見付け、必要な事柄を集めたり
確かめたりして、伝えたいことを明確にしている。(Ｂ
(1)ア)

【態度】
・進んで経験したことから書くことを見つけ、今まで
の学習を生かして思い出したことや下巻の教科書
でどんな学習をしたいかを共有しようとしている。

２学期 10月 11
(話す聞く

3)

読む 1 ＜見通しをもとう＞
１．単元名やリード文を読み、「じゅんじょや様子をあらわす言葉
に気をつける」とは、どんな読み方なのかを考えたり、説明をす
る方法について確認したりして、学習の見通しをもつ。
(1)順序や様子を表す言葉とは、どんな言葉があるかを想起す
る。
(2)「じゅんじょや様子を表す言葉」は、本文に出てくるさけについ
て時(いつ)場所(どこで)大きさや様子(どんな)を考えて読むこと
だ、と確認をする。

2～3 ＜たしかめよう＞
２．感想を伝え合うことで本文に書かれた内容の大体を確認す
る。
(1)100～150文字程度の簡単な感想を書き、ペアで伝え合う。
＊伝え合った後は加筆する時間を確保し、伝え合った成果が残
せるようにする。
(2)1枚1枚の写真が「いつ(時)、どこで(場所)、どんな(大きさや様
子)ことを捉えた写真なのかを説明することを通じて、内容の大
体を確認する。
＊学習の初期であるため、詳細な説明をするのではなく、大体
どんな写真なのかが表現できればよい。

4～7 ＜くわしくよもう＞
３．さけが大きくなるまでの様子を、時・場所・大きさや様子を表
す言葉に気をつけてまとめる。
(1)２～３段落までの、大人のさけが川を上り、卵を産むまでを、
表を使って整理する。
(2)４段落のふ化したさけの赤ちゃんの様子を整理する。
(3)５段落、６段落の、川を下ってきた子どものさけが八センチ
メートルぐらいに成長した様子を整理する。
(4)７～10段落までの、海を泳ぎ始めてから産卵期に自分が生ま
れたもとの川へ帰ってくるまでの様子を整理する。
＊P16学習の手引きのワークシートや、思考ツール（「ステップ
チャート」や「KWL」など）を使用するとよいだろう。

8・9 ＜まとめよう＞
４．「さけって、すごいな。」と自分がいちばん思うところと、その
わけを書く。
(1)挿絵と前時までの学習を確認し、自分がいちばん心に残った
段落を選ぶ。
(2)選んだ箇所を中心に、どのようなことをすごいと思ったのか
と、そのわけをノート等に記入する。
＊個人での解決が難しい場合は、P17学習の手引きに書かれた
文章を参考にすることを伝える。

10・11 ＜つたえあおう＞
５．前時に作成した文章を友達と読み合い、考えを広げる。
(1)ペアを作り、文章を互いに読み合う。
＊文章のよさについて感想を伝えるように助言するといいだろ
う。
(2)読み合いを通じて考えたことを加筆する。

＜ふり返ろう＞
６．さけが大きくなるまでの感想について、できばえを振り返る。
(1)「時・場所・大きさや様子」のうち、どんな言葉に気をつけたか
を考え、記述して振り返る。
(2)自分の感想をまとめるときに、どんなことに気をつけて書いた
かを考え記述して振り返る。

一　じゅんじょや様子をあらわす言葉に
気をつけよう
さけが大きくなるまで
教科書：P8

□さけの成長について、季節や場所、さ
けの様子の移り変わりを考えながら、内
容の大体を読む。

★ここが大事：時・場所・大きさを様子を
せつめいする言葉

☆学習用語：いつ(時)／どこで(場所)／ど
んな(大きさや様子)／じゅんじょ

【知識・技能】
◎共通、相違、事柄の順序など情報と情報との関
係について理解している。(⑵ア)

【思考・判断・表現】
○「話すこと・聞くこと」において、相手に伝わるよう
に、行動したことや経験したことに基づいて、話す事
柄の順序を考える。(Ａ⑴イ)
◎「読むこと」において、文章の中の重要な語や文
を考えて選び出している。(C⑴ウ)
○「読むこと」において、文章の内容と自分の体験と
を結び付けて、感想をもっている。(C⑴オ)

【言語活動例】
・紹介や説明、報告など伝えたいことを話したり、そ
れらを聞いて声に出して確かめたり感想を述べたり
する活動。(Ａ⑵ア)
・事物の仕組みを説明した文章などを読み、分かっ
たことや考えたことを述べる活動。(C⑵ア)

【態度】
・積極的に情報と情報との関係について理解しよう
として、学習課題にそって、文章の中の重要な語や
文を考えて選び出したりしている。

六 まとまりのある文章を書こう
町の「すてき」をつたえます
教科書：P120
 
■生活科の町たんけんで見つけたことや
わかったことをもとに、自分の思いや考え
が明確になるように事柄の順序にそって
簡単な構成を考え、町のすてきを伝える
文章を書く。

★ここが大事：まとまりのある文章を書く

☆学習用語：／メモ／理由／はじめ／中
／おわり／組み立てひょう／じゅんじょ

【知識・技能】
◎文の中における主語と述語との関係に気付いて
いる。(⑴カ)
◎共通、相違、事柄の順序など情報と情報との関
係について理解している。(⑵ア)

【思考・判断・表現】
◎「書くこと」において、自分の思いや考えが明確に
なるように、事柄の順序に沿って簡単な構成を考え
ている。(B⑴イ)

【言語活動例】
・身近なことや経験したことを報告したり、観察した
ことを記録したりするなど、見聞きしたことを書く活
動。(B⑵ア)

【態度】
・他教科での学習や経験を関連させながら、事柄の
順序にそって構成を考え、報告する文章を書いてい
る。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

２学期 10月 2 読む 1 １．P20・21の二枚の写真のちがいを比べ、間に何が起こったか
を考える学習の見通しをもつ。

２．二枚の写真を比べ、毛を刈られるところと、刈り終わったとこ
ろであることを確かめる。

３．間に何が起こったかを自分なりに想像し、考えをノートに書
く。

４．ノートに書いたことを友達と伝え合う。

５．伝え合って考えたことを更にノートに加筆する。

６．二枚の写真のちがいを比べることを通じて、想像を広げるこ
とができたかを振り返る。

2 ７．P24・25の二枚の写真、P26・27のちがいを比べ、間に何が起
こったかを考える学習の見通しをもつ。
＊どちらの写真について考えるかを児童に選択させると主体的
に学習に取り組むことができるだろう。

８．二枚の写真を比べ、どのようなちがいがあるのかを確かめ
る。

９．間に何が起こったかを自分なりに想像し、考えをノートに書
く。

10．ノートに書いたことを友達と伝え合う。

11．伝え合って考えたことを更にノートに加筆する。

12．二枚の写真のちがいを比べることを通じて、想像を広げるこ
とができたかを振り返る。

２学期 10月 10
(書く10)

書く 1 ＜見通しを もとう＞
１．友達に教えてあげたい、おもしろいものを友達に伝わるよう
に紹介するという学習活動を見通す。
＊既習の観察記録文と共通することが多い。異なる点として、メ
モの観点を自分で書いたり、メモを同じ観点でまとめ整理する
点、同じ大きさのものを例示したり矢印を使ったりする点があ
る。思考のてだてに重点が置かれている。

2・3 ＜きめよう・あつめよう＞
２．見つけたものから、書くことを決める。
＊見つけたものの様子を短い言葉でメモに書く。形、大きさ、色
など観点となる言葉も書くようにさせる。

4・5 ＜組み立てよう＞
３．見つけたものの様子をメモに書き、まとまりごとに並べる。
＊「はじめ」「中」「おわり」を示した構成表の上にメモを置き、まと
まりを考えさせるようにする。まとまりを枠で囲ませ、意識させる
とよい。

6・7 ＜書こう＞(重点)
４．まとまりに気をつけて、文章を書く。
＊例文を読み、「大事な言い方」に着目させる。大きさを数値と
共に同じような大きさのものを例示していたり、矢印を用いて大
きさの向きを分かりやすく表したりしていることに気づかせる。

8 ＜読みかえそう＞
５．書いた文章を、声に出して読み返す。
＊声を出して読むことで、推敲を習慣とし、誤字脱字などに自分
で気づかせるようにする。

9 ＜つたえ合おう＞(重点)
６．友達と文章を読み合う。
＊お互いの文章のよいところを認め合い、感想を伝えるようにさ
せる。

10 ＜ふりかえろう＞
７．見つけたものの様子を伝えるためにどんなことに気をつけた
か、めあてにそって振り返る。
＊自分や友達の文章のよさにも着目させる。

二まいのしゃしんのちがいをくらべよう
この間に何があった？
教科書：P20

□１枚めの写真から視点を定めて、２枚
めの写真になった際、何かが起きたこと
を想像する。

☆学習用語：比べる

【知識・技能】
◎共通、相違、事柄の順序など情報と情報との関
係について理解している。(⑵ア)

【思考・判断・表現】
◎「読むこと」において、時間的な順序や事柄の順
序などを考えながら、内容の大体を捉えている。(C
⑴ア)
○「読むこと」において、文章の内容と自分の体験と
を結び付けて、感想をもっている。(C⑴オ)

【言語活動例】
・事物の仕組みを説明した文章などを読み、分かっ
たことや考えたことを述べる活動。(C⑵ア)

【態度】
・進んで二枚の写真のちがいを比べることを通し
て、学習課題にそって、二枚の写真の間にあったで
きごとを想像しようとしている。

二 様子をよく見て、くわしく書こう
おもしろいもの、見つけたよ
教科書：P28

■見つけた物をよく見て、 内容のまとま
りがわかるように書き表し方を工夫して、
友達に様子が伝わるように詳しく文章を
書く。

★ここが大事：様子がつたわるように書く

☆学習用語：メモ／様子／大きさ／色／
形／さわった感じ／はじめ／中／おわり
／まとまり／矢印／読み返す

【知識・技能】
◎身近なことを表す語句の量を増し、話や文章の
中で使うとともに、言葉には意味による語句のまと
まりがあることに気付き、語彙を豊かにしている。
(⑴オ)

【思考・判断・表現】
◎「書くこと」において、語と語や文と文との続き方
に注意しながら、内容のまとまりが分かるように書
き表し方を工夫している。(B⑴ウ)
◎「書くこと」において、文章に対する感想を伝え合
い、自分の文章の内容や表現のよいところを見付
けている。(B⑴オ)

【言語活動例】
・身近なことや経験したことを報告したり、観察した
ことを記録したりするなど、見聞きしたことを書く活
動。(B⑵ア)

【態度】
・進んで、友達に自分が見つけたものの様子がわ
かるように書き表し方を工夫し、学習課題にそって、
文章に対する感想を伝え合おうとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ
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★ここが大事／☆学習用語
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２学期 11月 1 言葉の文化④
「あいうえお」であそぼう
教科書：P32

△折句の文を読み、自分の名前やすき
なものの名前を使って折句の文を作る。

文化 1 １．学習の見通しをもつ。

２．教科書の「あいうえお」を使った文を声に出して読む。
＊文の中に「あいうえお」が使われていることを確認する。

３．自分の名前やすきなものの名前をつかった折句の文を作
る。

４．作った文を紹介し合う。
＊作った文に、自分の名前やすきなものの名前の文字が使わ
れているか確認する。

５．学習を振り返る。

【知識・技能】
◎長く親しまれている言葉遊びを通して、言葉の豊
かさに気付いている。(⑶イ)

【態度】
・進んで長く親しまれている言葉遊びを通して、言葉
の豊かさに気づこうとし、学習の見通しをもって折句
の文を作っている。

２学
期

11月 7 読む 1・2 ＜見通しをもとう＞
１．単元扉を読み、単元の見通しと初読の感想をもたせる。
＊単元扉の題名、言葉、絵を見て、お話を想像させる。
＊通読して最初の感想を交流してもよい。
＊新出漢字や難語句を確認させる。

＜たしかめよう＞
２．登場人物とできごとを確かめる。
＊場面ごとに登場人物とできごとを確認しできごとの順序を整理
させる。教科書のように表にしてもよい。

3・4 ＜くわしくよもう＞
３．人間たちや青おにとのかかわりから、赤おにがどのように変
わったかを考える。
＊赤おにがどう変わったかではなく、「赤おにと人間たちとの関
わり」「赤おにと青おにの関わり」がそれぞれ、どう変わったのか
に着目させる。その際、P41、45、51の3枚の挿絵を用意して、考
えさせるのもよい。

5 ＜まとめよう＞
４．赤おにと青おにがそれぞれどのようなおになのかを考える。
＊＜たしかめよう＞で作成した表(場面ごとの登場人物・できごと
をまとめた表)を生かしながら、それぞれのしたことに着目させ、
どんな人柄であるのかを考えさせていく。
＊『きつねのおきゃくさま』『わにのおじいさんのたからもの』の学
習を振り返ることで、二人の人物の行動や言動など、本文の言
葉に着目させたい。

6・7 ＜つたえあおう＞
５．お話を読んで心に残ったこととその理由を紹介し合う。
＊意見交換をすることで、同じ場面や表現に興味をもっていて
も、根拠となる言葉が違っていたり、同じ言葉を根拠としていて
も、受け取り方が少し違っている友達がいることに気づかせた
い。

＜ふりかえろう＞
６．心に残ったことを考える時に大切にしたことや、心に残ったこ
とを紹介し合って気づいたことを振り返る。
＊＜見通しをもとう＞で出てきた初読の感想と、＜つたえあおう
＞で出てきた感想を比べることで、自分の考えを振り返らせる。
精読することで自分の考えが深まったことを実感させたい。

２学期 11月 5 読書 1・2 １．本の中でいちばん心に残ったところを絵に描いて紹介すると
いう学習内容をつかみ、学習の見通しをもつ。

２．今までに読んできた本を振り返り、心に残ったことやその訳
をメモする。

3・4 ３．「お話びじゅつかん」の作品を作る。
(1)紹介したい本を選び、心に残ったところを絵に描く。
(2)作品に題名を工夫してつけ、展示する。

5 ４．「お話びじゅつかん」の作品の前で、本を紹介し合う。

５．学習を振り返る。

三　心にのこったところをしょうかいし合
おう
ないた赤おに
教科書：P34

□登場人物の気持ちの移り変わりを考え
ながら、『ないた赤おに』を読み、心に
残ったことを話し合う。

★ここが大事：自分の考えをふりかえる

☆学習用語：登場人物／できごと／変化

【知識・技能】
◎語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音
読している。(⑴ク)

【思考・判断・表現】
○「読むこと」において、場面の様子に着目して、登
場人物の行動を具体的に想像している。(C⑴エ)
◎「読むこと」において、文章の内容と自分の体験と
を結び付けて、感想をもっている。(C⑴オ)
◎「読むこと」において、文章を読んで感じたことや
分かったことを共有している。(C⑴カ)

【言語活動例】
・読み聞かせを聞いたり物語などを読んだりして、
内容や感想などを伝え合ったり、演じたりする活
動。(C⑵イ)

【態度】
・進んで言葉や表現に着目しながらお話を読み、学
習課題にそって繰り返し読むことで、初読の感想か
ら自分の考えを深めようとしている。

読書の広場③
「お話びじゅつかん」を作ろう
教科書：P56

△自分の読んだ本の中でいちばん心に
残ったところを絵に描いて紹介する。

☆学習用語：題名／作者

【知識・技能】
◎読書に親しみ、いろいろな本があることを知って
いる。(⑶エ)

【思考・判断・表現】
〇「読むこと」において、文章の内容と自分の体験と
を結び付けて、感想をもっている。(C⑴オ)
◎「読むこと」において、文章を読んで感じたことや
分かったことを共有している。(C⑴カ)

【言語活動例】
・学校図書館などを利用し、図鑑や科学的なことに
ついて書いた本などを読み、分かったことなどを説
明する活動。(C⑵ウ)

【態度】
・「お話びじゅつかん」を作るという活動に見通しをも
ち、進んで今までに読んできた本を振り返って読ん
だり、カード作りに取り組んでいたりしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

２学
期

11月 8
(話す聞く

8)

話聞 1 ＜見通しをもとう＞
１．単元名とリード文を読み、学習の見通しをもつ。
(1)「クラスお楽しみ会」でする遊びを決めるために、グループで
話し合うという学習の見通しをもって「学習の　すすめ方」をもと
に学習計画を立てる。
＊｢クラスお楽しみ会｣のイメージをもたせ、自分たちでクラス遊
びの内容を決め、「クラスお楽しみ会」を開く意欲をもたせる。

2 ＜きめよう・あつめよう＞
２．やりたい遊びを考える。
(1)やりたい遊びを書き出し、その中から一つ選ぶ。
＊最初から一つを選ぶのではなく、いくつか出した中から選ば
せるとよい。

3 ＜組み立てよう＞
３．考えた遊びとその理由をカードに書く。
(1)カードに「クラスお楽しみ会」でやりたい遊びとその理由を書
く。
＊理由は、短い文で書かせるようにする。
＊理由はいくつあってもよいことを伝える。

4 ＜話そう・聞こう＞（重点）
４．話し合いを行い、クラスに伝える。
(1)P61とP62を読み、話し合いの流れを知る。
＊役割読みをさせて、イメージをつかませるとよい。
(2)P63「ここが大事」を読み、話し合いの仕方を知る。
＊つないで話し合うことが大事であることを伝える。

5 (3)カードを使って話し合う。
＊互いに質問したり答えたりする。
＊グループで、どの遊びがよいか一つ決めるようにする。また、
その理由もまとめられるようにする。

6 (4)グループの話し合いをクラスに伝える。
＊グループで決まった遊びとその理由を伝えられるようにする。
＊教師が板書で、話し合いを整理するとよい。

7 ＜つたえ合おう＞
５．感想を伝え合う。
(1)グループでの話し合いについて、友達の話をつないで話し合
うために、どんな工夫をしたかを伝え合う。
＊児童の感想の中から、つないで話し合うために大切なことを
板書し、整理する。

8 ＜ふりかえろう＞
６．学習を振り返る。
(1)学習全体を振り返り、できるようになったことや感想を確かめ
る。
＊全体で話したり聞いたりして、学習の自己評価をさせる。
＊友達の話をつないで話し合うために、どんな工夫をしたかを振
り返らせる。
＊特別活動の時間等を使って、「クラスお楽しみ会」を開く。

四　しつもんしたり答えたりして、つない
で話し合おう
「クラスお楽しみ会」をひらこう
教科書：P60

◇話し合いでクラスで行う遊びを決め、
「クラスお楽しみ会」を開く。

★ここが大事：つないで話し合う

☆学習用語：カード／理由／質問／つな
ぐ／話し合い／伝える

【知識・技能】
◎共通、相違、事柄の順序など情報と情報との関
係について理解している。(⑵ア)

【思考・判断・表現】
◎「話すこと・聞くこと」において、互いの話に関心を
もち、相手の発言を受けて話をつないでいる。(A⑴
オ)

【言語活動例】
・尋ねたり応答したりするなどして、少人数で話し合
う活動。(A⑵イ)

【態度】
・積極的に互いの話に関心をもち、相手の発言を受
けて話をつないで、学習課題にそって「クラスお楽し
み会」でする遊びを決めるために、グループで話し
合おうとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

２学期 11月 5
(書く5)

書く 1 １．P64・65を読み、心が動いた時に見たこと、したこと、感じたこ
とを短い言葉で書くという学習活動を見通す。
＊リズムを楽しんだり、様子を思い浮かべたりしながら音読する
など短い言葉で表現するよさやおもしろさを味わわせたい。
＊学級文庫など身近なところに詩の本を配置し、興味・関心をも
ちやすくする。

2 ２．心が動いたことを書くときの表現を集める。
＊P64・65の作者は何を感じて心が動いたのか、それをどのよう
に書いたのかを考えさせたい。
＊P64・65の作品のおもしろさや表現の特徴に着目させる。
表現の特徴の例：「もしも～になったら」という想像／なりきって
いるところ／音を表す言葉／例え／繰り返し／比較

3 ３．心が動いたことを短い言葉で書く。
＊「楽しかった」「おもしろかった」というような一般的な表現では
なく、自分の気持ちを素直に表現する言葉を探させたい。
＊P64の吹き出しを参考にして、全員で何かになりきって書いて
みてもよい。書くことが難しい児童には見立て遊びや教師との対
話をそのまま表現するなどの支援が考えられる。

4 ４．作品を読み返す。
＊自分が書いた言葉を読み返したり、友達と交換して読み合っ
たりして、推敲する。実態に応じて清書する。

5 ５．作品を読み合い、感想を伝え合う。
＊友達の作品のよいところを見つけて、感想を伝え合う。よさを
見つける観点を提示してもよい。
観点例：繰り返しのリズム／音を表す言葉のおもしろさ／なりき
りや見立てのおもしろさ／題名のくふう
＊付箋紙などに感想を書いて渡すと、意欲につながりやすい。

６．心が動いたことを短い言葉で書くためにどんな工夫をした
か、めあてにそって学習を振り返る。

２学期 12月 2 漢字 1 １．学習内容を理解し、学習の見通しをもつ。
＊いろいろな使い方と読み方がある漢字について知るという学
習課題を確かめ、日常の言語生活にも生かしていくよう意識づ
ける。

２．「生」という漢字のいろいろな使い方を考える。
＊これまでに学習した用例を思い起こすとよい。
　・生きものクイズを作ろう。
　・たまごからさけの赤ちゃんが生まれます。
　・生活科の町たんけん。

３．P66上段の設問をもとに「生」の読み方について、話し合う。
＊P66上段の例文を声に出して読み、読み仮名をふって、漢字
の読み方の違いを確かめ、それぞれの意味の違いを考えるよう
にする。
＊同じ漢字でも、言葉によって違う読み方をするものがあること
に興味がもてるようにする。

４．「後」「行」「通」の読み方と、それぞれの意味の違いを考え、
話し合う。
＊複数の読み方がある漢字について、ほかの言葉や漢字との
つながりを考え、使い方・読み方・意味などに着目して読むとい
うことをおさえる。

心がうごいたことを書こう
みじかい言葉で
教科書：P64

■語と語や文と文との続き方に注意しな
がら、内容のまとまりがわかるように書き
表し方をくふうして心が動いたことを短い
言葉で書く。

★ここが大事：心がうごいたときに感じた
ことを短い言葉で書く

☆学習用語：心が動く／なりきる／短い
言葉で

【知識・技能】
◎言葉には、事物の内容を表す働きや、経験したこ
とを伝える働きがあることに気付いている。(⑴ア)

【思考・判断・表現】
◎「書くこと」において、語と語や文と文との続き方
に注意しながら、内容のまとまりが分かるように書
き表し方を工夫している。(B⑴ウ)

【言語活動例】
・簡単な物語をつくるなど、感じたことや想像したこ
とを書く活動。(B⑵ウ)

【態度】
・進んで言葉の書き表し方を工夫し、学習の見通し
をもって、心が動いたことを短い言葉で書いたり友
達の作品のよさを見つけようとしたりしている。

漢字の広場④
漢字のつかい方と読み方
教科書：P66

△漢字の使い方や読み方、意味などを
考えて漢字を正しく使う。

☆学習用語：おくりがな

【知識・技能】
◎第１学年においては、別表の学年別漢字配当表
の第１学年に配当されている漢字を読み、漸次書
き、文や文章の中で使っている。第２学年において
は、学年別漢字配当表の第２学年までに配当され
ている漢字を読んでいる。また、第１学年に配当さ
れている漢字を書き、文や文章の中で使うととも
に、第２学年に配当されている漢字を漸次書き、文
や文章の中で使っている。(⑴エ)

【態度】
・積極的に前学年や当該学年で配当されている漢
字を読み、学習の見通しをもって漢字を正しく使お
うとしている。
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学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

2 ５．送り仮名によって読み方が変わる漢字をもとに、「おくりが
な」の役割を考える。
＊「おくりがな」という語と、その意味、役割を理解できるようにす
る。
＊「出る・出す」「回る・回す」「売れる・売る」などは、助詞に着目
し、動詞とつなげて考えることもできる。

６．P67下段の設問をもとに、読み方によって送り仮名が変わる
ことを理解する。
＊送り仮名の決まりについて、機械的に覚えるのではなく、おお
まかなイメージがもてるようにする。
＊読み方の違い、送り仮名の違いに気づくことができるように
し、なぜそのようになったか意識できるようにする。

７．複数の読み方がある漢字を集めて、短文を作り、発表し合
う。
＊P163『二上までに学んだ漢字』を参考に、たくさんの読み方が
ある漢字がほかにもあるか探し、語例を考え、それをもとに短文
作りに取り組むとよい。

漢字の広場④
漢字のつかい方と読み方
教科書：P66

△漢字の使い方や読み方、意味などを
考えて漢字を正しく使う。

☆学習用語：おくりがな

【知識・技能】
◎第１学年においては、別表の学年別漢字配当表
の第１学年に配当されている漢字を読み、漸次書
き、文や文章の中で使っている。第２学年において
は、学年別漢字配当表の第２学年までに配当され
ている漢字を読んでいる。また、第１学年に配当さ
れている漢字を書き、文や文章の中で使うととも
に、第２学年に配当されている漢字を漸次書き、文
や文章の中で使っている。(⑴エ)

【態度】
・積極的に前学年や当該学年で配当されている漢
字を読み、学習の見通しをもって漢字を正しく使お
うとしている。
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学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

２学期 12月 2
(書く2)

一年生で学んだ漢字③
教科書：P68

△絵を見て想像したことをもとに、１年生
で学んだ漢字などを使って文を書く。

漢字 3・4 ８．絵の中の言葉の読み方を確認する。
＊絵に描かれたことと、言葉からわかる様子をたくさん発表でき
るようにする。

９．教科書の絵と言葉を参考に、絵に描かれている様子から想
像できる短文を作り、語と語の続き方に注意して文を書く。
＊絵の中には、「目・耳・手・足」「上・下」など互いに意味のつな
がりがある言葉があることを確認しておく。

10．主語と述語のつながりに気をつけて、絵の中の言葉を使っ
て２文以上が続くように書き、発表し合う。
＊語と語の続き方を考えて、主語と述語が整ったまとまりのある
文となるようにする。
＊文と文の続き方に注意しながら、続きの文を書く。
(例)女の子は、テーブルの上にノートをひろげ、文を書いていま
す。そして、男の子は、手や足をうごかし、体そうをしています。

11．学習したことを振り返る。
＊漢字の使い方と読み方について正しく理解したり、漢字の使
い方や表記などを理解できるようにしたりし、日常の言語生活に
も生かしていくよう意識づける。

【知識・技能】
◎第１学年においては、別表の学年別漢字配当表
の第１学年に配当されている漢字を読み、漸次書
き、文や文章の中で使っている。第２学年において
は、学年別漢字配当表の第２学年までに配当され
ている漢字を読んでいる。また、第１学年に配当さ
れている漢字を書き、文や文章の中で使うととも
に、第２学年に配当されている漢字を漸次書き、文
や文章の中で使っている。(⑴エ)

【思考・判断・表現】
◎「書くこと」において、語と語や文と文との続き方
に注意しながら、内容のまとまりが分かるように書
き表し方を工夫している。(B⑴ウ)

【言語活動例】
・簡単な物語をつくるなど、感じたことや想像したこ
とを書く活動。(B⑵ウ)

【態度】
・積極的に前学年で配当されている漢字を書き、学
習の見通しをもって文や文章を書こうとしている。

２学期 12月 12
(書く3)

読む 1 ＜見通しをもとう＞
１．単元扉を読み、「せつめいのくふうをたしかめて読む」とは、
どんな読み方なのかを考えたり、説明書を書く方法について確
認したりして、学習の見通しをもつ。
(1)おもちゃの説明書に書かれている言葉には、どんな言葉があ
るかを想起する。
(2)「せつめいのくふう」は、本文に出てくるジャンプロケットの重
要な語や文がどうやってわかりやすい書き方にしているかを読
むことだ、と確認をする。

2・3 ＜たしかめよう＞
２．本文に書かれた内容の大体を確認する。
(1)用意する材料と、道具は何だったのかを読み取り、ペアを
作って確認する。
(2)作業手順がどんな順序となるか、段落の切れ目を確かめるこ
とで理解する。

4～7 ＜くわしくよもう＞
３．ジャンプロケットが完成するまでの順序や、すること、気をつ
けることの種類で整理する。
＊あらかじめ、写真に番号がついていることを確認するといいだ
ろう。
(1)「一　とび出すしかけを作る」を読み、表を使って整理する。
(2)「ニ　ロケットとはっしゃ台を作る」を読み、表を使って整理す
る。
(3)「あそび方」を読み、表を使って整理する。
＊P77学習の手引きのワークシートや、思考ツール（「ステップ
チャート」や「KWL」「クラゲチャート」など）を使用するとよいだろ
う。

8・9 ＜まとめよう＞
４．作り方をわかりやすく説明するためにされている工夫をノート
にまとめる。
(1)本文の写真の使い方について考える。
(2)文の書き方について、「わかりやすい」と思った工夫をノート
等に記入する。
＊個人での解決が難しい場合は、P78の学習の手引きに書かれ
た文章を参考にすることを伝える。

10～12 ＜つたえあおう＞
５．前時に書いたノートを友達と読み合い、考えを広げる。
(1)ペアを作り、ノートを互いに読み合う。
＊自分の書いたことと友達が書いたことが同じかどうか、を伝え
るように助言するといいだろう。
(2)読み合いを通じて考えたことを加筆する。

＜ふりかえろう＞
６．「ジャンプロケット」の作り方の説明の書き方を探したノートに
ついて、できばえを振り返る。
(1)『ジャンプロケットを作ろう』の書き方について、どんな工夫を
見つけられたか、を振り返る。
(2)次の単元で「おもちゃのせつめい書」を書く際に、どんなことを
真似してみたいか、記述をする。

五　せつめいのくふうをたしかめて読み、
せつめい書を書こう
ジャンプロケットを作ろう
教科書：P70

□順序を示す書き方を知る。

★ここが大事：じゅんじょをしめす書き方
でせつめいする

☆学習用語：説明の工夫／順序／まず
／つぎに

【知識・技能】
◎共通、相違、事柄の順序など情報と情報との関
係について理解している。(⑵ア)

【思考・判断・表現】
○「書くこと」において、自分の思いや考えが明確に
なるように、事柄の順序に沿って簡単な構成を考え
ること。(Ｂ⑴イ)
◎「読むこと」において、文章の内容と自分の体験と
を結び付けて、感想をもっている。(C⑴オ)
◎「読むこと」において、文章を読んで感じたことや
分かったことを共有している。(C⑴カ)

【言語活動例】
・身近なことや経験したことを報告したり、観察した
ことを記録したりするなど、見聞きしたことを書く活
動。(Ｂ⑵ア)
・事物の仕組みを説明した文章などを読み、分かっ
たことや考えたことを述べる活動。(C⑵ア)

【態度】
・進んで説明の工夫を見つけようとし、学習課題に
そって、感じたことやわかったことをノートにまとめて
いる。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

２学期 12月 7
(書く7)

書く 1 ＜見通しをもとう＞
１．おもちゃの説明書を書き、友達に伝える学習活動を見通す。
＊P80「学習のすすめ方」参照。
＊他教科で作ったおもちゃを取り上げて活用することもできる。

＜きめよう・あつめよう＞
２．おもちゃの作り方や遊び方を思い出し、メモに書く。
＊おもちゃを作ったときや遊んだときを思い出せるように写真を
掲示したり、一緒に遊んだ友達と対話させたりすることも効果的
である。

2 ＜組み立てよう＞
３．メモをもとに説明書の組み立てを考える。
＊二人組になって意見を交換しながら説明書に書くことを確か
め合い、メモを整理することもできる。
＊おもちゃを作ったときに気をつけたこと、遊ぶときのポイントな
ど、作ったからこそわかることを書くようにすると書く必然性が増
す。
＊メモに書かなかった事柄は、組み立て表に直接書きたしても
よいこととする。

3・4 ＜書こう＞(重点)
４．説明書を書く。
＊説明する順序を考え、項目にそって、誤りのないよう正確に書
くことを心がけるようにさせる。
＊P83「ここが大事」の順序を示す書き方(番号)を全体で確認
し、順序立てて書かせる。
＊一緒に作ったり遊んだりすることを想定しながら、読む人を意
識して書くようにさせたい。

5 ＜読みかえそう＞
５．まちがいがないか読み返す。
＊P116「文章の見直すときに気をつけること」の項目を提示した
り、友達どうしで助言し合ったりすると効果的である。

6 ＜つたえ合おう＞
６．友達と読み合う。
＊順序を考えて書けたか、作る際の注意点を思い出して書けた
かなどを確認する。
＊書いた説明書を使って、おもちゃを作ったり遊んだりする場を
設けられると、書いた目的が達成でき、更に意欲につながる。

7 ＜ふりかえろう＞
７．おもちゃの作り方や遊び方がよくわかる説明書にするために
どんなところを工夫したか、めあてにそって振り返る。

３学期 1月 2 しを読もう
せかいじゅうの海が
教科書：P84

□音読をとおして言葉のリズムや響きを
楽しむとともに、無限に広がる想像の世
界を楽しむ。

読む 1・2 １．「題名」に着目するように助言してから、教師が範読する。次
に、児童が一人読み、一斉読みをしながら、音読をする。
＊初発の感想を発表する。

２．１～４連それぞれで、その大きさをイメージする。
＊各連の行数を指で追って、数えてみるように指示して「三行」
になっていることに気づかせるとよい。
＊「おの」を見たことがない児童がいる場合は、絵やイラストなど
を示して、イメージが湧くように配慮する。
＊各連の「大きな」のイメージを自由に交流させたい。ただの「大
きな」ではない。「せかいじゅう」という表現に着目するようにと助
言する。

３．５連の大きさをイメージする。
＊終連のイメージは、更に際限がない。音読を楽しみながら、イ
メージの自由な飛翔を楽しみたい。

４．音読を工夫して発表し合う。
＊想像を楽しむために「＊＊」に入る言葉を出し合い、様子やし
たいことを話し合わせる。(例：花、ケーキ、雲、夢など)

５．「どんなに大きな……だろな。」から想像し、絵に描いたり
思ったことを書いたりする。
＊上段に絵を描き、下段に考えたフレーズや思ったことを書くよ
うな構成にするとよい。

６．できあがったものを紹介し、感想を発表し合う。

【知識・技能】
◎語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音
読している。(⑴ク)

【思考・判断・表現】
◎「読むこと」において、場面の様子に着目して、登
場人物の行動を具体的に想像している。(C⑴エ)

【言語活動例】
・読み聞かせを聞いたり物語などを読んだりして、
内容や感想などを伝え合ったり、演じたりする活
動。(C⑵イ)

【態度】
・積極的に文章を読んで感じたことやわかったことを
共有し、学習の見通しをもって想像したことを発表し
ようとしている。

五 せつめいのくふうをたしかめて読み、
せつめい書を書こう
おもちゃのせつめい書を書こう
教科書：P80
 
■おもちゃの作り方や遊び方について、
順序にそって構成を考え、内容のまとま
りがわかるように書き表し方を工夫して
説明書を書く。

★ここが大事：せつめい書を書く

☆学習用語：伝える／メモ／説明書／組
み立て／じゅんじょ／作り方／あそび方
／一、二、三……

【知識・技能】
◎共通、相違、事柄の順序など情報と情報との関
係について理解している。(⑵ア)

【思考・判断・表現】
◎「書くこと」において、自分の思いや考えが明確に
なるように、事柄の順序に沿って簡単な構成を考え
ている。(B⑴イ)

【言語活動例】
・身近なことや経験したことを報告したり、観察した
ことを記録したりするなど、見聞きしたことを書く活
動。(B⑵ア)

【態度】
・進んで説明する順序に注意し、学習課題にそっ
て、わかりやすく説明する文章を書こうとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

３学
期

1月 11
(話す聞く

3)

読む 1 ＜見通しをもとう＞
1．単元の見通しをもつ。
＊単元扉を読み、単元の見通しをもたせる。
＊単元扉の題名、文字、絵を見て、お話を想像させる。
＊音読発表会をめあてにして教材文を読んでいくことを確認させ
る。
＊新出漢字や難語句などを確認させる。

2 ＜たしかめよう＞
２．お話の内容の大体をつかむ。
(1)登場人物を確かめる。
(2)お話の中のできごとや、はじめと終わりで何が変わったのか
を確かめる。
＊物語のあらすじの大体をつかめるようにする。今までの学習
を生かし、場面、登場人物、できごとの表を用意しておくのもよ
い。
＊音読劇につなげるため、登場人物とは別に語り手がいること
も確認する。

3～6 ＜くわしくよもう＞
３．音読劇をするために、劇を通して伝えるべき場面や人物の様
子を考える。
(1)6人の地蔵様は、なぜいろいろなものをじいさまとばあさまに
届けたのでしょう。
(2)じいさまとばあさまは、どのような人物だと思いますか。それ
がわかるところを見つけて紹介し合ましょう。
＊「たしかめよう」で作成した主なできごとの表でじいさまのした
ことを確認したり、その時にじいさまが言っていた言葉を教科書
にサイドラインを引いて確認したりすることを通して考えさせる。
＊じいさまとばあさまのしたことや言った言葉に着目しながら人
柄を考えさせる。

7・8 ＜まとめよう＞
４．お話の中で好きな場面を選び、理由とともに紹介する。
＊教科書にある５つの場面の絵を用意しておくとよい。
＊好きな場面を選んだ人どうしで集まり、その場面のよさを伝え
合い、その場面のよさを改めて考えてもよい。
＊好きな場面として選んだ場面が異なる人とグループを組み、
思ったことを交流してもよい。
＊『ないた赤おに』の学習を生かし、自分の理由と友達の理由を
比べることで、自分の考えを振り返り、考えを深めさせたい。

9・10 ＜つたえあおう＞
５．グループで役割分担をし、準備をして音読発表会を行う。
(1)場面や人物の様子が伝わるようにどこをどのように工夫する
のかを相談しましょう。
(2)役の分担を決めて、音読発表会を開きましょう。ほかのグ
ループの発表を聞いて感想を伝えましょう。
＊「ここが大事」を読み、音読の工夫についておさえる。
＊登場人物の行動から性格を想像していくことで、声量や間の
取り方など、音読の際の根拠となることをおさえるとよい。
例：じいさま……じぞうさまを見つけたときの「おお、お気のどくに
な。さぞつめたかろうのう。」とあるから、優しい性格が伝わるよ
うにゆっくり読むとよい。
＊実際に声を出しながら、音読の工夫をさせる。役を取り替えた
り、あるいは一人のせりふを複数で読むなど、それぞれの学級
の実態に合わせて、さまざまな分担の仕方を工夫する。
＊どこを工夫していたかを瞬時に聞き取るのが難しければ、発
表者が予めどこを工夫して音読するのかを発表させることも考
えらえる。
＊読み方の工夫をしていた点に目を向けさせ、お互いのよさを
感じられるようにしたい。

11 ＜ふりかえろう＞
６．音読発表会を振り返る。
(1)場面や人物の様子を考える時に、気をつけたことを振り返
る。
(2)音読発表会を経て、改めて音読してみたいと思ったものを見
つける。
＊＜つたえあおう＞で出てきたお互いの工夫した点は、＜くわし
くよもう＞での活動が生きていたからだと気づかせたい。
＊自分で探すのが難しいようであれば、P105にあるような本を
読み聞かせするのもよい。

３学期 1月 3 文化 1・2 １．昔から伝わるかるたについて知るという見通しをもつ。
＊正月になると目にしたり、体験したりした昔の遊びを自由に発
表させてもよい。
＊かるた遊びをなぜするのだろうか、と問うことで課題意識がも
てるだろう。

２．グループでかるたを作成し、実際に体験する。

六　場面や人物の様子をそうぞうして、
音読げきをしよう
かさこじぞう
教科書：P88

□文章を読んで、場面や登場人物の様
子に着目して具体的に想像し、伝え合っ
たり演じたりする。

★ここが大事：場面や人物の様子がつた
わるように音読する

☆学習用語：登場人物／音読／場面／
発表／様子

【知識・技能】
◎語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音
読している。(⑴ク)

【思考・判断・表現】
◎「読むこと」において、場面の様子に着目して、登
場人物の行動を具体的に想像している。(C⑴エ)
○「読むこと」において、文章を読んで感じたことや
分かったことを共有している。(C⑴カ)

【言語活動例】
・読み聞かせを聞いたり物語などを読んだりして、
内容や感想などを伝え合ったり、演じたりする活
動。(C⑵イ)

【態度】
・すすんで、場面の様子に着目して登場人物の行
動を具体的に想像し、学習の見通しをもって音読発
表会をしようとしている。

言葉の文化⑤
かるたであそぼう
教科書：P106

△日本に古くから伝承されている昔遊び
（かるた）を知り、実際に遊ぶことをとおし
てその魅力を知る。

【知識・技能】
◎長く親しまれている言葉遊びを通して、言葉の豊
かさに気付いている。(⑶イ)

【態度】
・すすんで長く親しまれている言葉遊びを通して、言
葉の豊かさに気づき、学習の見通しをもってかるた
を楽しもうとしている。
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学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

3 ３．地域のかるたについて由来を調べ、実際に体験をとおして言
葉の豊かさに気づく。
＊第１時と同様に、これらの遊びをなぜするのだろうか、と問うこ
とで課題意識をもちながら遊ぶことができるだろう。

４．学習を振り返る。

３学
期

1月 4
(話す聞く

4)

話聞 1 １．単元名とリード文を読み、学習の見通しをもつ。
(1)昔の遊びについて、遊び方を調べて、友達に説明するという
学習の見通しをもって学習計画を立てる。
＊生活科の学習と関連させ、昔の遊びを思い出させる。
＊一つの遊び道具でも多くの遊び方があることに気づかせ、友
達がまだ知らない遊び方を知らせたいという意欲をもたせる。

２．説明する遊びを決め、遊び方を調べる。
(1)新しく知った昔の遊びから説明する遊びを選ぶ。
＊最初から一つを選ぶのではなく、いくつか出した中から選ば
せるとよい。

2 (2)遊び方を調べる。
＊家族や地域の方に遊び方を聞いたり、図書館で調べたりする
時間を設ける。

3 ３．説明のメモを書き、練習をする。
(1)説明をするためのメモを書く。
＊始め、中、終わりでどのようなことを話すかを確かめる。
＊中には、順序を表す言葉を使うことを確かめる。
(2)メモをもとに、遊び方について順序に気をつけて説明する練
習をする。
＊順序を表す言葉を意識して説明する練習をすることを確認す
る。

4 ４．遊び方を説明する。
(1)メモをもとに、遊び方について順序に気をつけて説明する。
＊順序を表す言葉を意識して説明することを確認する。

５．学習を振り返る。
(1)学習全体を振り返り、できるようになったことや感想を確かめ
る。
＊全体で話したり聞いたりして、学習の自己評価をさせる。
＊遊び方の説明をするとき、どんなことに気をつけて話したかを
振り返らせる。

３学
期

2月 3 言語 １ １．冒頭の会話文をとおして、文作りにおいて主語と述語の対応
が重要だということを知る。
＊主語を明示することで文意が明確になることを意識させる。
２．省略されている主語を考えることを通して、主語を明示するこ
との重要性に気づく。
＊冒頭の会話文を読んで、何が来たと言っているのか考えさ
せ、主語を補った文を発表させる。
＊主語が明示されることで文意が明確になることに気づかせ
る。

2 ３．教科書を読みながら、①～③の例文の形を確認していく。
＊①～③の例文の形を確認しながら、「だれが」「何が」を表す
言葉が主語、「どうする」「どんなだ」「なんだ」を表す言葉が述語
であることを理解させる。
＊主語は「だれは(も)」などの形になることもあり、また、過去の
事柄を表す際は述語が「どうした」などの形になることを理解さ
せる。
＊文脈による変化にも対応できるように教科書には示されてい
ない例文を示すのもよい。

3 ４．①～③の例文と同じ形の文を作る。
＊①～③の例文と同じ形の文を、まずは口頭で発表させる。
＊文の作り方がわかってきたところで、それぞれがノートに書く
ようにさせる。
＊作成した文を文型ごとに発表させて確認する。

５．学習したことを振り返る。

じゅんじょに気をつけてせつめいしよう
おはじきのあそび方
教科書：P108

◇昔の遊びについて、遊び方を調べて説
明する。

☆学習用語：順序を表す言葉／メモ／説
明／言葉／始め／中／終わり／順序

【知識・技能】
◎音節と文字との関係、アクセントによる語の意味
の違いなどに気付くとともに、姿勢や口形、発声や
発音に注意して話している。(⑴イ)

【思考・判断・表現】
◎「話すこと・聞くこと」において、相手に伝わるよう
に、行動したことや経験したことに基づいて、話す事
柄の順序を考えている。(A⑴イ)

【言語活動例】
・紹介や説明、報告など伝えたいことを話したり、そ
れらを聞いて声に出して確かめたり感想を述べたり
する活動。(A⑵ア)

【態度】
・積極的に相手に伝わるように話す事柄の順序を
考え、今までの学習を生かして、昔の遊びの遊び方
について説明しようとしている。

言葉の広場⑤
主語とじゅつ語
教科書：P110

△文を読んで、主語と述語の対応を考
え、正しく使うことができる。

☆学習用語：主語／述語

【知識・技能】
◎文の中における主語と述語との関係に気付いて
いる。(⑴カ)

【態度】
・積極的に文の中における主語と述語との関係に気
づき、学習の見通しをもって文を読んだり書いたりし
ようとしている。

言葉の文化⑤
かるたであそぼう
教科書：P106

△日本に古くから伝承されている昔遊び
（かるた）を知り、実際に遊ぶことをとおし
てその魅力を知る。

【知識・技能】
◎長く親しまれている言葉遊びを通して、言葉の豊
かさに気付いている。(⑶イ)

【態度】
・すすんで長く親しまれている言葉遊びを通して、言
葉の豊かさに気づき、学習の見通しをもってかるた
を楽しもうとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

３学期 2月 2 漢字 1 １．学習内容を理解し、学習の見通しをもつ。
＊同じ読み方の漢字を正しく使うことができるようにするという学
習課題を確かめ、日常の言語生活にも生かしていくよう意識づ
ける。

２．P112上段の文を声に出して読み、気づいたことを話し合う。
＊「長時間」の「長」と、「白鳥」の「鳥」は、漢字の意味が異なる
がどちらも「チョウ」と読むことを確認する。
＊読み方は同じでも、意味や使い方が違う漢字同士について関
心をもてるようにする。

３．P112下段の設問について考える。
＊同じ「コウ」という読み方でも、「学校」「公園」「交番」「工場」の
ように意味や使い方によって、それぞれ適切な漢字を使うという
ことを確認できるとよい。

４．「かい」「せい」など同じ読み方をする漢字を集めて文を作り、
友達と読み合い、それぞれの漢字の意味や使い方の違いにつ
いて話し合う。
＊同じ読み方をする漢字の仲間集めとして、ゲーム感覚で取り
組み、同音の漢字に関心が向けられるようにする。
＊ただ単に同音の漢字を並べるのではなく、語句や文などの用
例をもとに、それぞれの意味の違いを考えられるようにすること
が重要である。

2 ５．P113の「か」「とう」「し」と読む漢字を集めて語句を作り、発表
し合う。
＊「か」「とう」「し」と読む漢字をそれぞれ集めるようにする。
　・「か」下、火、花、科、夏、家、歌
　・「とう」冬、当、東、答、頭
　・「し」子、四、糸、止、市、思、紙
＊あてはめてできた言葉について、意味を確認し、それをもとに
短文を作り、発表し合い、聞き合い、その言葉の使い方が正しい
かどうか確認できるとよい。

６．同じ読み方をする漢字を集めて問題を作り、解答し合う。
＊巻末『漢字を学ぼう』を参考に、同音の漢字を集めて同様の
問題を作るようにし、交流する。

７．学習したことを振り返る。
＊同じ読み方の漢字を正しく使うことができるように、日常の言
語生活でも注意していくよう意識づける。

漢字の広場⑤
同じ読み方の漢字
教科書：P112

△同じ読み方の漢字を集め、漢字を正し
く使う。

【知識・技能】
◎第１学年においては、別表の学年別漢字配当表
の第１学年に配当されている漢字を読み、漸次書
き、文や文章の中で使っている。第２学年において
は、学年別漢字配当表の第２学年までに配当され
ている漢字を読んでいる。また、第１学年に配当さ
れている漢字を書き、文や文章の中で使うととも
に、第２学年に配当されている漢字を漸次書き、文
や文章の中で使っている。(⑴エ)

【態度】
・積極的に当該学年までに配当されている漢字を読
み、学習の見通しをもって、同じ読み方の漢字を正
しく使おうとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

３学期 2月 13
(書く13)

書く 1 ＜見通しをもとう＞
１．２年生でのできごとを思い出して、できるようになったことなど
を書いて友達に伝える学習活動を見通す。
＊P114「学習のすすめ方」や教科書を読んで、学習の見通しを
もつ。

2～4 ＜きめよう・あつめよう＞(重点)
２．できごとを思い出して、書くことを決める。
＊２年生でのできごとの中から心に強く残っていることを発表し
合い、文章に書く題材について考える。
＊上巻P10・11「つづけて　みよう　―日記」に関連したものや、
各自が書いてきた日記があれば、そこから話題を探すこともで
きる。

３．書きたい題材を一つ選び、詳しく思い出して、メモに書き出
す。
＊日常的なできごとの中にも、心を動かされたこと、心に残って
いることがあることをおさえさせる。
＊P115の観点を活用し、「したこと」「見たこと」「話したこと」「聞
いたこと」「感じたこと」「考えたこと」を書き加えさせる。

5・6 ＜組み立てよう＞
４．文章の組み立てを考える。
＊組み立て表を活用して、書くことを選び、順序を考える。
＊順序を決めたら、メモに番号を振らせたり、組み立て表に貼ら
せたりして固定する。書き加えたいことが出てきたときは適宜メ
モを加えたり、矢印で示したりする。

7～9 ＜書こう＞
５．組み立て表の順序にそって、文章を書く。
＊P119の原稿用紙の使い方を参照にさせたり、すぐに見られる
ように手引きとして別紙で用意したりするとよい。

10・11 ＜読みかえそう＞(重点)
６．間違いがないか、思い出として必要なことが書かれている
か、読み返す。
＊P116例文を全員で読み、「文章を見直すときに気をつけるこ
と」をヒントにして直したほうがよいところを見つけさせる。文章を
直すことはよくなることであると確認し、積極的に認める。
＊訂正するときの記号なども伝えてよい。
＊表現のよい点についても気づかせる。会話が入っていること
や感じたことや考えたことなどが詳しく書かれていることなどもお
さえる。
＊実態に合わせ、必要に応じて清書をする。

12 ＜つたえ合おう＞
７．できあがった文章を読み合い、感想を伝え合う。
＊作品のよさに着目して感想を伝え合うようにさせる。
＊友達だけでなく、保護者に協力を求めて感想をもらってもよ
い。
＊付箋紙に感想を書き、作品に貼るなどすると達成感を味わえ
たり、学習意欲が喚起されたりすることが期待できる。

13 ＜ふりかえろう＞
８．できごとを詳しく書くためにどんな工夫をしたか、文章を読み
返すときにどんなことに気をつけたか、めあてにそって振り返
る。

七　思い出をくわしく書いて、読みかえそ
う
こんなことができるようになったよ
教科書：P114
 
■経験したことやできるようになったこと
などについて、必要な事柄を集めたり確
かめたりして文章を書き、まちがいがな
いか読み返す。

★ここが大事：けいけんしたことをくわしく
書く／文章を読よみかえす

☆学習用語：思い出す／メモ／順序／日
記／組み立て／組み立て表／はじめ／
中／おわり／読み返す／見直す／たし
かめる／小さく書く字／点／丸／かぎ／
会話／原稿用紙

【知識・技能】
◎長音、拗音、促音、撥音などの表記、助詞の
「は」、「へ」及び「を」の使い方、句読点の打ち方、
かぎ(「 」)の使い方を理解して文や文章の中で使っ
ている。また、平仮名及び片仮名を読み、書くととも
に、片仮名で書く語の種類を知り、文や文章の中で
使っている。(⑴ウ)

【思考・判断・表現】
◎「書くこと」において、経験したことや想像したこと
などから書くことを見付け、必要な事柄を集めたり
確かめたりして、伝えたいことを明確にしている。(B
⑴ア)
◎「書くこと」において、文章を読み返す習慣を付け
るとともに、間違いを正したり、語と語や文と文との
続き方を確かめたりしている。(B⑴エ)

【言語活動例】
・身近なことや経験したことを報告したり、観察した
ことを記録したりするなど、見聞きしたことを書く活
動。(B⑵ア)

【態度】
・粘り強く文章を読み返して、今までの学習を生かし
て、まちがいを直そうとしたり確かめたりしている。
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学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

３学期 2月 3 言語 1 １．言葉には、音や様子を表すことができるものがあることを理
解し、学習活動に対する見通しをもつ。
＊教材冒頭の会話文を読み、音や様子を表す言葉を用いて文
を書いてみたいという意欲をもたせる。

２．「音をあらわす言葉」のはたらきや表記の仕方について理解
する。
＊P120下段を読み、まずは「音をあらわす言葉」にはどのような
ものがあるか具体的にあげさせ、板書等を活用して整理してい
く。

３．「様子をあらわす言葉」のはたらきや表記の仕方について理
解する。
＊P121上段を読み、次に「様子をあらわす言葉」にはどのような
ものがあるか具体的にあげさせ、板書等を活用して整理してい
く。
＊一般的に、擬声(音)語は片仮名で、擬態語は平仮名で表記さ

2 ４．濁音の有無によって、「音や様子をあらわす言葉」から受け
る感じが異なることを理解する。
＊P121上段の一つめの設問をクラス全体で考え、清音と濁音の
違いによって受ける印象に違うものがあることに気づかせる。
＊教科書にあげられた例以外に、どのようなものがあるか各自
で考え、全体で共有を図る。

５．単純形と反復形によって、「音や様子をあらわす言葉」から
受ける感じが異なることを理解する。
＊P121上段の二つめの設問をクラス全体で考え、単純形と反復
形の違いによって受ける印象の違うものがあることに気づかせ
る。
＊教科書にあげられた例以外に、どのようなものがあるか各自
で考え、全体で共有を図る。

3 ６．音や様子を表す言葉の種類を広げられるよう、P121下段の
設問３を考える。
＊前時までに学習したことを生かして考える。

７．学習したことを振り返る。
＊P121下段を読み、「音や様子をあらわす言葉」は、表現をより
具体的でわかりやすいものにしてくれるものだということを理解
させる。

３学期 2月 2 漢字 1 １．学習内容を理解し、学習の見通しをもつ。
＊組み合わせてできている漢字について知るという学習課題を
確かめ、日常の言語生活にも生かしていくよう意識づける。

２．「明」という漢字の分け方を考える。
＊漢字には、幾つかの意味ある部分や既習漢字に分けることが
できるものがあることが気づくことができるようにする。
＊二つに分けられない漢字には、どんなものがあるかも考える
ようにする。
(例)山、木、日、月、人、田、車、上、下など。

３．漢字の中には、左右・上下・内外などに分けられるものがあ
ることを確かめ、漢字の組み立て方には一定のきまりがあること
を理解する。
＊P122では、組み合わせがわかりやすいように、いずれも既習
の単体の漢字どうしの組み合わせでできている漢字を示してい
る。
＊漢字の組み立て方と筆順の関係にも目を向けるようにする。
　・左から右へ：「切」など。
　・上から下へ：「答」など。

４．「心・田」などの漢字を組み合わせてできる漢字を考え、話し
合う。
＊「心」「田」をカードに書き、左右、上下、内外などに組み合わ
せて、考えるようにするとよい。同様に「生」「日」「売」「言」「会」
「糸」などもカードにしてやってみる。

５．「心・田」などと同じような問題を作り、解答し合う。
＊漢字の組み合わせの基本的なパターンを把握できるように
し、今後学習する際の視点を示し、漢字学習への興味・関心を
高めるようにする。

言葉の広場⑥
音や様子をあらわす言葉
教科書：P120

△擬声語や擬態語のはたらきなどを理
解し、文の中で使う。

【知識・技能】
◎身近なことを表す語句の量を増し、話や文章の
中で使うとともに、言葉には意味による語句のまと
まりがあることに気付き、語彙を豊かにしている。
(⑴オ)

【態度】
・積極的に、音や様子を表すことができる言葉があ
ることに気づき、学習の見通しをもって文の中で使
おうとしている。

漢字の広場⑥
組み合わせてできている漢字
教科書：P122

△同じ部分をもつ漢字を集め、漢字を正
しく使う。

【知識・技能】
◎第１学年においては、別表の学年別漢字配当表
の第１学年に配当されている漢字を読み、漸次書
き、文や文章の中で使っている。第２学年において
は、学年別漢字配当表の第２学年までに配当され
ている漢字を読んでいる。また、第１学年に配当さ
れている漢字を書き、文や文章の中で使うととも
に、第２学年に配当されている漢字を漸次書き、文
や文章の中で使っている。(⑴エ)

【態度】
・積極的に当該学年までに配当されている漢字を読
み、学習の見通しをもって、同じ部分をもつ漢字を
正しく使おうとしている。
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学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

2 ６．熟語を手がかりに、「言」の部分をもつ漢字を探し、発表す
る。
＊漢字はいろいろな形が複合して構成されているものが多くあ
り、部分を部分として認識することが、学習の効率化を図り、意
欲を増すことにつながる。
＊「会話・会計」と二通りの解答が想定される。また、解答は既
習漢字を対象とすることが望ましい。しかし、ときに「試算・誤算」
「国論・国訓・国設」などのような解答がみられる場合がある。そ
の際は、多くの児童にとって意味がわかるものだけに限定した
い。

７．「日」を部分にもつ漢字について確かめる。
＊「夜明け」「時間」など例示の語を声に出して読む。
＊それぞれの言葉に使われている漢字のどこに「日」があるか
を発表しあう。

８．「土」「田」など、同じ部分(構成要素)をもつ漢字を集めて問題
を作り、発表する。
＊同じ部分をもつ漢字とそれを使った言葉を集めて交流するこ
とをとおして、語彙の拡充につながるよう留意する。
＊P159「漢字を学ぼう」を参考に集めるとよいことを伝える。

３学期 2月 2
(書く2)

一年生で学んだ漢字④
教科書：P124

△絵を見て想像したことをもとに、１年生
で学んだ漢字などを使って文を書く。

漢字 3・4 ９．絵の中の言葉の読み方を確認する。
＊絵に描かれたことと、言葉からわかる様子をたくさん発表でき
るようにする。

10．教科書の絵と言葉を参考に、絵に描かれている様子から想
像できる短文を作り、語と語の続き方に注意して文を書く。
＊絵の中には、「森・林」「草・花」など互いに意味のつながりが
ある言葉があることを確認しておく。
＊語と語との続き方を考えて、まとまりのある一文となるように
する。

11．男の子と女の子の目に映ったものを、主語と述語のつなが
りに気をつけて、２文以上が続くように書き、発表し合う。
＊文と文の続き方に注意しながら、続きの文を書く。
(例)赤いやねの家が町にあります。その家の前に青い色の車が
とまっています。

12．学習したことを振り返る。
＊組み合わせてできている漢字について正しく理解したり、漢字
の使い方や表記などを理解できるようにしたりし、日常の言語生
活にも生かしていくよう意識づける。

【知識・技能】
◎第１学年においては、別表の学年別漢字配当表
の第１学年に配当されている漢字を読み、漸次書
き、文や文章の中で使っている。第２学年において
は、学年別漢字配当表の第２学年までに配当され
ている漢字を読んでいる。また、第１学年に配当さ
れている漢字を書き、文や文章の中で使うととも
に、第２学年に配当されている漢字を漸次書き、文
や文章の中で使っている。(⑴エ)

【思考・判断・表現】
◎「書くこと」において、語と語や文と文との続き方
に注意しながら、内容のまとまりが分かるように書
き表し方を工夫している。(B⑴ウ)

【言語活動例】
・簡単な物語をつくるなど、感じたことや想像したこ
とを書く活動。(B⑵ウ)

【態度】
・積極的に前学年で配当されている漢字を書き、学
習の見通しをもって文を書こうとしている。

３学期 3月 16
(書く4)

読む 1 ＜見通しをもとう＞
１．単元の見通しをもつ。
＊単元扉を読み、単元の見通しをもたせる。
＊単元扉の題名、文字、絵を見て、お話を想像させる。
＊単元末には、あらすじをまとめて友達に紹介するために、物
語を詳しく読むことを確認させる。
＊難語句や特別な表現についての解説や「言葉」の設問は、学
習活動の中で適宜取り扱う。
＊新出漢字の確認をする。

2・3 ＜たしかめよう＞
２．登場人物とできごとの順序を確認する。
(1)登場人物や主なできごとを確かめる。
(2)アレクサンダは2つの挿絵の場面で、それぞれどんな願いご
とをしようとしていたかを考える。
＊場面ごとの登場人物の行動や、話した言葉を確かめる。今ま
での学習のように表にまとめるのもよい。
＊登場人物の中で、はじめとおわりで変わった人物はいるか、
変わった人物はどのように変わったのか、なぜ変わったのかを
確かめる。

4～11 ＜くわしくよもう＞
３．アレクサンダが願いを変えた場面について詳しく読む。
(1)アレクサンダは、いつ自分の考えを変えたのか、話し合う。
(2)アレクサンダは、なぜ考えを変えたのか、話し合う。
＊挿絵にふきだしを書いて、場面ごとの登場人物の気持ちも考
えさせたい。
＊挿絵を用意して「ぼくは……」のあと、なぜ言いかけてやめた
のかを考えさせたい。
＊願いを変えた場面以外にも、アレクサンダの気持ちの変化に
つながる表現があることにも着目させたい。

12・13 ＜まとめよう＞
４．アレクサンダが願いを変えたことについて自分の考えを書く。
＊＜くわしくよもう＞で挿絵にふきだしを書いたものを見返した
り、＜たしかめよう＞で確認したアレクサンダが、これまでウイ
リーとしてきた会話やできごとを振り返ることで自分の考えに理
由をもたせたい。

八　何が、どのようにかわったかに気を
つけて読み、お話をしょうかいしよう
アレクサンダとぜんまいねずみ
教科書：P126

□何が、どうかわったかに気をつけて読
み、あらすじをまとめてお話を紹介する。

★ここが大事：あらすじをまとめる

☆学習用語：登場人物、できごと、変化、
あらすじ

【知識・技能】
◎言葉には、事物の内容を表す働きや、経験したこ
とを伝える働きがあることに気付いている。(⑴ア)

【思考・判断・表現】
◎「読むこと」において、文章の内容と自分の体験と
を結び付けて、感想をもっている。(C⑴オ)
◎「読むこと」において、文章を読んで感じたことや
分かったことを共有している。(C⑴カ)

【言語活動例】
・読み聞かせを聞いたり物語などを読んだりして、
内容や感想などを伝え合ったり、演じたりする活
動。(C⑵イ)

【態度】
・すすんで自分の体験と結びつけながらお話を読
み、登場人物の行動や場面の様子に着目し、今ま
での学習を生かしてあらすじをまとめようとしてい
る。

漢字の広場⑥
組み合わせてできている漢字
教科書：P122

△同じ部分をもつ漢字を集め、漢字を正
しく使う。

【知識・技能】
◎第１学年においては、別表の学年別漢字配当表
の第１学年に配当されている漢字を読み、漸次書
き、文や文章の中で使っている。第２学年において
は、学年別漢字配当表の第２学年までに配当され
ている漢字を読んでいる。また、第１学年に配当さ
れている漢字を書き、文や文章の中で使うととも
に、第２学年に配当されている漢字を漸次書き、文
や文章の中で使っている。(⑴エ)

【態度】
・積極的に当該学年までに配当されている漢字を読
み、学習の見通しをもって、同じ部分をもつ漢字を
正しく使おうとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

14～
16

＜つたえあおう＞
５．あらすじと心に残った場面をまとめて、友達に紹介する。
＊＜たしかめよう＞でまとめた、主なできごとを参考にしながら、
あらすじが紹介できるとよい。
＊P141＜つたえあおう＞の例文を紹介しながら、どのような構
成で書くとよいかおさえる。
＊ふくろうのふきだしを参考にさせる。「はじめ・中・おわり」につ
いては、P128、P136、P139の挿絵を用意しておくとよい。
＊同じお話からも、感じ取り方はいろいろあることに気づかせた
い。

＜ふりかえろう＞
６．この単元で学んだことを振り返る。
(１)あらすじをまとめるときに気をつけることを振り返る。
＊「はじめ・なか・おわり」を読み取り、お話に起きたできごとと、
はじめとおわりで何が変わったのかを伝えることが大切だと確認
する。
(２)あらすじをまとめて改めて紹介してみたいお話がないか振り
返る。
＊P143になるような本を紹介し、読み聞かせを行いながらあら
すじを考えさせてもよい。

八　何が、どのようにかわったかに気を
つけて読み、お話をしょうかいしよう
アレクサンダとぜんまいねずみ
教科書：P126

□何が、どうかわったかに気をつけて読
み、あらすじをまとめてお話を紹介する。

★ここが大事：あらすじをまとめる

☆学習用語：登場人物、できごと、変化、
あらすじ

【知識・技能】
◎言葉には、事物の内容を表す働きや、経験したこ
とを伝える働きがあることに気付いている。(⑴ア)

【思考・判断・表現】
◎「読むこと」において、文章の内容と自分の体験と
を結び付けて、感想をもっている。(C⑴オ)
◎「読むこと」において、文章を読んで感じたことや
分かったことを共有している。(C⑴カ)

【言語活動例】
・読み聞かせを聞いたり物語などを読んだりして、
内容や感想などを伝え合ったり、演じたりする活
動。(C⑵イ)

【態度】
・すすんで自分の体験と結びつけながらお話を読
み、登場人物の行動や場面の様子に着目し、今ま
での学習を生かしてあらすじをまとめようとしてい
る。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

３学期 3月 2
(話す聞く
1・書く1)

書く 1 １．一年間の国語の学習で学んできたことや言葉を思い出して
書いたり、出し合ったりする。
＊上・下巻の教科書、学習のノート、作成物、プリント類(ポート
フォリオ)などを合わせて振り返ることができるようにする。挿絵
やふきだしを参考にする。単元名や教材名だけでなく、印象的な
言葉や活動など思い出す内容は多様でよい。
＊学んできたことを書き出したりして、グループや学級全体で発
表し合う。

2 ２．１で出し合ったことをもとにして、３年生の国語で学びたいこと
を出し合う。
＊３年生になって「できるようなりたいこと」「やってみたいこと」
「読んだり書いたりしてみたいこと」など、１で出たことに対応させ
ていろいろな観点で自由に発表し合う。

国語の学習　これまで　これから
教科書：P144

■一年間の国語学習を振り返ったり、こ
れからの学習について考えたりして、楽
しみながら学習できるようにする。

【思考・判断・表現】
〇「話すこと・聞くこと」において、話し手が知らせた
いことや自分が聞きたいことを落とさないように集中
して聞き、話の内容を捉えて感想をもっている。(Ａ
(1)エ)
◎「書くこと」において、経験したことや想像したこと
などから書くことを見付け、必要な事柄を集めたり
確かめたりして、伝えたいことを明確にしている。(Ｂ
(1)ア)

【態度】
・すすんで経験したことから書くことを見つけ、今ま
での学習を生かして思い出したことや三年生でどん
な学習をしたいかを共有しようとしている。



国語科　単元ごとの評価規準
３年上巻
月 単元名・教材名・時数・指導目標 時 評価規準

４月 1 1 扉の詩を読み、目次やP5「国語の学びを見わた
そう」を見て、国語学習の見通しをもつととも
に、学習の進め方を確かめる。

2 P13を読み、３年生の国語学習での目標や楽しみ
なことを書く。

3 P14-15を読んで活動の流れを確かめ、自分の
「すきなもの」を一つ考えて、前の人の話を繰
り返しながら、順番に紹介し合う。

4 友達の好きなものを聞いた感想を伝え合う。

４月 1 1 「どきん」を読み、詩の特徴を確認する。

2 言葉の調子を楽しみながら、音読の練習をす
る。
・行末の擬声語や擬態語に注意する。
・強弱をつけたり、身振りを交えたりして読3 音読を聞き合い、読み方を工夫したところを伝
え合う。

4 学習を振り返る。
・音読をして感じた楽しさをノートに書く。
・「この本、読もう」で、詩集を読み広げるこ
とに関心をもつ。

４月 1 1 「さいこうの一日」の日記を書くことを確認
し、したいことや起こってほしいことを書き出
す。2 「さいこうの一日」の日記を書く。

3 書いた日記を読み合い、感想を伝え合う。

4 P20「つづけてみよう」を読み、年間を通した継
続的な活動に取り組む意欲をもち、ノートの書
き方について学ぶ。

４月 登場人物の気持ちをたしかめ、そうぞうしたことをつたえ合おう

1 1 学習の見通しをもつ。
・P21を見て、どのような物語なのかを想像す
る。
・教材文を読み、「といをもとう」「もくひょ
う」を基に学習課題を設定し、学習計画を立て2 四つの場面での「ルウ」の行動を確かめながら
音読する。

2～6 3 「ルウ」の気持ちが分かる言葉を見つけ、ノー
トに書く。
・P32「言葉に着目しよう」を参考にして、「ル
ウ」の気持ちが分かる言葉をまとめる。

4 「ルウ」の気持ちの変化を具体的に想像し、
ノートにまとめる。

5 物語の続きを想像し、ノートに書く。

6 友達の書いたものを読み、感想を伝え合う。

7～8 7 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」「いかそう」で身につけ
た力を押さえる。
・「この本、読もう」で読書への意欲をもつ。

４月 1 1 P35の写真を参考にして、学校図書館の工夫を考
える。

2 P36を読み、図書館では内容ごとに本が分類され
並べられていることを知る。

3 学校図書館に行き、本の分類を理解する。
・グループで学校図書館の地図を作り、棚ごと
にどのような種類の本があるのかを調べる。
・読みたい本や必要な本を、紹介コーナーや棚
の番号などで探す。
・読書記録のつけ方を知る。

４月 1～2 1 国語辞典を使うときについて考える。
・「問いをもとう」を基に、どのようなときに
国語辞典を使うのかを考える。

春風をたどって
８時間（読⑧）
◎様子や行動、気持ちや性格を表す語
句の量を増し、語彙を豊かにすること
ができる。（知・技(1)オ）
◎登場人物の行動や気持ちなどについ
て、叙述を基に捉えることができる。
（思・判・表C(1)イ）
〇文章全体の構成や内容の大体を意識
しながら音読することができる。
（知・技(1)ク）
■読んで想像したことを伝え合う。
☆自然のすばらしさや不思議さを感じ
取り、自然や動植物を大切にする心を
育てる題材（道徳）

【知・技】
・様子や行動、気持ちや性格を表す
語句の量を増し、語彙を豊かにして
いる。（(1)オ）
・文章全体の構成や内容の大体を意
識しながら音読している。（(1)ク）
【思・判・表】「読むこと」におい
て、登場人物の行動や気持ちなどに
ついて、叙述を基に捉えている。
（C(1)イ）
【態】進んで、登場人物の行動や気
持ちなどについて叙述を基に捉え、
学習課題に沿って想像したことを伝
え合おうとしている。

図書館たんていだん
１時間（知・技①）
◎読書が、必要な知識や情報を得るこ
とに役立つことに気づくことができ
る。（知・技(3)オ）
■図書館の地図を作り、本を探す。
☆図書館の配架を知る活動（図書館活
用）

【知・技】読書が、必要な知識や情
報を得ることに役立つことに気づい
ている。（(3)オ）
【態】読書が、必要な知識や情報を
得ることに役立つことを積極的に知
り、学習課題に沿って学校図書館の
工夫について調べようとしている。

国語辞典を使おう
２時間（知・技②）
◎辞書の使い方を理解し使うことがで
きる。（知・技(2)イ）
☆考えをまとめる活動などの漢字の確
かめ（総合的な学習の時間など）

【知・技】辞書の使い方を理解し
使っている。（(2)イ）
【態】進んで辞書の使い方を理解
し、学習課題に沿って国語辞典を使
おうとしている。

わたしのさいこうの一日
つづけてみよう
１時間（書①）
〇相手や目的を意識して、経験したこ
とや想像したことなどから書くことを
選び、伝えたいことを明確にすること
ができる。（思・判・表B(1)ア）
〇自分の考えとそれを支える理由や事
例との関係を明確にして、書き表し方
を工夫することができる。（思・判・
表B(1)ウ）
・様子や行動、気持ちや性格を表す語
句の量を増し、文章の中で使うことが
できる。（知・技(1)オ）
■日記を書く。

【知・技】様子や行動、気持ちや性
格を表す語句の量を増し、文章の中
で使っている。（(1)オ）
【思・判・表】
・「書くこと」において、相手や目
的を意識して、経験したことや想像
したことなどから書くことを選び、
伝えたいことを明確にしている。
（B(1)ア）
・「書くこと」において、自分の考
えとそれを支える理由や事例との関
係を明確にして、書き表し方を工夫
している。（B(1)ウ）
【態】経験したことや想像したこと
などから書くことを進んで選び、学
習課題に沿って日記を書こうとして
いる。

主な学習活動

よく聞いて、じこしょうかい
１時間（話・聞①）
〇相手を見て話したり聞いたりすると
ともに、言葉の抑揚や強弱、間の取り
方などに注意して話すことができる。
（知・技(1)イ）
○話し手が伝えたいことの中心を捉え
ることができる。（思・判・表A(1)
エ）
■自己紹介をする。
☆楽しい学級づくり（特別活動）

【知・技】相手を見て話したり聞い
たりするとともに、言葉の抑揚や強
弱、間の取り方などに注意して話し
ている。（(1)イ）
【思・判・表】「話すこと・聞くこ
と」において、話し手が伝えたいこ
との中心を捉えている。（A(1)エ）
【態】積極的に相手を見て話したり
聞いたりし、学習課題に沿って自己
紹介をしようとしている。

どきん
１時間（読①）
◎文章全体の構成や内容の大体を意識
しながら音読することができる。
（知・技(1)ク）
○文章を読んで感じたことや考えたこ
とを共有し、一人一人の感じ方などに
違いがあることに気づくことができ
る。（思・判・表C(1)カ）
■詩を楽しんで音読する。

【知・技】文章全体の構成や内容の
大体を意識しながら音読している。
（(1)ク）
【思・判・表】「読むこと」におい
て、文章を読んで感じたことや考え
たことを共有し、一人一人の感じ方
などに違いがあることに気づいてい
る。（C(1)カ）
【態】積極的に文章全体の構成や内
容の大体を意識し、学習課題に沿っ
て楽しんで詩を音読しようとしてい
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国語科　単元ごとの評価規準
３年上巻
月 単元名・教材名・時数・指導目標 時 評価規準主な学習活動

2 国語辞典の見方を理解する。
・国語辞典を開いたり、P38の二次元コードを参
考にしたりして、「国語辞典のれい」の内容を
確かめる。3 見出し語の見つけ方を理解する。
・国語辞典では、どのような決まりで言葉が示
されているかを知る。

4 言葉の意味を調べる。
・P40の設問に取り組み、示されているいろいろ
な語を辞書で引く。
・調べて分かった意味をノートにまとめる。
・「いかそう」を読み、学んだことをいかした
い場面を考える。

４月 1～2 1 提示されている漢字の読み方、書き方を確認す
る。2 P41を見て、動物や人の様子や、行動について説
明する。

3 提示されている漢字を使って、動物園の様子を
文に書く。

4 書いた文を友達と読み合う。

４月 1 1 「みどり」を読み、生活の中で春らしさを感じ
ることを挙げる。
・教科書の言葉や絵から知っていることを発表
したり、連想する言葉を出し合ったりする。

2 2 身の回りで見つけた春を感じたものについて書
く。3 書いた文章を友達と読み合い、感想を交流す
る。

５月 知りたいことを考えながら聞き、しつもんしよう

1 1 学習の見通しをもつ。
・友達のことを知るために、グループになって
話を聞き合う方法を知る。
・「問いをもとう」「もくひょう」を基に、学
習課題を設定し、学習計画を立てる。

2 2 友達に知らせたいことを決めて、ノートに書
く。
・友達に知らせたいことを箇条書きでノートに
書き、その中から一つに決める。3 3 話の聞き方や質問のしかたについて確かめる。
・P45「しつもんのしゅるい」を参考にして、質
問の種類や話の聞き方を整理する。

4～6 4 友達の話を聞いて、質問する。
・P46の二次元コードから、聞き方や質問のしか
たのよいところを考える。
・聞き手は、話の中心に気をつけて聞き、自分
が特に知りたいことをはっきりさせ、質問を考
える。
・大事なことを落とさないように質問したり、
答えたりする。その際、P48「きちんとつたえる
ために」を参考にしてもよい。

5 どのような質問で話が広がったり、友達のこと
がよく分かったりしたかを伝え合う。

6 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で、単元の学びを振り返る
とともに、「たいせつ」「いかそう」で身につ
けた力を押さえる。その際、P148「インタ
ビュー」を参考にしてもよい。

５月 1～2 1 漢字の「音」と「訓」の特徴を理解する。
・P150「これまでに習った漢字」を使うなどし
て、既習の漢字の音と訓を確かめる。

2 音と訓の使い分けを練習する。
・P51の設問に取り組む。

５月 1～2 1 提示されている漢字の読み方、書き方を確認す
る。2 P52を見て、宝物を探しに出かけた男の子の話を
簡単に考える。

漢字の音と訓
２時間（知・技②）
◎第３学年までに配当されている漢字
を読むことができる。（知・技(1)
エ）

【知・技】第３学年までに配当され
ている漢字を読んでいる。（(1)エ）
【態】進んで第３学年までに配当さ
れている漢字を読み、学習課題に
沿ってよりよく漢字を学ぼうとして
いる。

漢字の広場②
２時間（書②）
◎第２学年までに配当されている漢字
を書き、文や文章の中で使うことがで
きる。（知・技(1)エ）
○接続する語句の役割について理解す
ることができる。（知・技(1)カ）
・間違いを正したり、相手や目的を意
識した表現になっているかを確かめた
りして、文や文章を整えることができ
る。（思・判・表B(1)エ）
■絵を見て想像したことを基に文を書
く。

【知・技】
・第２学年までに配当されている漢
字を書き、文や文章の中で使ってい
る。（(1)エ）
・接続する語句の役割について理解
している。（(1)カ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、間違いを正したり、相手や目的
を意識した表現になっているかを確
かめたりして、文や文章を整えてい
る。（B(1)エ）
【態】積極的に第２学年までに配当
されている漢字を書き、これまでの
学習をいかして漢字を適切に使った
文を作ろうとしている。

漢字の広場①
２時間（書②）
◎第２学年までに配当されている漢字
を書き、文や文章の中で使うことがで
きる。（知・技(1)エ）
・間違いを正したり、相手や目的を意
識した表現になっているかを確かめた
りして、文や文章を整えることができ
る。（思・判・表B(1)エ）
■絵を見て想像したことを基に文を書
く。

【知・技】第２学年までに配当され
ている漢字を書き、文や文章の中で
使っている。（(1)エ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、間違いを正したり、相手や目的
を意識した表現になっているかを確
かめたりして、文や文章を整えてい
る。（B(1)エ）
【態】積極的に第２学年までに配当
されている漢字を書き、これまでの
学習をいかして漢字を適切に使った
文を作ろうとしている。

春のくらし
２時間（書②）
◎語句の量を増し、話や文章の中で使
い、語彙を豊かにすることができる。
（知・技(1)オ）
○経験したことや想像したことなどか
ら書くことを選び、伝えたいことを明
確にすることができる。（思・判・表
B(1)ア）
■春を感じたことについて、文章に書
く。
☆我が国の伝統と文化に対する理解と
愛情を養う題材（道徳）
☆春を感じたものの撮影（ＩＣＴ活
用）

【知・技】語句の量を増し、話や文
章の中で使い、語彙を豊かにしてい
る。（(1)オ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、経験したことや想像したことな
どから書くことを選び、伝えたいこ
とを明確にしている。（B(1)ア）
【態】積極的に語句の量を増し、話
や文章の中で使い、学習課題に沿っ
てその季節らしさを表現した文章を
書こうとしている。

もっと知りたい、友だちのこと
【コラム】きちんとつたえるために
６時間（話・聞⑥）
◎相手を見て話したり聞いたりすると
ともに、言葉の抑揚や強弱、間の取り
方などに注意して話すことができる。
（知・技(1)イ）
◎必要なことを質問しながら聞き、話
し手が伝えたいことや自分が聞きたい
ことの中心を捉え、自分の考えをもつ
ことができる。（思・判・表A(1)エ）
○目的を意識して、日常生活の中から
話題を決め、伝え合うために必要な事
柄を選ぶことができる。（思・判・表
A(1)ア）
■知らせたいことを話したり、知りた
いことを質問したりする。
☆友達の新たな一面やよさを知る活動
（特別活動、道徳）

【知・技】相手を見て話したり聞い
たりするとともに、言葉の抑揚や強
弱、間の取り方などに注意して話し
ている。（(1)イ）
【思・判・表】
・「話すこと・聞くこと」におい
て、目的を意識して、日常生活の中
から話題を決め、伝え合うために必
要な事柄を選んでいる。（A(1)ア）
・「話すこと・聞くこと」におい
て、必要なことを質問しながら聞
き、話し手が伝えたいことや自分が
聞きたいことの中心を捉え、自分の
考えをもっている。（A(1)エ）
【態】粘り強く話し手が伝えたいこ
とや自分が聞きたいことの中心を捉
え、学習の見通しをもって話した
り、質問したりしようとしている。

国語辞典を使おう
２時間（知・技②）
◎辞書の使い方を理解し使うことがで
きる。（知・技(2)イ）
☆考えをまとめる活動などの漢字の確
かめ（総合的な学習の時間など）

【知・技】辞書の使い方を理解し
使っている。（(2)イ）
【態】進んで辞書の使い方を理解
し、学習課題に沿って国語辞典を使
おうとしている。
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国語科　単元ごとの評価規準
３年上巻
月 単元名・教材名・時数・指導目標 時 評価規準主な学習活動

3 「そこで」「けれども」など接続詞の使い方を
確認する。

4 提示されている漢字を使って、文を書く。

5 書いた文を友達と読み合う。

５月 まとまりをとらえて読み、かんそうを話そう

1～2 1 学習の見通しをもつ。
・P53を見て、文様やこまについて知っているこ
とを発表し合う。
・学習課題を設定し、学習計画を立てる。

2 「文様」の構成を捉える。
・P160を参考に「問い」と「段落」の意味を理
解する。
・「問い」に書かれていることを確かめる。
・「問い」の「答え」に当たる部分はどこかを
考えながら音読する。
・文章全体の「まとめ」にあたる段落を確かめ
る。

3～6 3 「こまを楽しむ」の構成を捉える。
・教材文を読み、「問いをもとう」「もくひょ
う」を基に学習のめあてを確かめる。
・文章の中の「問い」を二つに分けて、ノート
に書く。
・段落に番号を付けて、「はじめ」「中」「お
わり」のまとまりに分ける。その際、P65「全体
と中心」を参考にするとよい。
・「中」に書かれている「問い」に対する「答
え」を確かめ、ノートに整理する。
・「中」には、「答え」の他にどのようなこと
が書かれているかを確かめ、そのことが書かれ
ている理由を考える。
・「おわり」に書かれていることを確かめ、そ
の役割を考える。

7～8 4 遊んでみたいこまについて、ノートにまとめ
る。
・六つのこまの中から、いちばん遊んでみたい
こまとその理由をノートに書く。5 いちばん遊んでみたいこまについて、グループ
で話し合う。
・友達の感想との共通点や相違点など、気づい
たことをノートに書く。

6 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」「いかそう」で身につけ
た力を押さえる。
・「この本、読もう」で読書への意欲をもつ。

６月 相手に分かりやすいように、あんないの手紙を書こう

1 1 学習の見通しをもつ。
・運動会や学習発表会などの、誰かに見に来て
ほしい行事や、手紙を送りたい相手を想起す
る。
・「問いをもとう」「もくひょう」を基に、学
習課題を設定し、学習計画を立てる。

2 手紙を送る相手を決め、伝えることをメモに整
理する。
・日時、場所、行事の説明、気持ちなど、行事
を案内するときに何を書くとよいかを考える。

2～3 3 P68「土川さんの手紙」を読み、手紙の組み立て
を確かめる。

4 組み立てに沿って手紙を書き、読み返す。
・P68「あんないの手紙を読みかえすときは」を
参考にして文章を整える。
・書き終わったら、声に出して読み返し、確か
める。

4 5 手紙を届ける。
・郵便で送る場合は、住所と宛名を書く。その
際、P147「手紙を送ろう」を参考にするとよ
い。

気持ちをこめて、「来てください」
４時間（書④）
◎丁寧な言葉を使うとともに、敬体と
常体との違いに注意しながら書くこと
ができる。（知・技(1)キ）
◎間違いを正したり、相手や目的を意
識した表現になっているかを確かめた
りして、文や文章を整えることができ
る。（思・判・表B(1)エ）
○言葉には、考えたことや思ったこと
を表す働きがあることに気づくことが
できる。（知・技(1)ア）
■行事を案内する手紙を書く。
☆時と場に応じた適切な手紙を書く活
動（社会、総合的な学習の時間）

【知・技】
・言葉には、考えたことや思ったこ
とを表す働きがあることに気づいて
いる。（(1)ア）
・丁寧な言葉を使うとともに、敬体
と常体との違いに注意しながら書い
ている。（(1)キ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、間違いを正したり、相手や目的
を意識した表現になっているかを確
かめたりして、文や文章を整えてい
る。（B(1)エ）
【態】粘り強く、間違いを正した
り、相手や目的を意識した表現に
なっているかを確かめたりして、文
や文章を整え、学習の見通しをもっ
て行事を案内する手紙を書こうとし
ている。

漢字の広場②
２時間（書②）
◎第２学年までに配当されている漢字
を書き、文や文章の中で使うことがで
きる。（知・技(1)エ）
○接続する語句の役割について理解す
ることができる。（知・技(1)カ）
・間違いを正したり、相手や目的を意
識した表現になっているかを確かめた
りして、文や文章を整えることができ
る。（思・判・表B(1)エ）
■絵を見て想像したことを基に文を書
く。

【知・技】
・第２学年までに配当されている漢
字を書き、文や文章の中で使ってい
る。（(1)エ）
・接続する語句の役割について理解
している。（(1)カ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、間違いを正したり、相手や目的
を意識した表現になっているかを確
かめたりして、文や文章を整えてい
る。（B(1)エ）
【態】積極的に第２学年までに配当
されている漢字を書き、これまでの
学習をいかして漢字を適切に使った
文を作ろうとしている。

文様
こまを楽しむ
【じょうほう】全体と中心
８時間（知・技①、読⑦）
◎全体と中心など情報と情報との関係
について理解することができる。
（知・技(2)ア）
◎段落相互の関係に着目しながら、考
えとそれを支える理由や事例との関係
などについて、叙述を基に捉えること
ができる。（思・判・表C(1)ア）
○段落の役割について理解することが
できる。（知・技(1)カ）
〇目的を意識して、中心となる語や文
を見つけることができる。（思・判・
表C(1)ウ）
■説明する文章を読み、感想を伝え合
う。
☆伝統や文化を知り、歴史を愛する題
材（道徳）

【知・技】
・段落の役割について理解してい
る。（(1)カ）
・全体と中心など情報と情報との関
係について理解している。（(2)ア）
【思・判・表】
・「読むこと」において、段落相互
の関係に着目しながら、考えとそれ
を支える理由や事例との関係などに
ついて、叙述を基に捉えている。
（C(1)ア）
・「読むこと」において、目的を意
識して、中心となる語や文を見つけ
ている。（C(1)ウ）
【態】進んで段落相互の関係に着目
しながら内容を捉え、学習課題に
沿って説明する文章を読んだ感想を
伝え合おうとしている。
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国語科　単元ごとの評価規準
３年上巻
月 単元名・教材名・時数・指導目標 時 評価規準主な学習活動

6 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」「いかそう」で身につけ
た力を押さえる。

６月 1～2 1 提示されている漢字の読み方、書き方を確認す
る。2 P70を見て、日曜日の出来事と家の人の今週の予
定を簡単に考える。

3 提示されている漢字や時を表す言葉を使って、
文を書く。

4 書いた文を友達と読み合う。

６月 登場人物のへんかに気をつけて読み、すきな場面について話し合おう

1 1 学習の見通しをもつ。
・P71を見て、物語の内容を想像する。
・教材文を読み、「問いをもとう」「もくひょ
う」を基に学習課題を設定し、学習計画を立て
る。2～4 2 「まいごのかぎ」を場面に分ける。
・場所や出来事に気をつけて読み、場面分けす
る。
・各場面での出来事や、そのときの「りいこ」
の気持ちをノートにまとめる。3 物語の最初と最後で「りいこ」にどのような変
化があったのかを考える。
・「りいこ」の言動を表す言葉に着目して、不
思議な出来事に対する「りいこ」の考え方や気
持ちをまとめる。

5 4 好きな場面とその理由をノートに書く。
・「りいこ」の変化との関わりを考えながら、
ノートにまとめる。

6 5 好きな場面を友達と伝え合い、自分の考えとの
共通点や相違点を話し合う。

6 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」「いかそう」で身につけ
た力を押さえる。
・「この本、読もう」で読書への意欲をもつ。

６月 1 1 俳句の決まりを知る。
・俳句は、「５・７・５」の17音で作られてい
ることや季語があることを確認する。

2 俳句を声に出して読む。
・どこで区切るかを考えたり、音のリズムを確
かめたりして、言葉の響きや調子を楽しむ。
・P92の二次元コードから音声を聞くのもよい。

3 気に入った俳句を音読したり暗唱したりする。

4 P93を読み、身の回りの五音と七音を組み合わせ
た詩や歌を探す。

5 探した詩や歌を友達と見せ合う。

６月 1～2 1 「こそあど言葉」を知る。
・「問いをもとう」を基に、生活の中でうまく
伝わらなかったことを想起する。
・「こそあど言葉」には、相手との距離や目的
などによって、使い分けがあることを理解す
る。
・P95の設問１に取り組む。

2 「こそあど言葉」を使うことで、文をより簡潔
に表現できるようになることを理解する。

3 P95の設問２・３に取り組み、「こそあど言葉」
が指す語句を考えたり、短い文章を作ったりす
る。
・「いかそう」を読み、学んだことをいかした
い場面を考える。６月 1～3 1 「引用」を知る。
・P96を参考に、本などから調べたことを報告す
る際は、自分の考えと区別しなくてはならない
ことを理解する。その際、P160「学習に用いる
言葉」を確かめる。

2 「引用」の決まりを理解する。
・文章の中で引用する際の決まりを確かめる。
・出典の示し方を理解し、それが奥付にまとめ
られていることを知る。

俳句を楽しもう
１時間（知・技①）
◎易しい文語調の俳句を音読したり暗
唱したりするなどして、言葉の響きや
リズムに親しむことができる。（知・
技(3)ア）
■俳句を音読する。
☆我が国の伝統と文化に対する理解と
愛情を養う題材（道徳）
☆五音と七音を組み合わせた詩などを
探す活動（図書館活用）

【知・技】易しい文語調の俳句を音
読したり暗唱したりするなどして、
言葉の響きやリズムに親しんでい
る。（(3)ア）
【態】進んで言葉の響きやリズムに
親しみ、学習課題に沿って俳句を音
読しようとしている。

こそあど言葉を使いこなそう
２時間（知・技②）
◎指示する語句の役割について理解す
ることができる。（知・技(1)カ）

【知・技】指示する語句の役割につ
いて理解している。（(1)カ）
【態】積極的に指示する語句の役割
について理解し、学習課題に沿って
使おうとしている。

【じょうほう】引用するとき
３時間（知・技①、書②）
◎引用のしかたや出典の示し方を理解
し使うことができる。（知・技(2)
イ）
・自分の考えとそれを支える理由や事
例との関係を明確にして、書き表し方
を工夫することができる。（思・判・
表B(1)ウ）
■本などから調べたことを書き留め、
引用して文章を書く。
☆調べたことを文章にまとめる活動
（社会など）

【知・技】引用のしかたや出典の示
し方を理解し使っている。（(2)イ）
【思・判・表】書くことにおいて、
自分の考えとそれを支える理由や事
例との関係を明確にして、書き表し
方を工夫している。（B(1)ウ）
【態】積極的に引用のしかたや出典
の示し方を理解し使い、学習課題に
沿って本などから調べたことを引用
して文章を書こうとしている。

気持ちをこめて、「来てください」
４時間（書④）
◎丁寧な言葉を使うとともに、敬体と
常体との違いに注意しながら書くこと
ができる。（知・技(1)キ）
◎間違いを正したり、相手や目的を意
識した表現になっているかを確かめた
りして、文や文章を整えることができ
る。（思・判・表B(1)エ）
○言葉には、考えたことや思ったこと
を表す働きがあることに気づくことが
できる。（知・技(1)ア）
■行事を案内する手紙を書く。
☆時と場に応じた適切な手紙を書く活
動（社会、総合的な学習の時間）

【知・技】
・言葉には、考えたことや思ったこ
とを表す働きがあることに気づいて
いる。（(1)ア）
・丁寧な言葉を使うとともに、敬体
と常体との違いに注意しながら書い
ている。（(1)キ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、間違いを正したり、相手や目的
を意識した表現になっているかを確
かめたりして、文や文章を整えてい
る。（B(1)エ）
【態】粘り強く、間違いを正した
り、相手や目的を意識した表現に
なっているかを確かめたりして、文
や文章を整え、学習の見通しをもっ
て行事を案内する手紙を書こうとし
ている。

漢字の広場③
２時間（書②）
◎第２学年までに配当されている漢字
を書き、文や文章の中で使うことがで
きる。（知・技(1)エ）
・間違いを正したり、相手や目的を意
識した表現になっているかを確かめた
りして、文や文章を整えることができ
る。（思・判・表B(1)エ）
■絵を見て想像したことを基に文を書
く。

【知・技】第２学年までに配当され
ている漢字を書き、文や文章の中で
使っている。（(1)エ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、間違いを正したり、相手や目的
を意識した表現になっているかを確
かめたりして、文や文章を整えてい
る。（B(1)エ）
【態】積極的に第２学年までに配当
されている漢字を書き、これまでの
学習をいかして、漢字を適切に使っ
た文を作ろうとしている。

まいごのかぎ
６時間（読⑥）
◎登場人物の気持ちの変化や性格、情
景について、場面の移り変わりと結び
付けて具体的に想像することができ
る。（思・判・表C(1)エ）
○様子や行動、気持ちや性格を表す語
句の量を増し、語彙を豊かにすること
ができる。（知・技(1)オ）
■物語を読んで、好きな場面について
話し合う。

【知・技】様子や行動、気持ちや性
格を表す語句の量を増し、語彙を豊
かにしている。（(1)オ）
【思・判・表】「読むこと」におい
て、登場人物の気持ちの変化や性
格、情景について、場面の移り変わ
りと結び付けて具体的に想像してい
る。（C(1)エ）
【態】登場人物の気持ちの変化につ
いて、進んで場面の移り変わりと結
び付けて具体的に想像し、学習課題
に沿って物語の好きな場面について
話し合おうとしている。
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国語科　単元ごとの評価規準
３年上巻
月 単元名・教材名・時数・指導目標 時 評価規準主な学習活動

3 P56「こまを楽しむ」から引用して、興味をもっ
たこまとその遊び方を紹介する文章を書き、友
達と読み合う。
・「いかそう」を読み、学んだことをいかした
い場面を考える。

７月 つたえたいことをはっきりさせて、ほうこくする文章を書こう

1～2 1 学習の見通しをもつ。
・大人になったらしたい仕事を話し合い、そこ
にはどのような工夫があるかを想像する。
・「問いをもとう」「もくひょう」を基に、学
習課題を設定し、学習計画を立てる。

2 身の回りにある仕事の中から、調べてみたい仕
事を選ぶ。

3～6 3 仕事について調べ、伝えることを選ぶ。
・興味のある仕事について、本を読んだり、見
学をしたり、インタビューをしたりして調べ
る。
・調べて分かったことはメモをする。
・P99「つたえることをえらぶときは」やP100
「土川さんのメモ」を参考にするなどして、特
に伝えたいことは何かを考え、読み手のことを
意識して伝えることを選ぶ。

4 報告文の組み立てを考える。
・P100を参考に、伝えたいことを内容のまとま
りに分けて整理する。

7～9 5 報告文を書く。
・P101の文章や二次元コードを参考にし、気を
つけることを確認してから書き始める。
・句読点などの使い方などにも注意して書く。
その際、P103「符号など」を参考にするとよ
い。

10 6 報告文を友達と読み合い、感想を伝え合う。
・報告文の書き方や印象に残ったことなどにつ
いて伝え合う。

7 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」「いかそう」で身につけ
た力を押さえる。

７月 1 1 「はなび」を読み、生活の中で夏らしさを感じ
ることを挙げる。
・教科書の言葉や絵から知っていることを発表
したり、連想する言葉を出し合ったりする。

2 2 身の回りで見つけた夏を感じたものについて、
ノートに書く。

3 書いた文章を友達と読み合い、感想を交流す
る。

７月 本は友だち

1 1 学習の見通しをもつ。
・本から新しい知識を得た経験を想起する。
・学習課題を設定し、学習計画を立てる。

2 本の読み方について考える。
・どんな本を、どのように読んでいるかを友達
と話し合う。
・P160を見るなどして、索引の使い方を理解す
る。2 3 P108を参考に、図鑑や科学読み物などの本の種
類について知る。

4 「鳥になったきょうりゅうの話」を読み、初め
て知ったことを伝え合う。

3～5 5 本を選んで読み、クイズ大会を開く。
・「この本、読もう」などを参考にして本を選
んで読む。
・驚いたことや友達が知らないと思うことなど
からクイズを考え、友達と出し合う。

6 学習を振り返る。
・「読書に親しむために」で、本の読み方を押
さえる。

９月 1～2 1 二つの詩を音読する。
・連ごとに様子を思い浮かべながら音読する。

わたしと小鳥とすずと
夕日がせなかをおしてくる
２時間（読②）
〇文章全体の構成や内容の大体を意識
しながら音読することができる。
（知・技(1)ク）
〇登場人物の気持ちの変化や性格、情
景について、場面の移り変わりと結び
付けて具体的に想像することができ
る。（思・判・表C(1)エ）
■詩を読んで、思ったことや感じたこ
とを話し合う。

【知・技】文章全体の構成や内容の
大体を意識しながら音読している。
（(1)ク）
【思・判・表】「読むこと」におい
て、登場人物の気持ちの変化や性
格、情景について、場面の移り変わ
りと結び付けて具体的に想像してい
る。（C(1)エ）
【態】進んで文章全体の構成や内容
の大体を意識しながら音読し、学習
課題に沿って詩を読んで思ったこと
や感じたことを話し合おうとしてい
る。

仕事のくふう、見つけたよ
【コラム】符号など
10時間（書⑩）
◎相手や目的を意識して書くことを選
び、伝えたいことを明確にすることが
できる。（思・判・表B(1)ア）
○改行のしかたを理解して文や文章の
中で使うとともに、句読点を適切に打
つことができる。（知・技(1)ウ）
〇段落の役割について理解することが
できる。（知・技(1)カ）
〇自分の考えとそれを支える理由や事
例との関係を明確にして、書き表し方
を工夫することができる。（思・判・
表B(1)ウ）
■調べたことを報告する文章を書く。
☆調べたいことを決めて、調査を行
い、報告する文章にまとめる活動（社
会、総合的な学習の時間）
☆調べる仕事についての本を探す活動
（図書館活用）
☆見つけた工夫の撮影（ＩＣＴ活用）

【知・技】
・改行のしかたを理解して文や文章
の中で使うとともに、句読点を適切
に打っている。（(1)ウ）
・段落の役割について理解してい
る。（(1)カ）
【思・判・表】
・「書くこと」において、相手や目
的を意識して書くことを選び、伝え
たいことを明確にしている。（B(1)
ア）
・「書くこと」において、自分の考
えとそれを支える理由や事例との関
係を明確にして、書き表し方を工夫
している。（B(1)ウ）
【態】進んで相手や目的を意識して
書くことを選び、伝えたいことを明
確にし、学習の見通しをもって調べ
たことを報告する文章を書こうとし
ている。

夏のくらし
２時間（書②）
◎語句の量を増し、話や文章の中で使
うとともに、語彙を豊かにすることが
できる。（知・技(1)オ）
○経験したことや想像したことなどか
ら書くことを選び、伝えたいことを明
確にすることができる。（思・判・表
B(1)ア）
■夏を感じたことについて文章に書
く。
☆我が国の伝統と文化に対する理解と
愛情を養う題材（道徳）
☆夏を感じたものの撮影（ＩＣＴ活
用）

【知・技】語句の量を増し、文章の
中で使うとともに、語彙を豊かにし
ている。（(1)オ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、経験したことや想像したことな
どから書くことを選び、伝えたいこ
とを明確にしている。（B(1)ア）
【態】積極的に語句の量を増し、話
や文章の中で使い、学習課題に沿っ
てその季節らしさを表現した文章を
書こうとしている。

本で知ったことをクイズにしよう
鳥になったきょうりゅうの話
５時間（読⑤）
◎幅広く読書に親しみ、読書が、必要
な知識や情報を得ることに役立つこと
に気づくことができる。（知・技(3)
オ）
○文章を読んで感じたことや考えたこ
とを共有し、一人一人の感じ方などに
違いがあることに気づくことができ
る。（思・判・表C(1)カ）
■図鑑や科学読み物を読んで、クイズ
を出し合う。
☆本を選んで読む活動（図書館活用）

【知・技】幅広く読書に親しみ、読
書が、必要な知識や情報を得ること
に役立つことに気づいている。（(3)
オ）
【思・判・表】「読むこと」におい
て、文章を読んで感じたことや考え
たことを共有し、一人一人の感じ方
などに違いがあることに気づいてい
る。（C(1)カ）
【態】進んで幅広く読書に親しみ、
学習課題に沿って本で知ったことを
クイズにしようとしている。

【じょうほう】引用するとき
３時間（知・技①、書②）
◎引用のしかたや出典の示し方を理解
し使うことができる。（知・技(2)
イ）
・自分の考えとそれを支える理由や事
例との関係を明確にして、書き表し方
を工夫することができる。（思・判・
表B(1)ウ）
■本などから調べたことを書き留め、
引用して文章を書く。
☆調べたことを文章にまとめる活動
（社会など）

【知・技】引用のしかたや出典の示
し方を理解し使っている。（(2)イ）
【思・判・表】書くことにおいて、
自分の考えとそれを支える理由や事
例との関係を明確にして、書き表し
方を工夫している。（B(1)ウ）
【態】積極的に引用のしかたや出典
の示し方を理解し使い、学習課題に
沿って本などから調べたことを引用
して文章を書こうとしている。
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国語科　単元ごとの評価規準
３年上巻
月 単元名・教材名・時数・指導目標 時 評価規準主な学習活動

2 「わたしと小鳥とすずと」を読み、どうして
「わたし」は「みんなちがって、みんない
い。」と言っているのかを考え、話し合う。

3 「夕日がせなかをおしてくる」を読み、誰が、
どのように「さよなら」を言っているのかを考
え、話し合う。

4 連と連の関係を考えながら二つの詩を読み、気
づいたことや考えたことを話し合う。

5 学習を振り返る。
・「この本、読もう」で読書への意欲をもつ。

９月 1～2 1 クラスの係活動を振り返り、新しく作りたい係
を考える。
・思いついた係や仕事を付箋に書き出す。

2 グループで話し合い、考えを整理してまとめ
る。
・理由と目的を出し合い、質問するなどして考
えを広げる。
・目的や仕事内容に分けて付箋に書き、話し
合ったことを整理する。

3 3 グループで話し合ったことを発表する。
・それぞれのグループの発表を聞いて、感想を
伝え合う。

4 学習を振り返る。
・「たいせつ」で身につけた力を押さえる。

９月 1 1 身の回りには、どのようなポスターがあるのか
を想起する。

2 P124「ポスターのれい」を見て、工夫している
ところを話し合う。
・「キャッチコピー」について、P160「学習に
用いる言葉」で確認するとよい。

2 3 P126-127の(ア)(イ)のポスターを比べて読む。
・どちらのポスターのほうがお祭りに行きたく
なるか、理由とともに友達と話し合う。
・二つのポスターを比べて、共通点や相違点を
ノートに整理する。その際、整理のしかたは
P163「図を使って考えよう」を参考にしてもよ
い。
・ポスターが作られた目的や知らせたい相手を
考えて、なぜ相違点があるのかを話し合う。

4 学習を振り返る。
・「たいせつ」で身につけた力を押さえる。

９月 1～2 1 図を使って考えを広げることを知る。
・中心にテーマを書き、線でつなぎながら考え
を広げる。

2 書くことを選ぶ。
・相手や目的を意識して書くことを選ぶ。

3 選んだことを基に文章に書く。

4 文章を友達と読み合う。
・図を見ながら、どのようにして書くことを選
んだのかを伝え合う。

5 学習を振り返る。
・「たいせつ」「いかそう」で身につけた力を
押さえ、この後の「書くこと」単元でも活用す
ることを確かめる。

９月 1～3 1 「へん」「つくり」を知る。
・P130を参考に、２枚のカードを組み合わせて
漢字を作る。
・P131の設問に取り組み、国語辞典などで確か
める。2 「へん」「つくり」以外の漢字の組み立てを知
る。
・P132を参考に、２枚のカードを組み合わせて
漢字を作る。
・P133の設問に取り組み、国語辞典などで確か
める。

９月 1～3 1 P138の写真を参考に、身の回りにあるローマ字
表記を想起する。

2 P137のローマ字表を見ながら、ローマ字表記に
ついて知る。
・ローマ字表の見方、書き表し方の決まり、
ローマ字入力について理解する。
・P135の設問に取り組む。

書くことを考えるときは
２時間（書②）
◎比較や分類のしかたを理解し使うこ
とができる。（知・技(2)イ）
◎相手や目的を意識して、経験したこ
とや想像したことなどから書くことを
選び、集めた材料を比較したり分類し
たりして、伝えたいことを明確にする
ことができる。（思・判・表B(1)ア）
■夏休みの思い出を書く。

【知・技】比較や分類のしかたを理
解し使っている。（(2)イ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、相手や目的を意識して、経験し
たことや想像したことなどから書く
ことを選び、集めた材料を比較した
り分類したりして、伝えたいことを
明確にしている。（B(1)ア）
【態】粘り強く集めた材料を比較し
たり分類したりして、伝えたいこと
を明確にし、学習課題に沿って夏休
みの思い出を書こうとしている。

漢字の組み立て
３時間（知・技③）
◎漢字が、へんやつくりなどから構成
されていることについて理解すること
ができる。（知・技(3)ウ）

【知・技】漢字が、へんやつくりな
どから構成されていることについて
理解している。（(3)ウ）
【態】漢字がへんやつくりなどから
構成されていることについて粘り強
く理解し、学習課題に沿って漢字の
構成を捉えようとしている。

ローマ字
４時間（知・技④）
◎日常使われている簡単な単語につい
て、ローマ字で表記されたものを読
み、ローマ字で書くことができる。
（知・技(1)ウ）
☆ローマ字入力（ＩＣＴ活用）

【知・技】日常使われている簡単な
単語について、ローマ字で表記され
たものを読み、ローマ字で書いてい
る。（(1)ウ）
【態】進んでローマ字で表記された
ものを読み、学習課題に沿ってロー
マ字で書いたり入力したりしようと
している。

わたしと小鳥とすずと
夕日がせなかをおしてくる
２時間（読②）
〇文章全体の構成や内容の大体を意識
しながら音読することができる。
（知・技(1)ク）
〇登場人物の気持ちの変化や性格、情
景について、場面の移り変わりと結び
付けて具体的に想像することができ
る。（思・判・表C(1)エ）
■詩を読んで、思ったことや感じたこ
とを話し合う。

【知・技】文章全体の構成や内容の
大体を意識しながら音読している。
（(1)ク）
【思・判・表】「読むこと」におい
て、登場人物の気持ちの変化や性
格、情景について、場面の移り変わ
りと結び付けて具体的に想像してい
る。（C(1)エ）
【態】進んで文章全体の構成や内容
の大体を意識しながら音読し、学習
課題に沿って詩を読んで思ったこと
や感じたことを話し合おうとしてい
る。

こんな係がクラスにほしい
３時間（話・聞③）
◎考えとそれを支える理由や事例につ
いて理解することができる。（知・技
(2)ア）
◎目的や進め方を確認して話し合い、
互いの意見の共通点や相違点に着目し
て、考えをまとめることができる。
（思・判・表A(1)オ）
〇目的を意識して、日常生活の中から
話題を決め、集めた材料を比較したり
分類したりすることができる。（思・
判・表A(1)ア）
■グループで話し合い、考えを整理し
てまとめる。
☆係活動における話し合い（特別活
動）

【知・技】考えとそれを支える理由
や事例について理解している。（(2)
ア）
【思・判・表】
・「話すこと・聞くこと」におい
て、目的を意識して、日常生活の中
から話題を決め、集めた材料を比較
したり分類したりしている。（A(1)
ア）
・「話すこと・聞くこと」におい
て、目的や進め方を確認して話し合
い、互いの意見の共通点や相違点に
着目して、考えをまとめている。
（A(1)オ）
【態】進んで互いの意見の共通点や
相違点に着目して考えをまとめ、学
習の見通しをもってグループで話し
合い、考えを整理してまとめようと
している。

ポスターを読もう
２時間（読②）
◎文章を読んで理解したことに基づい
て、感想や考えをもつことができる。
（思・判・表C(1)オ）
○比較や分類のしかたを理解し使うこ
とができる。（知・技(2)イ）
〇目的を意識して、中心となる語や文
を見つけることができる。（思・判・
表C(1)ウ）
■ポスターを読み比べて、考えたこと
を伝え合う。

【知・技】比較や分類のしかたを理
解し使っている。（(2)イ）
【思・判・表】
・「読むこと」において、目的を意
識して、中心となる語や文を見つけ
ている。（C(1)ウ）
・「読むこと」において、文章を読
んで理解したことに基づいて、感想
や考えをもっている。（C(1)オ）
【態】文章を読んで理解したことに
基づいて、進んで感想や考えをも
ち、学習課題に沿って考えたことを
伝え合おうとしている。
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国語科　単元ごとの評価規準
３年上巻
月 単元名・教材名・時数・指導目標 時 評価規準主な学習活動

4 3 ローマ字入力に取り組む。
・P134の設問に取り組む。
・好きな言葉などをローマ字で入力する。

ローマ字
４時間（知・技④）
◎日常使われている簡単な単語につい
て、ローマ字で表記されたものを読
み、ローマ字で書くことができる。
（知・技(1)ウ）
☆ローマ字入力（ＩＣＴ活用）

【知・技】日常使われている簡単な
単語について、ローマ字で表記され
たものを読み、ローマ字で書いてい
る。（(1)ウ）
【態】進んでローマ字で表記された
ものを読み、学習課題に沿ってロー
マ字で書いたり入力したりしようと
している。
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国語科　単元ごとの評価規準
３年下巻
月 単元名・教材名・時数・指導目標 時 評価規準

場面をくらべながら読み、感想を書こう

1～2 1 扉の詩を音読したり、P5「国語の学びを見わた
そう」を見たりして、下巻の学習を見通す。

2 学習の見通しをもつ。
・P13を見て、どのような物語なのかを想像す
る。
・教材文を読み、「問いをもとう」「もくひょ
う」を基に学習課題を設定し、学習計画を立て3 第１場面と第４場面の「かげおくり」の様子を
比べ、共通点や相違点を確かめる。
・二つの「かげおくり」の間には、どのような
出来事があったかを考える。

3～7 4 第１場面から第４場面までの「ちいちゃん」の
気持ちの変化を想像する。
・行動や様子を表す言葉から、「ちいちゃん」
の気持ちを想像する。

5 第５場面があることで、どんなことが分かるか
を第４場面までと比べて考える。

8～9 6 「ちいちゃんのかげおくり」を読んで感じたこ
とを、理由とともに文章にまとめる。
・P29「まとめ方のれい」を参考にして、場面を
比べて読んだり、詳しく読んだりして感じたこ
とを、ノートに書く。
・P165「言葉のたから箱」を参考にするとよ
い。

7 友達と感想を読み合う。
・感じ方の共通点や相違点について交流する。

10 8 学習を振り返る。
・初発の感想と比べて、どのような読みの変容
があったかを伝え合う。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」「いかそう」で身につけ
た力を押さえる。
・単元で身につけた力をいかして、P144「メロ
ディ―大すきな　わたしのピアノ」を読むこと
を確かめる。
・「この本、読もう」で読書への意欲をもつ。

10月 1～2 1 修飾語の働きを知る。
・「問いをもとう」を基に、文が分かりにくい
理由を考える。
・主語と述語について、既習の内容を確認す
る。
・修飾語によって、文の内容が詳しくなること
を理解する。

2 修飾語について、理解していることを確かめ
る。
・P33の設問に取り組む。
・「いかそう」を読み、学んだことをいかした
い場面を考える。10月 1 1 「虫の声」を読み、生活の中で秋らしさを感じ
ることを挙げる。
・教科書の言葉や絵から知っていることを発表
したり、連想する言葉を出し合ったりする。

2 2 身の回りで見つけた秋を感じたものについて、
ノートに書く。

3 書いた文章を友達と読み合い、感想を交流す
る。

10月 進行にそって、はんで話し合おう

1～2 1 学習の見通しをもつ。
・１年生から依頼があり、班ごとに楽しい本を
決めて紹介するという設定を確認する。
・「問いをもとう」「もくひょう」を基に、学
習課題を設定し、学習計画を立てる。

2 目的と決めることを確かめ、紹介したい本とそ
の理由を付箋に書く。

3～4 3 役割を決め、進め方を確かめる。
・司会、記録、計時などの役割があることを確
認する。
・P37「進め方のれい」を参考にして、話し合い
の進め方をノートに書く。

秋のくらし
２時間（書②）
◎語句の量を増し、話や文章の中で使
い、語彙を豊かにすることができる。
（知・技(1)オ）
○経験したことや想像したことなどか
ら書くことを選び、伝えたいことを明
確にすることができる。（思・判・表
B(1)ア）
■秋を感じたことについて文章に書
く。
☆我が国の伝統と文化に対する理解と
愛情を養う題材（道徳）
☆秋を感じたものの撮影（ＩＣＴ活
用）

【知・技】語句の量を増し、話や文
章の中で使い、語彙を豊かにしてい
る。（(1)オ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、経験したことや想像したことな
どから書くことを選び、伝えたいこ
とを明確にしている。（B(1)ア）
【態】積極的に語句の量を増し、話
や文章の中で使い、学習課題に沿っ
てその季節らしさを表現した文章を
書こうとしている。

おすすめの一さつを決めよう
８時間（話・聞⑧）
◎比較や分類のしかたを理解し使うこ
とができる。（知・技(2)イ）
◎目的や進め方を確認し、司会などの
役割を果たしながら話し合い、互いの
意見の共通点や相違点に着目して、考
えをまとめることができる。（思・
判・表A(1)オ）
〇目的を意識して、日常生活の中から
話題を決め、集めた材料を比較したり
分類したりして、伝え合うために必要
な事柄を選ぶことができる。（思・
判・表A(1)ア）
■グループで役割を決めて話し合い、
考えをまとめる。
☆インタビューによって調査する活動
（社会、総合的な学習の時間）
☆おすすめの本を選ぶ活動（図書館活
用）

【知・技】比較や分類のしかたを理
解し使っている。（(2)イ）
【思・判・表】
・「話すこと・聞くこと」におい
て、目的を意識して、日常生活の中
から話題を決め、集めた材料を比較
したり分類したりして、伝え合うた
めに必要な事柄を選んでいる。
（A(1)ア）
・「話すこと・聞くこと」におい
て、目的や進め方を確認し、司会な
どの役割を果たしながら話し合い、
互いの意見の共通点や相違点に着目
して、考えをまとめている。（A(1)
オ）
【態】粘り強く司会などの役割を果
たしながら話し合い、学習の見通し
をもって考えをまとめようとしてい
る。

主な学習活動

９月
～
10月 ちいちゃんのかげおくり

10時間（読⑩）
◎様子や行動、気持ちや性格を表す語
句の量を増し、話や文章の中で使い、
語彙を豊かにすることができる。
（知・技(1)オ）
◎文章を読んで理解したことに基づい
て、感想や考えをもつことができる。
（思・判・表C(1)オ）
〇登場人物の気持ちの変化や性格、情
景について、場面の移り変わりと結び
付けて具体的に想像することができ
る。（思・判・表C(1)エ）
■物語を読み、感想をまとめる。
☆戦争や平和について考え、平和を願
う心を養う題材（道徳）

【知・技】様子や行動、気持ちや性
格を表す語句の量を増し、話や文章
の中で使い、語彙を豊かにしてい
る。（(1)オ）
【思・判・表】
・「読むこと」において、登場人物
の気持ちの変化や性格、情景につい
て、場面の移り変わりと結び付けて
具体的に想像している。（C(1)エ）
・「読むこと」において、文章を読
んで理解したことに基づいて、感想
や考えをもっている。（C(1)オ）
【態】文章を読んで理解したことに
基づいて、進んで感想や考えをも
ち、学習課題に沿って物語を読んだ
感想をまとめようとしている。

修飾語を使って書こう
２時間（知・技②）
◎主語と述語との関係、修飾と被修飾
との関係について理解することができ
る。（知・技(1)カ）
○言葉には性質や役割による語句のま
とまりがあることを理解することがで
きる。（知・技(1)オ）

【知・技】
・言葉には性質や役割による語句の
まとまりがあることを理解してい
る。（(1)オ）
・主語と述語との関係、修飾と被修
飾との関係について理解している。
（(1)カ）
【態】粘り強く修飾と被修飾との関
係について理解し、学習課題に沿っ
て修飾語を使って文を書こうとして
いる。
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国語科　単元ごとの評価規準
３年下巻
月 単元名・教材名・時数・指導目標 時 評価規準主な学習活動

4 話し合いのしかたを確認する。
・P38の二次元コードで話し合いの例を見て、話
し合いのしかたを知る。
・P38-41を見ながら、司会と参加者が気をつけ
ることを確認する。

5～7 5 本を１冊に決めるために、グループで話し合
う。
・自分の役割を意識して、意見と理由を明確に
しながら話し合いを進める。8 6 学習を振り返る。
・話し合いのしかたでよかったところを伝え合
う。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」「いかそう」で身につけ
た力を押さえる。

11月 れいの書かれ方に気をつけて読み、それをいかして書こう

1 1 学習の見通しをもつ。
・P43を見て、大豆について知っていることなど
を話し合う。
・教材文を読み、「問いをもとう」「もくひょ
う」を基に、学習課題を設定し、学習計画を立
てる。

2～3 2 文章全体の組み立てに着目して内容を捉える。
・「はじめ」「中」「終わり」に分け、文章の
話題を確かめる。
・筆者が「中」で挙げている具体例を、表など
にしてノートに整理する。

3 「はじめ」に「問い」を入れるとしたら、どの
ような「問い」を入れるかを考える。

4 「中」の書かれ方について考える。
・それぞれの段落の中心となる文に線を引く。
・どのような順序で事例が挙げられているのか
を捉える。

4～6 5 筆者の説明の工夫をまとめ、考えを交流する。
・文章全体の組み立てと各段落の組み立て、言
葉の使い方、写真の使い方などに着目する。

6 P51の食べ物について書かれた本を読み、感想を
まとめて友達に伝える。
・初めて知ったことや説明のしかたなどの観点
から感想をもつ。

7 学習を振り返り、次の学習の見通しをもつ。
・「たいせつ」で身につけた力を押さえる。
・P52「問いをもとう」「もくひょう」を基に、
学習のめあてを確かめる。

7～9 8 取り上げる材料について、調べて整理する。
・P53「調べたことを整理するときは」を参考に
して、調べたことを図や表にして整理する。

9 文章の組み立てと例の書き方を考える。
・P53「組み立てを考えるときは」を参考にし
て、段落や事例の順序などを考える。

10～11 10 説明する文章を書く。
・考えた組み立てに沿って、説明する文章を書
く。
・読み返して、間違いなどがないかを確かめ11 友達と感想を伝え合う。
・書き方と内容の両面から、文章のよいところ
を伝え合う。

12 12 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」「いかそう」で身につけ
た力を押さえる。

11月 1～2 1 知っていることわざや故事成語を出し合い、関
心をもつ。

2 ことわざや故事成語について知る。
・P57のことわざの意味を調べる。
・P58の故事成語の意味や由来を調べたり、P152
「知ると楽しい『故事成語』」を読んで故事成
語への関心を広げたりする。

3～4 3 グループでことわざ辞典を作る。
・好きなことわざを選び、意味と文例をカード
に書く。
・どのような順でとじるかを話し合う。
・できあがったことわざ辞典を読み合い、感想
を伝え合う。
・「この本、読もう」で読書への意欲をもつ。

ことわざ・故事成語
４時間（知・技②、書②）
◎長い間使われてきたことわざや慣用
句、故事成語などの意味を知り、使う
ことができる。（知・技(3)イ）
○目的を意識して、伝えたいことを明
確にすることができる。（思・判・表
B(1)ア）
■ことわざの意味を調べ、ことわざ辞
典を作る。

【知・技】長い間使われてきたこと
わざや慣用句、故事成語などの意味
を知り、使っている。（(3)イ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、目的を意識して、伝えたいこと
を明確にしている。（B(1)ア）
【態】積極的にことわざや慣用句、
故事成語などの意味を知り、使い、
学習課題に沿ってことわざ辞典を作
ろうとしている。

おすすめの一さつを決めよう
８時間（話・聞⑧）
◎比較や分類のしかたを理解し使うこ
とができる。（知・技(2)イ）
◎目的や進め方を確認し、司会などの
役割を果たしながら話し合い、互いの
意見の共通点や相違点に着目して、考
えをまとめることができる。（思・
判・表A(1)オ）
〇目的を意識して、日常生活の中から
話題を決め、集めた材料を比較したり
分類したりして、伝え合うために必要
な事柄を選ぶことができる。（思・
判・表A(1)ア）
■グループで役割を決めて話し合い、
考えをまとめる。
☆インタビューによって調査する活動
（社会、総合的な学習の時間）
☆おすすめの本を選ぶ活動（図書館活
用）

【知・技】比較や分類のしかたを理
解し使っている。（(2)イ）
【思・判・表】
・「話すこと・聞くこと」におい
て、目的を意識して、日常生活の中
から話題を決め、集めた材料を比較
したり分類したりして、伝え合うた
めに必要な事柄を選んでいる。
（A(1)ア）
・「話すこと・聞くこと」におい
て、目的や進め方を確認し、司会な
どの役割を果たしながら話し合い、
互いの意見の共通点や相違点に着目
して、考えをまとめている。（A(1)
オ）
【態】粘り強く司会などの役割を果
たしながら話し合い、学習の見通し
をもって考えをまとめようとしてい
る。

すがたをかえる大豆
食べ物のひみつを教えます
12時間（書⑥、読⑥）
◎比較や分類のしかた、辞書の使い方
を理解し使うことができる。（知・技
(2)イ）
◎書く内容の中心を明確にし、内容の
まとまりで段落をつくったり、段落相
互の関係に注意したりして、文章の構
成を考えることができる。（思・判・
表B(1)イ）
◎目的を意識して、中心となる語や文
を見つけることができる。（思・判・
表C(1)ウ）
〇幅広く読書に親しみ、読書が、必要
な知識や情報を得ることに役立つこと
に気づくことができる。（知・技(3)
オ）
■筆者の説明の工夫を見つけ、食材に
ついて説明する文章を書く。
☆食育に関わる題材（総合的な学習の
時間）
☆食べ物について書かれた本を探す活
動（図書館活用）

【知・技】
・比較や分類のしかた、辞書の使い
方を理解し使っている。（(2)イ）
・幅広く読書に親しみ、読書が、必
要な知識や情報を得ることに役立つ
ことに気づいている。（(3)オ）
【思・判・表】
・「書くこと」において、書く内容
の中心を明確にし、内容のまとまり
で段落をつくったり、段落相互の関
係に注意したりして、文章の構成を
考えている。（B(1)イ）
・「読むこと」において、目的を意
識して、中心となる語や文を見つけ
ている。（C(1)ウ）
【態】目的を意識して、粘り強く中
心となる語や文を見つけたり、それ
らを明確にして文章の構成を考えた
りし、学習の見通しをもって筆者の
説明の工夫をいかした文章を書こう
としている。
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国語科　単元ごとの評価規準
３年下巻
月 単元名・教材名・時数・指導目標 時 評価規準主な学習活動

11月 1～2 1 同じ発音でも、意味が違えば使われる漢字が違
うことを知る。
・漢字と仮名を交ぜて書くことで、意味が分か
りやすくなることを理解する。

2 設問に取り組み、漢字を正しく使い分けて書
く。3 P154「これまでに習った漢字」から、同じ読み
方で意味の異なる漢字を見つけ、短文を作る。

11月 1 1 短歌について知る。
・短歌は「５・７・５・７・７」の31音で作ら
れていることや、情景や心情が込められている
ことなどを確認する。

2 言葉の調子や響きを楽しみながら、声に出して
繰り返し読む。
・P63の二次元コードから、音声を聞くのもよ
い。3 気に入った短歌を暗唱する。

11月 1～2 1 提示されている漢字の読み方、書き方を確認す
る。2 P64の絵を見て、町の様子を説明する。

3 提示されている漢字を使って、町の様子を説明
する文を書く。

4 書いた文を友達と読み合う。

12月 登場人物の行動や気持ちをとらえて、えらんだ民話をしょうかいしよう

1 1 学習の見通しをもつ。
・これまでに読んだ民話や昔話を想起し、どん
なところがおもしろかったかを伝え合う。
・P65を見て、どのような内容の民話かを想像す
る。
・教材文を読み、「問いをもとう」「もくひょ
う」を基に学習課題を設定し、学習計画を立て
る。
・並行読書を行う場合は、P77「この本、読も
う」なども参考にし、学校図書館などで民話や

2～3 2 「三年とうげ」の内容や書かれ方を確かめる。
・設定、登場人物、出来事、展開、登場人物の
行動や気持ちなどの観点から内容をまとめる。

3 「おじいさん」の変化を捉える。
・行動や様子を表す言葉に着目し、ノートにま
とめる。

4 4 「三年とうげ」のおもしろいところをノートに
書く。
・出来事、登場人物の行動や気持ち、考え方、
言葉の使われ方や文の調子などの観点からまと5～6 5 民話を選んで読み、紹介する文章を書く。
・おもしろいところを引用しながら、民話を紹
介する文章を書く。

6 書いた文章を読み合い、感想を交流する。

7 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」「いかそう」で身につけ
た力を押さえる。

12月 しょうかいする文章を書き、感想をつたえ合おう

1 1 学習の見通しをもつ。
・自分が住む町には、どのようなものがあるか
を想起する。
・「問いをもとう」「もくひょう」を基に、学
習課題を設定し、学習計画を立てる。

2～3 2 紹介するものを決める。
・紹介したいものとその理由を図を使って書き
出し、書くことを選ぶ。

4～5 3 組み立てを考える。
・P83「水野さんの組み立てメモ」を参考にし
て、どのような順序で書くかを考える。

6～8 4 紹介する文章を書く。
・P84「水野さんが書いた、しょうかいする文
章」を読み、紹介する文章を書くときのポイン
トを確認する。

漢字の広場④
２時間（書②）
◎第２学年までに配当されている漢字
を書き、文や文章の中で使うことがで
きる。（知・技(1)エ）
・間違いを正したり、相手や目的を意
識した表現になっているかを確かめた
りして、文や文章を整えることができ
る。（思・判・表B(1)エ）
■絵を見て想像したことを基に文を書
く。

【知・技】第２学年までに配当され
ている漢字を書き、文や文章の中で
使っている。（(1)エ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、間違いを正したり、相手や目的
を意識した表現になっているかを確
かめたりして、文や文章を整えてい
る。（B(1)エ）
【態】積極的に第２学年までに配当
されている漢字を書き、これまでの
学習をいかして、漢字を適切に使っ
た文を作ろうとしている。

三年とうげ
６時間（読⑥）
◎登場人物の行動や気持ちなどについ
て、叙述を基に捉えることができる。
（思・判・表C(1)イ）
○引用のしかたを理解し使うことがで
きる。（知・技(2)イ）
〇幅広く読書に親しみ、読書が、必要
な知識や情報を得ることに役立つこと
に気づくことができる。（知・技(3)
オ）
〇文章を読んで理解したことに基づい
て、感想や考えをもつことができる。
（思・判・表C(1)オ）
■民話や昔話を紹介する。
☆世界の文化に対する興味・関心を促
し、その理解を図る題材（道徳、総合
的な学習の時間）
☆民話や昔話を探す活動（図書館活
用）

【知・技】
・引用のしかたを理解し使ってい
る。（(2)イ）
・幅広く読書に親しみ、読書が、必
要な知識や情報を得ることに役立つ
ことに気づいている。（(3)オ）
【思・判・表】
・「読むこと」において、登場人物
の行動や気持ちなどについて、叙述
を基に捉えている。（C(1)イ）
・「読むこと」において、文章を読
んで理解したことに基づいて、感想
や考えをもっている。（C(1)オ）
【態】登場人物の行動や気持ちなど
について、積極的に叙述を基に捉
え、学習課題に沿って民話や昔話を
紹介しようとしている。

わたしの町のよいところ
10時間（書⑩）
◎書こうとしたことが明確になってい
るかなど、文章に対する感想や意見を
伝え合い、自分の文章のよいところを
見つけることができる。（思・判・表
B(1)オ）
○考えとそれを支える理由について理
解することができる。（知・技(2)
ア）
■町のよさを紹介する文章を書く。
☆身近な地域を観察・調査する題材
（社会）
☆文章に適切な写真の撮影（ＩＣＴ活
用）

【知・技】考えとそれを支える理由
について理解している。（(2)ア）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、書こうとしたことが明確になっ
ているかなど、文章に対する感想や
意見を伝え合い、自分の文章のよい
ところを見つけている。（B(1)オ）
【態】積極的に文章に対する感想や
意見を伝え合い、自分の文章のよい
ところを見つけ、学習課題に沿って
町のよさを紹介する文章を書こうと
している。

漢字の意味
２時間（知・技②）
◎漢字と仮名を用いた表記を理解して
文や文章の中で使うことができる。
（知・技(1)ウ）

【知・技】漢字と仮名を用いた表記
を理解して文や文章の中で使ってい
る。（(1)ウ）
【態】積極的に漢字と仮名を用いた
表記を理解し、これまでの学習をい
かして文や文章の中で使おうとして
いる。

短歌を楽しもう
１時間（知・技①）
◎易しい文語調の短歌を音読したり暗
唱したりするなどして、言葉の響きや
リズムに親しむことができる。（知・
技(3)ア）
☆我が国の伝統と文化に対する理解と
愛情を養う題材（道徳）

【知・技】易しい文語調の短歌を音
読したり暗唱したりするなどして、
言葉の響きやリズムに親しんでい
る。（(3)ア）
【態】進んで言葉の響きやリズムに
親しみ、学習課題に沿って短歌を音
読したり暗唱したりしようとしてい
る。
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国語科　単元ごとの評価規準
３年下巻
月 単元名・教材名・時数・指導目標 時 評価規準主な学習活動

9～10 5 書いた文章を読み合い、感想を伝え合う。
・内容と書き方の両面から感想を伝え合い、自
分の文章のよい点を考える。

6 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」「いかそう」で身につけ
た力を押さえる。

12月 1 1 「ゆき」を読み、生活の中で冬らしさを感じる
ことを挙げる。
・教科書の言葉や絵から知っていることを発表
したり、連想する言葉を出し合ったりする。

2 2 身の回りで見つけた冬を感じたものについて、
ノートに書く。

3 書いた文章を友達と読み合い、感想を交流す
る。

１月 1 1 ６編の詩を音読し、詩の工夫を見つける。
・言葉のリズムや響きを楽しみながら音読す
る。
・それぞれの行の最初の字をつなげたり、文字
や詩全体の形を絵のように見たりする。

2 ６編の詩の中から好きな詩を選び、おもしろい
と思うところを友達と話し合う。

2～4 3 詩を創作する。
・６編の詩の工夫をいかしながら創作する。

4 作った詩を友達と読み合い、交流する。

5 学習を振り返る。
・活動を通して気づいた詩のおもしろさを発表
する。
・「この本、読もう」で読書への意欲をもつ。１月 1～2 1 物語の基本的な組み立てを確かめる。
・「始まり」「出来事」「解決」「結び」とい
う組み立てを知る。
・「三年とうげ」の組み立てを確かめる。

2 ４枚の絵を並べ替えて、一つの物語を作る。
・それぞれの絵について考えたことを、簡単に
書き出す。
・物語の基本的な組み立てを参考にして、おお
まかな話の流れをメモする。

3 考えた物語の内容を友達と交流し、感想を伝え
合う。4 学習を振り返る。
・「たいせつ」「いかそう」で身につけた力を
押さえる。

１月 1～2 1 設問の「カンジーはかせが作った歌」を音読す
る。2 漢字の音と訓を両方使った歌を作る。
・P95「作り方」を参考にして歌を作る。P154
「これまでに習った漢字」、P159「この本で習
う漢字」を参考にしてもよい。
・正しく音と訓が使えているかを確認する。

3 作った歌を友達と読み合う。

１月 1～2 1 提示されている漢字の読み方、書き方を確認す
る。2 P96の絵を見て、学校でどんなことをしているの
かを説明する。

3 提示されている漢字を使って、日記をつけるよ
うに学校の様子を書く。

4 書いた文を友達と読み合う。

１月 読んで考えたことをつたえ合おう

カンジーはかせの音訓かるた
２時間（知・技②）
◎第３学年までに配当されている漢字
を読むことができる。また、第２学年
までに配当されている漢字を書き、文
や文章の中で使うとともに、第３学年
に配当されている漢字を漸次書き、文
や文章の中で使うことができる。
（知・技(1)エ）

【知・技】第３学年までに配当され
ている漢字を読んでいる。また、第
２学年までに配当されている漢字を
書き、文や文章の中で使うととも
に、第３学年に配当されている漢字
を漸次書き、文や文章の中で使って
いる。（(1)エ）
【態】進んで第３学年までに配当さ
れている漢字を読み、学習課題に
沿って漢字の音訓を使った文を書こ
うとしている。

漢字の広場⑤
２時間（書②）
◎第２学年までに配当されている漢字
を書き、文や文章の中で使うことがで
きる。（知・技(1)エ）
・間違いを正したり、相手や目的を意
識した表現になっているかを確かめた
りして、文や文章を整えることができ
る。（思・判・表B(1)エ）
■絵を見て想像したことを基に文を書
く。

【知・技】第２学年までに配当され
ている漢字を書き、文や文章の中で
使っている。（(1)エ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、間違いを正したり、相手や目的
を意識した表現になっているかを確
かめたりして、文や文章を整えてい
る。（B(1)エ）
【態】積極的に第２学年までに配当
されている漢字を書き、これまでの
学習をいかして、漢字を適切に使っ
た文を作ろうとしている。

冬のくらし
２時間（書②）
◎語句の量を増し、話や文章の中で使
うとともに、語彙を豊かにすることが
できる。（知・技(1)オ）
○経験したことや想像したことなどか
ら書くことを選び、伝えたいことを明
確にすることができる。（思・判・表
B(1)ア）
■冬を感じたことについて文章に書
く。
☆我が国の伝統と文化に対する理解と
愛情を養う題材（道徳）
☆冬を感じたものの撮影（ＩＣＴ活
用）

【知・技】語句の量を増し、話や文
章の中で使うとともに、語彙を豊か
にしている。（(1)オ）
【思・判・表】経験したことや想像
したことなどから書くことを選び、
伝えたいことを明確にしている。
（B(1)ア）
【態】積極的に語句の量を増し、話
や文章の中で使い、学習課題に沿っ
てその季節らしさを表現した文章を
書こうとしている。

詩のくふうを楽しもう
４時間（書②、読②）
〇文章全体の構成や内容の大体を意識
しながら音読することができる。
（知・技(1)ク）
○文章に対する感想や意見を伝え合
い、自分の文章のよいところを見つけ
ることができる。（思・判・表B(1)
オ）
〇文章を読んで理解したことに基づい
て、感想や考えをもつことができる。
（思・判・表C(1)オ）
■詩を創作する。
☆詩を探す活動（図書館活用）

【知・技】文章全体の構成や内容の
大体を意識しながら音読している。
（(1)ク）
【思・判・表】
・「書くこと」において、文章に対
する感想や意見を伝え合い、自分の
文章のよいところを見つけている。
（B(1)オ）
・「読むこと」において、文章を読
んで理解したことに基づいて、感想
や考えをもっている。（C(1)オ）
【態】進んで文章全体の構成や内容
の大体を意識しながら音読し、学習
課題に沿って詩を創作しようとして
いる。四まいの絵を使って

２時間（書②）
◎書く内容の中心を明確にし、内容の
まとまりで段落をつくったり、段落相
互の関係に注意したりして、文章の構
成を考えることができる。（思・判・
表B(1)イ）
○段落の役割について理解することが
できる。（知・技(1)カ）

【知・技】段落の役割について理解
している。（(1)カ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、書く内容の中心を明確にし、内
容のまとまりで段落をつくったり、
段落相互の関係に注意したりして、
文章の構成を考えている。（B(1)
イ）
【態】書く内容の中心を明確にし、
文章の構成を考えることに粘り強く
取り組み、学習課題に沿って物語の
流れを書こうとしている。

わたしの町のよいところ
10時間（書⑩）
◎書こうとしたことが明確になってい
るかなど、文章に対する感想や意見を
伝え合い、自分の文章のよいところを
見つけることができる。（思・判・表
B(1)オ）
○考えとそれを支える理由について理
解することができる。（知・技(2)
ア）
■町のよさを紹介する文章を書く。
☆身近な地域を観察・調査する題材
（社会）
☆文章に適切な写真の撮影（ＩＣＴ活
用）

【知・技】考えとそれを支える理由
について理解している。（(2)ア）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、書こうとしたことが明確になっ
ているかなど、文章に対する感想や
意見を伝え合い、自分の文章のよい
ところを見つけている。（B(1)オ）
【態】積極的に文章に対する感想や
意見を伝え合い、自分の文章のよい
ところを見つけ、学習課題に沿って
町のよさを紹介する文章を書こうと
している。
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1 1 学習の見通しをもつ。
・P97を見て、ありやありの行列について知って
いることを出し合う。
・「問いをもとう」「もくひょう」を基に、学
習課題を設定し、学習計画を立てる。

2～5 2 「ありの行列」で説明されていることを確かめ
る。
・「問い」と「答え」が、どの段落にどのよう
に書かれているかを捉える。
・ウイルソンが調べたことやそこから考えたこ
とを捉える。

3 ウイルソンの研究の進め方、ありが行列を作る
仕組みについて、書かれていることを短くまと
める。
・P104「言葉に着目しよう」を参考にして、段
落ごとに大事な言葉や文を見つける。6 4 「ありの行列」とP103「もっと読もう」を読ん
で、考えたことを文章にまとめる。
・興味をもったこと、もっと知りたいことを中
心にして書く。

7 5 書いた文章を友達と読み合う。
・共通点や相違点を見つけて伝え合う。

6 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」「いかそう」で身につけ
た力を押さえる。
・「この本、読もう」で読書への意欲をもつ。

言葉について考えよう

1～3 1 学習の見通しをもつ。
・P107を読み、「問いをもとう」を基に、伝え
たいことがうまく伝わらなかった理由について
考える。2 体験したことや感じたことを、よりよく伝える
ためにはどうするとよいかを考える。
・様子や気持ちが伝わる言葉を使い、ロボロボ
の話し方を改善する。
・似た意味でも言葉から受ける感じが違うこと
を知り、伝えたいことに合う言葉を選ぶ大切さ
を知る。
・P109を読み、使える言葉を増やしていくきっ
かけについて考える。

4～5 3 冬休みの出来事とそのときの気持ちを200字で書
き、友達と読み合って、学習の全体を振り返
る。
・P165「言葉のたから箱」を参考にしてもよ
い。

２月 書き表し方をくふうして、物語を書こう

1～3 1 学習の見通しをもつ。
・宝物を探す冒険というと、どんな物語が思い
浮かぶか考える。
・「問いをもとう」「もくひょう」を基に、学
習課題を設定し、学習計画を立てる。

2 P112-113の地図から想像を広げ、物語の構想を
練る。
・P112「物語のないようを考えるときは」を確
認し、登場人物や出来事などを書き出す。3 物語の組み立てを考える。
・P92「四まいの絵を使って」で学んだことをい
かし、「始まり」「出来事」「解決」「結び」
の組み立てに当てはめる。

4～6 4 物語を創作する。
・P114-115「物語のれい」を読み、書き表し方
のよさを見つける。
・比喩や修飾語を用いるなどして、読み手を引
きつけるように言葉を選んで書く。
・P114「書き表し方を考えるときは」を参考
に、表現を工夫して書く。

7～8 5 友達の物語を読み、感想を伝え合う。
・物語の内容と言葉の使い方のよさを伝え合
う。6 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」「いかそう」で身につけ
た力を押さえる。

２月 つたえたいことを、理由をあげて話そう

１月
～
２月 つたわる言葉で表そう

５時間（知・技②、書③）
◎言葉には、考えたことや思ったこと
を表す働きがあることに気づくことが
できる。（知・技(1)ア）
◎様子や行動、気持ちや性格を表す語
句の量を増し、話や文章の中で使い、
語彙を豊かにすることができる。
（知・技(1)オ）
○自分の考えとそれを支える理由や事
例との関係を明確にして、書き表し方
を工夫することができる。（思・判・
表B(1)ウ）
■相手に伝わる文章を書く。
☆体験したことを報告する文章にまと
める活動（社会、総合的な学習の時
間）

【知・技】
・言葉には、考えたことや思ったこ
とを表す働きがあることに気づいて
いる。（(1)ア）
・様子や行動、気持ちや性格を表す
語句の量を増し、話や文章の中で使
うとともに、語彙を豊かにしてい
る。（(1)オ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、自分の考えとそれを支える理由
や事例との関係を明確にして、書き
表し方を工夫している。（B(1)ウ）
【態】言葉には考えたことや思った
ことを表す働きがあることに積極的
に気づき、学習の見通しをもって相
手に伝わる文章を書こうとしてい
る。

たから島のぼうけん
８時間（書⑧）
◎様子や行動、気持ちや性格を表す語
句の量を増し、話や文章の中で使い、
語彙を豊かにすることができる。
（知・技(1)オ）
◎書き表し方を工夫することができ
る。（思・判・表B(1)ウ）
■物語を創作する。

【知・技】様子や行動、気持ちや性
格を表す語句の量を増し、話や文章
の中で使い、語彙を豊かにしてい
る。（(1)オ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、書き表し方を工夫している。
（B(1)ウ）
【態】進んで様子や行動、気持ちや
性格を表す語句の量を増し、話や文
章の中で使い、語彙を豊かにし、学
習の見通しをもって物語を創作しよ
うとしている。

ありの行列
７時間（読⑦）
◎指示する語句と接続する語句の役
割、段落の役割について理解すること
ができる。（知・技(1)カ）
◎文章を読んで理解したことに基づい
て、感想や考えをもつことができる。
（思・判・表C(1)オ）
◎文章を読んで感じたことや考えたこ
とを共有し、一人一人の感じ方などに
違いがあることに気づくことができ
る。（思・判・表C(1)カ）
○言葉には性質や役割による語句のま
とまりがあることを理解することがで
きる。（知・技(1)オ）
■文章を読んで考えたことを伝え合
う。
☆生き物の生態や不思議さに目を向け
させる題材（理科）

【知・技】
・言葉には性質や役割による語句の
まとまりがあることを理解してい
る。（(1)オ）
・指示する語句と接続する語句の役
割、段落の役割について理解してい
る。（(1)カ）
【思・判・表】
・「読むこと」において、文章を読
んで理解したことに基づいて、感想
や考えをもっている。（C(1)オ）
・「読むこと」において、文章を読
んで感じたことや考えたことを共有
し、一人一人の感じ方などに違いが
あることに気づいている。（C(1)
カ）
【態】進んで文章を読んで理解した
ことに基づいて感想や考えをもち、
学習課題に沿って、考えたことを伝
え合おうとしている。
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国語科　単元ごとの評価規準
３年下巻
月 単元名・教材名・時数・指導目標 時 評価規準主な学習活動

1～2 1 学習の見通しをもつ。
・学校の中で自分が好きな場所を出し合う。
・「問いをもとう」「もくひょう」を基に、学
習課題を設定し、学習計画を立てる。

2 みんなに教えたいお気に入りの場所と、その理
由を考える。
・P117「話すことを考えるときは」を参考に、
お気に入りの場所について考えを整理する。
P167「図を使って考えよう」を参考にしてもよ
い。

3～4 3 分かりやすく伝えるために、資料を用意する。
・どのような資料が必要かを考え、必要に応じ
て写真を撮りに行くなどする。

4 組み立てを考え、発表メモを作る。
・P118「発表メモのれい」やP119「発表のれ
い」を参考に、組み立ての工夫を見つける。
・「はじめ」「中」「終わり」の組み立てを意
識し、分かりやすく伝わるように発表メモを作
る。

5～6 5 グループで練習をする。
・P118の二次元コードの動画を見て、話し方の
工夫を確認する。
・P119「話し方をくふうするときは」を参考に
して、ポイントを意識して練習をする。
・必要に応じて練習の様子を撮影し見返して、
話し方をよりよくする。

7～8 6 発表会を開き、感想を伝え合う。
・組み立てや話し方についてよかったところを
伝え合う。

7 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」「いかそう」で身につけ
た力を押さえる。

３月 登場人物について考えたことを、つたえ合おう

1～2 1 学習の見通しをもつ。
・P121を見て、物語の内容や「モチモチの木」
はどのような木なのかを想像する。
・教材文を読み、「問いをもとう」「もくひょ
う」を基に、学習課題を設定し、学習計画を立
てる。

3～9 2 場面ごとに登場人物の行動や会話などを確かめ
る。3 登場人物の性格や気持ちの変化を想像する。
・P134の「言葉に着目しよう」を参考にして、
「豆太」の性格を想像する。
・着目する点を選び、「豆太」は変わったのか
どうかを考え、話し合う。

10～12 4 「豆太」について感じたことや考えたことを、
ノートに書く。
・文章のどの叙述から考えたのかを明確にし、
自分の経験と比べて考えたことをまとめる。

5 まとめた考えを伝え合う。
・友達の考えと自分の考えを比べて、共通点や
相違点をノートに書く。

6 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」「いかそう」で身につけ
た力を押さえる。
・「この本、読もう」で読書への意欲をもつ。

３月 1～2 1 提示されている漢字の読み方、書き方を確認す
る。2 P137の絵を見て、季節ごとの人物の行動や周り
の様子を説明する。

3 提示されている漢字を使って、それぞれの季節
の様子を説明する文を書く。

4 書いた文を友達と読み合う。

モチモチの木
12時間（読⑫）
◎文章を読んで感じたことや考えたこ
とを共有し、一人一人の感じ方などに
違いがあることに気づくことができ
る。（思・判・表C(1)カ）
○様子や行動、気持ちや性格を表す語
句の量を増し、語彙を豊かにすること
ができる。（知・技(1)オ）
〇登場人物の気持ちの変化や性格、情
景について、場面の移り変わりと結び
付けて具体的に想像することができ
る。（思・判・表C(1)エ）
■登場人物について考えたことをまと
め、伝え合う。
☆他者への愛情をもち、勇気をもって
実行する姿勢を育てる題材（道徳）

【知・技】様子や行動、気持ちや性
格を表す語句の量を増し、語彙を豊
かにしている。（(1)オ）
【思・判・表】
・「読むこと」において、登場人物
の気持ちの変化や性格、情景につい
て、場面の移り変わりと結び付けて
具体的に想像している。（C(1)エ）
・「読むこと」において、文章を読
んで感じたことや考えたことを共有
し、一人一人の感じ方などに違いが
あることに気づいている。（C(1)
カ）
【態】登場人物の気持ちの変化や性
格について、場面の移り変わりと結
び付けて具体的に粘り強く想像し、
学習課題に沿って考えたことをまと
め、伝え合おうとしている。

漢字の広場⑥
２時間（書②）
◎第２学年までに配当されている漢字
を書き、文や文章の中で使うことがで
きる。（知・技(1)エ）
○修飾と被修飾との関係について理解
することができる。（知・技(1)カ）
・間違いを正したり、相手や目的を意
識した表現になっているかを確かめた
りして、文や文章を整えることができ
る。（思・判・表B(1)エ）
■絵を見て想像したことを基に文を書
く。

【知・技】
・第２学年までに配当されている漢
字を書き、文や文章の中で使ってい
る。（(1)エ）
・修飾と被修飾との関係について理
解している。（(1)カ）
【思・判・表】間違いを正したり、
相手や目的を意識した表現になって
いるかを確かめたりして、文や文章
を整えている。（B(1)エ）
【態】積極的に第２学年までに配当
されている漢字を書き、これまでの
学習をいかして、漢字を適切に使っ
た文を作ろうとしている。

お気に入りの場所、教えます
８時間（話・聞⑧）
◎相手を見て話したり聞いたりすると
ともに、言葉の抑揚や強弱、間の取り
方などに注意して話すことができる。
（知・技(1)イ）
◎相手に伝わるように、理由や事例な
どを挙げながら、話の中心が明確にな
るように話の構成を考えることができ
る。（思・判・表A(1)イ）
〇考えとそれを支える理由や事例、全
体と中心などの情報と情報との関係に
ついて理解することができる。（知・
技(2)ア）
〇話の中心や話す場面を意識して、言
葉の抑揚や強弱、間の取り方などを工
夫することができる。（思・判・表
A(1)ウ）
■お気に入りの場所を発表する。
☆発表に適切な写真の撮影（ＩＣＴ活
用）
☆発表の練習を撮影し見返すことでよ
りよくする活動（ＩＣＴ活用）

【知・技】
・相手を見て話したり聞いたりする
とともに、言葉の抑揚や強弱、間の
取り方などに注意して話している。
（(1)イ）
・考えとそれを支える理由や事例、
全体と中心などの情報と情報との関
係について理解している。（(2)ア）
【思・判・表】
・「話すこと・聞くこと」におい
て、相手に伝わるように、理由や事
例などを挙げながら、話の中心が明
確になるように話の構成を考えてい
る。（A(1)イ）
・「話すこと・聞くこと」におい
て、話の中心や話す場面を意識し
て、言葉の抑揚や強弱、間の取り方
などを工夫している。（A(1)ウ）
【態】進んで話の中心が明確になる
ように話の構成を考え、学習課題に
沿ってお気に入りの場所を発表しよ
うとしている。
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国語科　単元ごとの評価規準
３年下巻
月 単元名・教材名・時数・指導目標 時 評価規準主な学習活動

３月 1 1 ３年生の学習を振り返る。
・P140「『たいせつ』のまとめ」を基に、国語
で学んだことを振り返る。

2 自分が身につけたと思う言葉の力を書き、友達
と伝え合う。

三年生をふり返って
１時間（書①）
〇言葉には、考えたことや思ったこと
を表す働きがあることに気づくことが
できる。（知・技(1)ア）
○経験したことや想像したことなどか
ら書くことを選び、伝えたいことを明
確にすることができる。（思・判・表
B(1)ア）
■１年間の国語科での学びを振り返っ
て、書く。
☆一人一人のキャリア形成と自己実現
を育む題材（特別活動）

【知・技】言葉には、考えたことや
思ったことを表す働きがあることに
気づいている。（(1)ア）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、経験したことや想像したことな
どから書くことを選び、伝えたいこ
とを明確にしている。（B(1)ア）
【態】進んで経験したことや想像し
たことなどから書くことを選び、伝
えたいことを明確にし、学習課題に
沿って１年間の振り返りを書こうと
している。
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国語科　単元ごとの評価規準
４年
学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

１学期 4月 2
(話す聞く

2)

よく見て、よく聞いて、受け止めよう
つないで つないで
教科書：P8

◇相手が言葉や動きをとおして伝えたい
ことは何か考えながら聞き、相手が伝え
たいことの中心を捉え、自分の考えをも
つ。

☆学習用語：連想／ジェスチャー

話聞 1 ＜見通しをもとう＞
１．リード文を確認する。
＊リード文を確認し、活動の見通しをもたせる。
２．「れんそうゲーム」の流れを確認する。
＊数名の児童が見本を提示したり、p８のＱＲコードから動画で
ゲームの流れを確認したりする。
３．ペアで「れんそうゲーム」をする。
＊相手の言葉を受け取り、連想した言葉を相手に返す、言葉の
キャッチボールをする。どの子も安心して参加できるようにする。
４．グループで「れんそうゲーム」をする。
＊４人程度の小グループを作る。
＊時間でくぎって、メンバーを変えて行う。
＊全員が慣れてきたら始まりの言葉と終わりの言葉を決めて、
連想しながら終わりの言葉にたどり着くという条件をつける。

【知識・技能】
◎言葉には、考えたことや思ったことを表す働きが
あることに気付いている。(⑴ア)

【思考・判断・表現】
◎「話すこと・聞くこと」において、必要なことを記録
したり質問したりしながら聞き、話し手が伝えたいこ
とや自分が聞きたいことの中心を捉え、自分の考え
をもっている。(A⑴エ)

【言語活動例】
・説明や報告など調べたことを話したり、それらを聞
いたりする活動。(A⑵ア)

【態度】
・相手の言葉や動きを受け止め、相手が伝えたいこ
とは何かすすんで考え、自分の考えをもとうとして
いる。

2 ５．「ジェスチャーゲーム」をする。
＊「ジェスチャーゲーム」の流れを確認する。
＊４人程度の小グループを作る。
＊時間でくぎって、メンバーを変えて行う。

＜ふり返ろう＞
６．学習の振り返りをする。
＊言葉で伝えることと体で伝えることの違いについて考えさせた
うえで、言葉、身振りや手振りを組み合わせることによって、より
伝えやすくなることにも気づかせる。

１学期 4月 1 楽しく声に出して読もう
春のうた／あり
教科書：P10

□繰り返し音読をしながら、言葉のリズム
や響きを味わい、イメージの広がりを楽し
む。

☆学習用語：音読／作者／題名／様子

読む 1 １．『春のうた』の範読(教師の範読か、デジタル教材の音読)を
聞いて、詩の世界のイメージをもつ。

２．繰り返し音読し、それぞれの「ケルルン　クック。」の読み方を
話し合う。
＊動作化を積極的に取り入れる。特に擬音語「つるつる」「そよ
そよ」を、手を用いた動作化をして、言葉のイメージを身体でつ
かめるようにする。
＊一連と四連で「ほっ」が繰り返されていることに注目させる。
「まぶしい」から、「おおきなくもがうごいてくる。」と、感覚が目覚
め、気持ちも高ぶってくることを理解させ、それが「ケルルン
クック。」の鳴き声に反映されるように感じさせたい。

３．春を喜ぶかえるの姿を想像しながら、「ケルルン　クック。」の
読み方を工夫しながら音読する。
＊詩全体が「春のうた」ではあるが、それを支えているのは「ケ
ルルン　クック。」の響きである。間や声の調子、リズムなどを考
えて音読させるようにする。

４．『あり』を音読する。
＊「あり→ありっこないさ」の音の連鎖と繰り返しを楽しみながら
音読する。
＊《「あり」だから「ありっこない」なんだ》という音の連鎖への気
づきを大事にして、繰り返し(リフレイン)を楽しみながら読むよう
にさせる。
＊各連が三行であることに気づかせる。
＊「十八メートル」という数字が出てくるので、具体的にどのくら
いの長さかを発問して、大きさを捉えられるように配慮する。
＊想像したありの姿のイメージが膨らむような音読、歌うように
繰り返しのフレーズを楽しむ音読を工夫して調子よく読ませる。

【知識・技能】
◎文章全体の構成や内容の大体を意識しながら音
読している。(⑴ク)

【思考・判断・表現】
◎「読むこと」において、登場人物の気持ちの変化
や性格、情景について、場面の移り変わりと結び付
けて具体的に想像している。(C⑴エ)

【言語活動例】
・詩や物語などを読み、内容を説明したり、考えたこ
となどを伝え合ったりする活動。(C⑵イ)

【態度】
・すすんで、登場人物の気持ちの変化や情景につ
いて具体的に想像し、学習の見通しをもって音読し
たりイメージを広げたりしようとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

１学期 4月 10
(書く3)

読む 1 ＜見通しをもとう＞
１．「物語の『ふしぎ』について考える」という学習の見通しをも
つ。
(1)題名「白いぼうし」から、どんな物語か想像する。
(2)教師の範読を聞き、感想をノートに書く。
＊作品から受けた感じ、疑問に思ったことをノートに書く。
(3)感想を話し合う。
＊子どもたちの素直な感想を受け止め、単元の学習課題につな
げる。
＊「女の子」や「もんしろちょう」に不思議を感じる児童が多いと
予想される。子どもたちが「あれ？」と不思議に思う気持ちを活
かして学習課題の設定につなげたい。
(4)単元名やリード文から、単元の学習課題「物語の『ふしぎ』に
ついて考えよう」について見通しを持つ。

2・3 ＜たしかめよう＞
２．場面の様子と登場人物を整理し、不思議だと思ったことを見
つける。
(1)物語を読んで、不思議だと思った場面とその理由をノートに
書く。
＊どんなところが不思議だったか、具体的に示せるようにする。
(2)全体を四つの場面に分け、それぞれの場面で、松井さんが出
会った人や、もの・ことを確かめる。
＊場面に分けるには、「時・場・人物」に着目することを確認す
る。
＊それぞれの場面で松井さんがどのような人物やもの・ことに出
会っているか、ノートに整理する。
＊表の形で整理すると考えをまとめやすいことに気づかせる。

4・5 ＜くわしくよもう＞
３．それぞれの場面の、松井さんの様子や気持ちを想像して、考
えたことを話し合う。
(1)場面ごとの松井さんの様子や気持ちを、２(2)で整理したもの
に書き加え、松井さんの人柄を捉える。
＊P26の「言葉」とも関連させ、松井さんが関わった人物に着目
しながら読むと、それぞれの登場人物の人物像が浮かび上がっ
たり、その人物と接している松井さんの気持ちや人柄がより具体
的に想像できたりする。

6 (2)「ふしぎ」に思ったことと関係がありそうなところを見つけ、考
えたことを友達と話し合う。
＊P27の「ここが大事」を確認し、不思議なできごとが起こるきっ
かけを見つけながらつなぎ合わせて読み、不思議なできごとが
起こった理由や結末を考える。
＊松井さんの人柄と関連づけて考えることで、物語の「ふしぎ」
が松井さんの人柄と結びついていることのおもしろさを味わわ
せたい。

7 ＜まとめよう＞
４．物語の「ふしぎ」について考えたことを、ノートにまとめる。
＊２と３の学習活動を振り返りながら、考えたことをできるだけ具
体的に書くようにする。

8・9 ＜つたえあおう＞
５．物語の「ふしぎ」についてまとめたものを短い言葉で表し、紹
介し合う。
(1)４の学習活動でノートにまとめた考えをもとに、物語の「ふし
ぎ」について端的に短い言葉で表す。
＊P27の「ここが大事」を改めて確認し、作品の「ふしぎ」を生み
出している言葉のつながりを意識しながら考える。
(2)物語の「ふしぎ」をまとめた短い言葉を、友達と紹介し合う。
＊短い言葉だけでなく、なぜその言葉で表したのか、理由もあわ
せて紹介する。

10 ＜ふり返ろう＞
６．学習を振り返る。
(1)物語を「ふしぎ」について考えながら読むと、どのようなつなが
りが見つかったか振り返る。
＊「ふしぎ」なできごとが起こるファンタジー作品の魅力やおもし
ろさを改めて実感させたい。
＊P27『本を読もう』やP151『４年生で読みたい本②』のファンタ
ジー作品を紹介し、読書の広がりにつなげたい。
(2)短い言葉で物語の「ふしぎ」を表すとき、どのようなことに気を
つけたか振り返る。

一　物語の「ふしぎ」について考えよう
白いぼうし
教科書：P14

□物語の「ふしぎ」について考え、短い言
葉で表し、紹介し合う。

★ここが大事：できごとのきっかけをとら
える

☆学習用語：文／漢字／物語／場面／
気持ち／地の文／様子／会話／登場人
物／性格／言葉／ふしぎ／においや香
りを表す言葉／できごとのきっかけ

【知識・技能】
◎様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を増
し、話や文章の中で使うとともに、言葉には性質や
役割による語句のまとまりがあることを理解し、語
彙を豊かにしている。(⑴オ)

【思考・判断・表現】
◎「読むこと」において、登場人物の行動や気持ち
などについて、叙述を基に捉えている。(C⑴イ)
○「読むこと」において、登場人物の気持ちの変化
や性格、情景について、場面の移り変わりと結び付
けて具体的に想像している。(C⑴エ)

【言語活動例】
・詩や物語などを読み、内容を説明したり、考えたこ
となどを伝え合ったりする活動。(C⑵イ)

【態度】
・不思議なできごとが起こるきっかけを見つけなが
らすすんで物語の「不思議」に思うところを見つけ、
「不思議」について考えたことを短い言葉で表し、伝
え合おうとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

１学期 5月 4
(書く4)

書く 1 １．学習の流れを知り、見通しをもつ。
＊少しずつ書き溜めていく活動であるので、意欲を継続させるた
めにも、書く目的を決めて取り組むようにさせる。

２．心が動いたことを思い出す。
(1)心が動いたできごとをメモに書く。
(2)友達と交流する。

2 ３．心の様子を直接的な表現を使わないで表現する。
(1)教科書の例文２作品を読む。
(2)自分で工夫した表現を考える。
＊既習の教材文の中から探してよいことを伝える。その際、文
章の中の会話文・情景描写・行動や様子を表す部分に着目させ
る。

3・4 ４．心が動いたことを書いたメモの中から、一つを選ぶ。
＊なぜ、心が動いたのか（新しい発見や感情の揺れ動きの原
因）について考えさせる。
＊心の様子を、工夫した表現で表すように伝える。
５．文章を書く
＊5、6文ぐらいの短い文章で書くようにさせる。
＊気楽に書かせ、書くことを習慣づけるようにさせる。
６．文章を読み返し、よりよい表現があれば書き直す。
７．心が動いた瞬間についてさまざまな表現の仕方があることを
知る。
＊書き溜めたものは、下巻の第七単元『自分の成長をふり返っ
て』の話題・題材を選ぶ際に活用することを確認する。
８．心が動いた瞬間を表現する言葉を選ぶとき、どんなこ
とに気をつけたか振り返る。

１学期 5月 2 漢字の広場①
漢字の部首
教科書：P30

△漢字の部首について知り、漢字を覚え
たり使ったりするときに役立てる。

☆学習用語：あし／かんむり／つくり／部
首／へん

漢字 1 １．学習内容を理解し、学習の見通しをもつ。
＊漢字の部首について知り、漢字を正しく使うことができるよう
になるという学習課題を確かめ、今後の学習に生かしていくよう
意識づける。
＊部首についての知識は、P50からの『漢字辞典の使い方』の
学習に結びつく。

２．共通している部分から、何に関係のある漢字かを考える。
＊「漢字を主に意味のうえでなかま分けするときに、目印とする
部分」が「部首」であることをおさえる。
＊「部首と漢字の意味には深いつながりがある」ことを「日」「木」
を部首とする漢字をもとに、具体的に考えられるようにする。

３．P30の下段の設問を解きながら、部首と漢字の意味とのつな
がりなどについて話し合う。
＊部首は、「へん」だけではなく、また、「へん」が部首とは限らな
い場合がある。

【知識・技能】
◎漢字が、へんやつくりなどから構成されているこ
とについて理解している。(⑶ウ)

【態度】
・すすんで、漢字がへんやつくりなどから構成されて
いることについて理解し、学習の見通しをもって、漢
字を覚えたり使ったりするときに役立てようとしてい
る。

2 ４．P31の上段の設問に提示している漢字について、それぞれの
部首を考える。
＊提示してある部首の形に着目し、それぞれの漢字のどの部分
に目印となる形が含まれているかを見つけられるようにはたらき
かける。
＊偏旁冠脚については三下で学んだ。
＊ここに示す部首の呼称は、代表的なものである。「ぼくづくり」
は辞典によっては「ぼくにょう」「のぶん」などと呼ぶこともある。
また、「女」がへんの位置にくると「おんなへん」、「雨」がかんむ
りの位置にくると「あめかんむり」とも呼ばれる。

５．巻末の『漢字を学ぼう』を使って、同じ部首の漢字を集める。
＊ここでは、代表的な部首とその呼び名について理解させてお
きたい。
＊漢字の組み立てと意味に興味がもてるようにする。興味、関
心がこのあとの『漢字辞典の引き方』に結びつくようにしたい。
＊それぞれの部首が、どんな意味に関係しているかを考えるの
は、想起できるおおよその範囲でいい。
＊それぞれの漢字の部首や部首の呼称などは、漢字辞典に
よって異なるものもあることをおさえる。

自分の気持ちに合った言葉で表そう
見つけよう、ぴったりの言葉
教科書：P28

■心が動いたできごとを、短い文章で表
現する。

【知識・技能】
◎言葉には、考えたことや思ったことを表す働きが
あることに気付いている。(⑴ア)
◎漢字と仮名を用いた表記、送り仮名の付け方、
改行の仕方を理解して文や文章の中で使うととも
に、句読点を適切に打っている。また、第３学年に
おいては、日常使われている簡単な単語について、
ローマ字で表記されたものを読み、ローマ字で書い
ている。(⑴ウ)

【思考・判断・表現】
◎「書くこと」において、相手や目的を意識して、経
験したことや想像したことなどから書くことを選び、
集めた材料を比較したり分類したりして、伝えたい
ことを明確にしている。(B⑴ア)

【言語活動例】
・詩や物語をつくるなど、感じたことや想像したこと
を書く活動。(B⑵ウ)

【態度】
・すすんで経験したことや想像したことなどから書く
ことを選び、学習の見通しをもって、心が動いたでき
ごとを短い文章で表現しようとしている。
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学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

１学期 5月 2
(書く2)

漢字 3・4 ６．教科書の絵を見て、描かれている様子について説明する。
＊P32の絵を拡大して黒板に貼っておくと、指導する事柄を児童
たち全体に示しやすくなる。
＊絵の中にある３年生で学んだ漢字の読み方を再確認する。
＊各自ばらばらに読むのではなく、言葉一つ一つを全員で声に
出して読むようにし、読み方を確認できるようにする。
＊絵に描かれたことと、言葉からわかる町の様子をできるだけ
たくさん発表できるようにする。

７．３年生までに習った漢字を使って、絵に描かれている様子や
物、人物がしていることなどを説明する文を書く。
＊描かれている人物と行為、場や時間の状況、物品など、視点
を提示するとわかりやすい。
＊条件をつけて文を書くように促すと、記述の仕方に工夫がみ
られるようになる。
＊敬体と常体が混在している場合は、読み直して、どちらかに
統一するようはたらきかける。

８．作った文を互いに発表し合う。
＊正しく漢字が使われているかを確かめ合う。
＊互いの文や文章のよいところを発表し合うようにする。
＊書いた文や文章を互いに読み合ったり音読し合ったりして、そ
の内容や表現について、感想や意見を述べ合い、自分の文や
文章のよいところを見つるようはたらきかける。

９．学習を振り返る。
＊漢字の部首について正しく理解したり、漢字の使い方や表記
などを理解できるようにしたりし、日常の言語生活にも生かして
いくよう意識づける。

１学期 5月 2 二　けっかと考察とのつながりをとらえよ
う
ぞうの重さを量る
教科書：P34

□象の重さを量るという問題をつかむ過
程や解決する過程の考えの筋道を、叙
述をおさえながら読む。

☆学習用語：筋道

読む 1・2 １．題名と本文を結びつけて、誰がどのようにして象の重さを
量ったのか確認する。
＊P34上段に書かれているてびきを利用して読み取る。

２．「わかりやすい文章」とはどのようなものなのか考える。
(1)この文章の読みやすさを考察する。
＊P35上段の「考えるすじみち」やイラストを利用して、「まず」
「次に」「最後に」という文の構成が分かりやすさのポイントであ
ることを確認する。
(2)自分でも「まず」「次に」「最後に」を使って、簡単な文章を書い
てみる。
(3)学習を振り返る。

【知識・技能】
◎主語と述語との関係、修飾と被修飾との関係、指
示する語句と接続する語句の役割、段落の役割に
ついて理解している。((1)カ)
◎考えとそれを支える理由や事例、全体と中心など
情報と情報との関係について理解している。((2)ア)

【思考・判断・表現】
◎「読むこと」において、段落相互の関係に着目し
ながら、考えとそれを支える理由や事例との関係な
どについて、叙述を基に捉えている。(C(1)ア)
○「読むこと」において、目的を意識して、中心とな
る語や文を見付けて要約している。(C(1)ウ)

【言語活動例】
・記録や報告などの文章を読み、文章の一部を引
用して、分かったことや考えたことを説明したり、意
見を述べたりする活動。(C(2)ア)

【態度】
・すすんで、読みやすい文章のポイントについて考
えることをとおして、学習課題にそって、筋道立てて
文章を書こうとしている。

三年生で学んだ漢字①
教科書：P32

△絵を見て想像したことをもとに、３年生
で学んだ漢字などを使って文を書く。

【知識・技能】
◎第３学年及び第４学年の各学年においては、学
年別漢字配当表の当該学年までに配当されている
漢字を読んでいる。また、当該学年の前の学年まで
に配当されている漢字を書き、文や文章の中で使う
とともに、当該学年に配当されている漢字を漸次書
き、文や文章の中で使っている。(⑴エ)

【思考・判断・表現】
○「書くこと」において、書こうとしたことが明確に
なっているかなど、文章に対する感想や意見を伝え
合い、自分の文章のよいところを見付けている。(B
⑴オ)

【言語活動例】
・詩や物語をつくるなど、感じたことや想像したこと
を書く活動。(B⑵ウ)

【態度】
・積極的に前学年や当該学年で配当されている漢
字を使い、学習課題にそって、教科書の絵の中の
言葉を使って文を書こうとしている。
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学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

１学期 5月 10
(書く3)

読む 1 ＜見通しをもとう＞
１．筋道立てて文章を読み、本文中にいくつ実験が書かれてい
るか読み取る。
＊「まず」は同じだが、「次に」と「最後に」は同義語になっている
ため、読み取る際に配慮が必要である。ただし、最初から違う言
葉になっていることを告げることなく、言い換えに気づく子どもの
姿を期待する。

2 ＜たしかめよう＞
２．この文章の主題を読み取る。
(1)文章構成を明確にする。
＊始め・中・終わりで全体を３つに分ける。
(2)この文章でどのような疑問を解き明かそうとしているのか話し
合う。
＊文章構成の特にどの部分を読む必要があるのか確認する。
(3)文章構成の「始め」の部分に書かれていることを意義づける。

３．具体的な実験内容を表にまとめる。
＊子どもの実態に応じて、個人作業を重視するか集団学習でま
とめていくかは判断する。3～5 ＜くわしくよもう＞
４．実験１と実験２を比べて、日高先生たちの考え方の特徴を明
らかにする。

５．実験２と実験３で比べて、日高先生たちの考え方の特徴を明
らかにする。
＊第２時に作成した表を再度見直したり、本文を読み直したりし
て考える。

6・7 ＜まとめよう＞
６．結論部分を読み取る。
＊疑問に対する答えを明らかにする。

７．日高先生たちの実験の進め方と、結論について考えたことを
ノートにまとめる。
＊ノートにまとめにくい場合は、小集団や学級全体で話し合って
まとめてもよい。

8 ＜つたえあおう＞
８．前時までにまとめたものを友達と読み合う。
(1)さまざまな友達との読み合いをする。
(2)読み合う中で見つけた、自分と友達との同じ点や違う点、友
達の書いた内容のよい点についてノートに書く。
(3)書いたことを友達と交流する。

9・10 ＜ふり返ろう＞
９．３つの実験を表にまとめるとき、どのような言葉に気をつけて
行ったかを確認し、語彙を増やす。
　
10．この文章の学習を通して、自分が文章を書くときに生かして
みたい点を明らかにする。

１学期 6月 4 読書 1 １．分類記号を手がかりに本を探すという学習内容をつかみ、学
習の見通しをもつ。

２．図書館の本の分類の仕方を知る。
(1)身のまわりで、分類されているものを考える。
(2)図書館に行き、本が内容ごとに分類され置いてあることを確
かめる。
(3)「日本十進分類法」の仕組みを知る。
(4)ラベルの記号について知る。

2 ３．分類記号を手がかりに本を探す。

４．分類記号を手がかりに、自分が読みたい本を探して読む。

3・4 ５．本を読んでわかったことや、本に関する情報などを「読書カー
ド」に記録し、友達と読み合う。
(1)本に関する情報、調べたいこと、読んでわかったことや感想
などを「読書カード」に記録する。
(2)「読書カード」を友達と読み合い、興味をもった本を探して読
む。

６．学習を振り返る。

１学期 6月 2 言語 1 １．学習の見通しをもつ。
＊教材冒頭の会話文によって、日常の言語生活との関連を意
識づける。

２．教材文を読んで、漢字辞典の引き方を理解する。
＊漢字の読み方や意味、使い方などを知るには、漢字辞典を活
用するとよいことに気づかせ、漢字辞典に興味をもたせる。

３．手がかりによって、どの索引を活用すればよいかを理解す
る。
＊教材文にそって漢字辞典の引き方を確認させ、理解させる。
＊漢字辞典は、部首索引・総画索引・音訓索引のどれかを利用
して引くことを確認させ、実際に引きながら確認する。
＊辞典によって、漢字の並び方のきまりや記号の使われ方が異
なることがあるので、自分の持っている辞典を確認し、使えるよ
うに指導する。
＊筆順が載っているなど便利な機能もある場合があるので、そ
れに気づかせ、辞典の活用の幅を広げることもできる。

二　けっかと考察とのつながりをとらえよ
う
花を見つける手がかり
教科書：P36

□「もんしろちょうは何を手がかりに花を
見つけるか」という問題を解明していく一
つ一つの実験の結果とそこから引き出さ
れる結論、実験を繰り返していく考えの
筋道などを、叙述をおさえながら読む。

★ここが大事：けっかと考察

☆学習用語：記録／筋道／段落／結果
／結論／考察／事実／比べる

【知識・技能】
◎主語と述語との関係、修飾と被修飾との関係、指
示する語句と接続する語句の役割、段落の役割に
ついて理解している。((1)カ)
◎考えとそれを支える理由や事例、全体と中心など
情報と情報との関係について理解している。((2)ア)

【思考・判断・表現】
○「書くこと」において、自分の考えとそれを支える
理由や事例との関係を明確にして、書き表し方を工
夫すること。(B(1)ウ)
◎「読むこと」において、段落相互の関係に着目し
ながら、考えとそれを支える理由や事例との関係な
どについて、叙述を基に捉えている。(C(1)ア)
○「読むこと」において、目的を意識して、中心とな
る語や文を見付けて要約している。(C(1)ウ)

【言語活動例】
・調べたことをまとめて報告するなど、事実やそれを
基に考えたことを書く活動。(B(2)ア)
・記録や報告などの文章を読み、文章の一部を引
用して、分かったことや考えたことを説明したり、意
見を述べたりする活動。(C(2)ア)

【態度】
・積極的に、言葉に着目しながら実験内容を読み取
り、学習課題にそって、段落相互の関係をおさえな
がら文章を読もうとしている。

読書の広場①
分類をもとに本を見つけよう
教科書：P46

△学校や地域の図書館へ行き、「日本十
進分類法」を利用して本を探して読んだ
り、図書館の分類の仕方を確かめたりす
る。

☆学習用語：巻冊記号／所在記号／請
求記号／図書記号／分類記号／ラベル
の記号／日本十進分類法

【知識・技能】
◎比較や分類の仕方、必要な語句などの書き留め
方、引用の仕方や出典の示し方、辞書や事典の使
い方を理解し使っている。(⑵イ)
◎幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知識や情報
を得ることに役立つことに気付いている。(⑶オ)

【思考・判断・表現】
○「読むこと」において、目的を意識して、中心とな
る語や文を見付けて要約している。(C⑴ウ)

【言語活動例】
・記録や報告などの文章を読み、文章の一部を引
用して、分かったことや考えたことを説明したり、意
見を述べたりする活動。(C⑵ア)
・学校図書館などを利用し、事典や図鑑などから情
報を得て、分かったことなどをまとめて説明する活
動。(C⑵ウ)

【態度】
・分類を手がかりに目的の本を見つけ、読んでわ
かったことを記録しようとしている。

言葉の広場①
漢字辞典の使い方
教科書：P50

△漢字辞典の引き方を理解し、活用す
る。

☆学習用語：漢字辞典／総画数／漢字
／音／訓／部首／画数／音訓索引／総
画索引／部首索引／五十音順／片仮名
／平仮名／見出し／索引／順序／筆順
／漢字の成り立ち

【知識・技能】
◎比較や分類の仕方、必要な語句などの書き留め
方、引用の仕方や出典の示し方、辞書や事典の使
い方を理解し使っている。(⑵イ)
○漢字が、へんやつくりなどから構成されているこ
とについて理解している。(⑶ウ)

【態度】
・積極的に辞書や事典の使い方を理解し、学習の
見通しをもって漢字辞典を活用しようとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

2 ４．設問に従って、部首索引・総画索引・音訓索引を活用して漢
字を調べる。
＊一人一人が独力で、それぞれの引き方で調べられるようにす
る。
＊どの索引を使えば引きやすいかを見当づけられるようにす
る。見当をつけさせて引かせ、友達どうしでどの引き方がわかり
やすかったのかを発表させると、さらに引き方に慣れさせること
ができる。
＊知らない漢字や熟語に出会ったときには、辞典を活用するこ
との便利さを意識できるように、辞典の使い方に慣れさせておく
とよい。

言葉の広場①
漢字辞典の使い方
教科書：P50

△漢字辞典の引き方を理解し、活用す
る。

☆学習用語：漢字辞典／総画数／漢字
／音／訓／部首／画数／音訓索引／総
画索引／部首索引／五十音順／片仮名
／平仮名／見出し／索引／順序／筆順
／漢字の成り立ち

【知識・技能】
◎比較や分類の仕方、必要な語句などの書き留め
方、引用の仕方や出典の示し方、辞書や事典の使
い方を理解し使っている。(⑵イ)
○漢字が、へんやつくりなどから構成されているこ
とについて理解している。(⑶ウ)

【態度】
・積極的に辞書や事典の使い方を理解し、学習の
見通しをもって漢字辞典を活用しようとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

１学期 6月 3
(話す聞く

3)

話聞 1 ＜見通しをもとう＞
1．話を聞いてメモを取った経験を振り返り、どのような目的でど
のようにメモを取ってきたのか、自分の経験をもとに話し合う。
＊児童が話を聞く場面で工夫してきたことや、メモを取っていて
も困っていたことなどを整理しながら話し合っていくとよい。
2．教師が工場長の前田さんの話を音読し、メモを取りながら聞
く。
3．自分が書いたメモを振り返り、よい点と課題が残る点を考え
る。
4．自分が書いたメモのよい点と課題が残る点について話し合
う。
5．次時の学習の見通しをもつ。
＊これからよりよいメモの取り方を学ぶことを確認し、次時への
学習意欲を高める。

2 ＜話そう・聞こう＞
6．p.55を読んで、東野さんたちのメモの取り方の工夫を見つけ
る。
7．メモの取り方の工夫について話し合う。
8．自分に生かすことができるメモの取り方を考える。
9．友達にインタビューをして、メモを取りながら聞いたことをまと
める。
10．メモの取り方について振り返る。
＊インタビューをしながらメモを取ってみて、自分がわかったこと
や思ったこと、考えたことを伝えるようにする。

3 ＜ふり返ろう＞
11．東野さんたちのメモの工夫を踏まえて、更によくなるように考
える。
12．東野さんたちのメモの工夫を踏まえて、これからメモを取ると
きに、大切にしたいと思うことや実践してみたいことについて話
し合う。
＊日常生活においても大事なことを落とさないように工夫してメ
モを取りながら聞くことができるように意欲づける。

１学期 6月 10
(書く10)

書く 1 ＜見通しをもとう＞
１．「学習の進め方」を読み、何を誰に報告するのかを考え、学
習活動の見通しをもつ。
＊相手意識や、目的意識をしっかりともたせる。
＊学習の流れを確認し、見通しをもって活動できるようにする。

2・3 ＜決めよう・集めよう＞
２．課題を見つけ、伝えたいことを決める。
(1)自分が調べたい課題を見つける。
＊学校図書館や各種資料をもとに取材活動を行う。
＊社会科の教科書や資料などをもとに、疑問に思ったことなど
から課題が設定できるようにする。
＊教師が教えるのではなく、児童が発見できるようにする。
(2)見学してきたことをもとに、伝えたいことを決める。
＊それぞれの見学メモが一覧できるようにし、見学前に考えてい
た課題と見学してわかったことが比較できるようにする。
＊見学してさらに疑問に感じたことなども調べ、メモに書く。
＊何を伝えたいか(リーフレットに書きたいか)を決める際には、
読む人が誰かを意識させるとよい。

4～6 ＜組み立てよう＞
３．リーフレットの組み立てを考える。
(1)メモの中から取り上げたい項目を選ぶ。
＊見学メモや調べたことメモの中から、特に伝えたいことを探
す。P60のように、メモに「くふう①」と番号をつけるなど、メモに直
接書き込みながら、取り上げる要素を考えさせる。
(2)伝えたいことが明確になるような構成・配置を考える。
＊P61上段のような下書き用紙を使い、リーフレットの構成を考
える。伝えたいことが明確になるような構成を児童に考えさせ
る。参考としてさまざまな構成(割り付け)例を提示するとよい。
＊前時から使っていたメモを直接下書き用紙に貼り、構成を考
えるとよい。
(3)グラフや図、写真などを整理したり、それぞれの項目と関連づ
けたりする。
＊引用資料やグラフ、出典を適切に用いるように指導する。その
際、書く内容に対してどのような図やグラフがあるとわかりやすく
なるか、客観的な資料を使うことで、どのような点が明確になる
かをおさえておくようにする。

7・8 ＜書こう＞
４．リーフレットを作る。
下書き用紙と見比べ、必要なことが抜けていないかを確認す
る。
＊特に、見出し、文末表現や敬体の表現について丁寧に指導す9 ＜読み返そう＞
５．読み返す。
＊見出しやイラストの工夫などについてもあわせて指導したい。
読む人を考えた工夫がなされているかについて、再度確認す
る。
＊かぎの使い方、直し方などを確認する。10 ＜伝え合おう＞
６．読み合う。
＊学級で交流し、伝えたいことがはっきり伝わるように書かれて
いるか、意見を述べ合う。
＊完成したリーフレットは、想定した読み手に合わせた場所に展
示できるとよい。

＜ふり返ろう＞
７．伝わりやすい組み立てにするために、工夫したことを振り返
る。

必要なじょうほうを落とさないように聞こう
メモの取り方のくふう
教科書：P54

◇メモの取り方を工夫したり、質問したり
しながら聞き、話し手が伝えたいことや自
分が聞きたいことの中心を捉え、自分の
考えをもつ。

☆学習用語：聞き取りメモ／理由／ポス
ター／縦書き／横書き／箇条書き

【知識・技能】
◎比較や分類の仕方、必要な語句などの書き留め
方、引用の仕方や出典の示し方、辞書や事典の使
い方を理解し使っている。(⑵イ)

【思考・判断・表現】
◎「話すこと・聞くこと」において、必要なことを記録
したり質問したりしながら聞き、話し手が伝えたいこ
とや自分が聞きたいことの中心を捉え、自分の考え
をもっている。(A⑴エ)

【言語活動例】
・説明や報告など調べたことを話したり、それらを聞
いたりする活動。(A⑵ア)

【態度】
・メモの取り方を工夫したり、相手に質問したりしな
がら、必要な情報について積極的に聞き、自分の
考えをもとうとしている。

三 伝わりやすい組み立てを考えて書こう
リーフレットでほうこく
教科書：P58
 
■リーフレットの特徴を生かした組み立
てを考え、見学したことや調べたことを報
告する。

★ここが大事：組み立てをくふうする

☆学習用語：課題／リーフレット／組み
立て／資料／説明／効果的に伝える／
読み返す／出典／引用／見出し

【知識・技能】
 ◎漢字と仮名を用いた表記、送り仮名の付け方、
改行の仕方を理解して文や文章の中で使うととも
に、句読点を適切に打っている。また、第３学年に
おいては、日常使われている簡単な単語について、
ローマ字で表記されたものを読み、ローマ字で書い
ている。(⑴ウ)

【思考・判断・表現】
 ◎「書くこと」において、書く内容の中心を明確に
し、内容のまとまりで段落をつくったり、段落相互の
関係に注意したりして、文章の構成を考えている。
(B⑴イ)

【言語活動例】
 ・調べたことをまとめて報告するなど、事実やそれ
を基に考えたことを書く活動。(B⑵ア)

【態度】
 ・積極的に、書く内容の中心を明確にし、文章の構
成を考え、学習の見通しをもってリーフレットの組み
立てを考えようとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

１学期 6月 2
(書く2)

書く 1  １．教材の学習の進め方を理解して見通しをもち、手紙を書くこ
とに興味をもつ。
＊３年時の学習『自分の気持ちを手紙に』を想起させ、その学習
との違いを明確にする。

２．封筒、はがき、電子メールのそれぞれの書式や目的の違い
について話し合う。

３．はがき、電子メールにおける手紙の構成を確認する。
＊川上さんの手紙を読みながら、案内のはがきの構成を板書で
確認する（P64の注記と対比しながら、構成を確認する）。
＊島崎さんの手紙を読みながら、電子メールの構成を板書で確
認する（P65の注記と対比しながら、構成を確認する）。

2 ４．誰にどのような案内やお願いをするのかを考えながら、手紙
に書く事柄を決める。
＊社会科の学習や総合的な学習の時間の活動など、学級の実
態に合わせて相手や依頼の目的を設定するとよい。

５．構成を考えながら案内の手紙またはお願いの手紙の文章を
書いたり、まちがいがないか読み直したりする。
＊季節の言葉は、子どもたちが自分で考えてもよいし、「手紙の
書き方」などの類書から、教師が児童の実態に合ったものをいく
つか用意しておいてもよい。
＊時間があれば、お互いの手紙を読み合う。

６．はがきや電子メールの特徴を踏まえて、相手や目的に合った
手紙を書くために、どのようなことに気をつけたか振り返る。

１学期 6月 4
(書く1)

文化 1 １．P66・67を読んで、学習のめあてをつかむ。
＊短歌の特徴をつかみ、短歌を読み、リズムを感じたり、情景を
イメージしたりすることをおさえる。

２．短歌の特徴を知る。
＊P66の持統天皇の歌をもとに、音数を確かめる。

2・3 ３．解説を読みながら、それぞれの短歌の描き出す情景や心情
を想像して音読する。
＊写真などを手がかりにしながら、どんな情景や心情が描かれ
ているのかを頭の中に思い浮かべさせる。
＊リズムや響きを感じ取ることを大事にしたい。
＊音読しての感想を自由に言わせてもよい。

4 ４．好きな短歌を選んで、書き写したり、感想を書いたりする。
＊リズムを意識しながら、何度も声に出して読ませる。また、気
に入った短歌を選んで、ノートに書き、友達どうしで交流させる。

１学期 7月 2 漢字 1 １．学習内容を理解し、学習の見通しをもつ。
＊漢字の音を表す部分について知り、漢字を正しく使うことがで
きるようになるという学習課題を確かめ、今後の学習に生かして
いくよう意識づける。

２．「持・時」「飯・板」に共通している部分がそれぞれ何を表して
いるか考える。
＊全ての漢字に「音を表す部分」があるわけではない。ここで
は、漢字の中には「音を表す部分」をもつものがあることに着目
できればよい。なお、「形声文字」の語は五下で学ぶ。

３．例示する漢字の部首と音を表す部分が、それぞれ、「へん」
や「つくり」など構成要素のどの位置にあるかを確かめ、話し合
う。
＊部首と同様に、音を表す部分が、偏旁冠脚のさまざまな位置
にあることがわかればよい。

2 ４．P73の上段の設問を解き、音を表す部分への関心を深める。
＊提示の文を各自で音読する。
＊この学習を通して、未習の漢字でも、音を表す部分を手がか
りに、経験的に読み方を推測できることに役立てればよい。

５．漢字辞典の音訓索引を使い、音を表す部分を共通にもつ漢
字の仲間を探し、ノートにまとめ、発表し合う。
＊調べた漢字を使う熟語を集めたり、短文を作ったりするとよ
い。
(例)「体育館の前で水道管の工事が始まりました。」
＊漢字辞典や巻末の『漢字を学ぼう』などを活用して調べる活
動を十分に取り入れ、興味・関心を喚起できるようにする。

６．音を表す部分の中には、文字によって音が違うものがあるこ
とを知る。
＊「主・住・注・柱」など、例示の漢字を使う熟語を探したり、短文
を作ったりして、それぞれの読み方を声に出して確かめるとよ
い。
(例)「主」…「主語・住所・注意・電柱」

１学期 7月 1
(書く1)

都道府県名に用いる漢字
教科書：P74

△都道府県名に用いる漢字などを使って
文を書く。

☆学習用語：都道府県

漢字 3 ５．都道府県名に用いる漢字について学ぶ。
＊社会科における都道府県の名称と位置についての学習と関
連づけて指導する。なお、社会科と関連づけて、指導する時期
や内容を意図的・計画的に位置づけるようにする。
＊都道府県について知っていることを発表する。
＊47ある都道府県名の読み方を確認し、覚える。
＊新出漢字の書き方を学ぶ。

６．都道府県名を使って文を作り、発表し合う。
＊正しく漢字が使われているかを確かめ合う。
＊互いの文のよいところを発表し合うようにする。

【知識・技能】
◎第３学年及び第４学年の各学年においては、学
年別漢字配当表の当該学年までに配当されている
漢字を読んでいる。また、当該学年の前の学年まで
に配当されている漢字を書き、文や文章の中で使う
とともに、当該学年に配当されている漢字を漸次書
き、文や文章の中で使っている。(⑴エ)

【態度】
・積極的に前学年や当該学年で配当されている漢
字を文や文章の中で使い、学習課題にそって、都
道府県名を覚えたり書いたりしようとしている。

言葉の文化①
短歌の世界
教科書：P66

△短歌を声に出して読み、言葉のリズム
にふれる。

☆学習用語：短歌

【知識・技能】
◎易しい文語調の短歌や俳句を音読したり暗唱し
たりするなどして、言葉の響きやリズムに親しんで
いる。(⑶ア)

【思考・判断・表現】
○「書くこと」において、自分の考えとそれを支える
理由や事例との関係を明確にして、書き表し方を工
夫している。(B⑴ウ)

【言語活動例】
・調べたことをまとめて報告するなど、事実やそれを
基に考えたことを書く活動。(B⑵ア)

【態度】
・すすんで易しい文語調の短歌を音読したり暗唱し
たりするなどし、学習の見通しをもって、言葉のリズ
ムを楽しんだり様子や気持ちを想像したりしようとし

漢字の広場②
漢字の音を表す部分
教科書：P72

△形声文字における部首と音符につい
て知り、漢字を覚えたり使ったりするとき
に役立てる。

☆学習用語：音／部首／音訓索引

【知識・技能】
◎漢字が、へんやつくりなどから構成されているこ
とについて理解している。(⑶ウ)

【態度】
・すすんで漢字がへんやつくりなどから構成されて
いることについて理解し、学習課題にそって、「音を
表す部分」を漢字を覚えたり使ったりすることに役
立てようとしている。

相手やもくてきに合わせて手紙を書こう
いろいろな手紙
教科書：P64

■手紙の書き方を知り、送る相手や伝え
る目的に合わせて手紙を書く。

☆学習用語：後付け／始めの挨拶／季
節の言葉／自己紹介／結びの挨拶

【知識・技能】
◎丁寧な言葉を使うとともに、敬体と常体との違い
に注意しながら書いている。(⑴キ)
 
【思考・判断・表現】
◎「書くこと」において、相手や目的を意識して、経
験したことや想像したことなどから書くことを選び、
集めた材料を比較したり分類したりして、伝えたい
ことを明確にしている。(B⑴ア)

【言語活動例】
・行事の案内やお礼の文章を書くなど、伝えたいこ
とを手紙に書く活動。(B⑵イ)

【態度】
・粘り強くまちがいを正したり、相手や目的を意識し
た表現になっているかを確かめ、学習の見通しを
もって、送る相手や伝える目的に合わせた手紙を書
こうとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

１学期 7月 2
(書く2)

三年生で学んだ漢字②
教科書：P76

△絵を見て想像したことをもとに、３年生
で学んだ漢字などを使って文を書く。

漢字 4・5 ７．教科書の絵を見て、描かれている様子について説明する。
＊P76の絵を拡大して黒板に貼っておくと、指導する事柄を児童
たち全体に示しやすくなる。
＊絵の中にある３年生で学んだ漢字の読み方を再確認する。
＊絵に描かれたことと、言葉からわかる病院の中の様子をでき
るだけたくさん発表できるようにする。

８．３年生までに習った漢字を使って、絵に描かれている様子や
物、人物がしていることなどを説明する文を書く。
＊描かれている人物と行為、場や時間の状況、物品など、視点
を提示するとわかりやすい。
＊自分が書こうとしていることが、はっきりわかるよう書き表し方
を工夫するようはたらきかける。
＊条件をつけて文を書くように促すと、記述の仕方に工夫がみ
られるようになる。

９．書いた文を見直し、適切な表現に替えたり、まちがいを正し
たりして、発表し合う。
＊敬体と常体が混在している場合は、読み直して、どちらかに
統一するようはたらきかける。
＊正しく漢字が使われているかどうかを確かめ合う。
＊互いの文や文章のよいところを発表し合うようにする。

10．学習を振り返る。
＊送り仮名の使い方や都道府県名に用いる漢字について正しく
理解したり、漢字の使い方や表記などを理解できるようにしたり
し、日常の言語生活にも生かしていくよう意識づける。

【知識・技能】
◎第３学年及び第４学年の各学年においては、学
年別漢字配当表の当該学年までに配当されている
漢字を読んでいる。また、当該学年の前の学年まで
に配当されている漢字を書き、文や文章の中で使う
とともに、当該学年に配当されている漢字を漸次書
き、文や文章の中で使っている。(⑴エ)

【思考・判断・表現】
○「書くこと」において、自分の考えとそれを支える
理由や事例との関係を明確にして、書き表し方を工
夫している。(B⑴ウ)

【言語活動例】
・詩や物語をつくるなど、感じたことや想像したこと
を書く活動。(B⑵ウ)

【態度】
・積極的に前学年や当該学年で配当されている漢
字を使い、学習課題にそって、教科書の絵の中の
言葉を使って文を書こうとしている。

１学期 7月 10
(話す聞く

2)

読む 1 ＜見通しをもとう＞
１．学習の見通しをもつ。
(1)単元扉とP78を読み、伝統芸能「落語」について知る。
＊「話芸」、「落語家(噺家)」、「落ち」などの言葉と意味を知り、落
語に対する興味を高める。
(2)落語『ぞろぞろ』の音声を聴いて／映像を見て、友達と感想を
伝え合う。
＊できるだけ実際の落語を見せるなどして、落語のおもしろさに
ふれることを大事にする。

2 ＜たしかめよう＞
２．話の全体をつかむ。
(1)落語の特徴の一つである「繰り返し」に着目する。
＊繰り返しの効果を考えながら声に出して読むようにする。
(2)場面の様子や登場人物のやりとりを想像して読む。
＊登場人物のやり取りを具体的に想像して、せりふの言い方な
どをイメージする。

3～5 ＜くわしくよもう＞
３．場面の様子や登場人物の気持ちを想像して読み、おもしろ
いところを見つける。
(1)茶店のじいさんの「お稲荷さんのご利益」に対する考え方は、
落語のはじめと終わりでどのように変わったかを考える。
(2)茶店のじいさんのせりふと、床屋の親方のせりふを手がかり
に、二人がそれぞれどのような様子や気持ちなのかを想像す
る。6・7 ＜まとめよう＞
４．おもしろいと思ったところについて、なぜそう思ったのか、自
分なりの理由を考える。
＊落ち、言葉のくり返し、話の構成、話し方など、おもしろいと
思った理由を具体的に示せるようにする。
＊音読したり、演じたりするときに、いちばん盛り上げたいところ
はどの場面かを考えさせ、自分が演じてみたい場面や人物にし
ぼって練習や発表をするようにつなげていく。

8・9 ＜つたえあおう＞
５．みつけたおもしろいところが伝わるように、音読したり落語の
ように演じたりする。
(1)おもしろいところが伝わるように、工夫して音読したり、演じた
りする。
＊読むときにどのような工夫ができそうか、実際の落語を見たり
聞いたりして、噺家の話し方のおもしろいところや上手だと思っ
たことを話し合わせるとよい。
＊P93の音読記号や読むときの気持ちを書きこんだ音読台本を
作って、読み方の工夫を具体化する方法もある。
＊P94「言葉」とP95「ここが大事」を確認し、顔の向きや登場人
物に応じて話し方を変えるなどの工夫をする。
(2)友達が工夫しているところを見つけ、感想を伝え合う。

10 ＜ふり返ろう＞
６．おもしろいと思ったところを伝え合った活動を振り返り、感想
をノートに書く。
＊読み方を工夫するときに気をつけたことを振り返る。
＊P95「本を読もう」の落語の本を紹介し、興味関心を深める。

四　落語を声に出して楽しもう
落語　ぞろぞろ
教科書：P78

□落語を読んで見つけたおもしろさが伝
わるように、音読したり演じたりして楽し
む。

★ここが大事：読み方をくふうする

☆学習用語：噺家／落語／落語家／話
芸／聞き手／繰り返し／せりふ／言葉づ
かい／音読記号／間／話し手／話し言
葉

【知識・技能】
◎相手を見て話したり聞いたりするとともに、言葉
の抑揚や強弱、間の取り方などに注意して話してい
る。(⑴イ)
◎文章全体の構成や内容の大体を意識しながら音
読している。(⑴ク)

【思考・判断・表現】
○「読むこと」において、登場人物の行動や気持ち
などについて、叙述を基に捉えている。(C⑴イ)
○「読むこと」において、登場人物の気持ちの変化
や性格、情景について、場面の移り変わりと結び付
けて具体的に想像している。(C⑴エ)
◎「読むこと」において、文章を読んで理解したこと
に基づいて、感想や考えをもっている。(C⑴オ)
◎「読むこと」において、文章を読んで感じたことや
考えたことを共有し、一人一人の感じ方などに違い
があることに気付いている。(C⑴カ)

【言語活動例】
・詩や物語などを読み、内容を説明したり、考えたこ
となどを伝え合ったりする活動。(C⑵イ)

【態度】
・すすんで場面の様子や登場人物の気持ちを具体
的に想像して読み、おもしろいと思ったところを伝え
合い、今までの学習を生かして落語を音読したり演
じたりして楽しもうとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

１学期 7月 1 読書の広場②
ひろがる読書の世界
教科書：P96

△「本について語り合う」、「同じ作者の本
を読む」という学習活動を通して、幅広く
読書に親しむ。

読書 1 １．「本について語り合う」、「同じ作者の本を読む」という学習内
容を捉え、学習の見通しをもつ。

２．学校の図書室や地域の図書館などで、興味のある本を借り
て、本について語り合ったり、今まで読んできた本を「読書りれ
き」などを活用して振り返り、印象に残っている本を書いた作者
の別の作品を読んでみたりする。
＊夏休みの宿題との関連などが考えられる。

３．学習を振り返る。

【知識・技能】
◎幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知識や情報
を得ることに役立つことに気付いている。(⑶オ)

【思考・判断・表現】
○「読むこと」において、文章を読んで感じたことや
考えたことを共有し、一人一人の感じ方などに違い
があることに気付いている。(C⑴カ)

【言語活動例】
・詩や物語などを読み、内容を説明したり、考えたこ
となどを伝え合ったりする活動。(C⑵イ)

【態度】
・読書生活を振り返り、読みたい本を選んだり、これ
からの読書生活を考えたりしている。

２学期 9月 6
(話す聞く

6)

話聞 1 ＜見通しをもとう＞
１．単元名やリード文を読み、話の組み立てを考えて発表すると
いうめあてについて確認し、学習計画を立てる。

2 ＜決めよう・集めよう＞
２．話すための写真を選ぶ。
＊p.98・99の４枚の写真を見て、写っているもの、写真の撮り方
の特徴を話し合って整理する。

3 ＜組み立てよう＞
３．読み取ったことを整理し、組み立てを考える。
 (1) p.100を参考に読み取れることをメモにまとめ、組み立てを考
える。
＊写真を見て気づいたことや想像したことをメモにまとめる。
＊メモをもとに、話す構成を考える。
＊北原さんの発表を参考にして、話す練習をする。
＊グループで聞き合い、感想や意見を交流する。

4 ＜話そう・聞こう＞
４．発表する。
 (1) メモをもとに写真を見せながら発表する。
＊教科書の写真を使って発表するだけでなく、自分で撮影した
写真や、探してきた写真をもとにして話す活動も取り入れる。そ
の際も同様の流れを踏まえる。
・写真を決める。
・写真から読み取ったことをメモにまとめる。
・メモをもとに話す構成を考える。
・発表し合う。

5 ＜伝え合おう＞
５．感想を伝え合う。
 (1) 自分や友達の発表を振り返る。
＊写真のどの部分からそう考えたのか、相手にわかるように発
表することができたか、人によっていろいろな見方や考え方があ
ることがわかったかどうか確かめる。

6 ＜ふり返ろう＞
６．学習を振り返る。

２学期 9月 5
(書く5)

書く 1 ＜見通しをもとう＞
 １．新聞の作り方を読んで作り方の流れを知り、学習の見通しを
もつ。
(1)教科書の新聞例から、どんな工夫をしているか話し合う。
＊一般紙やこども新聞と比較する。できればこども新聞のほう
が読みやすい。
＊新聞をとっていない家庭もあるので学校で準備するとよい。

(2)教科書の新聞の作り方を読んで、活動の流れを確認する。
＊割り付け、トップ記事、題名、見出しなど、新聞を書くうえで必
要な事項を確認する。
＊情報の重要度によって、記事の大きさや位置を工夫している
ことを確認する。
＊写真や図表の効果について確認する。

＜決めよう・集めよう＞
２．知らせたいことを決め、調べる。
(1)記事を書くために取材をする。
＊相手や目的に応じて何を書くのかを考えさせる。
＊相手に応じて取材する内容を考えさせる。

2 ＜組み立てよう＞
３．記事の割り付けを考える。
＊新聞の内容、目的に合わせて、トップ記事を決めさせる。
＊誰がどの記事を書くかの分担を決めさせる。
＊伝えたいことの中心を決めて、簡潔に一文を短くして書くよう
指導する。
＊記事の順番や大きさなどの違い、また、どんな写真を選ぶか
などによって、読み手に与える印象が変わってくることなどにつ
いても意識させる。（メディア学習の観点）

3 ＜書こう＞
４．記事の下書きをする。
＊伝えたいことの中心を決めて、簡潔に一文を短くして書くよう
指導する。

4 ＜読み返そう＞
５．読み返して、清書する。
＊書き方がわかりやすいかどうか、交流をさせるようにする。
＊記事の見出しのつけ方やデザインの仕方によって印象が変
わってくることなどについても理解できるようにしたい。（メディア
学習の観点）

五　話の組み立てを考えて発表しよう
写真から読み取る
教科書：P98

◇伝えたいことをはっきりさせて、理由や
事例などをあげながら筋道を立てて話
す。

★ここが大事：写真から読み取ったことを
話す

【知識・技能】
◎考えとそれを支える理由や事例、全体と中心など
情報と情報との関係について理解している。(⑵ア)

【思考・判断・表現】
◎「話すこと・聞くこと」において、相手に伝わるよう
に、理由や事例などを挙げながら、話の中心が明
確になるよう話の構成を考えている。(A⑴イ)

【言語活動例】
・説明や報告など調べたことを話したり、それらを聞
いたりする活動。(A⑵ア)

【態度】
・粘り強く、理由や事例などを挙げながら話の中心
が明確になるように構成を考え、学習の見通しを
もって、写真から読み取ったことを話そうとしてい
る。

六　集めたざいりょうでわかりやすく伝え
よう
作ろう学級新聞
教科書：P102
 
■割り付けを工夫して、わかりやすい紙
面の新聞を作る。

★ここが大事：新聞で伝える

☆学習用語：新聞／見出し／題名／発
行日／発行者／トップ記事／割り付け／
清書／下書き／読み返す

【知識・技能】
◎漢字と仮名を用いた表記、送り仮名の付け方、
改行の仕方を理解して文や文章の中で使うととも
に、句読点を適切に打っている。また、第３学年に
おいては、日常使われている簡単な単語について、
ローマ字で表記されたものを読み、ローマ字で書い
ている。(⑴ウ)
◎考えとそれを支える理由や事例、全体と中心など
情報と情報との関係について理解している。(⑵ア)

【思考・判断・表現】
◎「書くこと」において、相手や目的を意識して、経
験したことや想像したことなどから書くことを選び、
集めた材料を比較したり分類したりして、伝えたい
ことを明確にしている。(B⑴ア)

【言語活動例】
・調べたことをまとめて報告するなど、事実やそれを
基に考えたことを書く活動。(B⑵ア)

【態度】
・粘り強くまちがいを正したり文章を整えたりし、学
習の見通しをもって新聞を作ろうとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

5 ＜伝え合おう＞
６．新聞を読み合う。
＊学級で交流し、伝えたいことがはっきり伝わるように書かれて
いるか、意見を述べ合う。
＊国語の授業や他教科等の学習に生かすようにする。

＜ふり返ろう＞
７．どんなところを工夫して、資料を集めたり、新聞を作ったりし
たか振り返る。

六　集めたざいりょうでわかりやすく伝え
よう
作ろう学級新聞
教科書：P102
 
■割り付けを工夫して、わかりやすい紙
面の新聞を作る。

★ここが大事：新聞で伝える

☆学習用語：新聞／見出し／題名／発
行日／発行者／トップ記事／割り付け／
清書／下書き／読み返す

【知識・技能】
◎漢字と仮名を用いた表記、送り仮名の付け方、
改行の仕方を理解して文や文章の中で使うととも
に、句読点を適切に打っている。また、第３学年に
おいては、日常使われている簡単な単語について、
ローマ字で表記されたものを読み、ローマ字で書い
ている。(⑴ウ)
◎考えとそれを支える理由や事例、全体と中心など
情報と情報との関係について理解している。(⑵ア)

【思考・判断・表現】
◎「書くこと」において、相手や目的を意識して、経
験したことや想像したことなどから書くことを選び、
集めた材料を比較したり分類したりして、伝えたい
ことを明確にしている。(B⑴ア)

【言語活動例】
・調べたことをまとめて報告するなど、事実やそれを
基に考えたことを書く活動。(B⑵ア)

【態度】
・粘り強くまちがいを正したり文章を整えたりし、学
習の見通しをもって新聞を作ろうとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

２学期 9月 2 漢字 1 １．学習内容を理解し、学習の見通しをもつ。
＊送り仮名のつけ方について理解し、漢字を正しく使うことがで
きるようになるという学習課題を確かめ、今後の学習に生かして
いくよう意識づける。
＊三上『漢字の広場③　送りがな』で学んだ内容の定着状況を
把握しておく。

２．言い方によって形が変わる言葉の送り仮名を考える。
＊「ふつうの言い方」「ていねいな言い方」「動作を打ち消す言い
方」「動作がすんだことを表す言い方」などの観点をもとに、送り
仮名の違いを考える。
＊動詞として使われる漢字について、活用によって送り仮名が
どう変わるのかを具体的に考え、的確に読み書きできるようにし
ていきたい。

３．送り仮名に着目し、常体を敬体に変えて、話し合う。
＊それぞれの語を使い短文を作り、比較するとよい。
(例)わたしは、きのう、本を読まなかった。
　　 わたしは、きのう、本を読みませんでした。
＊活用語尾を送るという送り仮名の原則的なつけ方についての
理解を深め、活用についての意識がもてるようにする。

2 ４．P107の上段の設問を解き、例文を常体と敬体、肯定と否定、
現在形と過去形などにそれぞれ書きかえ、送り仮名を確認す
る。
＊常体と敬体、肯定と否定、現在形と過去形などの別に基づく
動詞の語形変化の法則性を経験的に理解できるようにする。

５．訓読みが複数ある漢字について、送り仮名によって読み方と
意味を使い分けることについて習熟を図る。
＊今後の新出漢字の学習で、送り仮名がつくものについては、
送り仮名に注意して書くことができるよう、この教材で意識化で
きるようにしておく。

６．動詞として使われる漢字を集め、活用によって送り仮名がど
う変わるかを調べ、発表する。
＊発表に際しては、意味の通る短い文で書き表すようはたらき
かけたい。２学期 9月 2

(書く2)
三年生で学んだ漢字③
教科書：P108

△絵を見て想像したことをもとに、３年生
で学んだ漢字などを使って文を書く。

漢字 3・4 ７．教科書の絵を見て、描かれている様子について説明する。
＊P108の絵を拡大して黒板に貼っておくと、指導する事柄を児
童たち全体に示しやすくなる。
＊絵の中にある３年生で学んだ漢字の読み方を再確認する。
＊絵に描かれたことと、言葉からわかる教室の様子をできるだ
けたくさん発表できるようにする。
＊席の近くの友達と、クラスの友達のよいところについて、話し
合うとよい。

８．３年生までに習った漢字を使って、絵に描かれている様子や
物、人物がしていることなどを説明する文を書く。
＊自分が書こうとしていることが、はっきりわかるよう書き表し方
を工夫するようはたらきかける。
＊条件をつけて文や文章を書くように促すと、記述の仕方に工
夫が見られるようになる。

９．表現を改めたり、書きまちがいなどを正したりして、書いた文
を発表し合う。
＊敬体と常体が混在している場合は、読み直して、どちらかに
統一するようはたらきかける。
＊正しく漢字が使われているかを確かめ合う。
＊互いの文や文章のよいところを発表し合うようにする。

10．学習を振り返る。
＊漢字の音を表す部分について正しく理解したり、漢字の使い
方や表記などを理解できるようにしたりし、日常の言語生活にも
生かしていくよう意識づける。

【知識・技能】
◎第３学年及び第４学年の各学年においては、学
年別漢字配当表の当該学年までに配当されている
漢字を読んでいる。また、当該学年の前の学年まで
に配当されている漢字を書き、文や文章の中で使う
とともに、当該学年に配当されている漢字を漸次書
き、文や文章の中で使っている。(⑴エ)

【思考・判断・表現】
○「書くこと」において、自分の考えとそれを支える
理由や事例との関係を明確にして、書き表し方を工
夫している。(B⑴ウ)

【言語活動例】
・「書くこと」において、自分の考えとそれを支える理
由や事例との関係を明確にして、書き表し方を工夫
している。(B⑴ウ)

【態度】
・積極的に前学年や当該学年で配当されている漢
字を使い、学習課題にそって、教科書の絵の中の
言葉を使って文を書こうとしている。

漢字の広場③
送りがなのつけ方
教科書：P106

△送り仮名は、漢字の読みや意味をはっ
きりさせるはたらきをもつことを理解し、
漢字を正しく使う。

☆学習用語：送り仮名

【知識・技能】
◎漢字と仮名を用いた表記、送り仮名の付け方、
改行の仕方を理解して文や文章の中で使うととも
に、句読点を適切に打っている。また、第３学年に
おいては、日常使われている簡単な単語について、
ローマ字で表記されたものを読み、ローマ字で書い
ている。(⑴ウ)

【態度】
・すすんで送り仮名の付け方を理解して文や文章の
中で使い、学習課題にそって、漢字を正しく使おうと
している。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

２学期 9～
10月

9
(書く2)

読む 1・2 ＜見通しをもとう＞
１．単元扉を読んで、学習の見通しをもつ。
＊場面の様子を比べながら人物の思いを想像して読み、物語の
感想文を書くという単元の見通しをもたせる。
＜たしかめよう＞
２．場面の様子を大きく捉え、物語の全体像をつかむ。
(1)「一つの花」という題名から、どのようなことを想像したか、友
達と話し合う。
＊既に本文を読んでいて、内容を知っている児童が多い場合
は、「一つ」という言葉を意識化させて、その印象を話し合わせ
てもよい。
(2)この物語がどのようなお話なのか、次のことに注意しながら、
確かめる。
●どのような人物が出てくる物語か。（登場人物）
●いつの時代の物語か。（時代背景）
●どのようなできごとが起きたか。（あらすじ）
(3)初発の感想をまとめる。

3～6 ＜くわしくよもう＞
３．戦争中と十年後の場面を比べながら、ゆみ子の様子や、お
父さんとお母さんの思いを読み、文章中に繰り返し出てくる「一
つ」という言葉の意味を考え、話し合う。
(1)戦争中と十年後の場面を、次のような観点で比べて、表など
に整理し、考えたことを話し合う。
●お父さんとお母さん　●ゆみ子　●ゆみ子の家
●その他（食べ物など）
＊教科書に示されている観点の他に、子どもたちから出てきた
観点も適宜取り上げる。
＊「ゆみ子のしたこと」や「お父さん・お母さんのしたこと」は、本
文中から具体的に（要約して）引用する。
(2)題名「一つの花」と文章中に繰り返し出てくる「一つ」という言
葉が、それぞれどのような意味で使われているのか考え、話し
合う。
＊思いつきや感想ではなく、前時までの学習を踏まえて、根拠を
はっきりさせながら考えを発表し合う。
＊戦争中の場面では「一つ」「一つだけ～」などの言葉が頻出し
ている。一方、十年後の場面では、「一つ」という言葉は出てこ
ず、「いっぱい」「お話しているかのよう～」「お肉とお魚と、どっち
～」となっている。「戦争中」と「戦後」を比べることを通して、「一
つ」の意味を考える。
＊「願いや気持ち」は、はっきりした記述がない。本文から離れ

7・8 ＜まとめよう＞
４．題名「一つの花」と、文章中に出てくる「一つ」という言葉の意
味について考えたことがわかるように、心に残った場面やできご
とをはっきりさせて、物語の感想文を書く。
＊P121に感想文の書き方の例がある。内容を一、二点にしぼ
り、特に心に残った場面やできごとについて書くようにする。
＊「ここが大事」を確認し、題名や文章中で繰り返し出てくる言葉
に着目して作品に込められたメッセージや作者の思いについて
考え、自分の感想や考えがわかるように書くようにする。

9 ＜つたえあおう＞
５．書いた感想文を友達と読み合う。

＜ふり返ろう＞
６．学習を振り返る。
(1)詳しく読む前と読んだ後で、物語に対する感じ方がどのように
変わったか振り返る。
＊初発の感想と読み深めた後の感想の違いを意識させる。
(2)感想文を書くときに気をつけたことはどんなことか振り返る。
＊伝える相手は友達である。互いに物語の内容を知っていると
いう前提で、自分の思いや考えがわかるように書くことが大切で
あると意識させる。

２学期 10月 2 言語 1 １．冒頭の会話文を通して、修飾語のはたらきの違いに気づく。
＊冒頭の会話文から、二人の感心していることが違うと受け取
れるのは、文のどの部分が異なっているからか発表させる。
＊修飾語が異なることに関心をもたせ、文意の違いを考えさせ
る。

２．教材文を読み、修飾語とは何か、どのようなはたらきの言葉
かを理解する。
＊前学年の学習では、内容を詳しくするという修飾語のはたらき
を学んだが、ここでは何を詳しくするのかによって修飾語が分類
できることを理解させる。2 ３．設問に取り組み、修飾語を見つけたり、修飾語の種類を見分
けたりする。
＊上段の問題では、「どんな」「どのように」「何を」などを指標に
しながら修飾語を正しく抜き出させるようにする。
＊下段の問題では、各修飾語が直後の(体言を含む)文節に係
るのか、文末の(用言を含む)文節に係るのか見分けるとともに、
それが「どんな」にあたるのか、「どのように」にあたるのか考えさ
せる。

４．学習を振り返る。
＊教科書の説明を読んで、複数の文節がまとまって一つの修飾
語になることもあるということを補足しておくとよい。

七　場面の様子をくらべて読み、感想を
まとめよう
一つの花
教科書：P110

□場面の様子を比べて読み、感想を伝え
合う。

★ここが大事：文章中の大切な言葉につ
いて考える

☆学習用語：物語／場面／感想文／題
名／比べる／登場人物／あらすじ／戦
争の時代を表す言葉・文

【知識・技能】
◎様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を増
し、話や文章の中で使うとともに、言葉には性質や
役割による語句のまとまりがあることを理解し、語
彙を豊かにしている。(⑴オ)
◎考えとそれを支える理由や事例、全体と中心など
情報と情報との関係について理解している。(⑵ア)

【思考・判断・表現】
○「読むこと」において、登場人物の気持ちの変化
や性格、情景について、場面の移り変わりと結び付
けて具体的に想像している。(C⑴エ)
◎「読むこと」において、文章を読んで理解したこと
に基づいて、感想や考えをもっている。(C⑴オ)

【言語活動例】
・詩や物語などを読み、内容を説明したり、考えたこ
となどを伝え合ったりする活動。(C⑵イ)

【態度】
・すすんで場面の様子を比べて読み、大切な言葉
から作品に込められたメッセージや作者の思いを積
極的に想像し、今までの学習を生かし、自分の考え
たことや感想を感想文に書いて、伝え合おうとして
いる。

言葉の広場②
修飾語
教科書：P124

△文の中での修飾語のはたらきを理解
する。

☆学習用語：修飾語／主語／述語

【知識・技能】
◎主語と述語との関係、修飾と被修飾との関係、指
示する語句と接続する語句の役割、段落の役割に
ついて理解している。(⑴カ)

【態度】
・すすんで修飾と被修飾との関係について理解し、
学習の見通しをもって、修飾語を見つけたり、修飾
語の種類を見分けたりしようとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

２学期 10月 6
(書く6)

書く 1 ＜見通しをもとう＞
１．「学習の進め方」を読み、学習の見通しをもつ。
＊学習の流れを知り、単元のゴールを明確にする。児童に「書き
たい」という気持ちが生まれるよう言葉がけをする。
＊巻末付録『レモン自転車』を読み、「ショートショート」とはどん
なお話か、どんなおもしろさがあるかを確認する。

2 ＜決めよう・集めよう＞
２．組み合わせを工夫して不思議な言葉を作り、想像を広げる。
(1)いろいろなものの名前などを十個探して書く。
＊まずは思いつく名詞を十個ワークシートに書かせる。書く名詞
に関連性や規則性をもたせる必要はない。自由に楽しんで書か
せる。

(2)言葉を一つ選び、その言葉から思いつくことを自由に書く。
＊名詞の中から一つ選び、思いつくことを自由に書く。書く言葉
に制限などは設けず、自由な発想を大事にして書かせる。

(3)言葉を組み合わせて、不思議な言葉を作る。
＊不思議な言葉が完成したら、そのものの絵を描かせて、更に
想像を膨らませるとよい。

(4)不思議な言葉から想像を広げる。
＊一人で考えるのではなく、二人組やグループでの活動をクラス
の実態に応じて取り入れる。友達の意見を聞くことで、発想が更
に広がることも期待できる。
＊ワークシートに欄はないが、「よいこと」「悪いこと」以外に思い
ついたことも書かせてもよい。

3 ＜組み立てよう＞
３．設定や物語の展開を考える。
＊ワークシートにそって「中心人物」「登場人物」「いつ」「どこで」
「どんなことが」など、場面設定や展開を考えさせる。これまで学
習してきた教科書教材を教師が例として板書してもよい。
＊ワークシートの設問「それから？」にそって展開を考えさせる。
また、前時のワークシートを見直しながら、結末を決める。友達
とヒントを出し合いながら考えさせてもよい。

4 ＜書こう＞
４．想像を広げながら、「ショートショート」を書く。
＊話のまとまりを意識させる。
＊文章量はクラスの実態によるが、「ショートショート」であるとい
うことを踏まえ、400字程度にするとよい。クラスの様子や児童の
実態に合わせて、字数は増減させる。
＊時間があれば、挿絵を描かせてもよい。

5 ＜読みかえそう＞
５．読み返す。
＊場面の様子や会話文、心の声を書きたすように促す。
＊場面ごとに段落を変えるなど、段落を意識させる。

6 ＜伝え合おう＞
６．友達と読み合い、感想を伝え合う。
＊交流し、友達の作品の内容面・記述面、両方で感想を言わせ
る。
＊コメントカード、本の帯などクラスの様子に合わせて活用して、
交流させる。
＊交流の観点(不思議な言葉のアイデアや結末のおもしろさ・会
話文や登場人物の心情の表現など)を決めて交流させるとよい。
＊例えば、完成作品は、２週間程度学校図書館に置き、異学年
の児童が読めるようにする。その際、感想カードを記入してもらう
ようにすることで児童の意欲も向上する。

＜ふり返ろう＞
７．想像を広げるために、どんなところを工夫したか振り返る。
＊振り返りでは「何を学んだのか」「どこを工夫すると、よりよい
作品ができたのか」などについて、学習過程を振り返るようにす

２学期 10月 1 言葉の文化②
「月」のつく言葉
教科書：P132

△昔から「月」に対してさまざまな呼称が
あったことを知り、「月」に関係する言葉を
集める。

☆学習用語：月のつく言葉／国語辞典／
漢字

文化 1 １．教材文を読み、「月」の呼称について知る。
＊教科書の写真や理科図鑑などを活用して、さまざまな「月」の
呼称について知らせる。

２．教材文末の言葉について国語辞典などを調べたり、さらに
「月」に関わるさまざまな言葉や表現を調べてノートに書き、友達
と交流する。
＊辞典を利用して調べる方法を身につけさせる。また、その結
果を、互いに交流させる。

【知識・技能】
◎長い間使われてきたことわざや慣用句、故事成
語などの意味を知り、使っている。(⑶イ)

【思考・判断・表現】
○「書くこと」において、相手や目的を意識して、経
験したことや想像したことなどから書くことを選び、
集めた材料を比較したり分類したりして、伝えたい
ことを明確にしている。(B⑴ア)

【言語活動例】
・調べたことをまとめて報告するなど、事実やそれを
基に考えたことを書く活動。(B⑵ア)

【態度】
・すすんで「月」に関わる言葉を音読するなどして言
葉の響きやリズムに親しみ、学習の見通しをもって
「月」に関係する言葉を集めようとしている。

八　自由に想像を広げて書こう
作ろう！「ショートショート」
教科書：P126
 
■不思議な言葉を作り、想像を広げて
「ショートショート」を書く。

★ここが大事：不思議な物語を作る

☆学習用語：ショートショート／物語／中
心人物／登場人物／場面／始め／中／
終わり

【知識・技能】
◎漢字と仮名を用いた表記、送り仮名の付け方、
改行の仕方を理解して文や文章の中で使うととも
に、句読点を適切に打っている。また、第３学年に
おいては、日常使われている簡単な単語について、
ローマ字で表記されたものを読み、ローマ字で書い
ている。(⑴ウ)

【思考・判断・表現】
◎「書くこと」において、相手や目的を意識して、経
験したことや想像したことなどから書くことを選び、
集めた材料を比較したり分類したりして、伝えたい
ことを明確にしている。(B⑴ア)

【言語活動例】
・ 詩や物語をつくるなど、感じたことや想像したこと
を書く活動。(B⑵ウ)

【態度】
・積極的に、相手や目的を意識して、経験したこと
や想像したことなどから書くことを選び、集めた材料
を比較したり分類したりし、学習の見通しをもって
「ショートショート」を書こうとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

２学期 10月 1
(書く1)

国語の学習　つながる　ひろがる
教科書：P134

■一年間の国語学習を振り返ったり、こ
れからの学習について考えたりして、す
すんで学習できるようにする。

話聞 1 １．半年間の国語の学習を振り返り、自分が学んできたことを書
き出したり話し合ったりする。
＊上巻の教科書、学習のノート、作成物、プリント類(ポートフォ
リオ)などから振り返ることができるようにする。
＊挿絵やふきだし、「四年生で学ぶこと」を参照する。
＊楽しかったことを中心に思い出させる。
＊心に残っている単元や教材、学習活動、また心に残っている
言葉などを具体的に書き、発表し合う。
＊友達の発表を共感して聞き、交流し、学んできたことを共有で
きるようにする。

２．１で出し合ったことが、他教科や生活の中で、どんなことに生
かしていけるか考える。
＊国語の学習がさまざまな場面で生かされることに気づけるよう
にする。

【知識・技能】
〇相手を見て話したり聞いたりしているとともに、言
葉の抑揚や強弱、間の取り方などに注意して話して
いる。((1)イ)

【思考・判断・表現】
〇「話すこと・聞くこと」において、話の中心や話す
場面を意識して、言葉の抑揚や強弱、間の取り方な
どを工夫している。　(Ａ(1)ウ)
◎「書くこと」において、自分の考えとそれを支える
理由や事例との関係を明確にして、書き表し方を工
夫している。(Ｂ(1)ウ)

【態度】
・すすんで話の中心や話す場面を意識して、言葉の
抑揚や強弱、間の取り方などを工夫し、今までの学
習を生かして、上巻の教科書での国語の学習を振
り返ったり下巻の教科書での国語の学習への希望
を話し合ったりしようとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

２学期 10月 8
(書く2)

読む 1 ＜見通しをもとう＞
１．単元扉を読んで、学習の見通しをもつ。
＊単元扉にある「おれと同じ、ひとりぼっちの兵十か。」に着目さ
せ、想像したことを発表させる。
＊作品との出会いは、教師の範読などでもよい。
＊初発の感想を簡単に書かせておくとよい。

2・3 ＜たしかめよう＞
２．登場人物を確認し、作品の全体像を捉える。
(1)「１」の場面を読んで登場人物を確認し、ごんと兵十がそれぞ
れどのような人物か考え、話し合う。
＊物語では、冒頭場面で登場人物が紹介されていることが多
い。それぞれどのような人物として紹介されているかを丁寧に読
み取ることが、後の深い読みにつながる。
(2)始めと終わりの場面を比べて、ごんと兵十の関係がどのよう
に変わっているかを考え、ノートにまとめて紹介し合う。
＊中心人物の一人であるごんに着目し、その様子や気持ちの変
化を大きく捉えさせる。

4～6 ＜くわしくよもう＞
３．ごんの気持ちの移り変わりを読む。
(1)ごんの気持ちがわかる表現をノートに書き出し、気持ちの移り
変わりを話し合う。
＊「ここが大事」を読んで、情景描写の中には、人物の気持ちが
想像できるようなものがあることを確認し、ごんの気持ちが具体
的に想像できる情景描写がないか気をつけて読む。
＊ごんが償いを始めたきっかけを考える。
(2)もう一人の中心人物である兵十のごんに対する気持ちを考え
る。
(3)ごんと兵十の関係の変化を読む。
＊最初に、文章中の表現からごんの気持ちの移り変わりを捉
え、それに対して兵十がどのように思っているか考えさせる。ご
んの気持ちの変化を、兵十との関係の変化と結びつけて考えさ
せる。
＊ごんの気持ちは兵十に近づいているが、それに対して兵十の

7 ＜まとめよう＞
４．もしもごんが日記を書いていたら、どのような日記になるかを
想像して、「ごん日記」を書く。
＊作品全体を読み直して、ごんの気持ちの変化を見直すとよ
い。日記の内容が、作品に対する主題の捉えにつながっていく。
＊てびき下段にある日記の例を参考にし、ごんと兵十の関係が
わかるように書く。

8 ＜つたえあおう＞
５．日記を見せ合って、感想を伝え合う。
＊書いた日記を見せ合うと、それぞれが「ごんぎつね」という物
語をどのように読み、受け止めたのかがわかってくる。共通点や
相違点を考えながら日記を見せ合わせるようにする。

＜ふり返ろう＞
６．学習を振り返る。
(1)登場人物の変化を考えるときに、どのようなことに気をつけた
か振り返る。
(2)日記を書くときに、どのようなことに気をつけたか振り返る。
＊今までの学習を振り返るには、まとめてきたノートやワーク
シートなどを見直すとともに、自分の書いた日記をもとに、物語
をどのように受け止めたかを改めて考えさせるようにする。

２学期 11月 5 読書 1・2 １．「読書発表会」でテーマにそって本を紹介するという学習内容
をつかみ、学習の見通しをもつ。

２．紹介したい本を選び、「読書発表会」の準備をする。
 (1) 発表のテーマにそった本を集める。

3・4 (2) 紹介する本の順番を決め、組み立てメモをもとに、発表内容
を考える。
(3) 発表の原稿を作成する。

5 ３．「読書発表会」をする。

４．学習を振り返る。

一　登場人物の気持ちの変化を考えて、
日記を書こう
ごんぎつね
教科書：P8

□登場人物「ごん」の気持ちを詳しく想像
して読み、気持ちの変化がわかるように
「ごん日記」を書く。

★ここが大事：情景を読む

☆学習用語：物語／気持ち／場面／始
め／日記／題名／言葉／説明する／登
場人物／中心人物／情景／情景描写／
二つの言葉が組み合わさってできた言葉

【知識・技能】
◎様子や行動、気持ちや性格を表す語句の量を増
し、話や文章の中で使うとともに、言葉には性質や
役割による語句のまとまりがあることを理解し、語
彙を豊かにしている。(⑴オ)

【思考・判断・表現】
◎「読むこと」において、登場人物の気持ちの変化
や性格、情景について、場面の移り変わりと結び付
けて具体的に想像している。(C⑴エ)
○「読むこと」において、文章を読んで理解したこと
に基づいて、感想や考えをもっている。(C⑴オ)

【言語活動例】
・詩や物語などを読み、内容を説明したり、考えたこ
となどを伝え合ったりする活動。(C⑵イ)

【態度】
・すすんで、登場人物の気持ちの変化や情景につ
いて場面の移り変わりと結びつけて具体的に想像
し、学習課題にそって登場人物になりきって、気持
ちの変化がわかるように日記を書こうとしている。

読書の広場③
「読書発表会」をしよう
教科書：P30

△紹介したい本を何冊か選び、「読書発
表会」を行い、読書の幅を広げる。

☆学習用語：組み立て／ブックトーク／
物語／記録／題名／あらすじ／読書発
表会

【知識・技能】
◎幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知識や情報
を得ることに役立つことに気付いている。(⑶オ)

【思考・判断・表現】
◎「読むこと」において、文章を読んで感じたことや
考えたことを共有し、一人一人の感じ方などに違い
があることに気付いている。(C⑴カ)

【言語活動例】
・詩や物語などを読み、内容を説明したり、考えたこ
となどを伝え合ったりする活動。(C⑵イ)
・学校図書館などを利用し、事典や図鑑などから情
報を得て、分かったことなどをまとめて説明する活
動。(C⑵ウ)

【態度】
・ブックトークに向けて、すすんで本を集めたり発表
内容を考えたりし、粘り強く活動に取り組んでいる。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

２学期 11月 4
(話す聞く

1)

言語 1 １．「言葉」について学ぶという学習内容を理解して、学習の見
通しをもつ。
＊言葉や音が表す感じや言葉から受ける感じについて考えた
り、言葉を作ったりすることを通して、言葉の特性について理解
するという学習の見通しをもたせる。

２．犬や身近なものを表す名前などをもとに、言葉から受けるイ
メージについて考えて、話し合う。
＊「チロ」という言葉から受けるイメージについて考え、また、な
ぜそのようなイメージが生じるのかについて考える。
＊言葉から受けるイメージが、誰でも共通のことなのかどうかな
どについて確かめる。

2 ３．擬声(音)語や擬態語をもとに、音とイメージの関係について
考える。
＊それぞれの擬声(音)語・擬態語によってどのような感じ方の違
いが生じるかを確かめさせる。
＊清音と濁音・半濁音の感じ方の違いにも気づかせる。3・4 ４．「強そうな名前」「はじける感じ」など、言葉(音声)と感覚の結
びつきについて考え、話し合う。
＊形や大きさ・色・硬さなど、具体的に想定することが前提にな
る。自由に発想させる。

５．自分でお菓子の名前を考えて、意味や気持ちなどが共有で
きるかどうか確かめる。
＊想定したお菓子のどのような性質・特徴を表した名前なのか
を認識させる。

６．意味や気持ちを伝えられる言葉とそうでないものについて考
え、言葉の特性について理解する。
＊自分で考えたイメージを表す名前が、他者に通じるものなの
か考えたり、どうしたら通じるようになるのか考えたりすることが
大切である。

７．学習を振り返る。
＊言葉の性質やおもしろさ、他者とイメージを共有させることの
おもしろさ、また共有できないときの難しさなどを意識させる。

２学期 11月 8
(話す聞く

8)

話聞 1 ＜見通しをもとう＞
１．単元名やリード文を読み、役割を決めたり、進行に従って話
したりする方法について話し合い、学習の見通しをもつ。
(1)これまでのクラスの話し合いを振り返る。
(2)これまでにどんなことを話し合ったか話し合う。

2 ＜決めよう・集めよう＞
２．誰とどんな新スポーツをやりたいかを考え、クラスで話し合う
新スポーツについて決める。

3 ＜組み立てよう＞
３．役割を決め、進行について打ち合わせをする。
(1)これまでの話し合いの仕方や結果などのよかった点・問題点
などを話し合う。
(2)それぞれの役割が何をするのか確認する。
＊時間配分を確認し、教科書の「進行」と「話し合い例」をもと
に、自分たちのクラス用の簡単な台本を作成する。
＊台本をもとにロールプレイを行う。

4・5 ＜話そう・聞こう＞(重点)
４．役割に気をつけて、クラスで話し合う。
(1)教科書を読み、P40～42の例をもとに学習の流れをつかむ。
(2)新ゲームを決める話し合い(１回め)を行う。

6・7 ５．話し合いを振り返る。
(1)P40～42の話し合いをもう一度読み、どこがよいのか発表し、
役割ごとの留意点を確認する。
(2)話し合い(２回め)を行い、振り返りをして、次の準備を行う。
(3)話し合い(３回め)を行い、振り返りをする。
＜伝え合おう＞
(4)自分たちの話し合いについて気になる点に注意できたか、友
達の意見と自分の意見をつないだり、比べたりして話し合えた
か、ノートに書いて発表し合う。

8 ＜ふり返ろう＞
６．今後のクラスでの話し合いについて考える。

２学期 11月 2 漢字 1 １．学習内容を理解し、学習の見通しをもつ。
＊いろいろな意味を表す漢字について理解し、漢字を正しく使う
ことができるようになるという学習課題を確かめ、今後の学習に
生かしていくよう意識づける。

２．「手」という漢字がもつ複数の意味について考える。
＊一つの漢字に、いくつかの意味を表すことがあるということを
「手」を例に考える。
＊「行く手」「手作り」など例示の語を使って短文を作り、具体的
に考えさせる。

３．「手」の五つの意味別に、語句を集め、話し合う。
＊「手」の漢字を中心にして、構成される語句を意味ごとにつな
いでいくマップにまとめてもよい。

二　役わりに気をつけて話し合おう
みんなが楽しめる新スポーツ
教科書：P38

◇司会者や発言者などの役割を果たし
ながら、話し合いの進行に合わせ、互い
の考えを伝え合って話し合う。

★ここが大事：役わりに気をつけて話し
合う

☆学習用語：役割／司会／記録係／質
問／意見／課題／発言者／提案者／話
し合い／メモ／賛成／共通点／反対／
説明／理由

【知識・技能】
◎考えとそれを支える理由や事例、全体と中心など
情報と情報との関係について理解している。(⑵ア)
◎比較や分類の仕方、必要な語句などの書き留め
方、引用の仕方や出典の示し方、辞書や事典の使
い方を理解し使っている。(⑵イ)

【思考・判断・表現】
◎「話すこと・聞くこと」において、目的や進め方を確
認し、司会などの役割を果たしながら話し合い、互
いの意見の共通点や相違点に着目して、考えをま
とめている。(A⑴オ)

【言語活動例】
・互いの考えを伝えるなどして、グループや学級全
体で話し合う活動。(A⑵ウ)

【態度】
・積極的に目的や進め方を確認し、司会などの役割
を果たし、学習の見通しをもってクラスで話し合おう
としている。

漢字の広場④
いろいろな意味を表す漢字
教科書：P44

△一つの漢字には、複数の意味がある
場合が多いことを理解する。

【知識・技能】
◎第３学年及び第４学年の各学年においては、学
年別漢字配当表の当該学年までに配当されている
漢字を読んでいる。また、当該学年の前の学年まで
に配当されている漢字を書き、文や文章の中で使う
とともに、当該学年に配当されている漢字を漸次書
き、文や文章の中で使っている。(⑴エ)

【態度】
・積極的に前学年や当該学年で配当されている漢
字を文や文章の中で使い、学習課題にそって、漢
字がもつ複数の意味について考えようとしている。

言葉の広場③
言葉が表す感じ、言葉から受ける感じ
教科書：P34

△言葉や音が表すイメージや、イメージ
に即した言葉を考えたりすることによっ
て、言葉の特性について考える。

【知識・技能】
◎言葉には、考えたことや思ったことを表す働きが
あることに気付いている。(⑴ア)

【思考・判断・表現】
○「話すこと・聞くこと」において、相手に伝わるよう
に、理由や事例などを挙げながら、話の中心が明
確になるよう話の構成を考えている。(A⑴イ)

【言語活動例】
・互いの考えを伝えるなどして、グループや学級全
体で話し合う活動。(A⑵ウ)

【態度】
・すすんで、言葉には考えたことや思ったことを表す
はたらきがあることに気づこうとし、学習課題にそっ
て、言葉がもつイメージについて考えようとしてい
る。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

2 ４．選択肢のそれぞれの言葉の意味を考え、「本」「原」「名」とい
う漢字がもつ複数の意味と比べる。
＊漢字を中心に、その漢字から構成される語句を意味ごとにつ
ないでいくようなマップにまとめてもよい。

５．漢字辞典を使って、「長」「家」「札」「親」「運」がもつ複数の意
味を調べる。
＊漢字の意味と、熟語や複合語などの語句の意味とを関連させ
て考える習慣を身につけられるようにしたい。

６．漢字辞典を使って、これまでに学習した漢字がもつ複数の意
味を整理し、意味別に熟語を集め、ノートにまとめる。
＊漢字辞典を活用して調べる活動を取り入れ、漢字の意味と語
句の意味との関連に興味がもてるようにしたい。

漢字の広場④
いろいろな意味を表す漢字
教科書：P44

△一つの漢字には、複数の意味がある
場合が多いことを理解する。

【知識・技能】
◎第３学年及び第４学年の各学年においては、学
年別漢字配当表の当該学年までに配当されている
漢字を読んでいる。また、当該学年の前の学年まで
に配当されている漢字を書き、文や文章の中で使う
とともに、当該学年に配当されている漢字を漸次書
き、文や文章の中で使っている。(⑴エ)

【態度】
・積極的に前学年や当該学年で配当されている漢
字を文や文章の中で使い、学習課題にそって、漢
字がもつ複数の意味について考えようとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

２学期 11月 2
(書く2)

三年生で学んだ漢字④
教科書：P46

△絵を見て想像したことをもとに、３年生
で学んだ漢字などを使って文を書く。

漢字 3・4 ７．教科書の絵を見て、描かれている様子について説明する。
＊P46の絵を拡大して黒板に貼っておくと、指導する事柄を児童
たち全体に示しやすくなる。
＊描かれている人物と行為、場や時間の状況、物品など、視点
を提示するとわかりやすい。

８．３年生までに習った漢字を使って、絵に描かれている様子や
物、人物がしていることなどを説明する文を書く。
＊この校庭の様子がはっきりわかるよう、書き表し方を工夫する
ようはたらきかける。
＊条件をつけて文を書くように促すと、記述の仕方に工夫がみ
られるようになる。
＊内容につながりのある文を二つ以上書くようにすると、言葉を
適切に使っているかどうかがわかりやすくなる。

９．作った文を互いに発表し合う。
＊敬体と常体が混在している場合は、読み直して、どちらかに
統一するようはたらきかける。
＊正しく漢字が使われているかを確かめ合う。
＊表現を改めたり、書きまちがいなどを正したりして、書いた文
を発表する。
＊互いの書いた文章を読み合ったり音読し合ったりして、その内
容や表現について、感想や意見を述べ合い、自分の文章のよい
ところを見つけるようはたらきかける。

10．学習を振り返る。
＊いろいろな意味を表す漢字について正しく理解したり、漢字の
使い方や表記などを理解できるようにしたりし、日常の言語生活
にも生かしていくよう意識づける。

【知識・技能】
◎第３学年及び第４学年の各学年においては、学
年別漢字配当表の当該学年までに配当されている
漢字を読んでいる。また、当該学年の前の学年まで
に配当されている漢字を書き、文や文章の中で使う
とともに、当該学年に配当されている漢字を漸次書
き、文や文章の中で使っている。(⑴エ)

【思考・判断・表現】
○「書くこと」において、書こうとしたことが明確に
なっているかなど、文章に対する感想や意見を伝え
合い、自分の文章のよいところを見付けている。(B
⑴オ)

【言語活動例】
詩や物語をつくるなど、感じたことや想像したことを
書く活動。(B⑵ウ)

【態度】
・積極的に前学年や当該学年で配当されている漢
字を使い、学習課題にそって、教科書の絵の中の
言葉を使って文を書こうとしている。

２学期 12月 9
(書く2)

読む 1 ＜見通しをもとう＞
１．題名や単元扉の２枚の写真を手がかりに、学習の見通しをも
つ。
＊２枚の写真やその説明から文章の内容を予想したり、単元名
から学習の内容を確認したりして、学習の見通しをもたせる。2～6 ＜たしかめよう＞
２．本文を読んで興味をもったことについてまとめ、友達と話し合
う。

３．ウミガメの現状や名古屋港水族館の取り組みの概要につい
て読み取る。
＊はじめからP50L2までの内容を確認する。

４．「ウミガメのさんらん研究」について読み取る。
＊P50L3～P51L7までの内容を確認する。

５．「子ガメを海に放流する研究」について読み取る。
＊P51L8～P54L2までの内容を確認する。

６．2011年からの水族館の取り組みについて読み取る。
＊P54L4から最後までの文章を扱う。

7 ＜くわしくよもう＞
７．興味をもったことを中心に、100～200字くらいに要約する。
＊P56の「要約の仕方」やP59の「ここが大事『要約』」、P57の要
約例を参考にまとめさせる。

8 ＜まとめよう＞
８．要約した文章も用いて、「ウミガメの命をつなぐ」を紹介する
文章を書く。
＊構成は、P57の例を参考にする。

9 ＜つたえあおう＞
９．紹介文を友達と読み合い、友達の文章と自分の文章を比べ
て、自分との違いやいいところを見つけて伝え合う。また、学習
全体を振り返り、文章を要約するときのポイントや紹介文を書く
ときに大事なことをまとめる。
(1)紹介文を友達と読み合う。
(2)読み合って感じた、友達の文章と自分の文章の違いや、友達
の文章のいいところを発表する。

＜ふり返ろう＞
10．学習全体を振り返って、文章を要約するときのポイントや紹
介文を書くときに大事なことをノートに書いてまとめる。

三　大事な言葉や文に気をつけて要約し
よう
ウミガメの命をつなぐ
教科書：P48

□ウミガメの産卵や成長を研究する名古
屋港水族館の取り組みを時系列にそって
読み、興味をもった点から整理して文章
を要約する。

★ここが大事：要約する

☆学習用語：要約／事例

【知識・技能】
◎考えとそれを支える理由や事例、全体と中心など
情報と情報との関係について理解している。((2)ア)
◎比較や分類の仕方、必要な語句などの書き留め
方、引用の仕方や出典の示し方、辞書や事典の使
い方を理解し使っている。((2)イ)

【思考・判断・表現】
○「書くこと」において、　書く内容の中心を明確に
し、内容のまとまりで段落をつくったり、段落相互の
関係に注意したりして、文章の構成を考えている。
(Ｂ(1)イ)
◎「読むこと」において、目的を意識して、中心とな
る語や文を見付けて要約している。(C(1)ウ)
○「読むこと」において、文章を読んで理解したこと
に基づいて、感想や考えをもっている。(C(1)オ)

【言語活動例】
・調べたことをまとめて報告するなど、事実やそれを
基に考えたことを書く活動。(Ｂ(2)ア)
・記録や報告などの文章を読み、文章の一部を引
用して、分かったことや考えたことを説明したり、意
見を述べたりする活動。(C(2)ア)

【態度】
・すすんで、本文を読んで自分が興味をもった部分
を要約することを通して、学習課題にそって、本文を
わかりやすく紹介する文章を書こうとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

２学期 12月 2 言語 1 １．冒頭の問いを通して、二つの事柄をつなぐ言葉について興味
をもつ。
＊接続助詞が違うことでどのように文意が違ってくるか考えさせ
る。

２．教科書を読み、二つの事柄をつなぐ言葉(接続詞や接続助
詞)のはたらきを理解する。
＊接続助詞によるつなぎ方の違いで、文意がどのように違ってく
るか理解させる。

2 ３．接続助詞と接続詞の対応を考えながら１文を２文に分ける。
＊接続助詞が表す意味を考えさせながら、対応する接続詞を選
ばせる。
＊１文を２文に分ける際、接続詞が適切な位置にきているか、各
文の文末が言い切りの形になっているか確認させる。

４．接続助詞の意味を考えながら、あとに続く文を考える。
＊作成した文は発表させるなどして、不自然な点がないか確認
するとともに、いくつか文が作れることに気づかせる。

５．つなぐ言葉に注意しながら２文を１文にする。
＊接続助詞に対応する接続詞を考え、接続詞の位置、文末の
形に気をつけながら文を作成させる。

６．学習を振り返る。

２学期 12月 6
(書く6)

書く 1 ＜見通しをもとう＞
１．教科書の作品例を読み、筆者が工夫していることを確認す
る。
＊題名の工夫・書き出しの工夫・写真や図表の工夫・「ひと言
メッセージ」や「参考資料」を書き加えている等
＊「学習の進め方」を読み、学習活動の見通しをもたせる。

2 ＜決めよう・集めよう＞
２．図鑑に載せるものを決め、調べる。
＊気づいたことや疑問に思ったことをメモしたり、もっと詳しく知
りたくなったことを図書館で調べたりするよう指導する。
(1)身のまわりの不思議を集め、書きたいことを選ぶ。
(2)題材について取材する。
＊必要に応じて、デジタル機器(パソコン・タブレット端末・デジタ
ルカメラ等)も活用させる。
＊P67「じょうほうを集めて活用しよう」を参考に、目的に合った
調べ方を学ばせる。

3 ＜組み立てよう＞
３．組み立て表を作り、グループで話し合う。
(1)できた組み立て表をグループの友達と交換して読み、意見を
伝え合う。
＊できた組み立て表を友達と見合いながら、書き手の目的や意
図、伝えたい内容と表現の関係に注意して、わかりやすく伝えら
れているか意見を述べ合う場を設定する。

4 ＜書こう＞(重点)
４．図鑑の原稿を書く。
＊必要に応じて図や写真などの資料を入れたり、資料と関連す
る表現を書かせたりする。

5 ＜読み返そう＞
５．原稿を読み返す。

6 ＜伝え合おう＞(重点)
６．グループで発表し合う。
＊読む人が興味をもって読めるような内容になっているか、伝え
たいことがわかりやすく伝わるような表現になっているかどうか、
などの観点で交流させる。
＊表紙、目次などをつけて本の形にする。

＜ふり返ろう＞
７．読む人にとってわかりやすく、おもしろい図鑑を作るために、
どんな工夫をしたか振り返る。
＊グループでの話し合いを通してわかった、自分や友達の文章
のよいところはどんなところか振り返る。

２学期 12月 4
(書く1)

文化 1 １．教材文を読んで、知っている故事成語について話し合う。
＊「五十歩百歩」を読んで、意味と成り立ちがあるという故事成
語の特徴をおさえる。
＊「五十歩百歩」「漁夫の利」「蛇足」「矛盾」にあてはまるような
日常生活の場面を想起し、故事成語がどのように生活の中で使
われてきたのかを考えさせる。

2 ２．教科書P73に例示されている故事成語について、辞典を使っ
て意味と成り立ちを調べる。
＊辞典や故事成語について書かれた書物を使って調べ、ノート
にまとめさせる。

3 ３．故事成語を集めて、もとになった故事や意味を、辞典を使っ
て調べ、カードに書き、互いに交流する。
＊辞典で、集めた故事成語の用法も調べさせる。
＊使いやすい大きさのカードを用意しておくとよい。カードを交換
して、友達どうしで読み合うようにする。

言葉の広場④
二つのことがらをつなぐ言葉
教科書：P60

△二つの事柄をつなぐとき、使う言葉に
よって内容が大きく変わることを理解し、
接続語のはたらきを意識して、正しく使い
分ける。

☆学習用語：ことがら

【知識・技能】
◎主語と述語との関係、修飾と被修飾との関係、指
示する語句と接続する語句の役割、段落の役割に
ついて理解している。(⑴カ)

【態度】
・すすんで接続する語句の役割について理解し、学
習の見通しをもって、接続語のはたらきを意識して
正しく使い分けようとしている。

四　調べたことをわかりやすく書こう
クラスの「不思議ずかん」を作ろう
教科書：P62

■図や写真などの資料を活用し、紙面を
工夫して図鑑を作る。
 
★ここが大事：わかりやすく書く

☆学習用語：取材／組み立て／原稿／
説明／読み返す／題名／資料／目次／
言葉づかい／情報／著作権／メディア／
新聞／インターネット／引用／意見／出
典

【知識・技能】
◎比較や分類の仕方、必要な語句などの書き留め
方、引用の仕方や出典の示し方、辞書や事典の使
い方を理解し使っている。(⑵イ)

【思考・判断・表現】
◎「書くこと」において、自分の考えとそれを支える
理由や事例との関係を明確にして、書き表し方を工
夫している。(B⑴ウ)
◎「書くこと」において、書こうとしたことが明確に
なっているかなど、文章に対する感想や意見を伝え
合い、自分の文章のよいところを見付けている。(B
⑴オ)

【言語活動例】
・調べたことをまとめて報告するなど、事実やそれを
基に考えたことを書く活動。(B⑵ア)

【態度】
・積極的に、自分の考えとそれを支える理由や事例
との関係を明確にして書き表し方を工夫し、学習の
見通しをもって「不思議ずかん」を作ろうとしている。

言葉の文化③
故事成語
教科書：P68

△故事成語の意味を知り、友達に紹介す
るためのカードを作る。

☆学習用語：故事成語

【知識・技能】
◎長い間使われてきたことわざや慣用句、故事成
語などの意味を知り、使っている。(⑶イ)

【思考・判断・表現】
○「書くこと」において、自分の考えとそれを支える
理由や事例との関係を明確にして、書き表し方を工
夫している。(B⑴ウ)

【言語活動例】
・調べたことをまとめて報告するなど、事実やそれを
基に考えたことを書く活動。(B⑵ア)

【態度】
・積極的に、長い間使われてきた故事成語の意味
を知り、学習の見通しをもってカードにまとめようと
している。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

4 ４．好きなカードを選び、それぞれの故事成語の意味として書か
れた場面(意味)を、これまでの自分の経験や生活の中の一場面
でたとえる簡単な文を書き、発表する。
＊故事成語の意味が自分たちの生活の場面に正しくたとえられ
ているか、確認する。
＊みんなの発表がわかりやすく簡潔になっているかどうか、評
価する。

５．学習を振り返る。
３学期 1月 1 詩を読もう

いろいろな詩／おおきな木
教科書：P74

□さまざまな形の作品を読みながら、詩
の世界を楽しむ。

読む 1 『いろいろな詩』
１．それぞれの詩を読み、感じたことを発表し合う。
＊題名と詩とのイメージのつながりを話し合う。

２．それぞれの詩の題名から、どのようなことを思い浮かべるか
を考える。
＊題名から浮かぶ、自分なりのイメージを一行程度の言葉で表
す「一行詩」を作る。
＊Ｂ５の大きさの白い画用紙を用意して、自分が作った一行詩
を書く。時間があったら、題名を隠しておいて、仲間に向けて「詩
の題名当てクイズ」を行うとよい。

『おおきな木』
３．詩を音読し、内容を把握する。
＊「おおきなって」や「ようけ」などの言葉に気をつけて内容を理
解させる。

４．詩に見られる表現の工夫を考える。
＊気がついたことや思ったことなど、自由に発表し合うように促
す。
＊表記の工夫。視覚的な効果。(作品全体が木の形になってい
る。)必ずこの効果について話し合う。
＊初行と終行との対応
＊「おおき」の繰り返し
＊「おおき」の意味の違い
＊方言(関西弁)のおもしろさ

【知識・技能】
◎文章全体の構成や内容の大体を意識しながら音
読している。(⑴ク)

【思考・判断・表現】
◎「読むこと」において、登場人物の気持ちの変化
や性格、情景について、場面の移り変わりと結び付
けて具体的に想像している。(C⑴エ)

【言語活動例】
・詩や物語などを読み、内容を説明したり、考えたこ
となどを伝え合ったりする活動。(C⑵イ)

【態度】
・すすんで、詩を読んで理解したことに基づいて感
想や考えをもち、学習の見通しをもって発表し合お
うとしている。

３学期 1月 2 漢字 1 １．学習内容を理解し、学習の見通しをもつ。
＊熟語のでき方を理解し、漢字を正しく使うことができるようにな
るという学習課題を確かめ、今後の学習に生かしていくよう意識
づける。
＊三下『漢字の広場⑥二つの漢字の組み合わせ』で学んだ内
容の定着状況を把握しておく。

２．「高温」「寒冷」「苦楽」という言葉にある二つの漢字の意味の
つながりを考える。

３．「熟語」の定義を知り、漢字の意味を考え、熟語の構成につ
いて理解する。
＊「熟語」は今後も常用する用語なので、定義をしっかりおさえ
るようにする。

４．「良薬」を例に「上の漢字が下の漢字を修飾する熟語」につい
て考える。
＊熟語をもとの単語に分解し、意味を類推できるようになること
が重要である。
＊「良薬」から「良い薬」と読み下すとともに、「良い薬」から「良
薬」を想起できるようにすることも大切である。
＊四上の『修飾語』での学習を生かすようにする。

５．「お祝いの日」「清らかな流れ」という意味を表す熟語を考え、
話し合う。
＊考えた熟語をもとに短文を作り、もとの語句と比べるとよい。
(例)山おくの清らかな流れに魚が泳ぐ。
　　 山おくの清流に魚が泳ぐ。

2 ６．「関係のある意味の漢字がならぶ熟語」について考える。
＊「意味のうえでつながりのある漢字がならぶ熟語」は、現代日
本語の二字熟語のうち約２割を占める。使用機会が多いことと、
抽象的な概念を表す語に多いことから、この教材で意識的に取
り組み、漢字の意味から語句の意味が想起できるようにしたい。
＊国語辞典や漢字辞典を活用して、漢字の意味と語句の意味
との関連を調べるようにする。

７．「思考」のような「にた意味の漢字を組み合わせた熟語」につ
いて問題に答えたり、集めてノートにまとめたりする。
＊漢字どうしが類義語の関係になっていることをおさえる。
(例)学習→まなぶ・ならう

８．「前後」のような「反対の意味の漢字を組み合わせた熟語」に
ついて問題に答えたり、集めてノートにまとめたりする。
＊漢字どうしが対義語の関係になっていることをおさえる。
(例)多少→おおい・すくない

９．国語辞典や漢字辞典を使い、集めた熟語の意味を調べる。
＊辞典を活用して、一つ一つの漢字の意味を確認し、熟語の意
味と対比できるようにしたい。

漢字の広場⑤
熟語のでき方
教科書：P78

△二つの漢字を組み合わせた熟語の構
成について、問題を解きながら確認し、
二つの漢字のつながり方を考える。

☆学習用語：熟語

【知識・技能】
◎第３学年及び第４学年の各学年においては、学
年別漢字配当表の当該学年までに配当されている
漢字を読んでいる。また、当該学年の前の学年まで
に配当されている漢字を書き、文や文章の中で使う
とともに、当該学年に配当されている漢字を漸次書
き、文や文章の中で使っている。(⑴エ)

【態度】
・積極的に前学年や当該学年で配当されている漢
字を使い、学習課題にそって、二つの漢字を組み合
わせた熟語の構成について考えようとしている。

言葉の文化③
故事成語
教科書：P68

△故事成語の意味を知り、友達に紹介す
るためのカードを作る。

☆学習用語：故事成語

【知識・技能】
◎長い間使われてきたことわざや慣用句、故事成
語などの意味を知り、使っている。(⑶イ)

【思考・判断・表現】
○「書くこと」において、自分の考えとそれを支える
理由や事例との関係を明確にして、書き表し方を工
夫している。(B⑴ウ)

【言語活動例】
・調べたことをまとめて報告するなど、事実やそれを
基に考えたことを書く活動。(B⑵ア)

【態度】
・積極的に、長い間使われてきた故事成語の意味
を知り、学習の見通しをもってカードにまとめようと
している。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

３学期 1月 2
(書く2)

三年生で学んだ漢字⑤
教科書：P80

△絵を見て想像したことをもとに、３年生
で学んだ漢字などを使って文を書く。

漢字 3・4 10．教科書の絵を見て、描かれている様子について説明する。
＊P80の絵を拡大して黒板に貼っておくと、指導する事柄を児童
たち全体に示しやすくなる。
＊絵の中にある３年生で学んだ漢字の読み方を再確認する。
＊絵に描かれたことと、言葉からわかる町の様子をできるだけ
たくさん発表できるようにする。
＊描かれている人物と行為、場や時間の状況、物品など、視点
を提示するとわかりやすい。

11．３年生までに習った漢字を使って、絵に描かれている様子や
物、人物がしていることなどを説明する文を書く。
＊読み手が理解しやすいように、伝えたいこと、知らせたいこと
を明確にして書くようはたらきかける。
＊条件をつけて文を書くように促すと、記述の仕方に工夫がみ
られるようになる。
＊内容につながりのある文を二つ以上書くようにすると、言葉を
適切に使っているかどうかがわかりやすくなる。

12．書いた文を見直し、適切な表現に変えたり、まちがいを正し
たりして、発表し合う。
＊敬体と常体が混在している場合は、読み直して、どちらかに
統一するようはたらきかける。
＊正しく漢字が使われているかを確かめ合う。
＊互いの文や文章のよいところを発表し合うようにする。

13．学習を振り返る。
＊熟語のでき方について正しく理解したり、漢字の使い方や表
記などを理解できるようにしたりし、日常の言語生活にも生かし
ていくよう意識づける。

【知識・技能】
◎第３学年及び第４学年の各学年においては、学
年別漢字配当表の当該学年までに配当されている
漢字を読んでいる。また、当該学年の前の学年まで
に配当されている漢字を書き、文や文章の中で使う
とともに、当該学年に配当されている漢字を漸次書
き、文や文章の中で使っている。(⑴エ)

【思考・判断・表現】
○「書くこと」において、相手や目的を意識して、経
験したことや想像したことなどから書くことを選び、
集めた材料を比較したり分類したりして、伝えたい
ことを明確にしている。(B⑴ア)

【言語活動例】
・詩や物語をつくるなど、感じたことや想像したこと
を書く活動。(B⑵ウ)

【態度】
・積極的に前学年や当該学年で配当されている漢
字を使い、学習課題にそって、教科書の絵の中の
言葉を使って文を書こうとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

３学期 1月 6
(書く1)

読む 1 ＜見通しをもとう＞
１．身のまわりにある便利なものについて考える。
(1)自分が便利と思うものをあげ、その理由を考える。
(2)便利と思うものとその理由について、友達と話し合う。
(3)「便利」とはどういうことかを考える。
＊自分の生活体験から考えさせる。

2 ＜たしかめよう＞
２．具体例を通して「便利」について考える。
(1)本文中に書かれている具体例の数を確認する。
(2)それぞれの具体例について、筆者は、だれにとって「便利」
で、だれにとってそうでないと述べているかノートに表を描いて整
理する。
(3)全体で確認する。3 ＜くわしくよもう＞
３．筆者の考えを捉える。
(1)文章構成を確認する。
(2)「終わり」の部分を重点的に読み、筆者の考えを読み取る。
(3)筆者はこの文章を通して「便利」であるとはどのようなことだと
述べているか整理する。

4 ＜まとめよう＞
４．筆者の考えと自分の考えを比べてまとめる。
(1)筆者の考えを確認する。
(2)第１時でもった自分の考えと筆者の考えを比べる。
(3)まとめたことを発表する。
＊自分の考えをもつとき、自分の経験をもとにまとめるように促
す。5 ＜つたえあおう＞
５．前時にまとめた考えを発表し、共通点や相違点を明らかにす
る。
(1)まとめたことをグループで発表する。
(2)発表をもとに、共通点と相違点を明らかにする。
(3)明らかになったことを隣どうしで伝え合う。6 ＜ふり返ろう＞
６．この学習を通して「気をつけたこと」を整理し、次の学習に生
かすことができるようにする。
(1)「便利」ということについての筆者の考えを読むとき、どのよう
なことに気をつけたのか発表する。
(2)「だれにとっても『便利』である」ことがどのようなことなのかま
とめるとき、どのようなことに気をつけたのか発表する。
(3)学習の感想をまとめる。

３学期 1月 1
(話す聞く

1)

目で見る言葉で話そう
手話であいさつをしよう
教科書：P92

◇声を使わないで考えや思いを伝え合う
手話について知り、簡単な挨拶をする。

☆学習用語：手話

話聞 1 １．手話を見た経験について話し合う。
＊手話は声を使わない目で見る言語であることを確認する。

２．手話で挨拶を表現する。
(1)こんにちは・よろしくお願いします・いただきます・ごちそうさ
ま・ありがとう
＊体験する段階なので、声で補ったり、動画で確認したりするな
ど、手話に親しむことができるように配慮する。
＊朝の会や授業開始の挨拶等で実際に使ってみるとよい。
(2)他にも手話で知りたい表現がないか話し合う。
＊図書資料やタブレットなどで調べてみてもよい。

３．学習を振り返る。

【知識・技能】
◎言葉には、考えたことや思ったことを表す働きが
あることに気付いている。(⑴ア)

【思考・判断・表現】
◎「話すこと・聞くこと」において、目的を意識して、
日常生活の中から話題を決め、集めた材料を比較
したり分類したりして、伝え合うために必要な事柄を
選んでいる。(A⑴ア)

【言語活動例】
・互いの考えを伝えるなどして、グループや学級全
体で話し合う活動。(A⑵ウ)

【態度】
・手話には考えや思いを伝えるはたらきがあること
に気づき、学習課題にそってすすんで手話であいさ
つをしようとしている。

３学期 2月 8
(話す聞く

8)

話聞 1 ＜見通しをもとう＞
１．単元名やリード文を読み、調べたわかったことを資料を使っ
て発表するという活動内容を確認し、学習計画を立てる。
(1)調べてわかったことを発表した経験を振り返る。
(2)資料を示して発表するということを確認する。
＊教科書P94からP101までの内容を確かめ、単元の活動全体
をつかむようにする。

2・3 ＜決めよう・集めよう＞
２．身のまわりの道具や設備について振り返り、どんな人でも使
いやすくなる工夫についてどんなものがあるか話し合う。
＊ユニバーサルデザインやバリアフリーといった視点で考えるよ
うに促す。

３．詳しく調べたい道具や設備を決め、どんな人でも使いやすい
工夫について調べる。
＊４～５人の小グループごとにテーマを決める。

4・5 ＜組み立てよう＞
４．調べてわかったことを整理し、発表の組み立てを考えて、練
習する。
(1)調べてわかったことをもち寄り、発表の組み立てを考える。
＊P96の発表計画表をもとに、発表の組み立てについて話し合
う。話す内容と、どの資料をどのように示すか、P97の資料例を
参考に考えるようにする。
(2)発表の練習をする。
＊「〇〇という本によると…」「この資料は〇〇というサイトから
引用したものです」など、資料を示す際の言い方について確認
する。
＊聞き手のことを考えて、資料の使い方や間の取り方に気をつ
けるようにする。
＊発表について協力するグループを決め、互いに練習を見せ合
い、意見をもらってもよい。

五　自分の経験と結びつけて考えたこと
を伝え合おう
くらしを便利にするために
教科書：P82

□「便利」とはどういうことかを考えながら
読み、自分の経験と照らし合わせながら
考えをまとめる。

★ここが大事：経験と結びつけて読む

☆学習用語：引用／具体例

【知識・技能】
◎考えとそれを支える理由や事例、全体と中心など
情報と情報との関係について理解している。((2)ア)
◎比較や分類の仕方、必要な語句などの書き留め
方、引用の仕方や出典の示し方、辞書や事典の使
い方を理解し使っている。((2)イ)

【思考・判断・表現】
○「書くこと」において、自分の考えとそれを支える
理由や事例との関係を明確にして、書き表し方を工
夫している。(Ｂ(1)ウ)
◎「読むこと」において、文章を読んで理解したこと
に基づいて、感想や考えをもっている。(C(1)オ)
○「読むこと」において、文章を読んで感じたことや
考えたことを共有し、一人一人の感じ方などに違い
があることに気づいている。(C(1)カ)

【言語活動例】
・調べたことをまとめて報告するなど、事実やそれを
基に考えたことを書く活動。(Ｂ(2)ア)
・記録や報告などの文章を読み、文章の一部を引
用して、分かったことや考えたことを説明したり、意
見を述べたりする活動。(C(2)ア)

【態度】
・積極的に筆者の考えと自分の考えを比べながら
読むことを通して、具体例な経験をもとに考えをまと
めることの有効性に気づいている。

六　調べてわかったことを発表しよう
「便利」をさがそう
教科書：P94

◇調べてわかったことを、相手に伝わる
ように資料を示したり、話し方を工夫し
て、発表する。

★ここが大事：資料を使って、伝わるよう
にくふうして発表する

☆学習用語：引用／出典

【知識・技能】
◎比較や分類の仕方、必要な語句などの書き留め
方、引用の仕方や出典の示し方、辞書や事典の使
い方を理解し使っている。(⑵イ)

【思考・判断・表現】
◎「話すこと・聞くこと」において、話の中心や話す
場面を意識して、言葉の抑揚や強弱、間の取り方な
どを工夫している。(A⑴ウ)

【言語活動例】
・質問するなどして情報を集めたり、それらを発表し
たりする活動。(A⑵イ)

【態度】
・身のまわりの「便利」について調べ、わかったこと
を図などの資料を示しながら、言葉の調子や強弱、
間の取り方に気をつけて発表しようとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

6・7 ＜話そう・聞こう＞(重点)
５．発表会を行う。
(1)話すめあて・聞くめあてを確認する。
(2)グループごとに発表をする。

＜伝え合おう＞
６．質問や感想を伝える。
＊グループの発表ごとに質問や感想を伝える時間をとる。発
表、質問、感想の流れを繰り返すようにする。

8 ＜ふり返ろう＞
７．学習を振り返る。
＊P101「ここが大事」を確認し、図などの資料を使って発表する
とき、聞き手に伝えるためにどんな工夫をしたか振り返る。

六　調べてわかったことを発表しよう
「便利」をさがそう
教科書：P94

◇調べてわかったことを、相手に伝わる
ように資料を示したり、話し方を工夫し
て、発表する。

★ここが大事：資料を使って、伝わるよう
にくふうして発表する

☆学習用語：引用／出典

【知識・技能】
◎比較や分類の仕方、必要な語句などの書き留め
方、引用の仕方や出典の示し方、辞書や事典の使
い方を理解し使っている。(⑵イ)

【思考・判断・表現】
◎「話すこと・聞くこと」において、話の中心や話す
場面を意識して、言葉の抑揚や強弱、間の取り方な
どを工夫している。(A⑴ウ)

【言語活動例】
・質問するなどして情報を集めたり、それらを発表し
たりする活動。(A⑵イ)

【態度】
・身のまわりの「便利」について調べ、わかったこと
を図などの資料を示しながら、言葉の調子や強弱、
間の取り方に気をつけて発表しようとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

３学期 2月 2 言語 1 １．学習内容を理解し、日常化への見通しをもつ。
＊教材冒頭の例文によって、日常の言語生活との関連を意識
づける。

２．「かぜを早く治すには……」の例文を読み、読点のはたらき
や読点の必要性について話し合う。
＊例示された文を声に出して読むことで、なぜ、読点を打たなけ
ればならないのかの問題意識を明確にもたせる。

３．例文に読点を打ち、意味がどう変わるのか確かめる。
＊読点を入れて読むことで、読点が読みやすさに及ぼす影響を
考えさせる。

４．読点の打ち方の原則を理解する。2 ５．「点を打つ場所」に気をつけて、設問に取り組む。
＊どのように打つべきかの原則を、教科書にそって学習する。
＊適切に区切って、読みやすい文章を作るようにする。適切に
区切れるかは、文の意味を理解しているかにつながる。
＊文を書くときにも、読む人の立場に立って読点を打つようにす
る意識をもたせたい。

６．学習を振り返る。

３学期 2月 9
(書く9)

書く 1 ＜見通しをもとう＞
１．「学習の進め方」を読んで学習の流れを知り、見通しをもつ。
＊教科書を読み、「学習の進め方」を確認し、単元のゴールを明
確にする。
＊教科書の作品例を読み、羽田さんが工夫していることを確認
する。
　・題名の工夫・書き出しの工夫
　・会話文の工夫
　・構成の工夫「始め」「中」「終わり」
　・いちばん書きたかったこと2 ＜決めよう・集めよう＞
２．自分の成長を感じたできごとを思い出し、書くことを決める。
＊メモにどんどん書き出して、思い出させる。
＊一人で思いつかない児童には、友達にインタビューさせて書
かせるなど、まず口頭で言わせるようにする。

3・4 ＜組み立てよう＞(重点)
３．組み立て表を書き、友達と意見を交換する。
＊友達からもらった意見を参考にして、組み立て表を見直し、書
く内容を考え直す。
＊組み立て表をもとに交流し、いちばん伝えたいことを一つにし
ぼるようにする。
＊中心となる場面が「中」になるようにする。
＊友達の意見を参考に、組み立て表を見直し、もう一度書く内
容を整理させる。
＊いちばん伝えたいことが詳しくなるように、友達に質問してもら
い、詳しく書けるようにする。

5～7 ＜書こう＞
４．文章を書く。
＊中心となる場面を「中」にし、詳しく書かせる。
＊会話文や心内語を多く入れるなどの工夫を促す。
＊段落意識をもたせ、場面ごとに段落を変えるようにする。

8 ＜読み返そう＞(重点)
５．文章を読み返す。
＊中心となる場面が詳しいか、文字のまちがいや主語・述語の
ねじれはないか、気持ちを表す言葉はその言葉で適切か、段落
分けはできているか、などを確認する。

9 ＜伝え合おう＞
６．文章を読み合い、感想を伝え合う。
＊内容面で感想を伝えるだけでなく、書き方の工夫も伝えるよう
にする。
＊心の動いた場面が詳しく書けたかどうか振り返らせる。

＜ふり返ろう＞
７．学習を振り返る。
＊文章の組み立てを考えるときに、どんなことを工夫したか振り
返る。
＊どんなところに気をつけて文章を読み返したか振り返る。

３学期 2月 1
 (書く1)

言葉の文化④
雪
教科書：P110
△「雪」を扱った言語表現を集める。

☆学習用語：「雪」に関わる言葉

文化 1 １．教科書の文章から「雪」を使った表現や歌を知り、声に出して
読む。
＊「雪月花」の意味を知り、上巻で学習した「月」の言葉や表現
を思い出し、「雪」や「花」について言葉や表現を集める意欲をも
たせる。
＊「雪」を使用した言語表現の多様さに気づかせる。また、和歌
や唱歌を音読して、文語のリズムに親しませる。

２．「雪」に関する歌や言葉を辞典などを使って調べて、ノートに
書く。
＊どのような種類の辞典や参考書を見ればよいのかを考えさせ
る。
＊発展として、「花」の表現研究を家庭学習などとして促すことも
考えられる。

【知識・技能】
◎長い間使われてきたことわざや慣用句、故事成
語などの意味を知り、使っている。(⑶イ)

【思考・判断・表現】
○「書くこと」において、自分の考えとそれを支える
理由や事例との関係を明確にして、書き表し方を工
夫している。(B⑴ウ)

【言語活動例】
・調べたことをまとめて報告するなど、事実やそれを
基に考えたことを書く活動。(B⑵ア)
 
【態度】
・すすんで、長い間使われてきた「雪」に関わる言葉
の意味を知ろうとし、学習の見通しをもって「雪」に
関する詩歌や言葉を集めようとしている。

言葉の広場⑤
点(、)を打つところ
教科書：P102

△読点のはたらきを理解して、正しく使い
分ける。

☆学習用語：読点

【知識・技能】
◎漢字と仮名を用いた表記、送り仮名の付け方、
改行の仕方を理解して文や文章の中で使うととも
に、句読点を適切に打っている。(⑴ウ)
○主語と述語との関係、修飾と被修飾との関係、指
示する語句と接続する語句の役割、段落の役割に
ついて理解している。(⑴カ)

【態度】
・すすんで句読点のはたらきを理解し、学習課題に
そって、文や文章の中で適切に使おうとしている。

七 伝えたいことをはっきりさせて書こう
自分の成長をふり返って
教科書：P104
 
■様子がわかるように、よりよい表現を
選んで書く。

★ここが大事：伝わりやすい組み立てで
書く／文章を読み返す

☆学習用語：組み立て表／会話文／段
落／主語／述語

【知識・技能】
◎漢字と仮名を用いた表記、送り仮名の付け方、
改行の仕方を理解して文や文章の中で使うととも
に、句読点を適切に打っている。また、第３学年に
おいては、日常使われている簡単な単語について、
ローマ字で表記されたものを読み、ローマ字で書い
ている。(⑴ウ)
◎主語と述語との関係、修飾と被修飾との関係、指
示する語句と接続する語句の役割、段落の役割に
ついて理解している。(⑴カ)

【思考・判断・表現】
◎「書くこと」において、書く内容の中心を明確にし、
内容のまとまりで段落をつくったり、段落相互の関
係に注意したりして、文章の構成を考えている。(B
⑴イ)
◎「書くこと」において、間違いを正したり、相手や
目的を意識した表現になっているかを確かめたりし
て、文や文章を整えている。(B⑴エ)

【言語活動例】
・調べたことをまとめて報告するなど、事実やそれを
基に考えたことを書く活動。(B⑵ア)

【態度】
・積極的に、書こうとしたことが明確になっているか
など文章に対する感想や意見を伝え合い、学習の
見通しをもって、よりよい表現を選んで文章を書こう
としている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

３学期 2月 2 漢字 1 １．学習内容を理解し、学習の見通しをもつ。
＊同じ読み方の漢字の使い分けについて理解し、漢字を正しく
使うことができるようになるという学習課題を確かめ、今後の学
習に生かしていくよう意識づける。
＊三上『漢字の広場②　漢字の音と訓』で学んだ内容の定着状
況を把握しておく。

２．「はやい」を例に、場面の様子や意味をもとに同じ訓の漢字
の使い分けについて考え、話し合う。
＊例文を音読し、意味を考えるようにする。

３．場面の様子や意味をもとに「鳴く・泣く」の使い分けを考える。
＊人が涙を流すのは「泣く」、鳥・けもの・虫が「なく」ときは「鳴く」
と書くことを確認する。

４．「以外・意外」「機械・機会」を例に、同じ音の漢字の使い分け
について、熟語の意味をもとに考え、話し合う。
＊同音や同訓の語の中には、「以外」と「意外」のようにアクセン
トによって弁別できるものがある。同じ読み方の部分に注意しな
がら用例の文を声に出して読み、言葉の響きへの関心を高める
ようにしたい。

５．同じ訓の言葉(異字同訓)や同じ音の熟語(同音異義語)のそ
れぞれの意味を国語辞典で調べて、短文を作り、漢字の使い分
けについて話し合う。
＊組みごとのそれぞれの漢字のもつ意味と使い方を正しく理解
できるようにすることが大切である。国語辞典を利用し、それぞ
れの漢字の意味や使い方(熟語など)、用例(文など)を調べて比
較し、整理できるようにしたい。

2 ６．同じ読み方の漢字の使い分けについては、別の言葉に言い
かえて考えるという方法を知る。
＊「熟語をもとの単語に分解し、意味を類推する」という『漢字の
広場⑤熟語のでき方』での学習を生かすようにする。

７．別の言葉に言いかえる方法を使い、P113下段の設問を解
き、それぞれの言葉の違いを国語辞典で確認する。
＊あてはまらないほうの言葉を使った文を作り、意味の違いを
比べるとよい。
(例)全員がいっしょに席に着く。
　　 ほこりが、みんなの席に付く。

８．異字同訓や同音異義語を使った短文を作り、それぞれの意
味の違いを話し合う。
＊同じ読み方であっても漢字や熟語の意味が全く異なることが
あるおもしろさに気づかせることが大事である。言葉の使い方の
感覚にいっそうの関心をもつことができるようにしたい。

３学期 2月 2
(書く2)

三年生で学んだ漢字⑥
教科書：P114

△絵を見て想像したことをもとに、３年生
で学んだ漢字などを使って文を書く。

漢字 3・4 ９．教科書の絵を見て、描かれている様子について説明する。
＊漢字の使い方や表記などを理解できるようにし、日常の言語
生活にも生かしていくよう意識づける。
＊P114の絵を拡大して黒板に貼っておくと、指導する事柄を児
童たち全体に示しやすくなる。
＊絵の中にある３年生で学んだ漢字の読み方を再確認する。
＊絵に描かれたことと、言葉からわかる事柄をできるだけたくさ
ん発表できるようにする。
＊描かれている人物と行為、場や時間の状況、物品など、視点
を提示するとわかりやすい。

10．３年生までに習った漢字を使って、絵に描かれている様子や
物、人物がしていることなどを説明する文を書く。
＊絵に描かれている図書の中から、中心に述べたいお話を一つ
にしぼり、文章の構成を考えるようはたらきかける。
＊条件をつけて文や文章を書くように促すと、記述の仕方に工
夫がみられるようになる。
＊内容につながりのある文を二つ以上書くようにすると、言葉を
適切に使っているかどうかがわかりやすくなる。

11．書いた文を見直し、適切な表現に替えたり、まちがいを正し
たりして、発表し合う。
＊敬体と常体が混在している場合は、読み直して、どちらかに
統一するようはたらきかける。
＊正しく漢字が使われているかを確かめ合う。
＊互いの文や文章のよいところを発表し合うようにする。

12．学習を振り返る。
＊同じ読み方の漢字の使い分けについて正しく理解したり、漢
字の使い方や表記などを理解できるようにしたりし、日常の言語
生活にも生かしていくよう意識づける。

【知識・技能】
◎第３学年及び第４学年の各学年においては、学
年別漢字配当表の当該学年までに配当されている
漢字を読んでいる。また、当該学年の前の学年まで
に配当されている漢字を書き、文や文章の中で使う
とともに、当該学年に配当されている漢字を漸次書
き、文や文章の中で使っている。(⑴エ)

【思考・判断・表現】
○「書くこと」において、書く内容の中心を明確にし、
内容のまとまりで段落をつくったり、段落相互の関
係に注意したりして、文章の構成を考えている。(B
⑴イ)

【言語活動例】
・詩や物語をつくるなど、感じたことや想像したこと
を書く活動。(B⑵ウ)

【態度】
・積極的に前学年や当該学年で配当されている漢
字を使い、学習課題にそって、お話の一場面を書こ
うとしている。

漢字の広場⑥
同じ読み方の漢字の使い分け
教科書：P112

△異字同訓や同音異義語の使い分けに
ついて意識をもって、漢字を読んだり書
いたりする。

☆学習用語：同じ読み方の漢字／訓読
み

【知識・技能】
◎漢字と仮名を用いた表記、送り仮名の付け方、
改行の仕方を理解して文や文章の中で使うととも
に、句読点を適切に打っている。また、第３学年に
おいては、日常使われている簡単な単語について、
ローマ字で表記されたものを読み、ローマ字で書い
ている。(⑴ウ)

【態度】
・すすんで同じ読み方の漢字の使い分けを理解し、
学習課題にそって、文や文章の中で正しく使おうと
している。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

３学期 3月 8
(書く2)

読む 1 ＜見通しをもとう＞
１．単元扉を読んで、学習の見通しをもつ。
＊初発の感想を書き、それをもとに登場人物の性格や考え方の
違いを読むという学習の課題を確認する。
＊『木竜うるし』は人形劇であり、「脚本」の形で書かれている。
脚本がどんな文章か、これまで学習してきた物語文と比べて確
認させる。
＊脚本は、「せりふ」と「ト書き」からできていることを知る。

2 ＜たしかめよう＞
２．作品の全体をつかむ。
(1)それぞれの場面でどのようなできごとが起きたかを確かめ
て、おおまかにまとめる。
(2)登場人物について思ったことを書く。

3・4 ＜くわしくよもう＞
３．登場人物の性格や気持ちの移り変わりを読み取る。
(1)「一」の場面の「深いふちのそば」を読んで、権八と藤六の性
格について話し合う。
＊「ここが大事」を確認し、せりふや行動を手がかりに、権八と藤
六の性格の違いを読む。また、それが表れるように工夫して音
読する。
(2)権八の気持ちが少しずつ変化していることがわかるせりふ
と、そこを選んだ理由をノートにまとめて発表する。
＊起伏する感情や意思が大きく表れている箇所に線を引いてい
けば考えやすい。
＊権八は、自分の欲の深さを多少は自覚している。そこから、気
持ちが変わったわけを考えるようにする。
＊権八は、冒頭と結末とで言動や気持ちに大きな変化が見られ
る。権八の気持ちが変化し始めたのはどこからなのか、どのよう
に変わっていったのかを、せりふを通して考えさせる。
＊P140の「言葉」については、学習活動の中で適宜取り扱う。5・6 ＜まとめよう＞
４．権八の気持ちが変わったのはなぜか、自分の考えをノートに
書く。
＊「変わったわけ」については、前後の状況を踏まえながら、根
拠をはっきりさせて想像を膨らませるようにする。
＊権八の気持ちの変化を、藤六との関わりも重ねて考えさせ7・8 ＜つたえあおう＞
５．権八と藤六の性格や、権八の気持ちの変化を、ノートに書い
たことをもとに話し合う。
＊どうしてそう考えたのか、根拠をはっきりさせて自分の考えを
伝えさせるようにする。

＜ふり返ろう＞
６．学習を振り返る。
(1)登場人物の性格や気持ちの移り変わりがどのような部分から
わかったか振り返る。
(2)友達の考えを聞いて、自分の考えと似ているところや違うとこ
ろを見つけ、感想をもつ。

3 3月 2
(話す聞く
1・書く1)

書く 1 １．一年間の国語の学習を振り返り、自分が学んできたことを書
き出したり話し合ったりする。
＊上・下巻の教科書、学習のノート、作成物、プリント類(ポート
フォリオ)などから振り返ることができるようにする。
＊挿絵やふきだし、「四年生で学ぶこと」を参照する。
＊楽しかったことを中心に思い出させる。
＊心に残っている単元や教材、学習活動、また心に残っている
言葉などを具体的にメモし、発表し合う。
＊友達の発表を共感して聞き、交流し、学んできたことを共有で
きるようにする。

2 ２．５年生になったら１で出し合ったことがどのように広がっていく
のか、想像したり希望を出し合ったりする。
＊５年生になって「またやってみたい活動」「もっと読んだり書い
たりしてみたいこと」「取り組んでみたい活動」など、いろいろな
観点で話し合うようにする。

八　登場人物のせいかくや気持ちのうつ
り変わりを読もう
人形げき　木竜うるし
教科書：P116

□登場人物の性格の違いや気持ちの移
り変わりを考えながら読み、考えを伝え
合う。

★ここが大事：登場人物のせいかくや気
持ちの変化をとらえて読む

☆学習用語：脚本／ト書き／地の文

【知識・技能】
◎相手を見て話したり聞いたりするとともに、言葉
の抑揚や強弱、間の取り方などに注意して話してい
る。(⑴イ)

【思考・判断・表現】
◎「読むこと」において、登場人物の気持ちの変化
や性格、情景について、場面の移り変わりと結び付
けて具体的に想像している。(C⑴エ)
○「読むこと」において、文章を読んで理解したこと
に基づいて、感想や考えをもっている。(C⑴オ)
○「読むこと」において、文章を読んで感じたことや
考えたことを共有し、一人一人の感じ方などに違い
があることに気付いている。(C⑴カ)

【言語活動例】
・詩や物語などを読み、内容を説明したり、考えたこ
となどを伝え合ったりする活動。(C⑵イ)

【態度】
・積極的に登場人物の性格の違いや気持ちの移り
変わりを考え、学習課題にそって、考えたことを根
拠をはっきりさせて伝え合おうとしている。

国語の学習　これまで　これから
教科書：P142

■一年間の国語学習を振り返ったり、こ
れからの学習について考えたりして、す
すんで学習できるようにする。

【知識・技能】
〇相手を見て話したり聞いたりしているとともに、言
葉の抑揚や強弱、間の取り方などに注意して話して
いる。((1)イ)

【思考・判断・表現】
〇「話すこと・聞くこと」において、話の中心や話す
場面を意識して、言葉の抑揚や強弱、間の取り方な
どを工夫している。　(Ａ(1)ウ)
◎「書くこと」において、自分の考えとそれを支える
理由や事例との関係を明確にして、書き表し方を工
夫している。(Ｂ(1)ウ)

【態度】
・すすんで話の中心や話す場面を意識して、言葉の
抑揚や強弱、間の取り方などを工夫し、今までの学
習を生かして、一年間の国語の学習を振り返ったり
次年への希望を話し合ったりしようとしている。



国語科　単元ごとの評価規準
５年
月 単元名・教材名・時数・指導目標 時 評価規準

４月 1 1 扉の詩、目次、P9「国語の学びを見わたそう」
を見て、学習の進め方を確かめたり、見通しを
もったりする。

2 P17を読み、５年生の国語学習での目標や楽しみ
なことを書く。

3 P18-19を読み、活動のしかたを確かめる。

4 気持ちや様子を表す言葉を、一人一つずつカー
ドに書く。他の人に言葉が見えないように、グ
ループの中で交換する。

5 一人がカードを持ち、グループで２分間話す。
・カードを持たないメンバーは、どうすれば
カードを持つ人が「ひみつの言葉」を口にする
かを考えながら話す。

6 カードに書かれている言葉を確かめ、会話を振
り返る。

7 カードを持つ人を交代して、再度行う。

8 話してみて感じたことを振り返る。

４月 1 1 詩を声に出して読んだり、友達の音読を聞いた
りして、描かれていることを想像する。
・「どこかとおく」「しらないけしき」などの
言葉が表していることを考える。

2 思い浮かべた様子や自分の経験と重ねて感じた
ことをノートに書く。

3 ノートに書いたことを基にして、詩を読んで感
じたことを伝え合う。

4 学習を振り返る。

４月 1 1 P23の作例を基に、名前を使って自分を紹介する
文章の書き方を確かめる。

2 自分を紹介する文章を書く。
・名前の文字から始まる言葉を思い浮かべ、自
分の書きたいことに合ったものを選ぶ。
・前後の文とのつながりを考えながら、文章を
書く。3 書いた文章をグループで読み合い、感想を伝え
る。4 「いいな。」と思った作品を、クラス全体に紹
介する。

5 名前を使って自己紹介をしてみて気づいたこと
を振り返る。

6 P24「続けてみよう」を読み、日々のことを記録
することの大切さに気づき、ノートの書き方に
ついて学ぶ。

４月 人物の心情や人物どうしの関わりをとらえ、印象に残ったことを伝え合おう

1 1 学習の見通しをもつ。
・P25を見て、物語の内容を想像する。
・教材文を読み、「問いをもとう」「目標」を
基に学習課題を設定し、学習計画を立てる。

2 2 「理緒」の心情や、他の人物との関係を捉え
る。
・P36「言葉に着目しよう」を参考に、「理緒」
の心情や、他の人物との関わりが表れていると
ころに線を引く。
・P37「関係を図に表す」を参考に、線を引いた
ところを使って、登場人物の関係を図に表す。

3 3 登場人物の心情や人物どうしの関係が、どのよ
うに変化したのかについて想像する。
・変化のきっかけになった出来事や言動につい
て考える。
・「理緒」から見た「高橋さん」の人物像につ
いて考える。
・題名でもある「銀色の裏地」という言葉の意
味について考える。

4 4 P37「考えのまとめ方」を参考に、強く印象に
残ったことをまとめる。
・物語の中の印象的な表現や、自分の経験と重
ねて感じたことから考える。

5 5 考えたことを伝え合い、新たに考えたことや感
じたことをノートに書く。

銀色の裏地
５時間（読⑤）
◎比喩や反復などの表現の工夫に気づ
くことができる。（知・技(1)ク）
◎登場人物の相互関係や心情などにつ
いて、描写を基に捉えることができ
る。（思・判・表C(1)イ）
○情報と情報との関係づけのしかた、
図などによる語句と語句との関係の表
し方を理解し使うことができる。
（知・技(2)イ）
■印象に残ったことを伝え合う。
☆友情、信頼や相互理解に関わる題材
（道徳）

【知・技】
・比喩や反復などの表現の工夫に気
づいている。（(1)ク）
・情報と情報との関係づけのしか
た、図などによる語句と語句との関
係の表し方を理解し使っている。
（(2)イ）
【思・判・表】「読むこと」におい
て、登場人物の相互関係や心情など
について、描写を基に捉えている。
（C(1)イ）
【態】粘り強く登場人物の相互関係
や心情を捉え、学習の見通しをもっ
て印象に残ったことを伝え合おうと
している。

主な学習活動

ひみつの言葉を引き出そう
１時間（話・聞①）
○言葉には、相手とのつながりをつく
る働きがあることに気づくことができ
る。（知・技(1)ア）
○目的や意図に応じて、日常生活の中
から話題を決め、伝え合う内容を検討
することができる。（思・判・表A(1)
ア）
○話し手の目的や自分が聞こうとする
意図に応じて、話の内容を捉えること
ができる。（思・判・表A(1)エ）
■友達から「ひみつの言葉」を引き出
せるように話す。

【知・技】言葉には、相手とのつな
がりをつくる働きがあることに気づ
いている。（(1)ア）
【思・判・表】
・「話すこと・聞くこと」におい
て、目的や意図に応じて、日常生活
の中から話題を決め、伝え合う内容
を検討している。（A(1)ア）
・「話すこと・聞くこと」におい
て、話し手の目的や自分が聞こうと
する意図に応じて、話の内容を捉え
ている。（A(1)エ）
【態】進んで自分が聞こうとする意
図に応じて話の内容を捉え、学習の
見通しをもって友達から「ひみつの
言葉」を引き出せるように話そうと
している。

かんがえるのって　おもしろい
１時間（読①）
◎詩を音読することができる。（知・
技(1)ケ）
○詩を読んでまとめた感想を共有し、
自分の考えを広げることができる。
（思・判・表C(1)カ）
■音読して、想像したことを伝え合
う。

【知・技】詩を音読している。（(1)
ケ）
【思・判・表】「読むこと」におい
て、詩を読んでまとめた感想を共有
し、自分の考えを広げ てい る。
（C(1)カ）
【態】進んで詩を音読し、学習課題
に沿って想像したことを伝え合おう
としている。

名前を使って、自己しょうかい
続けてみよう
１時間（書①）
○言葉には、相手とのつながりをつく
る働きがあることに気づくことができ
る。（知・技(1)ア）
○文と文との接続の関係、話や文章の
構成や展開について理解することがで
きる。（知・技(1)カ）
○目的や意図に応じて、感じたことや
考えたことなどから書くことを選ぶこ
とができる。（思・判・表B(1)ア）
○文章全体の構成や展開が明確になっ
ているかなど、文章に対する感想を伝
え合い、自分の文章のよいところを見
つけることができる。（思・判・表
B(1)カ）
■自分を紹介する文章を書く。

【知・技】
・言葉には、相手とのつながりをつ
くる働きがあることに気づいてい
る。（(1)ア）
・文と文との接続の関係、話や文章
の構成や展開について理解してい
る。（(1)カ）
【思・判・表】
・「書くこと」において、目的や意
図に応じて、感じたことや考えたこ
となどから書くことを選んでいる。
（B(1)ア）
・「書くこと」において、文章全体
の構成や展開が明確になっているか
など、文章に対する感想を伝え合
い、自分の文章のよいところを見つ
けている。（B(1)カ）
【態】積極的に文章の構成や展開に
ついて理解し、これまでの学習をい
かして自分を紹介する文章を書こう
としている。

- 87 -



国語科　単元ごとの評価規準
５年
月 単元名・教材名・時数・指導目標 時 評価規準主な学習活動

6 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」「いかそう」で身につけ
た力を押さえる。
・「この本、読もう」で読書への意欲をもつ。

４月 1 1 何かをさまざまな角度から調べるときに、どの
ように本を探しているかについて、経験を紹介
し合う。2 図書館での本の探し方について理解する。
・「日本十進分類法」について知る。
・著作権の観点から、図書を活用する際の留意
点を確かめる。

3 図書館で、複数の棚から本を探す。
・自分でテーマやキーワードを決めて探す。

4 P41の記録カードの例を見て、読書記録のつけ方
を知る。

４月 1 1 漢字には、大きく分けて四つの成り立ちがある
ことを、例とともに確認する。

2 2 P43の設問１に取り組む。
・漢字辞典を使って、形声文字について確かめ
る。3 P43の設問２に取り組む。
・漢字辞典を使って、漢字の成り立ちを確かめ
る。4 学習を振り返る。

４月 1 1 「枕草子」を音読して、言葉の響きやリズムを
味わい、感じたことを伝え合う。

2 「枕草子」やP45の春に関わる言葉、俳句を参考
にして、春らしいものや様子を文章に書く。

3 書いたものを交流して、感想を伝え合う。

4 学習を振り返る。

５月 話の意図を考えてきき合い、「きくこと」について考えよう

1 1 学習の見通しをもつ。
・生活の中で、どのような「きく」があるのか
を出し合う。
・「問いをもとう」「目標」を基に、学習課題
を設定し、学習計画を立てる。

2 2 インタビューの順番を決め、話題を考える。
・話し手との関わりを思い出しながら、きいて
みたい話題を幾つか挙げる。
・その人の人柄を引き出せそうな話題を考え、
質問を挙げる。

3 インタビューのためのメモを用意する。
・絞った話題について、質問に対する答えを予
想し、インタビューのためのメモを書く。

3 4 活動のしかたや気をつける点を確かめる。
・P48-49を読み、きき手、話し手、記録者の役
割やインタビューの具体的なやり取り、報告の
しかたなどについて、全体で確認する。

4～5 5 役割を交代しながらインタビューをする。

6 記録したメモを基に報告の準備をする。

7 記録者がインタビューの内容について報告を行
い、報告を聞いて気づいたことを伝え合う。

6 8 「きくこと」について考えたことを伝え合う。
・役割の違いによって、きき方がどのように違
うのかについて話し合う。

9 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」「いかそう」で身につけ
た力を押さえる。

文章の要旨をとらえ、考えたことを伝え合おう

1～2 1 学習の見通しをもつ。
・P51を見て、文化や言葉とものの見方の関わり
について考える。
・学習課題を設定し、学習計画を立てる。

きいて、きいて、きいてみよう
６時間（話・聞⑥）
◎情報と情報との関係づけのしかた、
図などによる語句と語句との関係の表
し方を理解し使うことができる。
（知・技(2)イ）
◎話し手の目的や自分が聞こうとする
意図に応じて、話の内容を捉え、話し
手の考えと比較しながら、自分の考え
をまとめることができる。（思・判・
表A(1)エ）
○話し言葉と書き言葉との違いに気づ
くことができる。（知・技(1)イ）
○目的や意図に応じて、日常生活の中
から話題を決め、集めた材料を分類し
たり関係づけたりして、伝え合う内容
を検討することができる。（思・判・
表A(1)ア）
■インタビューをし、報告する。
☆インタビューを行い、報告する活動
（社会、総合的な学習の時間）
☆インタビューの録音・録画（ＩＣＴ
活用）

【知・技】
・話し言葉と書き言葉との違いに気
づいている。（(1)イ）
・情報と情報との関係づけのしか
た、図などによる語句と語句との関
係の表し方を理解し使っている。
（(2)イ）
【思・判・表】
・「話すこと・聞くこと」におい
て、目的や意図に応じて、日常生活
の中から話題を決め、集めた材料を
分類したり関係づけたりして、伝え
合う内容を検討している。（ A(1)
ア）
・「話すこと・聞くこと」におい
て、話し手の目的や自分が聞こうと
する意図に応じて、話の内容を捉
え、話し手の考えと比較しながら、
自分の考えをまとめている。（A(1)
エ）
【態】粘り強く話し手の目的や自分
が聞こうとする意図に応じて話の内
容を捉え、学習の見通しをもってイ
ンタビューをしたり、報告したりし
ようとしている。

５月
～
６月 見立てる

言葉の意味が分かること
【情報】原因と結果
７時間（知・技①、読⑥）
◎原因と結果など情報と情報との関係
について理解することができる。
（知・技(2)ア）
◎事実と感想、意見などとの関係を叙
述を基に押さえ、文章全体の構成を捉
えて要旨を把握することができる。
（思・判・表C(1)ア）
○文の中での語句の係り方や語順、文
と文との接続の関係、話や文章の構成
や展開、話や文章の種類とその特徴に
ついて理解することができる。（知・
技(1)カ）
○文章を読んで理解したことに基づい
て、自分の考えをまとめることができ
る。（思・判・表C(1)オ）
■考えたことを伝え合う。
☆外国語や異文化への興味をもち、理
解する態度を養う題材（外国語、道
徳、総合的な学習の時間）

【知・技】
・文の中での語句の係り方や語順、
文と文との接続の関係、話や文章の
構成や展開、話や文章の種類とその
特徴について理解している。（(1)
カ）
・原因と結果など情報と情報との関
係について理解している。（(2)ア）
【思・判・表】
・「読むこと」において、事実と感
想、意見などとの関係を叙述を基に
押さえ、文章全体の構成を捉えて要
旨を把握している。（C(1)ア）
・「読むこと」において、文章を読
んで理解したことに基づいて、自分
の考えをまとめている。（C(1)オ）
【態】粘り強く文章全体の構成を捉
えて要旨を把握し、学習課題に沿っ
て考えたことを伝え合おうとしてい
る。

銀色の裏地
５時間（読⑤）
◎比喩や反復などの表現の工夫に気づ
くことができる。（知・技(1)ク）
◎登場人物の相互関係や心情などにつ
いて、描写を基に捉えることができ
る。（思・判・表C(1)イ）
○情報と情報との関係づけのしかた、
図などによる語句と語句との関係の表
し方を理解し使うことができる。
（知・技(2)イ）
■印象に残ったことを伝え合う。
☆友情、信頼や相互理解に関わる題材
（道徳）

【知・技】
・比喩や反復などの表現の工夫に気
づいている。（(1)ク）
・情報と情報との関係づけのしか
た、図などによる語句と語句との関
係の表し方を理解し使っている。
（(2)イ）
【思・判・表】「読むこと」におい
て、登場人物の相互関係や心情など
について、描写を基に捉えている。
（C(1)イ）
【態】粘り強く登場人物の相互関係
や心情を捉え、学習の見通しをもっ
て印象に残ったことを伝え合おうと
している。

図書館を使いこなそう
１時間（知・技①）
◎日常的に読書に親しみ、読書が、自
分の考えを広げることに役立つことに
気づくことができる。（知・技 (3)
オ）
■本を探して、記録カードを書く。
☆図書館で本を探す活動（図書館活
用）

【知・技】日常的に読書に親しみ、
読書が、自分の考えを広げることに
役立つことに気づいている。（(3)
オ）
【態】進んで読書が自分の考えを広
げることに役立つことに気づき、こ
れまでの学習をいかして本を探し
て、記録カードを書こうとしてい
る。

漢字の成り立ち
２時間（知・技②）
◎漢字の由来、特質などについて理解
することができる。（知・技(3)ウ）

【知・技】漢字の由来、特質などに
ついて理解している。（(3)ウ）
【態】進んで漢字の由来、特質など
に関心をもち、学習課題に沿ってそ
れらを理解しようとしている。

春の空
１時間（書①）
◎親しみやすい古文を音読するなどし
て、言葉の響きやリズムに親しむこと
ができる。（知・技(3)ア）
○語感や言葉の使い方に対する感覚を
意識して、語や語句を使うことができ
る。（知・技(1)オ）
○目的や意図に応じて、感じたことや
考えたことなどから書くことを選ぶこ
とができる。（思・判・表B(1)ア）
■春らしいものや様子を文章に書く。
☆我が国の伝統と文化を尊重する態度
を養う題材（道徳）

【知・技】
・語感や言葉の使い方に対する感覚
を意識して、語や語句を使ってい
る。（(1)オ）
・親しみやすい古文を音読するなど
して、言葉の響きやリズムに親しん
でいる。（(3)ア）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、目的や意図に応じて、感じたこ
とや考えたことなどから書くことを
選んでいる。（B(1)ア）
【態】積極的に言葉の響きやリズム
に親しみ、学習課題に沿って春らし
いものや様子を文章に書こうとして
いる。
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国語科　単元ごとの評価規準
５年
月 単元名・教材名・時数・指導目標 時 評価規準主な学習活動

2 「見立てる」を読み、事例や文章構成に着目し
て筆者の主張を見つけて、自分の考えを伝え合
う。3 3 「言葉の意味が分かること」を読み、筆者の主
張を見つける。
・教材文を読み、「問いをもとう」「目標」を
基に学習のめあてを確かめる。
・文章を「初め」「中」「終わり」に分けて、
各段落の内容を捉え、文章構成と内容を確かめ
る。

4 4 文章の要旨を150字以内でまとめる。

5～6 5 文章構成や事例の挙げ方、原因と結果の関係、
事例と筆者の考えの結び付きなどを確かめる。
・P63「原因と結果」、P60-61「言葉に着目しよ
う」を参考にする。

6 筆者の考えや、事例の示し方に対する自分の考
えをまとめる。
・共感できる点や疑問に思う点に変化があった
かを考える。

7 7 自分の考えを伝え合う。
・筆者の考えに触れながら、文章から読み取れ
る筆者の考えに対する自分の考えを話す。

8 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」「いかそう」で身につけ
た力を押さえる。
・「この本、読もう」で読書への意欲をもつ。

６月 1 1 敬語について知る。
・「問いをもとう」を基に、言葉遣いについて
自分なりの考えとその理由をもつ。
・丁寧語・尊敬語・謙譲語について理解し、
ノートにまとめる。

2 2 P65の設問１に取り組む。
・どのような表現に変えるとよいかを考え、理
由とともにノートに書いて、話し合う。

3 学習を振り返る。
・「いかそう」を基に、これからの生活にいか
す視点をもつ。

６月 表現を工夫して、俳句を作ろう

1 1 学習の見通しをもつ。
・P66の二つの俳句を読み、「問いをもとう」に
沿って感想を話し合う。
・「問いをもとう」「目標」を基に、学習課題
を設定し、学習計画を立てる。

2 2 俳句を作る材料を集める。
・P67のメモの例を参考にして、生活の中で気づ
いたことや、驚いたこと、心が動いたことなど
を短い文で書き留める。

3 材料を基に、５・７・５の17音の形にする。

4 P68を参考に、表現の工夫のしかたを確かめる。

3 5 作った俳句の表現を工夫する。

6 作った俳句を友達と読み合い、言葉や表現を工
夫したところや、友達の俳句への感想を伝え合
う。7 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」「いかそう」で身につけ
た力を押さえる。

６月 1 1 P70に提示された言葉を使いながら、図書館の人
になったつもりで、本の場所や図書館の使い方
などについて説明する文や文章を書く。

2 書いた文や文章を読み返し、構成などを整え
る。3 書いた文や文章を読み合い、交流するととも
に、示された漢字について確認する。

６月 1 1 古典の世界を想像して、関心をもつ。
・P71の絵や文章から気づいたことを出し合う。

2 二次元コードの音声を参考に、四つの古典作品
の冒頭を音読し、現代語訳や解説から内容の大
体を知る。2 3 作品を読んで感じたことや考えたことなどを
ノートに書き、伝え合う。

古典の世界（一）
２時間（知・技②）
◎親しみやすい古文を音読するなどし
て、言葉の響きやリズムに親しむこと
ができる。（知・技(3)ア）
○古典について解説した文章を読んだ
り作品の内容の大体を知ったりするこ
とを通して、昔の人のものの見方や感
じ方を知ることができる。（知・技
(3)イ）
■古文を音読する。
☆我が国の伝統と文化を尊重する態度
を養う題材（道徳）

【知・技】
・親しみやすい古文を音読するなど
して、言葉の響きやリズムに親しん
でいる。（(3)ア）
・古典について解説した文章を読ん
だり作品の内容の大体を知ったりす
ることを通して、昔の人のものの見
方や感じ方を知っている。（(3)イ）
【態】進んで言葉の響きやリズムに
親しみ、学習課題に沿って古文を音
読しようとしている。

敬語
２時間（知・技②）
◎日常よく使われる敬語を理解し使い
慣れることができる。（知・技 (1)
キ）
○言葉には、相手とのつながりをつく
る働きがあることに気づくことができ
る。（知・技(1)ア）
☆礼儀や言葉遣いが、円滑な人とのつ
ながりをつくることについて考える題
材（道徳）

【知・技】
・言葉には、相手とのつながりをつ
くる働きがあることに気づいてい
る。（(1)ア）
・日常よく使われる敬語を理解し使
い慣れている。（(1)キ）
【態】進んで日常よく使われる敬語
について理解し、学習課題に沿って
使い慣れようとしている。

日常を十七音で
３時間（書③）
◎比喩や反復などの表現の工夫に気づ
くことができる。（知・技(1)ク）
◎俳句の構成や書き表し方などに着目
して、俳句を整えることができる。
（思・判・表B(1)オ）
○俳句の中で漢字と仮名を適切に使い
分けることができる。（知・技 (1)
ウ）
〇目的や意図に応じて簡単に書いたり
詳しく書いたりするなど、自分の考え
が伝わるように書き表し方を工夫する
ことができる。（思・判・表B(1)ウ）
■俳句を作る。

【知・技】
・俳句の中で漢字と仮名を適切に使
い分けている。（(1)ウ）
・比喩や反復などの表現の工夫に気
づいている。（(1)ク）
【思・判・表】
・「書くこと」において、目的や意
図に応じて簡単に書いたり詳しく書
いたりするなど、自分の考えが伝わ
るように書き表し方を工夫してい
る。（B(1)ウ）
・「書くこと」において、俳句の構
成や書き表し方などに着目して、俳
句を整えている。（B(1)オ）
【態】粘り強く構成や書き表し方な
どに着目して文言を整え、学習の見
通しをもって俳句を作ろうとしてい
る。

漢字の広場①
１時間（書①）
◎第４学年までに配当されている漢字
を書き、文や文章の中で使うことがで
きる。（知・技(1)エ）
・文章全体の構成や書き表し方などに
着目して、文や文章を整えることがで
きる。（思・判・表B(1)オ）
■示された言葉を使って、絵を基にし
て文を書く。

【知・技】第４学年までに配当され
ている漢字を書き、文や文章の中で
使っている。（(1)エ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、文章全体の構成や書き表し方な
どに着目して、文や文章を整えてい
る。（B(1)オ）
【態】進んで第４学年までに配当さ
れている漢字を書き、これまでの学
習をいかして文を書こうとしてい
る。

見立てる
言葉の意味が分かること
【情報】原因と結果
７時間（知・技①、読⑥）
◎原因と結果など情報と情報との関係
について理解することができる。
（知・技(2)ア）
◎事実と感想、意見などとの関係を叙
述を基に押さえ、文章全体の構成を捉
えて要旨を把握することができる。
（思・判・表C(1)ア）
○文の中での語句の係り方や語順、文
と文との接続の関係、話や文章の構成
や展開、話や文章の種類とその特徴に
ついて理解することができる。（知・
技(1)カ）
○文章を読んで理解したことに基づい
て、自分の考えをまとめることができ
る。（思・判・表C(1)オ）
■考えたことを伝え合う。
☆外国語や異文化への興味をもち、理
解する態度を養う題材（外国語、道
徳、総合的な学習の時間）

【知・技】
・文の中での語句の係り方や語順、
文と文との接続の関係、話や文章の
構成や展開、話や文章の種類とその
特徴について理解している。（(1)
カ）
・原因と結果など情報と情報との関
係について理解している。（(2)ア）
【思・判・表】
・「読むこと」において、事実と感
想、意見などとの関係を叙述を基に
押さえ、文章全体の構成を捉えて要
旨を把握している。（C(1)ア）
・「読むこと」において、文章を読
んで理解したことに基づいて、自分
の考えをまとめている。（C(1)オ）
【態】粘り強く文章全体の構成を捉
えて要旨を把握し、学習課題に沿っ
て考えたことを伝え合おうとしてい
る。
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4 四つの作品を再度読んだり、子ども向けの古典
作品集などを読んだりする。
・「この本、読もう」で紹介されている本も参
考にするとよい。

5 学習を振り返る。

６月 1～2 1 P76上段を見て、自分にも似た体験がないか想起
して紹介し合い、目的に応じた引用の重要性に
ついて考えることを押さえる。

2 P76下段を読んで、情報を書き留めるときに気を
つけることを確認する。

3 P77の文章と「山下さんの引用カード」を読ん
で、気づいたことを話し合う。

4 「山下さんの引用カード」を参考にして、「手
洗いの際に、蛇口を閉めることの大切さを説明
する文章を書く場合」という設定で、引用カー
ドを書く。5 どのような引用カードを書いたのか、伝え合
う。6 学習を振り返る。
・「いかそう」を基に、これからの生活にいか
す視点をもつ。

伝えたいことを整理して、報告しよう

1 1 学習の見通しをもつ。
・ユニバーサルデザインについて、知っている
ことを紹介し合う。
・「問いをもとう」「目標」を基に、学習課題
を設定し、学習計画を立てる。

2 2 調べたいことを見つける。
・P79を参考にして、家や町の中にあるものか
ら、誰もが使いやすいように工夫されているも
のを探す。
・見つけたものから、特に調べたいものを選3～4 3 調べ方を選んで取材し、集めた情報を整理す
る。
・P80「さまざまな調べ方と特長」を参考に、適
切な方法を選んで調べる。
・P76「目的に応じて引用するとき」の学習を参
考にして、調べたことを記録する。
・P80「さまざまな調べ方と特長」を参考にしな
がら、集めた情報を整理する方法について考え

5 4 報告する文章の構成を考える。
・P82の作例や二次元コードから見られる作例
（全文）を参考にして、文章の構成を考える。

6 5 報告する文章の下書きを書く。
・小見出しを立てるなどして、まとまりが分か
るように書く。
・本などから引用する場合は、他と区別して書
く。
・まとめは、それまでに述べてきたことと対応
させる。

7 6 下書きを読み直して、清書する。

7 書いた文章を読み合って感想を伝え合う。
・どんなところがよかったか、そう感じた理由
とともに、感想を伝え合う。

8 8 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」「いかそう」で身につけ
た力を押さえる。

７月 1 1 P84上段の問題に取り組み、同じ訓をもつ漢字で
も、意味や使い方に違いがあることに気づく。

2 P84の設問１・２に取り組む。

2 3 P85上段を読み、同じ音をもつ熟語でも、意味や
使い方に違いがあることに気づく。

4 P85の設問３・４に取り組む。

5 学習を振り返る。

７月 1 1 「枕草子」を音読して、言葉の響きやリズムを
味わい、感じたことを伝え合う。

2 「枕草子」やP87の夏に関わる言葉、俳句を参考
にして、夏らしいものや様子を文章に書く。

3 書いたものを交流して、感想を伝え合う。

同じ読み方の漢字
２時間（知・技②）
◎第５学年までに配当されている漢字
を読むとともに、漸次書き、文や文章
の中で使うことができる。（知・技
(1)エ）

【知・技】第５学年までに配当され
ている漢字を読むとともに、漸次書
き、文や文章の中で使っている。
（(1)エ）
【態】進んで同じ読み方の漢字の使
い分けに関心をもち、これまでの学
習をいかしてそれらを理解しようと
している。

夏の夜
１時間（書①）
◎親しみやすい古文を音読するなどし
て、言葉の響きやリズムに親しむこと
ができる。（知・技(3)ア）
○語感や言葉の使い方に対する感覚を
意識して、語や語句を使うことができ
る。（知・技(1)オ）
○目的や意図に応じて、感じたことや
考えたことなどから書くことを選ぶこ
とができる。（思・判・表B(1)ア）
■夏らしいものや様子を文章に書く。
☆我が国の伝統と文化を尊重する態度
を養う題材（道徳）

【知・技】
・語感や言葉の使い方に対する感覚
を意識して、語や語句を使ってい
る。（(1)オ）
・親しみやすい古文を音読するなど
して、言葉の響きやリズムに親しん
でいる。（(3)ア）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、目的や意図に応じて、感じたこ
とや考えたことなどから書くことを
選んでいる。（B(1)ア）
【態】積極的に言葉の響きやリズム
に親しみ、学習課題に沿って夏らし
いものや様子を文章に書こうとして
いる。

古典の世界（一）
２時間（知・技②）
◎親しみやすい古文を音読するなどし
て、言葉の響きやリズムに親しむこと
ができる。（知・技(3)ア）
○古典について解説した文章を読んだ
り作品の内容の大体を知ったりするこ
とを通して、昔の人のものの見方や感
じ方を知ることができる。（知・技
(3)イ）
■古文を音読する。
☆我が国の伝統と文化を尊重する態度
を養う題材（道徳）

【知・技】
・親しみやすい古文を音読するなど
して、言葉の響きやリズムに親しん
でいる。（(3)ア）
・古典について解説した文章を読ん
だり作品の内容の大体を知ったりす
ることを通して、昔の人のものの見
方や感じ方を知っている。（(3)イ）
【態】進んで言葉の響きやリズムに
親しみ、学習課題に沿って古文を音
読しようとしている。

【情報】目的に応じて引用するとき
２時間（書②）
◎引用して、自分の考えが伝わるよう
に書き表し方を工夫することができ
る。（思・判・表B(1)エ）
○情報と情報との関係づけのしかたを
理解し使うことができる。（知・技
(2)イ）
■引用カードを書く。
☆レポート等を作成する際に、目的に
応じて適切な引用を行う活動（理科、
社会、総合的な学習の時間）

【知・技】情報と情報との関係づけ
のしかたを理解し使っている。（(2)
イ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、引用して、自分の考えが伝わる
ように書き表し方を工夫している。
（B(1)エ）
【態】進んで目的に応じた引用のし
かたを理解し、学習課題に沿って引
用カードを書こうとしている。

６月
～
７月 みんなが使いやすいデザイン

８時間（書⑧）
◎目的や意図に応じて、感じたことや
考えたことなどから書くことを選び、
集めた材料を分類したり関係づけたり
して、伝えたいことを明確にすること
ができる。(思・判・表B(1)ア）
○情報と情報との関係づけのしかたを
理解し使うことができる。（知・技
(2)イ）
■報告する文章を書く。
☆よりよい社会や学校生活をつくろう
と考える題材（道徳、総合的な学習の
時間）
☆調べたことを報告する文章の書き方
を工夫する活動（理科、社会、総合的
な学習の時間）
☆インターネットによる情報収集（Ｉ
ＣＴ活用）

【知・技】情報と情報との関係づけ
のしかたを理解し使っている。（(2)
イ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、目的や意図に応じて、感じたこ
とや考えたことなどから書くことを
選び、集めた材料を分類したり関係
づけたりして、伝えたいことを明確
にしている。（B(1)ア）
【態】粘り強く目的や意図に応じて
集めた材料を分類したり関係づけた
りし、学習の見通しをもって報告す
る文章を書こうとしている。
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4 学習を振り返る。

７月 本は友達

1 1 学習の見通しをもつ。
・普段、どのように本を探しているかを想起す
る。
・学習課題を設定し、学習計画を立てる。2 自分の本の選び方について、友達と話す。
・さまざまな観点があってよいが、作家に着目
した発言が出るようにしたい。

2～4 3 「モモ」を読んで、感想を伝え合う。

4 これから読みたい作家を決めて、その作家の本
を探して読む。

5 P91の作例を参考に「しょうかいカード」を書
き、本を紹介し合う。

5 6 自分の選んだ作家や作品の魅力を紹介し合い、
気づいたことを伝え合う。

7 学習を振り返る。
・「読書に親しむために」で、本の読み方を押
さえる。

９月 1 1 二つの詩を音読する。
・繰り返しの表現に着目しながら読む。

2 「かぼちゃのつるが」を読み、繰り返しの表現
により、どのような様子が想像されるかについ
て、話し合う。
・「はい上がり」「葉をひろげ」が、どう繰り
返され、何を表しているかを考える。

2 3 「われは草なり」を読み、「われは草なり」と
は、どのようなことを表しているかについて考
える。
・繰り返しの表現が、各連の中で、他の表現と
どう結び付いているかについて話し合う。4 二つの詩を読んで、繰り返しの表現があること
の効果について、考えをまとめる。

5 学習を振り返る。

９月 1～2 1 P104-105を読み、学習の進め方を確認する。

2 海を薦めるチーム（二人）と、山を薦めるチー
ム（二人）に分かれて、チームごとに薦める理
由を考えてノートに書き出す。

3 話し合いを行う。
・それぞれのチームが意見を言った後、質疑応
答をして、互いの考えの違いをはっきりさせ
る。
・各チームは、質疑応答を踏まえて考えを整理
し、改めて意見を述べる。
・先生役は、説得力があったチームを判定す

4 学習を振り返る。
・「たいせつ」で身につけた力を押さえる。

９月 1 1 新聞の１面の構成について確認する。
・実際の新聞を用意し、構成を確認しながら、
気づいたことや疑問点などをノートに書く。
・新聞のそれぞれの面には、どのような分野の
記事が書かれているかを確認する。

2 P108-109の二つの記事を読み、どんな違いがあ
るか、どうして違うのかを考え、ノートに書
く。3 二つの記事を比べて考えたことについて話し合
う。2 4 新聞の中から自分が興味をもったニュースを一
つ選び、そのニュースについて、複数の記事を
読み比べ、思ったことや考えたことをノートに
書く。5 ノートに書いたことを基に、自分の選んだ
ニュースや記事について紹介し合う。

6 学習を振り返る。
・「たいせつ」で身につけた力を押さえる。

９月 1 1 意見文における「主張」と「根拠」について知
る。

文章に説得力をもたせるには
２時間（書②）
◎筋道の通った文章となるように、文
章全体の構成や展開を考えることがで
きる。（思・判・表B(1)イ）
○文の中での語句の係り方や語順、文
と文との接続の関係、話や文章の構成
や展開、話や文章の種類とその特徴に
ついて理解することができる。（知・
技(1)カ）
■考えたことを伝え合う。

【知・技】文の中での語句の係り方
や語順、文と文との接続の関係、話
や文章の構成や展開、話や文章の種
類とその特徴について理解してい
る。（(1)カ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、筋道の通った文章となるよう
に、文章全体の構成や展開を考えて
いる。（B(1)イ）
【態】積極的に筋道の通った文章と
なるように文章全体の構成や展開を
考え、学習の見通しをもって考えた
ことを伝え合おうとしている。

かぼちゃのつるが
われは草なり
２時間（読②）
◎比喩や反復などの表現の工夫に気づ
くことができる。（知・技(1)ク）
○詩の全体像を具体的に想像したり、
表現の効果を考えたりすることができ
る。（思・判・表C(1)エ）
■考えたことを伝え合う。

【知・技】比喩や反復などの表現の
工夫に気づいている。（(1)ク）
【思・判・表】「読むこと」におい
て、詩の全体像を具体的に想像した
り、表現の効果を考えたりしてい
る。（C(1)エ）
【態】進んで比喩や反復などの表現
の工夫に気づき、学習課題に沿って
考えたことを伝え合おうとしてい
る。

どちらを選びますか
２時間（話・聞②）
◎思考に関わる語句の量を増し、話や
文章の中で使うことができる。（知・
技(1)オ）
◎互いの立場や意図を明確にしながら
計画的に話し合い、考えを広げたりま
とめたりすることができる。（思・
判・表A(1)オ）
■立場に分かれて話し合う。
☆適切な資料を用意し、相手が納得す
る説明をする活動（特別活動）

【知・技】思考に関わる語句の量を
増し、話や文章の中で使っている。
（(1)オ）
【思・判・表】「話すこと・聞くこ
と」において、互いの立場や意図を
明確にしながら計画的に話し合い、
考えを広げたりまとめたりしてい
る。（A(1)オ）
【態】積極的に互いの立場を明確に
して、これまでの学習をいかして立
場に分かれて話し合おうとしてい
る。

新聞を読もう
２時間（読②）
◎目的に応じて、文章と図表などを結
び付けるなどして必要な情報を見つけ
たり、論の進め方について考えたりす
ることができる。（思・判・表C(1)
ウ）
○文章の構成や、文章の種類とその特
徴について理解することができる。
（知・技(1)カ）
○事実と感想、意見などとの関係を叙
述を基に押さえ、文章全体の構成を捉
えて要旨を把握することができる。
（思・判・表C(1)ア）
■新聞記事を読む。
☆新聞記事等による情報収集（社会、
総合的な学習の時間）

【知・技】文章の構成や、文章の種
類とその特徴について理解してい
る。（(1)カ）
【思・判・表】
・「読むこと」において、事実と感
想、意見などとの関係を叙述を基に
押さえ、文章全体の構成を捉えて要
旨を把握している。（C(1)ア）
・「読むこと」において、目的に応
じて、文章と図表などを結び付ける
などして必要な情報を見つけたり、
論の進め方について考えたりしてい
る。（C(1)ウ）
【態】進んで必要な情報を見つけた
り、論の進め方について考えたり
し、学習課題に沿って新聞記事を読
もうとしている。

夏の夜
１時間（書①）
◎親しみやすい古文を音読するなどし
て、言葉の響きやリズムに親しむこと
ができる。（知・技(3)ア）
○語感や言葉の使い方に対する感覚を
意識して、語や語句を使うことができ
る。（知・技(1)オ）
○目的や意図に応じて、感じたことや
考えたことなどから書くことを選ぶこ
とができる。（思・判・表B(1)ア）
■夏らしいものや様子を文章に書く。
☆我が国の伝統と文化を尊重する態度
を養う題材（道徳）

【知・技】
・語感や言葉の使い方に対する感覚
を意識して、語や語句を使ってい
る。（(1)オ）
・親しみやすい古文を音読するなど
して、言葉の響きやリズムに親しん
でいる。（(3)ア）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、目的や意図に応じて、感じたこ
とや考えたことなどから書くことを
選んでいる。（B(1)ア）
【態】積極的に言葉の響きやリズム
に親しみ、学習課題に沿って夏らし
いものや様子を文章に書こうとして
いる。

作家で広げるわたしたちの読書
モモ
５時間（読⑤）
◎日常的に読書に親しみ、読書が、自
分の考えを広げることに役立つことに
気づくことができる。（知・技 (3)
オ）
○文章を読んでまとめた意見や感想を
共有し、自分の考えを広げることがで
きる。（思・判・表C(1)カ）
■本の魅力を伝え合う。
☆作家を意識して選んだ本を読む活動
（図書館活用）

【知・技】日常的に読書に親しみ、
読書が、自分の考えを広げることに
役立つことに気づいている。（(3)
オ）
【思・判・表】「読むこと」におい
て、文章を読んでまとめた意見や感
想を共有し、自分の考えを広げてい
る。（C(1)カ）
【態】積極的に読書に親しみ、学習
の見通しをもって本の魅力を伝え合
おうとしている。
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国語科　単元ごとの評価規準
５年
月 単元名・教材名・時数・指導目標 時 評価規準主な学習活動

2 P110-111の意見文の例を読み、「主張」と「根
拠」がどのように書かれているかを確かめる。
・「予想される反論」と「反論に対する考え」
があるのとないのとでは、主張の伝わり方がど
のように変わるかを考える。
・「まとめ」で「主張」と同じ内容が繰り返さ
れていることの効果を考える。

2 3 自分が毎日を安全に過ごすための方法について
意見文を書くと仮定して、構成や、どのまとま
りにどんなことを書くかを考えて、伝え合う。

4 学習を振り返る。
・「たいせつ」「いかそう」で身につけた力を
押さえる。

９月 1 1 P112に提示された言葉を使いながら、作家に
なったつもりで、登山家の半生を文章に書く。

2 書いた文章を読み返し、構成などを整える。

3 書いた文章を友達と読み合い、交流するととも
に、示された漢字について確認する。

物語の全体像を想像し、考えたことを伝え合おう

1 1 学習の見通しをもつ。
・P113を見て、物語の内容を想像する。
・教材文を読み、「問いをもとう」「目標」を
基に学習課題を設定し、学習計画を立てる。

2 2 本文を読んで、「綾」の心情の変化を捉える。
・それぞれの場面で「綾」が出会ったものや、
登場人物を確かめる。
・P128「心情の変化をとらえる」を参考に、行
動や会話、心情や情景を表す表現に着目して、
「綾」の心情の変化を捉える。

3～4 3 P129「言葉に着目しよう」を参考にし、物語の
全体像を想像する。
・「きれいな川」や「ただの名前」が、「綾」
にとってどんなものに変わったかを考える。
・原爆や戦争に対する「綾」の見方がどう変
わったかを考える。
・「綾」が訪ねた場所や出会った人が、それぞ
れ「綾」に何を伝える役割をしていたかについ
て考える。

5 4 自分の思いや考えにどのような変化があったか
について、ノートにまとめる。
・P129「考えをまとめる例」を参考にする。

5 まとめたことを友達と伝え合う。

6 6 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」「いかそう」で身につけ
た力を押さえる。
・単元で身につけた力をいかして、P260「チェ
ロの木」を読むことを確かめる。
・「この本、読もう」で読書への意欲をもつ。

10月 1 1 P131に提示された言葉を使いながら、各教科で
の学習や学校生活について、学級日誌に記録す
るように文章を書く。

2 書いた文章を読み返し、構成などを整える。

3 書いた文章を友達と読み合い、交流するととも
に、示された漢字について確認する。

10月 1～2 1 方言と共通語について知る。
・「問いをもとう」を基に、言葉の中には方言
があることに気づく。
・「方言分布図」を参照し、自分の住んでいる
地方で、塩の味を表す言葉としてどう言うか、
話し合う。

2 方言と共通語の特徴と必要性を確かめる。

漢字の広場③
１時間（書①）
◎第４学年までに配当されている漢字
を書き、文や文章の中で使うことがで
きる。（知・技(1)エ）
・文章全体の構成や書き表し方などに
着目して、文や文章を整えることがで
きる。（思・判・表B(1)オ）
■示された言葉を使って、絵を基にし
て文を書く。

【知・技】第４学年までに配当され
ている漢字を書き、文や文章の中で
使っている。（(1)エ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、文章全体の構成や書き表し方な
どに着目して、文や文章を整えてい
る。（B(1)オ）
【態】進んで第４学年までに配当さ
れている漢字を書き、これまでの学
習をいかして文を書こうとしてい
る。

方言と共通語
２時間（知・技②）
◎共通語と方言との違いを理解するこ
とができる。（知・技(3)ウ）

【知・技】共通語と方言との違いを
理解している。（(3)ウ）
【態】進んで方言と共通語の違いに
関心をもち、学習課題に沿ってそれ
らを理解しようとしている。

文章に説得力をもたせるには
２時間（書②）
◎筋道の通った文章となるように、文
章全体の構成や展開を考えることがで
きる。（思・判・表B(1)イ）
○文の中での語句の係り方や語順、文
と文との接続の関係、話や文章の構成
や展開、話や文章の種類とその特徴に
ついて理解することができる。（知・
技(1)カ）
■考えたことを伝え合う。

【知・技】文の中での語句の係り方
や語順、文と文との接続の関係、話
や文章の構成や展開、話や文章の種
類とその特徴について理解してい
る。（(1)カ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、筋道の通った文章となるよう
に、文章全体の構成や展開を考えて
いる。（B(1)イ）
【態】積極的に筋道の通った文章と
なるように文章全体の構成や展開を
考え、学習の見通しをもって考えた
ことを伝え合おうとしている。

漢字の広場②
１時間（書①）
◎第４学年までに配当されている漢字
を書き、文や文章の中で使うことがで
きる。（知・技(1)エ）
・文章全体の構成や書き表し方などに
着目して、文や文章を整えることがで
きる。（思・判・表B(1)オ）
■示された言葉を使って、絵を基にし
て文を書く。

【知・技】第４学年までに配当され
ている漢字を書き、文や文章の中で
使っている。（(1)エ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、文章全体の構成や書き表し方な
どに着目して、文や文章を整えてい
る。（B(1)オ）
【態】進んで第４学年までに配当さ
れている漢字を書き、これまでの学
習をいかして文を書こうとしてい
る。

９月
～
10月 たずねびと

６時間（読⑥）
◎人物像や物語などの全体像を具体的
に想像したり、表現の効果を考えたり
することができる。（思・判・表C(1)
エ）
○比喩や反復などの表現の工夫に気づ
くことができる。（知・技(1)ク）
■考えたことを伝え合う。
☆戦争や平和について考えさせるとと
もに、平和を願う心を養う題材（道
徳）
☆紹介された本を選んで読む活動（図
書館活用）

【知・技】比喩や反復などの表現の
工夫に気づいている。（知・技(1)
ク）
【思・判・表】「読むこと」におい
て、人物像や物語などの全体像を具
体的に想像したり、表現の効果を考
えたりしている。（C(1)エ）
【態】粘り強く物語の全体像を具体
的に想像し、学習の見通しをもって
考えたことを伝え合おうとしてい
る。
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国語科　単元ごとの評価規準
５年
月 単元名・教材名・時数・指導目標 時 評価規準主な学習活動

3 設問に取り組む。
・自分の住む地域の方言を知る。
・「たずねびと」の方言の効果について話し合
う。
・方言を使った場合と共通語を使った場合のそ
れぞれのよさを考える。

4 学習を振り返る。
・「いかそう」を読み、これからの生活にいか
す視点をもつ。

10月 1 1 「枕草子」を音読して、言葉の響きやリズムを
味わい、感じたことを伝え合う。

2 「枕草子」やP135の秋に関わる言葉、俳句を参
考にして、秋らしいものや様子を文章に書く。

3 書いたものを交流して、感想を伝え合う。

4 学習を振り返る。

10月 たがいの立場を明確にして、話し合おう

1 1 学習の見通しをもつ。
・学校生活の中でこうなるといいと思うことに
ついて、考えを出し合う。
・「問いをもとう」「目標」を基に、学習課題
を設定し、学習計画を立てる。

2 2 学校生活の中から、議題を決める。
・新たにしてみたいことや解決したい身近な課
題を見つけて、ノートに書く。
・書いた課題を基にクラスで一つの課題を選
び、議題を決める。

3 3 自分の立場を明らかにするために、考えを書き
出す。
・P138「自分の考えを明らかにするときは」を
参考にする。
・議題についての自分の意見を付箋等に書き出
して整理しておく。

4 4 話し合いのしかたを全体で確認して、進行計画
を立てる。
・P138「進め方の例」を参考にする。
・グループごとに司会や記録などの役割や、時
間配分等を決める。

5 話し合いのときに気をつけることを確認する。
・「考えを広げる話し合い」「考えをまとめる
話し合い」それぞれについて、よりよい意見の
伝え方や質問のしかた、意見のまとめ方などを
確かめる。
・P142「意見が対立したときには」を読み、意
見が対立したときの伝え合い方について知る。

5 6 計画に沿って、グループで話し合う。
・前時までの学習をいかして話し合う。
・各自の考えを書いた付箋を利用して、それぞ
れの考えを整理する。P140「ふせんを使って整
理する例」を参考にする。

6 7 話し合った結果をクラス全体へ報告し、感想を
伝え合う。
・話し合いの中でよかったところを伝え合い、
話し合いのよりよい進め方として確かめ合う。

8 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」「いかそう」で身につけ
た力を押さえる。

11月 1 1 P144-145を読み、「浦島太郎」の結末について
知ることを発表し合う。

2 二次元コードを活用して古典の文章の朗読を聞
いたのち、繰り返し音読する。

3 「知っている話と違う」「今の自分たちにも、
気持ちが分かる」などの視点で考えをもち、友
達と話し合う。

よりよい学校生活のために
【コラム】意見が対立したときには
６時間（話・聞⑥）
◎情報と情報との関係づけのしかた、
図などによる語句と語句との関係の表
し方を理解し使うことができる。
（知・技(2)イ）
◎目的や意図に応じて、日常生活の中
から話題を決め、集めた材料を分類し
たり関係づけたりして、伝え合う内容
を検討することができる。（思・判・
表A(1)ア）
◎互いの立場や意図を明確にしながら
計画的に話し合い、考えを広げたりま
とめたりすることができる。（思・
判・表A(1)オ）
○思考に関わる語句の量を増し、話や
文章の中で使うことができる。（知・
技(1)オ）
■身の回りの問題について、それぞれ
の立場から考えを伝えて話し合う。
☆身近な問題に気づき、仲間と共に解
決を図る学習（特別活動、社会、総合
的な学習の時間）
☆ＩＣＴ端末の機能を使って、出てき
た考えを整理する活動（ＩＣＴ活用)

【知・技】
・思考に関わる語句の量を増し、話
や文章の中で使っている。（(1)オ）
・情報と情報との関係づけのしか
た、図などによる語句と語句との関
係の表し方を理解し使っている。
（(2)イ）
【思・判・表】
・「話すこと・聞くこと」におい
て、目的や意図に応じて、日常生活
の中から話題を決め、集めた材料を
分類したり関係づけたりして、伝え
合う内容を検討している。（ A(1)
ア）
・「話すこと・聞くこと」におい
て、互いの立場や意図を明確にしな
がら計画的に話し合い、考えを広げ
たりまとめたりしている。（ A(1)
オ）
【態】粘り強く互いの立場や意図を
明確にしながら、学習の見通しを
もって身の回りの問題を解決するた
めに話し合おうとしている。

浦島太郎――「御伽草子」より
１時間（知・技①）
◎古典について解説した文章を読んだ
り作品の内容の大体を知ったりするこ
とを通して、昔の人のものの見方や感
じ方を知ることができる。（知・技
(3)イ）
○親しみやすい古文の文章を音読する
などして、言葉の響きやリズムに親し
むことができる。（知・技(3)ア）
○時間の経過による言葉の変化に気づ
くことができる。（知・技(3)ウ）
■古典の文章を読み、知っている話と
比べて思ったことを話す。
☆二次元コードから朗読を視聴（ＩＣ
Ｔ活用）

【知・技】
・親しみやすい古文の文章を音読す
るなどして、言葉の響きやリズムに
親しんでいる。（(3)ア）
・古典について解説した文章を読ん
だり作品の内容の大体を知ったりす
ることを通して、昔の人のものの見
方や感じ方を知っている。（(3)イ）
・時間の経過による言葉の変化に気
づいている。（(3)ウ）
【態】進んで昔の人のものの見方や
感じ方を知り、学習課題に沿って古
典の文章について思ったことを話そ
うとしている。

方言と共通語
２時間（知・技②）
◎共通語と方言との違いを理解するこ
とができる。（知・技(3)ウ）

【知・技】共通語と方言との違いを
理解している。（(3)ウ）
【態】進んで方言と共通語の違いに
関心をもち、学習課題に沿ってそれ
らを理解しようとしている。

秋の夕
１時間（書①）
◎親しみやすい古文を音読するなどし
て、言葉の響きやリズムに親しむこと
ができる。（知・技(3)ア）
○語感や言葉の使い方に対する感覚を
意識して、語や語句を使うことができ
る。（知・技(1)オ）
○目的や意図に応じて、感じたことや
考えたことなどから書くことを選ぶこ
とができる。（思・判・表B(1)ア）
■秋らしいものや様子を文章に書く。
☆我が国の伝統と文化を尊重する態度
を養う題材（道徳）

【知・技】
・語感や言葉の使い方に対する感覚
を意識して、語や語句を使ってい
る。（(1)オ）
・親しみやすい古文を音読するなど
して、言葉の響きやリズムに親しん
でいる。（(3)ア）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、目的や意図に応じて、感じたこ
とや考えたことなどから書くことを
選んでいる。（B(1)ア）
【態】積極的に言葉の響きやリズム
に親しみ、学習課題に沿って秋らし
いものや様子を文章に書こうとして
いる。
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国語科　単元ごとの評価規準
５年
月 単元名・教材名・時数・指導目標 時 評価規準主な学習活動

4 学習を振り返る。
・昔の言葉と今の言葉を比べたり、昔の人のも
のの見方や感じ方について感想をもったりして
まとめる。

11月 1 1 言葉には、「和語」「漢語」「外来語」がある
ことを知る。
・「問いをもとう」を基に、違う言い方がある
ことに気づき、使い分け方について考える。
・P146の①と②を読み、それぞれから受ける印
象の違いについて伝え合う。
・和語、漢語、外来語の定義を理解する。

2 P147の設問に取り組み、漢語と和語で意味が異
なる場合があることを知る。

2 3 和語・漢語・外来語の使い分けについて考え
る。
・それぞれの特徴をまとめる。4 身の回りにある文章から、和語・漢語・外来語
を探して発表し合い、どのような文章の中に多
く見られるかを確かめる。

5 学習を振り返る。
・「いかそう」を基に、これからの生活にいか
す視点をもつ。

11月 資料を用いた文章の効果を考え、それをいかして書こう

1 1 学習の見通しをもつ。
・P149を見て、固有種について知っていること
や、自然環境について関心のあることなどを出
し合う。
・自然環境について、自分の考えを文章に書く
ことを確かめる。
・教材文を読み、P158「問いをもとう」「目
標」を基に、学習課題を設定し、学習計画を立

2 「固有種が教えてくれること」を読むことで、
初めて知ったことや興味をもったことを出し合
う。
・筆者の説明の工夫に着目して読んでいくこと
を確かめる。2～3 3 文章の構成を整理して、内容を捉える。
・「初め」「中」「終わり」のまとまりを確か
める。
・筆者の考えの中心を捉える。
・「中」のそれぞれの段落に見出しをつけて整
理して、「中」を大きく二つに分ける。
・文章の要旨を150字以内でまとめる。

4 筆者が図表やグラフ、写真を使った意図と効果
を考える。
・P158「資料の効果を考えるときは」を読み、
意図や効果を考えるときの手がかりにする。

4～5 5 筆者の考えや説明の工夫について、資料の効果
にも触れながら、自分の考えをまとめる。
・図表やグラフ等の効果についても触れる。

6 筆者の説明の工夫について、グループで伝え合
う。7 学校図書館などで、環境に関する図書を読み、
内容や説明のしかたについて感想を伝え合う。

8 学習を振り返り、次の学習の見通しをもつ。
・「たいせつ」で身につけた力を押さえる。
・P160「問いをもとう」「目標」を基に、見通
しをもつ。

6 9 前時までの学習をいかし、環境問題について自
分の考えを書くことを確かめる。
・「問いをもとう」の二次元コードから見られ
る動画を参考に、日本や世界にある環境問題の
中で、特に解決したいものを考える。

10 統計資料を集め、自分の考えをもつ。
・P161の二次元コードから、環境問題に関する
さまざまな統計資料を見てみる。
・統計資料とそこから分かることを紹介し合
う。
・P165「統計資料の読み方」を読んで参考にす

11 自然環境について、自分の考えをもつ。
・P162-163の作例を読み、自分の書く文章の見
通しをもつ。
・自分の考えの根拠に適した統計資料を決め
る。

固有種が教えてくれること
自然環境を守るために
【コラム】統計資料の読み方
10時間（書⑤、読⑤）
◎原因と結果など情報と情報との関係
について理解することができる。
（知・技(2)ア）
◎引用したり、図表やグラフを用いた
りして、自分の考えが伝わるように書
き表し方を工夫することができる。
（思・判・表B(1)エ）
◎目的に応じて、文章と図表などを結
び付けるなどして必要な情報を見つけ
たり、論の進め方について考えたりす
ることができる。（思・判・表C(1)
ウ）
○日常的に読書に親しみ、読書が、自
分の考えを広げることに役立つことに
気づくことができる。（知・技 (3)
オ）
○事実と感想、意見などとの関係を叙
述を基に押さえ、文章全体の構成を捉
えて要旨を把握することができる。
（思・判・表C(1)ア）
■筆者の説明のしかたの工夫につい
て、考えをまとめて話し合ったり、統
計資料を根拠にして意見文を書いたり
する。
☆図表・グラフ等と文章を関連させな
がら、説明されていることを読み取る
活動（社会、算数、理科）
☆理由や根拠を明確にしながら自分の
考えを記述する活動（社会、理科、家
庭科）
☆固有種や環境について目を向けて考
える題材（理科）
☆統計資料がある本を読む活動（図書
館活用）
☆グラフや表の作成（ＩＣＴ活用）

【知・技】
・原因と結果など情報と情報との関
係について理解している。（(2)ア）
・日常的に読書に親しみ、読書が、
自分の考えを広げることに役立つこ
とに気づいている。（(3)オ）
【思・判・表】
・「書くこと」において、引用した
り、図表やグラフを用いたりして、
自分の考えが伝わるように書き表し
方を工夫している。（B(1)エ）
・「読むこと」において、事実と感
想、意見などとの関係を叙述を基に
押さえ、文章全体の構成を捉えて要
旨を把握している。（C(1)ア）
・「読むこと」において、目的に応
じて、文章と図表などを結び付ける
などして必要な情報を見つけたり、
論の進め方について考えたりしてい
る。（C(1)ウ）
【態】粘り強く文章と図表などを結
び付けて読み、学習の見通しをもっ
て、読み取った筆者の工夫をいかし
て統計資料を用いた意見文を書こう
としている。

浦島太郎――「御伽草子」より
１時間（知・技①）
◎古典について解説した文章を読んだ
り作品の内容の大体を知ったりするこ
とを通して、昔の人のものの見方や感
じ方を知ることができる。（知・技
(3)イ）
○親しみやすい古文の文章を音読する
などして、言葉の響きやリズムに親し
むことができる。（知・技(3)ア）
○時間の経過による言葉の変化に気づ
くことができる。（知・技(3)ウ）
■古典の文章を読み、知っている話と
比べて思ったことを話す。
☆二次元コードから朗読を視聴（ＩＣ
Ｔ活用）

【知・技】
・親しみやすい古文の文章を音読す
るなどして、言葉の響きやリズムに
親しんでいる。（(3)ア）
・古典について解説した文章を読ん
だり作品の内容の大体を知ったりす
ることを通して、昔の人のものの見
方や感じ方を知っている。（(3)イ）
・時間の経過による言葉の変化に気
づいている。（(3)ウ）
【態】進んで昔の人のものの見方や
感じ方を知り、学習課題に沿って古
典の文章について思ったことを話そ
うとしている。

和語・漢語・外来語
２時間（知・技②）
◎語句の由来などに関心をもつととも
に、世代による言葉の違いに気づくこ
とができる。（知・技(3)ウ）
○語感や言葉の使い方に対する感覚を
意識して、語や語句を使うことができ
る。（知・技(1)オ）

【知・技】
・語感や言葉の使い方に対する感覚
を意識して、語や語句を使ってい
る。（(1)オ）
・語句の由来などに関心をもつとと
もに、世代による言葉の違いに気づ
いている。（(3)ウ）
【態】進んで和語・漢語・外来語な
どの由来に関心をもち、学習課題に
沿ってそれらを理解しようとしてい
る。
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国語科　単元ごとの評価規準
５年
月 単元名・教材名・時数・指導目標 時 評価規準主な学習活動

7 12 「初め」「中」「終わり」の構成で、書くこと
を整理する。
・付箋紙やカードなどを使って、何を、どの順
序で書くのかを決める。

8～9 13 グラフや表を用いて、考えを書く。
・自分の考えに合った資料を用いる。
・P162「グラフや表を用いて書くときは」、
P163「グラフや表を用いて書くときの言葉」を
読んで、説得力のある文章になるように工夫す
る。
・書き上げたら読み返して、説得力のある文章
になっているか確かめる。

10 14 書いた文章を友達と読み合い、説得力のあると
ころについて、意見や感想を交流する。

15 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」「いかそう」で身につけ
た力を押さえる。

11月 1～2 1 P166を読み、暗号の解読のしかたを確かめる。
・同音の漢字が解読の鍵であることに気づく。
・漢字辞典や国語辞典を使って、漢字を確かめ
る。2 設問に取り組み、グループで確かめ合う。

3 暗号文を作り、グループで解き合う。

12月 1 1 教師の範読（朗読ＣＤ、デジタル教科書、二次
元コードの音声）を聞き、読み方やリズムを知
る。2 「論語」や漢詩「春暁」を声に出して読む。
・漢文特有の言い回しやリズムを味わう。
・日本語訳（大意）を参考にして意味を捉え、
問答の場面や、漢詩の情景を想像する。
・内容を自分に引き寄せて感想をもち、紹介し
合う。

3 グループで交互に音読を聞き合いながら、漢文
特有の言い回しやリズムを楽しむ。

12月 1 1 P170に提示された言葉（県名）を使いながら、
それぞれのますに入る文を書く。

2 書いた文を読み返すなどして、構成などを考え
る。3 書いた文を見せ合って紹介し合うとともに、示
された漢字を確認する。
・クラスやグループで都道府県すごろくを完成
させ、遊んで楽しむ中で、漢字に親しむ。

12月 伝記を読み、自分の生き方について考えよう

1 1 学習の見通しをもつ。
・P171を見て、やなせたかしについて、知って
いることを出し合う。
・教材文を読み、「問いをもとう」「目標」を
基に学習の見通しをもつ。
・P181「この本、読もう」も参考にしながら、
興味のある伝記を選ぶ。

2～3 2 伝記に取り上げられている出来事を確かめる。
・P182「伝記の表現」から、特色を知る。
・それぞれの出来事で「たかし」がしたことや
考えたこと、人生における意味を確かめる。

3 考え方に着目して、「たかし」の人物像をまと
める。4 「たかし」の行動や考え方について、自分の考
えを書く。

4 5 選んで読んだ本（伝記）について、考えたこと
を200字程度で書く。

5 6 書いた文章を読み合い、感想を伝え合う。

7 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」で身につけた力を押さえ
る。

12月 意見文を書いて読み合い、よいところを見つけよう

1 1 学習の見通しをもつ。
・他の人の意見を読んで共感したり、意見を
もったりした経験について発表する。
・「問いをもとう」「目標」を基に、学習課題
を設定し、学習計画を立てる。

漢字の広場④
１時間（書①）
◎第４学年までに配当されている漢字
を書き、文や文章の中で使うことがで
きる。（知・技(1)エ）
・文章全体の構成や書き表し方などに
着目して、文や文章を整えることがで
きる。（思・判・表B(1)オ）
■示された言葉を使って、それぞれの
県についての文を書く。

【知・技】第４学年までに配当され
ている漢字を書き、文や文章の中で
使っている。（(1)エ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、文章全体の構成や書き表し方な
どに着目して、文や文章を整えてい
る。（B(1)オ）
【態】進んで第４学年までに配当さ
れている漢字を書き、これまでの学
習をいかして文を書こうとしてい
る。

やなせたかし――アンパンマンの勇気
５時間（読⑤）
◎日常的に読書に親しみ、読書が、自
分の考えを広げることに役立つことに
気づくことができる。（知・技 (3)
オ）
◎文章を読んで理解したことに基づい
て、自分の考えをまとめることができ
る。（思・判・表C(1)オ）
○登場人物の相互関係や心情などにつ
いて、描写を基に捉えることができ
る。（思・判・表C(1)イ）
■伝記を読み、自分の生き方について
考えたことを交流する。
☆自分の郷土に目を向けさせる題材
（総合的な学習の時間）
☆伝記の選書（図書館活用）

【知・技】日常的に読書に親しみ、
読書が、自分の考えを広げることに
役立つことに気づいている。（(3)
オ）
【思・判・表】
・「読むこと」において、登場人物
の相互関係や心情などについて、描
写を基に捉えている。（C(1)イ）
・「読むこと」において、文章を読
んで理解したことに基づいて、自分
の考えをまとめている。（C(1)オ）
【態】積極的に文章を読んで理解し
たことに基づいて自分の考えをまと
め、学習課題に沿って考えたことを
交流しようとしている。

あなたは、どう考える
６時間（書⑥）
◎語感や言葉の使い方に対する感覚を
意識して、語や語句を使うことができ
る。（知・技(1)オ）
◎文章全体の構成や展開が明確になっ
ているかなど、文章に対する感想や意
見を伝え合い、自分の文章のよいとこ
ろを見つけることができる。（思・
判・表B(1)カ）
○文章の構成や展開、文章の種類とそ
の特徴について理解することができ
る。（知・技(1)カ）
○目的や意図に応じて、事実と感想、
意見とを区別して書くことで、自分の
考えが伝わるように書き表し方を工夫
することができる。（思・判・表B(1)
ウ）
■意見文を書く。
☆自分の関心のあることから題材を決
め、詳しく知りたいと思うことを調べ
る活動（社会、総合的な学習の時間）
☆意見や理由とその根拠を説明する活
動（社会、総合的な学習の時間）
☆ＩＣＴ端末に文章構成の表を用意
し、付箋機能を使い、文章の構成を考
える活動（ＩＣＴ活用）

【知・技】
・語感や言葉の使い方に対する感覚
を意識して、語や語句を使ってい
る。（(1)オ）
・文章の構成や展開、文章の種類と
その特徴について理解している。
（(1)カ）
【思・判・表】
・「書くこと」において、目的や意
図に応じて、事実と感想、意見とを
区別して書くことで、自分の考えが
伝わるように書き表し方を工夫して
いる。（B(1)ウ）
・「書くこと」において、文章全体
の構成や展開が明確になっているか
など、文章に対する感想や意見を伝
え合い、自分の文章のよいところを
見つけている。（B(1)カ）
【態】積極的に文章に対する感想や
意見を伝え合い、学習の見通しを
もって意見文を書こうとしている。

固有種が教えてくれること
自然環境を守るために
【コラム】統計資料の読み方
10時間（書⑤、読⑤）
◎原因と結果など情報と情報との関係
について理解することができる。
（知・技(2)ア）
◎引用したり、図表やグラフを用いた
りして、自分の考えが伝わるように書
き表し方を工夫することができる。
（思・判・表B(1)エ）
◎目的に応じて、文章と図表などを結
び付けるなどして必要な情報を見つけ
たり、論の進め方について考えたりす
ることができる。（思・判・表C(1)
ウ）
○日常的に読書に親しみ、読書が、自
分の考えを広げることに役立つことに
気づくことができる。（知・技 (3)
オ）
○事実と感想、意見などとの関係を叙
述を基に押さえ、文章全体の構成を捉
えて要旨を把握することができる。
（思・判・表C(1)ア）
■筆者の説明のしかたの工夫につい
て、考えをまとめて話し合ったり、統
計資料を根拠にして意見文を書いたり
する。
☆図表・グラフ等と文章を関連させな
がら、説明されていることを読み取る
活動（社会、算数、理科）
☆理由や根拠を明確にしながら自分の
考えを記述する活動（社会、理科、家
庭科）
☆固有種や環境について目を向けて考
える題材（理科）
☆統計資料がある本を読む活動（図書
館活用）
☆グラフや表の作成（ＩＣＴ活用）

【知・技】
・原因と結果など情報と情報との関
係について理解している。（(2)ア）
・日常的に読書に親しみ、読書が、
自分の考えを広げることに役立つこ
とに気づいている。（(3)オ）
【思・判・表】
・「書くこと」において、引用した
り、図表やグラフを用いたりして、
自分の考えが伝わるように書き表し
方を工夫している。（B(1)エ）
・「読むこと」において、事実と感
想、意見などとの関係を叙述を基に
押さえ、文章全体の構成を捉えて要
旨を把握している。（C(1)ア）
・「読むこと」において、目的に応
じて、文章と図表などを結び付ける
などして必要な情報を見つけたり、
論の進め方について考えたりしてい
る。（C(1)ウ）
【態】粘り強く文章と図表などを結
び付けて読み、学習の見通しをもっ
て、読み取った筆者の工夫をいかし
て統計資料を用いた意見文を書こう
としている。

カンジー博士の暗号解読
２時間（知・技②）
◎第５学年までに配当されている漢字
を読むとともに、漸次書き、文や文章
の中で使うことができる。（知・技
(1)エ）

【知・技】第５学年までに配当され
ている漢字を読むとともに、漸次書
き、文や文章の中で使っている。
（(1)エ）
【態】進んで漢字の読み方に関心を
もち、これまでの学習をいかして漸
次書こうとしている。

古典の世界（二）
１時間（知・技①）
◎親しみやすい漢文を音読するなどし
て、言葉の響きやリズムに親しむこと
ができる。（知・技(3)ア）
○作品の内容の大体を知ることを通し
て、昔の人のものの見方や感じ方を知
ることができる。（知・技(3)イ）
■漢文を音読する。
☆国語に対する関心と、我が国の文化
と伝統に対する理解と愛情を養う題材
（道徳）

【知・技】
・親しみやすい漢文を音読するなど
して、言葉の響きやリズムに親しん
でいる。（(3)ア）
・作品の内容の大体を知ることを通
して、昔の人のものの見方や感じ方
を知っている。（(3)イ）
【態】進んで言葉の響きやリズムに
親しみ、学習課題に沿って漢文を音
読しようとしている。
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国語科　単元ごとの評価規準
５年
月 単元名・教材名・時数・指導目標 時 評価規準主な学習活動

2 2 自分の関心のあることから題材を決め、主張を
考える。
・P187の作例を読み、よいところを見つける。
・P185の投書の例や「題材の例」を参考にし
て、題材を集めて、その中から決める。
・P185「主張をはっきりさせるには」を参考に
主張の理由や根拠を書き出す。

3 3 自分の考えを見直したり、グループで見せ合っ
たりして、他の立場から自分の考えを見直す。
・主張や理由、根拠について、説得力があると
感じたところや補ったほうがよいところを友達
と伝え合う。
・友達の意見を参考にして、自分の主張に対す
る反論を予想する。
・必要に応じて、実際にあった出来事を思い出
したり、図書館やインターネットで情報を調べ

4～5 4 文章の構成を考える。
・P186の倉田さんの例を参考に、集めた情報か
ら、どれをどの順番で取り上げるかを決める。
・P186「学びをいかそう」を参考にして、説得
力を意識した文章構成になるように確かめる。

5 構成を基に、意見文を書く。
・P187「考えを表す言葉」を参考にする。

6 書いた文章を読み返して、文章を推敲する。

6 7 意見文を読んで感想を伝え合い、文章のよさを
見つける。
・P188の感想の例や質問の例を参考にする。
・P188「感想や質問を伝え合うときは」を参考
にして、質問や感想で意見文のよさを引き出し
たり、気づいたりできるようにする。

8 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」「いかそう」で身につけ
た力を押さえる。

12月 1 1 「枕草子」を音読して、言葉の響きやリズムを
味わい、感じたことを伝え合う。

2 「枕草子」やP191の冬に関わる言葉、俳句を参
考にして、冬らしいものや様子を文章に書く。

3 書いたものを交流して、感想を伝え合う。

4 学習を振り返る。
・自分が書いた「春夏秋冬らしいものや様子」
を見直して、振り返ることができるとさらによ
い。

１月 1 1 教科書にある詩を繰り返し音読し、好きなとこ
ろや気づいたことなどについて、ノートに書
く。2 それぞれの詩の工夫を確かめる。
・「言葉に着目しよう」を参考に考え、伝え合
う。3 教科書にある詩からお気に入りの詩を選び、ど
こがいいのかをまとめて書く。

2 4 好きな詩を紹介するカードを書く。
・これまでに読んだ詩や詩集などからお気に入
りの詩を選び、表現のよさを考える。

5 カードを基にして詩を紹介し合う。

6 学習を振り返る。
・「この本、読もう」で読書の幅を広げる。

１月 1 1 メモの書き方をつかむ。
・P194「観点にそってメモに書き出そう。」を
参考にする。
・教材にある子どもの写真を基に、観点を作っ
てメモを作成する。
・メモを作成して、観点に沿って整理する。

2 2 P195「例」のよいところを見つけて、情景が伝
わってくる表現の工夫のしかたを確かめる。

3 自分が選んだ写真を、言葉で表現する。

4 完成した文章を読み合い、よいところを伝え合
う。

冬の朝
１時間（書①）
◎親しみやすい古文を音読するなどし
て、言葉の響きやリズムに親しむこと
ができる。（知・技(3)ア）
○語感や言葉の使い方に対する感覚を
意識して、語や語句を使うことができ
る。（知・技(1)オ）
○目的や意図に応じて、感じたことや
考えたことなどから書くことを選ぶこ
とができる。（思・判・表B(1)ア）
■冬らしいものや様子を文章に書く。
☆我が国の伝統と文化を尊重する態度
を養う題材(道徳）

【知・技】
・語感や言葉の使い方に対する感覚
を意識して、語や語句を使ってい
る。（(1)オ）
・親しみやすい古文を音読するなど
して、言葉の響きやリズムに親しん
でいる。（(3)ア）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、目的や意図に応じて、感じたこ
とや考えたことなどから書くことを
選んでいる。（B(1)ア）
【態】積極的に言葉の響きやリズム
に親しみ、学習の課題に沿って冬ら
しいものや様子を文章に書こうとし
ている。

好きな詩のよさを伝えよう
２時間（書①、読①）
○比喩や反復などの表現の工夫に気づ
くことができる。（知・技(1)ク）
○目的や意図に応じて、感じたことや
考えたことなどから書くことを選ぶこ
とができる。（思・判・表B(1)ア）
○文章を読んでまとめた意見や感想を
共有し、自分の考えを広げることがで
きる。（思・判・表C(1)カ）
■詩を紹介する文章を書く。
☆詩集を読む活動（図書館利用）

【知・技】比喩や反復などの表現の
工夫に気づいている。（(1)ク）
【思・判・表】
・「書くこと」において、目的や意
図に応じて、感じたことや考えたこ
となどから書くことを選んでいる。
（B(1)ア）
・「読むこと」において、文章を読
んでまとめた意見や感想を共有し、
自分の考えを広げている。（ C(1)
カ）
【態】積極的に詩を読んでまとめた
感想を共有し、学習課題に沿って詩

言葉でスケッチ
２時間（書②）
◎目的や意図に応じて事実と感想とを
区別して書くなど、自分の考えが伝わ
るように書き表し方を工夫することが
できる。（思・判・表B(1)ウ）
○比喩や反復などの表現の工夫に気づ
くことができる。（知・技(1)ク）
■情景が伝わるように書く。

【知・技】比喩や反復などの表現の
工夫に気づいている。（(1)ク）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、目的や意図に応じて事実と感想
とを区別して書くなど、自分の考え
が伝わるように書き表し方を工夫し
ている。（B(1)ウ）
【態】粘り強く自分の考えが伝わる
ように書き表し方を工夫し、学習課
題に沿って情景が伝わるように書こ
うとしている。

あなたは、どう考える
６時間（書⑥）
◎語感や言葉の使い方に対する感覚を
意識して、語や語句を使うことができ
る。（知・技(1)オ）
◎文章全体の構成や展開が明確になっ
ているかなど、文章に対する感想や意
見を伝え合い、自分の文章のよいとこ
ろを見つけることができる。（思・
判・表B(1)カ）
○文章の構成や展開、文章の種類とそ
の特徴について理解することができ
る。（知・技(1)カ）
○目的や意図に応じて、事実と感想、
意見とを区別して書くことで、自分の
考えが伝わるように書き表し方を工夫
することができる。（思・判・表B(1)
ウ）
■意見文を書く。
☆自分の関心のあることから題材を決
め、詳しく知りたいと思うことを調べ
る活動（社会、総合的な学習の時間）
☆意見や理由とその根拠を説明する活
動（社会、総合的な学習の時間）
☆ＩＣＴ端末に文章構成の表を用意
し、付箋機能を使い、文章の構成を考
える活動（ＩＣＴ活用）

【知・技】
・語感や言葉の使い方に対する感覚
を意識して、語や語句を使ってい
る。（(1)オ）
・文章の構成や展開、文章の種類と
その特徴について理解している。
（(1)カ）
【思・判・表】
・「書くこと」において、目的や意
図に応じて、事実と感想、意見とを
区別して書くことで、自分の考えが
伝わるように書き表し方を工夫して
いる。（B(1)ウ）
・「書くこと」において、文章全体
の構成や展開が明確になっているか
など、文章に対する感想や意見を伝
え合い、自分の文章のよいところを
見つけている。（B(1)カ）
【態】積極的に文章に対する感想や
意見を伝え合い、学習の見通しを
もって意見文を書こうとしている。
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5 学習を振り返る。
・「たいせつ」「いかそう」で身につけた力を
押さえ、この後の「書くこと」単元で活用する
ことを確かめる。

１月 1 1 P196上段の熟語は、それぞれの漢字を音読みと
訓読みのどちらで読んでいるかを考える。

2 重箱読みと湯桶読みの熟語について理解する。

3 設問１に取り組み、音読みと訓読みの組み合わ
せになっている熟語を探す。
・重箱読みと湯桶読みに分ける。

2 4 P197を読んで、特別な読み方をする熟語がある
ことを知る。

5 設問２に取り組み、熟語の読み方を考える。

6 特別な読み方をする熟語を見つけてクイズにし
て、紹介し合う。

１月 1 1 P198に提示された言葉とつなぎ言葉を使って、
駅からおばあちゃんの家までの道順を案内する
文章を書く。2 書いた文章を読み返すなどして、つなぎ言葉の
使い方や構成などを考える。

3 書いた文章を見せ合い、違う道順や違う表現で
書いた友達と紹介し合うとともに、示された漢
字を確認する。

１月 事例と意見の関係をおさえて読み、考えたことを伝え合おう

1 1 学習の見通しをもつ。
・P199を見て、「想像力のスイッチ」という言
葉から連想することを出し合う。
・教材文を読み、「問いをもとう」「目標」を
基に学習課題を設定し、学習計画を立てる。

2～3 2 筆者が伝えようとしていることを捉える。
・文章のまとまりごとに述べられていることを
まとめて、概略をつかむ。

3 筆者が挙げた事例と、それぞれの事例に対する
筆者の意見をまとめる。

4 事例を挙げて説明することの効果について話し
合う。4 5 筆者が考える「想像力のスイッチ」について、
まとめる。
・なぜその表現にしたのかを考える。
・表現に対する自分の意見をもつ。

5 6 P206「もっと読もう」を参考にして、自分の経
験を想起して、メディアとの関わり方について
の自分の考えを文章に書く。

6 7 書いたものを読み合い、互いの考え方の類似点
や相違点を見つけて伝え合う。
・取り入れたい友達の考えを明らかにする。

8 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」「いかそう」で身につけ
た力を押さえる。
・「この本、読もう」で読書への意欲をもつ。

１月 1 1 複合語について知る。
・「問いをもとう」を基に、言葉と言葉が結び
付いて、新しい意味をもつことに気づく。

2 複合語の種類を確かめる。
・複合語の組み合わせ方を理解して、設問１に
取り組む。

2 3 複合語の特徴を確かめる。
・長い複合語や略語について理解する。
・発音や音の高低が変わる複合語があることを
確かめる。
・設問２に取り組む。

4 学習を振り返る。
・「いかそう」を基に、これからの生活にいか
す視点をもつ。

２月 言葉について考えよう

1 1 学習の見通しをもつ。
・P213を読み、「問いをもとう」を基にどんな
ことを考えていくかの見通しをもつ。

複合語
２時間（知・技②）
◎語句の構成や変化について理解し、
語彙を豊かにすることができる。
（知・技(1)オ）

【知・技】語句の構成や変化につい
て理解し、語彙を豊かにしている。
（(1)オ）
【態】進んで複合語の構成や変化に
ついて関心をもち、学習課題に沿っ
てそれらを理解しようとしている。

言葉を使い分けよう
３時間（知・技①、書②）
○言葉には、相手とのつながりをつく
る働きがあることに気づくことができ
る。（知・技(1)ア）
○語感や言葉の使い方に対する感覚を
意識して、語や語句を使うことができ
る。（知・技(1)オ）
○目的や意図に応じて簡単に書いたり
詳しく書いたりするなど、自分の考え
が伝わるように書き表し方を工夫する
ことができる。（思・判・表B(1)ウ）
■手紙を書く。

【知・技】
・言葉には、相手とのつながりをつ
くる働きがあることに気づいてい
る。（(1)ア）
・語感や言葉の使い方に対する感覚
を意識して、語や語句を使ってい
る。（(1)オ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、目的や意図に応じて簡単に書い
たり詳しく書いたりするなど、自分
の考えが伝わるように書き表し方を
工夫している。（B(1)ウ）
【態】積極的に語感や言葉の使い方
に対する感覚を意識し、学習課題に
沿って手紙を書こうとしている。

熟語の読み方
２時間（知・技②）
◎第５学年までに配当されている漢字
を読むことができる。（知・技 (1)
エ）

【知・技】第５学年までに配当され
ている漢字を読んでいる。（(1)エ）
【態】進んで熟語の読み方に関心を
もち、学習課題に沿ってそれらを理
解しようとしている。

漢字の広場⑤
１時間（書①）
◎第４学年までに配当されている漢字
を書き、文や文章の中で使うことがで
きる。（知・技(1)エ）
・文章全体の構成や書き表し方などに
着目して、文や文章を整えることがで
きる。（思・判・表B(1)オ）
■示された言葉やつなぎ言葉を使っ
て、道順を案内する文を書く。

【知・技】第４学年までに配当され
ている漢字を書き、文や文章の中で
使っている。（(1)エ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、文章全体の構成や書き表し方な
どに着目して、文や文章を整えてい
る。（B(1)オ）
【態】進んで第４学年までに配当さ
れている漢字を書き、これまでの学
習をいかして文を書こうとしてい
る。

想像力のスイッチを入れよう
６時間（読⑥）
◎文章を読んで理解したことに基づい
て、自分の考えをまとめることができ
る。（思・判・表C(1)オ）
○文章の構成や展開、文章の種類とそ
の特徴について理解することができ
る。（知・技(1)カ）
○文章を読んでまとめた意見や感想を
共有し、自分の考えを広げることがで
きる。（思・判・表C(1)カ）
■メディアとの関わりについて考えを
伝え合う。
☆メディアとの関わり方について理解
し、考えをもつ題材（総合的な学習の
時間、日常生活）

【知・技】文章の構成や展開、文章
の種類とその特徴について理解して
いる。（(1)カ）
【思・判・表】
・「読むこと」において、文章を読
んで理解したことに基づいて、自分
の考えをまとめている。（C(1)オ）
・「読むこと」において、文章を読
んでまとめた意見や感想を共有し、
自分の考えを広げている。（ C(1)
カ）
【態】積極的に文章を読んで理解し
たことに基づいて自分の考えをまと
め、学習の見通しをもってメディア
との関わり方について話し合おうと
している。

言葉でスケッチ
２時間（書②）
◎目的や意図に応じて事実と感想とを
区別して書くなど、自分の考えが伝わ
るように書き表し方を工夫することが
できる。（思・判・表B(1)ウ）
○比喩や反復などの表現の工夫に気づ
くことができる。（知・技(1)ク）
■情景が伝わるように書く。

【知・技】比喩や反復などの表現の
工夫に気づいている。（(1)ク）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、目的や意図に応じて事実と感想
とを区別して書くなど、自分の考え
が伝わるように書き表し方を工夫し
ている。（B(1)ウ）
【態】粘り強く自分の考えが伝わる
ように書き表し方を工夫し、学習課
題に沿って情景が伝わるように書こ
うとしている。
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2 相手に応じた言葉の選び方について考える。
・「お知らせをどう書き換えればいいか」につ
いて話し合う。
・P214「言葉を選ぶときは」を読んで、選び方
について確認する。

2 3 相手や場に応じた言い方について考える。
・「お知らせ」をどう書き換えればいいかにつ
いて話し合う。
・P215「言い方を変えるときは」を読んで、よ
りよい言い方について確認する。

4 P215の課題に取り組む。
・相手に合わせて言葉を選び、相手や場に応じ
た言い方をすることの大切さを確認する。

3 5 言葉や表現に気をつけて手紙の文面を考える。
・友達と評価し合う。

6 学習を振り返る。
・これからの生活や学習にいかす視点をもつ。

２月 読む人を意識して構成を考え、物語を書こう

1 1 学習の見通しをもつ。
・別の展開について考えてみたい物語を想起す
る。
・「問いをもとう」「目標」を基に、学習課題
を設定し、学習計画を立てる。2 2 作例を基に、「何を」「どのように」書き換え
ているかをつかむ。

3 書き換えたい物語を選び、変える部分を考え
る。
・P218「変える部分を考えるときは」を読み、
変え方の参考にする。
・変える部分を友達と紹介し合って、書き換え
る物語と、書き換える部分について決める。

3 4 読む人を意識して、物語の構成を考える。
・P219「物語の基本的な構成」「塩谷さんの構
成メモ」を参考にして、構成メモを作成する。
・塩谷さんの構成の工夫を見つけて、読む人に
どう楽しんでもらおうとしているかを予想す
る。
・P219「物語の構成を考えるときは」を読ん
で、構成を考える参考にする。

4 5 表現を工夫して、物語の下書きをする。
・読む人にどう感じてほしいかを意識して、物
語の「どこに」「何を」書けばよいかを考え
る。
・物語の場面を想像して、会話文や登場人物の
様子、情景などを工夫して書き表す。

5 6 物語を清書する。
・P220「学びをいかそう」を参考にして、表現
を工夫する。
・推敲して、仕上げる。

6 7 読み合って、感想を伝え合う。

8 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」「いかそう」で身につけ
た力を押さえる。

事実と感想、意見とを区別して、説得力のある提案をしよう

1 1 学習の見通しをもつ。
・自分が学んでみたいことを考え、発表し合
う。
・「問いをもとう」「目標」を基に、学習課題
を設定し、学習計画を立てる。2 2 P225「山下さんのスピーチ」を参考に、「何
を」「どのように」に伝えるスピーチなのかの
見通しをもつ。3 考えてみたいテーマを決める。
・どんな課題があるかを想起して、自分が考え
たいテーマを決める。
・課題にしようとしているテーマについて、グ
ループで情報交換する。

3 4 テーマから課題を考え、情報を集める。
・自分が決めたテーマについての課題を挙げ
て、「子ども未来科」で学べそうなことを考え
る。
・P223「情報を集めるときは」を参考に、説得
力を上げるための情報を集める。

２月
～
３月 「子ども未来科」で何をする

６時間（話・聞⑥）
◎話し言葉と書き言葉との違いに気づ
くことができる。（知・技(1)イ）
◎話の内容が明確になるように、事実
と感想、意見とを区別するなど、話の
構成を考えることができる。（思・
判・表A(1)イ）
○文の中での語句の係り方や語順、文
と文との接続の関係、話や文章の構成
や展開、話や文章の種類とその特徴に
ついて理解することができる。（知・
技(1)カ）
○資料を活用するなどして、自分の考
えが伝わるように表現を工夫すること
ができる。（思・判・表A(1)ウ）
■提案するスピーチを行う。
☆自分の関心のあることから題材を決
め、詳しく知りたいと思うことを調べ
る活動（社会、総合的な学習の時間）
☆意見や理由と根拠を説明する活動
（社会、総合的な学習の時間）
☆練習時のスピーチの録音・録画（Ｉ
ＣＴ活用)

【知・技】
・話し言葉と書き言葉との違いに気
づいている。（(1)イ）
・文の中での語句の係り方や語順、
文と文との接続の関係、話や文章の
構成や展開、話や文章の種類とその
特徴について理解している。（(1)
カ）
【思・判・表】
・「話すこと・聞くこと」におい
て、話の内容が明確になるように、
事実と感想、意見とを区別するな
ど、話の構成を考えている。（A(1)
イ）
・「話すこと・聞くこと」におい
て、資料を活用するなどして、自分
の考えが伝わるように表現を工夫し
ている。（A(1)ウ）
【態】粘り強く話の構成を考え、学
習の見通しをもって提案するスピー
チをしようとしている。

言葉を使い分けよう
３時間（知・技①、書②）
○言葉には、相手とのつながりをつく
る働きがあることに気づくことができ
る。（知・技(1)ア）
○語感や言葉の使い方に対する感覚を
意識して、語や語句を使うことができ
る。（知・技(1)オ）
○目的や意図に応じて簡単に書いたり
詳しく書いたりするなど、自分の考え
が伝わるように書き表し方を工夫する
ことができる。（思・判・表B(1)ウ）
■手紙を書く。

【知・技】
・言葉には、相手とのつながりをつ
くる働きがあることに気づいてい
る。（(1)ア）
・語感や言葉の使い方に対する感覚
を意識して、語や語句を使ってい
る。（(1)オ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、目的や意図に応じて簡単に書い
たり詳しく書いたりするなど、自分
の考えが伝わるように書き表し方を
工夫している。（B(1)ウ）
【態】積極的に語感や言葉の使い方
に対する感覚を意識し、学習課題に
沿って手紙を書こうとしている。

もう一つの物語
６時間（書⑥）
◎話や文章の構成や展開、話や文章の
種類とその特徴について理解すること
ができる。（知・技(1)カ）
◎筋道の通った文章となるように、文
章全体の構成や展開を考えることがで
きる。（思・判・表B(1)イ）
■別の物語に書き換える。

【知・技】話や文章の構成や展開、
話や文章の種類とその特徴について
理解している。（(1)カ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、筋道の通った文章となるよう
に、文章全体の構成や展開を考えて
いる。（B(1)イ）
【態】粘り強く文章全体の構成や展
開を考え、学習の見通しをもって物
語を書こうとしている。
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国語科　単元ごとの評価規準
５年
月 単元名・教材名・時数・指導目標 時 評価規準主な学習活動

4 5 スピーチの構成を考える。
・内容や話す順序を考え、スピーチメモを作
る。
・提示する資料を作る。
・P224「構成を考えるときは」「資料を作ると
きは」を読んで、参考にする。

5 6 スピーチメモを基にして、練習をする。
・P225「山下さんのスピーチ」や二次元コード
を参考に、効果的な言葉の選び方や話し方、資
料の示し方などを工夫する。

6 7 スピーチをする。
・動画に撮っておき、見返す。

8 感想を伝え合う。
・話の構成、話し方の両面から、友達のスピー
チのよかったところを伝え合う。

9 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」「いかそう」で身につけ
た力を押さえる。

３月 登場人物の心情の変化に着目して読み、物語のみりょくを伝え合おう

1 1 学習の見通しをもつ。
・P227を見て、物語の内容を想像する。
・教材文を読み、「問いをもとう」「目標」を
基に学習課題を設定し、学習計画を立てる。

2～3 2 「残雪」に対する「大造じいさん」の心情と、
その変化に着目して、物語の内容を捉える。
・P246「言葉に着目しよう」を参考に、「大造
じいさん」の心情を表す情景描写の効果につい
て考える。3 物語の山場について考える。
・「大造じいさん」の心情が大きく変わるとこ
ろを探す。

4 4 読み深める観点を選んで、物語の魅力を見つけ
て自分の言葉でまとめる。
・P247「選んで読み深めよう」を参考にする。
・観点が同じ人どうしや違う人どうしで考えを
伝え合い、考えを深める。

5～6 5 物語の魅力とそう考える理由をまとめる。
・物語の魅力がよく表れている場面や文を選ん
で、そう思う理由を書き表す。

6 選んだ場面や文を朗読で表現する。
・物語の魅力について書いた文章や朗読につい
て、グループで紹介し合い、考えを比べる。

7 学習を振り返る。
・「ふりかえろう」で単元の学びを振り返ると
ともに、「たいせつ」「いかそう」で身につけ
た力を押さえる。
・「この本、読もう」で読書への意欲をもつ。

３月 1 1 P249に提示された言葉を使いながら、新聞記者
になったつもりで、出来事を報道する文章を書
く。2 書いた文章を読み返すなどして、構成などを考
える。3 書いた文章を見せ合い、交流するとともに、示
された漢字を確認する。

３月 1 1 １年間の国語学習を振り返る。
・P252「『たいせつ』のまとめ」を読んで、領
域ごとに自分が大切だと思ったことを書き加え
る。
・学習で使ったノートやワークシートなどを見
返して、それぞれの単元、時間で学んだことを

2 「自分自身についた言葉の力」と「その力のい
かし方」について、自分の考えをまとめて書
く。3 書いた考えを友達と紹介し合う。

五年生をふり返って
１時間（書①）
○言葉には、相手とのつながりをつく
る働きがあることに気づくことができ
る。（知・技(1)ア）
○目的や意図に応じて、感じたことや
考えたことなどから書くことを選ぶこ
とができる。（思・判・表B(1)ア）
■１年間の国語科での学びを振り返っ
て、書く。

【知・技】言葉には、相手とのつな
がりをつくる働きがあることに気づ
いている。（(1)ア）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、目的や意図に応じて、感じたこ
とや考えたことなどから書くことを
選んでいる。（B(1)ア）
【態】進んで考えたことなどから書
くことを選び、学習課題に沿って１
年間の振り返りを書こうとしてい
る。

「子ども未来科」で何をする
６時間（話・聞⑥）
◎話し言葉と書き言葉との違いに気づ
くことができる。（知・技(1)イ）
◎話の内容が明確になるように、事実
と感想、意見とを区別するなど、話の
構成を考えることができる。（思・
判・表A(1)イ）
○文の中での語句の係り方や語順、文
と文との接続の関係、話や文章の構成
や展開、話や文章の種類とその特徴に
ついて理解することができる。（知・
技(1)カ）
○資料を活用するなどして、自分の考
えが伝わるように表現を工夫すること
ができる。（思・判・表A(1)ウ）
■提案するスピーチを行う。
☆自分の関心のあることから題材を決
め、詳しく知りたいと思うことを調べ
る活動（社会、総合的な学習の時間）
☆意見や理由と根拠を説明する活動
（社会、総合的な学習の時間）
☆練習時のスピーチの録音・録画（Ｉ
ＣＴ活用)

【知・技】
・話し言葉と書き言葉との違いに気
づいている。（(1)イ）
・文の中での語句の係り方や語順、
文と文との接続の関係、話や文章の
構成や展開、話や文章の種類とその
特徴について理解している。（(1)
カ）
【思・判・表】
・「話すこと・聞くこと」におい
て、話の内容が明確になるように、
事実と感想、意見とを区別するな
ど、話の構成を考えている。（A(1)
イ）
・「話すこと・聞くこと」におい
て、資料を活用するなどして、自分
の考えが伝わるように表現を工夫し
ている。（A(1)ウ）
【態】粘り強く話の構成を考え、学
習の見通しをもって提案するスピー
チをしようとしている。

大造じいさんとガン
６時間（読⑥）
◎文章を読んでまとめた意見や感想を
共有し、自分の考えを広げることがで
きる。（思・判・表C(1)カ）
○比喩や反復などの表現の工夫に気づ
くことができる。（知・技(1)ク）
○文章を音読したり朗読したりするこ
とができる。（知・技(1)ケ）
○人物像や物語などの全体像を具体的
に想像したり、表現の効果を考えたり
することができる。（思・判・表C(1)
エ）
■物語の魅力を伝える文章を書く。
■物語の魅力が表れているところを朗
読する。

【知・技】
・比喩や反復などの表現の工夫に気
づいている。（(1)ク）
・文章を音読したり朗読したりして
いる。（(1)ケ）
【思・判・表】
・「読むこと」において、人物像や
物語などの全体像を具体的に想像し
たり、表現の効果を考えたりしてい
る。（C(1)エ）
・「読むこと」において、文章を読
んでまとめた意見や感想を共有し、
自分の考えを広げている。（ C(1)
カ）
【態】積極的に意見や感想を共有
し、学習の見通しをもって物語の魅
力を伝え合おうとしている。

漢字の広場⑥
１時間（書①）
◎第４学年までに配当されている漢字
を書き、文や文章の中で使うことがで
きる。（知・技(1)エ）
・文章全体の構成や書き表し方などに
着目して、文や文章を整えることがで
きる。（思・判・表B(1)オ）
■示された言葉を使って、出来事を報
道する文を書く。

【知・技】第４学年までに配当され
ている漢字を書き、文や文章の中で
使っている。（(1)エ）
【思・判・表】「書くこと」におい
て、文章全体の構成や書き表し方な
どに着目して、文や文章を整えてい
る。（B(1)オ）
【態】進んで第４学年までに配当さ
れている漢字を書き、これまでの学
習をいかして文を書こうとしてい
る。
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国語科　単元ごとの評価規準

６年
学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

１学期 4月 2
(話す聞く

2)

話聞 1 １．クラスのみんなに聞いてみたい質問を出し合い、自分のことを
話す活動であるということを確認する。

２．みんなへの質問をカードに書く。
＊教科書の例を参考にしながら、質問を考える。

３．カードを引いて、質問を決める。

４．質問にどう答えるか考える。
＊自分で具体的な質問を考えて答えを書き出す。

2 ５．グループで発表する。

６．感想を伝え合う。
＊友達の話を聞いて、印象に残ったことや共感したことなどにつ
いて交流するようにする。

＜ふり返ろう＞
７．学習の振り返りをする。

１学期 4月 1 楽しく声に出して読もう
風景　純銀もざいく
教科書：P10

□繰り返しの響きや意味に気をつけて音
読し、言葉の意味を考える。

☆学習用語：音読／詩

読む 3 １．『風景　純銀もざいく』を音読する。
＊何度も音読をすることによって、繰り返しの効果に気づくように
する。理屈ではなく身体で詩の表現の効果についてつかませた
い。
＊一連・二連・三連で、見えたり、聞こえたりしたことを考える。
＊児童が理解しにくい言葉「むぎぶえ」「ひばり」「や(病)める」とい
う語の意味については、写真等の資料を見せて補足し、説明を
加えるとよい。
＊発問例「どのような色が見えてきたかな」「このなのはな畑はど
れくらい広いのかな」「どのような音が聞こえてきたかな」「どのよ
うな匂いがしてきたかな」

２.音読して気づいたことや気になったことをグループで話し合い、
詩の表す世界について、意見交流する。
＊遠方から聞こえる「かすかなむぎぶえ」、上空から聞こえる「ひ
ばりのおしゃべり」、そのさらに上に見える「やめるひるのつき」と
いう各連の８行めについて、どのような違いがあるのかに着目す
るようにと助言する。

【知識・技能】
◎比喩や反復などの表現の工夫に気付いている。
(⑴ク)
◎文章を音読したり朗読したりしている。(⑴ケ)

【思考・判断・表現】
◎「読むこと」において、人物像や物語などの全体像
を具体的に想像したり、表現の効果を考えたりして
いる。(C⑴エ)

【言語活動例】
・詩や物語、伝記などを読み、内容を説明したり、自
分の生き方などについて考えたことを伝え合ったり
する活動。(C⑵イ)

【態度】
・すすんで言葉の意味を考え、繰り返しの響きや意
味に気をつけて音読しようとしている。

１学期 4月 2 読む 1 ＜見通しをもとう＞
１.単元扉を読んで、学習の見通しをもつ。

＜たしかめよう＞
２．登場人物の心情がどのように変化したのかを考える。
＊登場人物と似た経験がある子どもがいた場合には、そのとき
の経験を話させて、具体的に想像できるようにしてもよい。

＜くわしくよもう＞
３．繰り返される「―あの坂をのぼれば、海が見える。」に表れて
いる心情について情景描写などに着目しながら考え、話し合う。
＊「―あの坂をのぼれば、海が見える。」の繰り返しを確認し、登
場人物の心情の変化を想像する。

2 ＜まとめよう＞
４．素敵だと思う情景描写について、感想をまとめる。
＊「ここが大事」にもあるように、心情は、直接的に描写される場
合もあるが、登場人物どうしの関わりや行動、会話、情景などを
通して表現される場合もある。情景描写とは、形式や場面の様子
が詳しく書かれている表現であることを確認する。

＜つたえあおう＞
５．まとめたものを伝え合う。
＊考えを広げるために、互いの感想の違いに着目したり、よいと
ころを認め合ったりする。

＜ふり返ろう＞
６．学習を振り返る。

質問に答えるかたちで自分のことを話そう
自分との対話
教科書：P8

◇自分のことを客観的に捉えて話す。

【知識・技能】
◎言葉には、相手とのつながりをつくる働きがあるこ
とに気付いている。(⑴ア)

【思考・判断・表現】
◎「話すこと・聞くこと」において、目的や意図に応じ
て、日常生活の中から話題を決め、集めた材料を分
類したり関係付けたりして、伝え合う内容を検討して
いる。(A⑴ア)

【言語活動例】
・意見や提案など自分の考えを話したり、それらを聞
いたりする活動。(A⑵ア)

【態度】
・積極的に自分のことを客観的に捉え、今までの学
習を生かして質問について考えようとしている。

一　情景描写に着目して感想を話し合お
う
あの坂をのぼれば
教科書：P14

□情景描写に着目して登場人物の心情
の変化を想像し、物語の読みを深める。

★ここが大事：物語の読みを深める

☆学習用語：登場人物／情景／作者

【知識・技能】
◎思考に関わる語句の量を増し、話や文章の中で
使うとともに、語句と語句との関係、語句の構成や変
化について理解し、語彙を豊かにしている。また、語
感や言葉の使い方に対する感覚を意識して、語や語
句を使っている。(⑴オ)
○文の中での語句の係り方や語順、文と文との接続
の関係、話や文章の構成や展開、話や文章の種類
とその特徴について理解している。(⑴カ)

【思考・判断・表現】
◎「読むこと」において、登場人物の相互関係や心情
などについて、描写を基に捉えている。(C⑴イ)
○「読むこと」において、人物像や物語などの全体像
を具体的に想像したり、表現の効果を考えたりして
いる。(C⑴エ)

【言語活動例】
・詩や物語、伝記などを読み、内容を説明したり、自
分の生き方などについて考えたことを伝え合ったり
する活動。(C⑵イ)

【態度】
・すすんで情景描写に着目して読み、学習の見通し
をもって感想を話し合おうとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

１学期 4月 3
(書く3)

書く 1 １．教科書を読んで、考えを広げたり、まとめたりする際には、い
ろいろな図があることを知り、学習の見通しをもつ。
＊同じ図でも、発想を広げる方法、分類したり比べたりする方法
と２種類あることに気づかせる。
＊P22上の図では、インターネットについて、日常生活の中で感じ
たり考えたりしてきた疑問や課題を書き出して関係づけたりしな
がら、課題や課題意識を明確にしていることを確かめたい。
＊P22下の図では、インターネットについて長所と短所の二つの
観点で分類整理していることを確かめたい。

2 ２．実際に考える図を使ってみる。(随筆や意見文を書く際に使
う。)
＊実際の学習の中で活用することで、効果を実感させたい。

3 ３．どのように考えをまとめたか友達と交流する。
＊意見をまとめるノートつくりを、学期に15分程度の１モジュール
ずつ確認し、交流してもよい。
＊ノートの工夫は年間を通じて確認していきたい。

４．学習を振り返る。

１学期 5月 4
（書く1）

文化 1 １．P24 を読み、教材の概略をつかむ。
＊文語の散文との初めての出会いである。まずは、教材の概略
をつかませる。

２．教科書P29を読んで、学習の見通しをもつ。
＊自分の経験や考えと比べながら読み、「私の枕草子」を書くと
いう学習の見通しをもたせる。

３．教師の範読に合わせて読み、リズム等をつかんで、原文を繰
り返し音読する。
＊句読点など、くぎり方に気をつけてゆっくりと読ませる。慣れて
きたら、リズムをつけて音読させる。

2・3 ４．各「季節」の情景をイメージする。
＊大意や写真を参考に、情景をイメージする。四季について、自
分たちの経験や感じていることを想起させると、よりイメージが膨
らんでくるだろう。

５．好きな「季節」の文章を、大意を参照しながら、何度も音読す
る。
＊気に入った「季節」の文章を選び、なめらかに読めるように何度
も繰り返し読むようにさせる。暗唱に取り組ませてもよい。4 ６．自分の感じる季節感を『枕草子』ふうに書いて、交流する。
＊自分の経験をもとにして、季節感を強く感じた場面を、簡潔な
表現で文章化させる。

１学期 5月 2 言語 1 １．冒頭の会話文をとおして、文を見直す際に主語と述語の対応
を確認する大切さを知る。
＊主語と述語が対応していない文は言いたいことが正しく伝わら
ない文になることに気づかせる。

２．教科書の例文を読み、どのように直せば主語と述語が対応す
るか理解する。
＊教科書の例文を児童に提示してどのように直せばいいか考え
させたうえで教科書の説明を読むようにする。
＊ねじれ文の直し方は１つに限られるものではないことに気づか
せる。

2 ３．ねじれ文を修正することで、主語と述語の対応について理解
を深める。
＊ノートに直した文を書かせ、主語(のまとまり)と述語(のまとまり)
に線を引かせて、主語と述語の対応を確認させる。

４．文章を書くときに、主語と述語の対応をよく確認しているか振
り返る。
＊日頃の言語生活を振り返り、学習の成果を生かしていくことが
できるよう意識づける。

５．学習したことを振り返る。

言葉の文化①
春はあけぼの
教科書：P24

△『枕草子』の文章にふれ、リズムや響き
を味わいながら音読し、『枕草子』ふうの
文章を書く。

【知識・技能】
◎親しみやすい古文や漢文、近代以降の文語調の
文章を音読するなどして、言葉の響きやリズムに親
しんでいる。(⑶ア)

【思考・判断・表現】
○「書くこと」において、文章全体の構成や展開が明
確になっているかなど、文章に対する感想や意見を
伝え合い、自分の文章のよいところを見付けている。
(B⑴カ)
○「読むこと」において、文章を読んでまとめた意見
や感想を共有し、自分の考えを広げている。（C(1)
イ）

【言語活動例】
・事実や経験を基に、感じたり考えたりしたことや自
分にとっての意味について文章に書く活動。(B⑵ウ)

【態度】
・すすんで語感や言葉の使い方に対する感覚を意識
し、学習の見通しをもって『枕草子』ふうの文章を書
こうとしている。

言葉の広場①
主語と述語の対応をかくにんしよう
教科書：P30

△主語と述語の対応を確認して、文のね
じれに気づき、正しく直す。

☆学習用語：主語／述語／伝える／漢字

【知識・技能】
◎文の中での語句の係り方や語順、文と文との接続
の関係、話や文章の構成や展開、話や文章の種類
とその特徴について理解している。(⑴カ)

【態度】
・積極的に主語と述語の対応について理解し、今ま
での学習を生かして、文のねじれに気づき、正しく直
そうとしている。

図に表して整理しよう
考えを図や表に
教科書：P22

■目的や意図に応じて、考えや意見を図
に書き出して、関係づけたり比較したりす
ることができる。

☆学習用語：課題／情報／インターネット
／比べる／共通点／相違点

【知識・技能】
◎情報と情報との関係付けの仕方、図などによる語
句と語句との関係の表し方を理解し使っている。(⑵
イ)
 
【思考・判断・表現】
◎「書くこと」において、目的や意図に応じて、感じた
ことや考えたことなどから書くことを選び、集めた材
料を分類したり関係付けたりして、伝えたいことを明
確にしている。(B⑴ア)

【言語活動例】
・事象を説明したり意見を述べたりするなど、考えた
ことや伝えたいことを書く活動。(B⑵ア)

【態度】
・粘り強く伝えたいことを明確にしようとし、学習の見
通しをもって考えや意見を図に書いてまとめようとし
ている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

１学期 5月 1 漢字の広場①
三字以上の熟語の構成
教科書：P32

△三字以上の熟語の構成について理解
を深め、由来に関心をもつ。

☆学習用語：構成／熟語／話し合う

漢字 1 １．学習内容を理解し、学習の見通しをもつ。
＊五年生上巻『漢字の広場③　熟語の構成』で学んだ二字熟語
の構成を再確認し、型に分けて、整理しておく。

２．「少人数」「保健室」「身体測定」という熟語の意味を考える。
＊言葉の切れ目に「／」を入れて、構成を考えるようにする。
＊言葉のつながりをもとに読み下し、熟語の意味を推測させる。
＊どれも二字熟語が基本単位となっていることをおさえる。

３．P32の説明にそって、三字と四字の熟語の構成について知
る。
＊切れ目に「↓」「↑」「｜」「＝」などを入れて、構成を考える。
＊つながりをもとに読み下し、熟語の意味を推測できるようにす
る。

４．辞典を利用して、三字と四字の熟語を集め、その構成を考
え、ノートにまとめ、発表し合う。
＊国語辞典や漢字辞典で、漢字や熟語を調べ、推測した意味と
比較するとよい。

５．切れ目に「／」を入れて、三文字以上の熟語の構成について
話し合う。
＊例示の「緑地化計画」をもとに、熟語が切れ目ごとに並んでい
るというよりも、何段階かの階層をもって結びついていることをお
さえる。

６．三字の熟語における結びつき方を考える。

【知識・技能】
◎思考に関わる語句の量を増し、話や文章の中で
使うとともに、語句と語句との関係、語句の構成や変
化について理解し、語彙を豊かにしている。また、語
感や言葉の使い方に対する感覚を意識して、語や語
句を使っている。(⑴オ)

【態度】
・積極的に前学年や当該学年で配当されている漢字
を文や文章の中で使い、学習の見通しをもって熟語
の由来に関心をもち調べようとしている。

１学期 5月 1
(書く1)

五年生で学んだ漢字①
教科書：P34

△絵を見て想像したことをもとに、５年生
で学んだ漢字などを使って文を作り、書
く。

漢字 2 ８．教科書の絵を見て、描かれている様子について説明する。
＊教科書の絵を拡大して黒板に貼っておくと、指導することがら
を児童たち全体に示しやすくなる。
＊絵の中にある５年生で学んだ漢字の読み方を再確認する。
＊絵に描かれたことと、言葉からわかる美術館の中の様子をでき
るだけたくさん発表できるようにはたらきかける。
＊描かれている人物と行為、場や時間の状況、物品など、視点を
提示するとわかりやすい。

９．５年生までに習った漢字を使って、絵に描かれている様子や
物、人物がしていることなどを説明する文を書く。
＊描かれている人物と行為、場や時間の状況、物品など、視点を
提示するとわかりやすい。
＊読み手が理解しやすいように伝えたいこと、知らせたいことを
明確にして書くようはたらきかける。
＊条件をつけて文を書くよう促すと、記述の仕方に工夫がみられ
るようになる。
＊内容につながりのある文を二つ以上書くようにすると、言葉を
適切に使っているかどうかがわかりやすくなる。

10．互いの作った文を読み合い、感想や意見を述べ合う。
＊互いの文のよいところを見つけて伝え合うことをとおして、それ
らを自分の表現に生かすようはたらきかける。

11．学習したことを振り返る。
＊三字以上の熟語の構成について正しく理解したり、漢字の使い
方や表記などを理解できるようにしたりし、日常の言語生活にも
生かしていくよう意識づける。

【知識・技能】
◎第５学年及び第６学年の各学年においては、学年
別漢字配当表の当該学年までに配当されている漢
字を読んでいる。また、当該学年の前の学年までに
配当されている漢字を書き、文や文章の中で使うと
ともに、当該学年に配当されている漢字を漸次書
き、文や文章の中で使っている。(⑴エ)

【思考・判断・表現】
○「書くこと」において、筋道の通った文章となるよう
に、文章全体の構成や展開を考えている。(B⑴イ)

【言語活動例】
・事象を説明したり意見を述べたりするなど、考えた
ことや伝えたいことを書く活動。(B⑵ア)

【態度】
・積極的に前学年や当該学年で配当されている漢字
を使い、学習課題にそって、教科書の絵を説明する
文を書こうとしている。

１学期 5月 1 二　文章と資料をあわせて読み、筆者の
考えをとらえよう
アイスは暑いほどおいしい?──グラフの

読み取り
教科書：P36

□グラフについての説明を生かしてグラフ
を読み取り、全体の傾向や変化について
説明する。

☆学習用語：グラフ／傾向／最大値／最
小値／変化

読む 1 ＜見通しをもとう＞
１．単元名やリード文を読んで、学習の見通しをもつ。

２．グラフについての説明を読んで、グラフの構成要素を理解す
る。

３．「気温とアイス・シャーベット支出額」のグラフを読み取り、全体
の傾向や一年間の変化について話し合う。

【知識・技能】
◎情報と情報との関係付けの仕方、図などによる語
句と語句との関係の表し方を理解し使っている。(⑵
イ)

【思考・判断・表現】
◎「読むこと」において、事実と感想、意見などとの関
係を叙述を基に押さえ、文章全体の構成を捉えて要
旨を把握している。(C⑴ア)

【言語活動例】
・説明や解説などの文章を比較するなどして読み、
分かったことや考えたことを、話し合ったり文章にま
とめたりする活動。(C⑵ア)

【態度】
・すすんでグラフの意味や構成要素を理解しようと
し、これまでの経験を生かし、どのような傾向や変化
が読み取れるか、考えようとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

１学期 5月 6
(書く2)

読む 1 ＜たしかめよう＞
１．本文を読んで、問いかけと筆者の主張について考える。
(1)筆者の問いかけについて、なぜ、化石燃料にたよらない社会
をつくる必要があるのか、その理由について話し合う。
(2)筆者の問いかけに対する考えを探し、伝え合う。
＊「P48学習の手引き」を参照することをおさえる。

2 ＜くわしくよもう＞
２．筆者が問いかけに対する考えを述べるために、どのような事
例を示しているのか、文章と資料をあわせて読みながら考える。
＊筆者がグラフをどのような意図で示しているのかを考えることを
おさえる。

3・4 ＜まとめよう＞
３．筆者の説明の仕方の工夫について考え、ノートにまとめる。
＊説明の仕方は「表現方法」と「具体例の順序」の二つの視点か
ら考えることをおさえる。
＊筆者が雪利用についての課題を切り口に述べている点を児童
の気づきからおさえる。

5・6 ＜つたえあおう＞
４．筆者の説明の仕方について、考えを紹介し、感想を伝え合う。
＊友達と伝え合うことを通じて自分の見方が広がった点について
加筆・修正することをおさえる。

＜ふり返ろう＞
５．文章と資料を結びつけて読む時や自分の考えを人に伝える時
に、どのようなことに気をつけるとよいか振り返る。

１学期 6月 6
(話す聞く

6)

話聞 1 ＜見通しをもとう＞
１．単元名やリード文を読み、立場を明確にして話し合うことにつ
いて考え、学習の見通しをもつ。
 (1) 教科書を読み、パネルディスカッションの意図と進め方を知
る。

2 ＜決めよう・集めよう＞
２．立場を決め、詳しく調べる。
 (1) 自分たちで話し合うテーマを設定する。
＊事前に話し合いたいテーマについてアンケートをとり、いくつか
テーマの候補を決めておいてもよい。
 (2) 立場を決め、調べる。

3 ＜組み立てよう＞
３．資料をもとに主張を組み立てる。
 (1) 自分たちが設定したテーマにそって、パネルディスカッション
の準備を行う。
＊テーマに対して調べる観点と立場、グループのメンバーを決め
る。
＊グループで情報を集めたり、整理したりして、自分たちの主張
をまとめる。

4・5 ＜話そう・聞こう＞
４．パネルディスカッションを行う。
＊司会者とパネリストを決め、フロアの役割を確認する。
＊2回めのパネルディスカッションを行う。

6 ＜伝え合おう＞
５．感想を伝え合う。

＜ふり返ろう＞
６．学習を振り返る。

三　立場を明確にして主張しよう
パネルディスカッション──地域の防災

教科書：P52

◇意見の違いを大事にしながら話し合
い、考えを深める。

★ここが大事：立場を決めて話し合う

☆学習用語：立場／討論／パネラー／パ
ネリスト／パネルディスカッション／フロア
／主張／要点／共通点／相違点

【知識・技能】
◎思考に関わる語句の量を増し、話や文章の中で
使うとともに、語句と語句との関係、語句の構成や変
化について理解し、語彙を豊かにしている。また、語
感や言葉の使い方に対する感覚を意識して、語や語
句を使っている。(⑴オ)

【思考・判断・表現】
◎「話すこと・聞くこと」において、互いの立場や意図
を明確にしながら計画的に話し合い、考えを広げた
りまとめたりしている。(A⑴オ)

【言語活動例】
・それぞれの立場から考えを伝えるなどして話し合う
活動。(A⑵ウ)

【態度】
・意見の違いを大事にしながら粘り強く話し合い、学
習の見通しをもって考えを深めようとしている。

二　文章と資料をあわせて読み、筆者の
考えをとらえよう
雪は新しいエネルギー──未来へつなぐ

エネルギー社会
教科書：P38

□雪エネルギーの利用に対する筆者の
主張と取り上げた事例の関係について、
文章と資料を合わせながら読み、筆者の
説明の仕方について考えをまとめる。

★ここが大事：筆者の説明の工夫をとらえ
る

☆学習用語：課題／事実／事例／文章
／結果／分析

【知識・技能】
◎情報と情報との関係付けの仕方、図などによる語
句と語句との関係の表し方を理解し使っている。(⑵
イ)

【思考・判断・表現】
○「書くこと」において、目的や意図に応じて簡単に
書いたり詳しく書いたりするとともに、事実と感想、意
見とを区別して書いたりするなど、自分の考えが伝
わるように書き表し方を工夫している。(Ｂ⑴ウ)
○「読むこと」において、事実と感想、意見などとの関
係を叙述を基に押さえ、文章全体の構成を捉えて要
旨を把握している。(C⑴ア)
◎「読むこと」において、目的に応じて、文章と図表な
どを結び付けるなどして必要な情報を見付けたり、
論の進め方について考えたりしている。(C⑴ウ)

【言語活動例】
・事象を説明したり意見を述べたりするなど、考えた
ことや伝えたいことを書く活動。(Ｂ⑵ア)
・説明や解説などの文章を比較するなどして読み、
分かったことや考えたことを、話し合ったり文章にま
とめたりする活動。(C⑵ア)

【態度】
・今までの学習を生かして、筆者の主張と取り上げた
事例の関係について、文章と資料を合わせながら粘
り強く読み、筆者の説明の仕方について考えをまと
めようとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

１学期 6月 4
(書く4)

書く 1 ＜見通しをもとう＞
１．教科書を読み、どのようにパンフレットを作るのかイメージし、
学習の見通しをもつ。
＊パンフレットを集めさせ、読み比べて、パンフレットという表現方
法の特徴を理解させる。
＊読んでもらう相手や目的を明確にする。その際、相手が大人な
のか子どもなのか、どのようなことを中心に伝えるのかなど、具
体的に考えさせる。

＜決めよう・集めよう＞
２．ちがう立場の人どうしでグループになり、知らせたい内容を話
し合う。
＊前単元のパネルディスカッションを踏まえ、その中で感じた
個々の課題を振り返らせる。パネルディスカッション時のグルー
プとは別のグループメンバーと話し合うことで、さまざまな立場か
らの課題や意見を交流できる。

2 ＜組み立てよう＞
３．書く分担を決め、構成を考える。
＊構成については、P59下段の構成例を参考にするほか、地域
で配布されているパンフレットや広報誌など、身近にあるパンフ
レットを用意して、参考にさせてもよい。
＊中学年で学ぶリーフレットや、５年生で作ったポスターなど、相
手や目的、伝えたい分量に合わせて、さまざまな伝え方があるこ
とを確認させたい。

3 ＜書こう＞(重点)
４．パンフレットを作る。
＊読み手にわかりやすくなるように工夫をさせる。写真やイラスト
を効果的に使うために、パンフレットの紙面展開の中で必要な事
柄を文章で説明する部分と、写真やイラストで伝える部分の配分
をどのようにするとよいか、具体的にイメージさせる。

＜読み返そう＞
５．おたがいの文章を読み返す。
＊読み手に、よりわかりやすく伝えるにはどうしたらよいか、とい
う観点で推敲させる。推敲する際の観点例：「他の言葉でわかり
やすくすることはできないか」「見やすくするためにできる工夫は
あるか」など。

4 ＜伝え合おう＞
６．パンフレットを読み合う。
＊クラス内だけでなく、全校生徒や地域の方に読んでもらえるよ
う、展示してもよい。読んでもらって、喜んでもらうことが大切であ
る。そのことが、また書きたいという気持ちにつながる。

＜ふり返ろう＞
７．知らせたいことや読む人のことを考えて、わかりやすいパンフ
レットを作るために、どんな工夫をしたか振り返る。

１学期 6月 1
（書く1）

言葉の文化②
雨
教科書：P62

△「雨」を扱った言語表現を集め、日本語
の豊かさに気づく。

文化 1 １．教科書の文章から「雨」を取り上げた言語表現を知り、その背
景を考える。
＊「雨」を使用した言語表現の多様さに気づかせる。

２．さまざまな言語表現を、辞典などで調べたり、これまで読んだ
本の描写を思い出して確かめたりしながら「言葉ノート」を作る。
＊どういう種類の辞典や参考書を見ればよいのかを考えさせる。
＊これまで読んだ本で記憶に残っている雨の描写をいろいろな人
と交流して集め確かめ合うようにさせる。雨を題材とした歌などの
楽曲なども対象にしてよい。

【知識・技能】
◎語句の由来などに関心をもつとともに、時間の経
過による言葉の変化や世代による言葉の違いに気
付き、共通語と方言との違いを理解している。また、
仮名及び漢字の由来、特質などについて理解してい
る。(⑶ウ)

【思考・判断・表現】
○「書くこと」において、目的や意図に応じて、感じた
ことや考えたことなどから書くことを選び、集めた材
料を分類したり関係付けたりして、伝えたいことを明
確にしている。(B⑴ア)

【言語活動例】
・短歌や俳句をつくるなど、感じたことや想像したこと
を書く活動。(B⑵イ)

【態度】
・粘り強く「雨」を扱った言語表現を集め、学習の見
通しをもって「言葉ノート」を作ろうとしている。

三 立場を明確にして主張しよう
みんなで作ろうパンフレット
教科書：P58
 
■相手や目的に応じて内容や構成を考
え、パンフレットを作る。

★ここが大事：パンフレットで知らせる

☆学習用語：パンフレット／パネルディス
カッション／立場／構成／アンケート

【知識・技能】
◎情報と情報との関係付けの仕方、図などによる語
句と語句との関係の表し方を理解し使っている。(⑵
イ)

【思考・判断・表現】
◎「書くこと」において、目的や意図に応じて簡単に
書いたり詳しく書いたりするとともに、事実と感想、意
見とを区別して書いたりするなど、自分の考えが伝
わるように書き表し方を工夫している。(B⑴ウ)
 
【言語活動例】
・事象を説明したり意見を述べたりするなど、考えた
ことや伝えたいことを書く活動。(B⑵ア)

【態度】
・積極的に相手や目的に応じて内容や構成を考え、
学習課題にそってパンフレットを作ろうとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

１学期 6月 2 言語 1 １．世代によって使用する言葉に違いがあることもあるということ
を知り、学習活動に対する見通しをもつ。
＊教材冒頭の会話文を読み、世代による言葉の違いについて調
べてみたいという意欲をもたせる。
＊世代による言葉の違いは、あくまでも相対的なものであり、年
長だからといってすべての人が「ジーパン」・「いささか」を用いる
わけではなく、若い世代の人でもこれらの言葉になじんでいること
がある。柔軟に扱うように配慮する。

２．言葉には、年上の世代の人たちには使われていたが、今はほ
とんど使われなくなったものがあるということについて理解する。
＊P64下段を読み、板書やワークシートを活用しながら教科書に
挙げられたもの以外にも今はほとんど使われなくなった言葉があ
ることに気づかせる。

３．言葉には、自分たちの世代にしか通用しないものもあるという
ことを理解する。
＊P65上段を読み、ここに挙がっている「なにげに」「ビミョー」「ほ
ぼほぼ」という言葉を使ったことがあるかどうか内省させ、他にも
このような言葉がないかどうか探させる。

４．言葉には、人が成長する過程で一時的に用いられるものもあ
るということを知る。
＊P65下段を読み、幼児がよく使っている言葉にはどのようなも
のがあるか探させる。
＊世代による言葉の違いについて、家の人たちにインタビューし
てくるよう指示を出す。

2 ５．家の人に行ったインタビューの内容をグループでまとめて確
かめあう。
＊調べてきた内容をグループごとにそれぞれまとめ、気づいたこ
とについて話し合わせる。

６．世代によって使われる言葉の違いや、普段友達どうしで話し
ているときに使ってしまうくだけた表現の言葉について、クラス全
体で話し合う。
＊それぞれの世代によって使う言葉が変化することや、ものを表
すのにいろいろな言葉があることのおもしろさについて感じさせ
る。
＊今の言葉も、使う人や文体などによって、古い言い方や新しい
言い方が交ざっていることに気づかせる。

７．学習したことを振り返る。
＊P65のまとめを読み、世代によって使われる言葉の違いや、ふ

１学期 6月 1 漢字の広場②
複数の意味をもつ漢字
教科書：P66

△複数の意味をもつ漢字が構成する熟語
の意味に関心をもつ。

☆学習用語：象形文字

漢字 1 １．学習内容を理解し、学習の見通しをもつ。
＊複数の意味をもつ漢字について理解するという学習課題を確
かめ、漢字の使い方などを理解できるようにし、日常の言語生活
にも生かしていくよう意識づける。

２．「象」という漢字の意味を考える。
＊一つの漢字には、もともとの意味の他に、あとから意味が加
わったり、変化したりするものがあることを「象」を例に知る。

３．P66を読み、「象」という漢字には、もとからの意味と、派生した
意味をあわせもっていることを知る。
＊具体的なものごとを表す具象語だけでなく、同じ漢字から抽象
的な概念を表す抽象語も構成されていることに気づくことができ
るようにする。

４．「布」「針」を使ったそれぞれの熟語がどのような意味で使われ
ているかを話し合う。
＊ 「布」「針」を使った言葉を使い短文作りに取り組み、それぞれ
の言葉と漢字の意味を想起できるようにする。
＊辞書でそれぞれの言葉と漢字の意味を確認する。

５．P67下段の設問に取り組み、傍線の漢字がそれぞれどのよう
な意味で使われているかを考え、違いを話し合い、辞典で調べ
る。
＊声に出して文を読み、傍線の漢字のおおよその意味を推測し、
それぞれの意味の違いを話し合うようにする。

【知識・技能】
◎語句の由来などに関心をもつとともに、時間の経
過による言葉の変化や世代による言葉の違いに気
付き、共通語と方言との違いを理解している。また、
仮名及び漢字の由来、特質などについて理解してい
る。(⑶ウ)

【態度】
・積極的に前学年や当該学年で配当されている漢字
を文や文章の中で使い、学習の見通しをもって複数
の意味をもつ漢字が構成する熟語の意味を考えよう
としている。

言葉の広場②
世代による言葉のちがい
教科書：P64

△世代による言葉遣いのちがいについて
理解し、相手や場面に応じて適切な言葉
を選んで使うことができるようにする。

☆学習用語：世代による言葉の違い

【知識・技能】
◎語句の由来などに関心をもつとともに、時間の経
過による言葉の変化や世代による言葉の違いに気
付き、共通語と方言との違いを理解している。また、
仮名及び漢字の由来、特質などについて理解してい
る。(⑶ウ)

【思考・判断・表現】
○「話すこと・聞くこと」において、互いの立場や意図
を明確にしながら計画的に話し合い、考えを広げた
りまとめたりしている。(A⑴オ)

【言語活動例】
・インタビューなどをして必要な情報を集めたり、それ
らを発表したりする活動。(A⑵イ)

【態度】
・積極的に世代による言葉遣いの違いについて理解
し、学習課題にそって相手や場面に応じて適切な言
葉を選んで使おうとしている。
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学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

１学期 6月 1
(書く1)

五年生で学んだ漢字②
教科書：P68

△絵を見て想像したことをもとに、５年生
で学んだ漢字などを使って文を作り、書
く。

漢字 2 ６．教科書の絵を見て、描かれている様子について説明する。
＊漢字の使い方や表記などを理解できるようにし、日常の言語生
活にも生かしていくよう意識づける。
＊教科書の絵を拡大して黒板に貼っておくと、指導することがら
を児童たち全体に示しやすくなる。
＊絵の中にある５年生で学んだ漢字の読み方を再確認する。
＊絵に描かれたことと、言葉からわかる工場の中の様子をできる
だけたくさん発表できるようにはたらきかける。
＊描かれている人物と行為、場や時間の状況、物品など、視点を
提示するとわかりやすい。

７．５年生までに習った漢字を使って、絵に描かれている様子や
物、人物がしていることなどを説明する文を書く。
＊描かれている人物と行為、場や時間の状況、物品など、視点を
提示するとわかりやすい。
＊読み手が理解しやすいように伝えたいこと、知らせたいことを
明確にして書くようはたらきかける。
＊内容につながりのある文を二つ以上書くようにすると、言葉を
適切に使っているかどうかがわかりやすくなる。

８．互いの作った文を読み合い、感想や意見を述べ合う。
＊互いの文のよいところを見つけて伝え合うことをとおして、それ
らを自分の表現に生かすようはたらきかける。

９．学習したことを振り返る。
＊複数の意味をもつ漢字について正しく理解したり、漢字の使い
方や表記などを理解できるようにしたりし、日常の言語生活にも
生かしていくよう意識づける。

【知識・技能】
◎第５学年及び第６学年の各学年においては、学年
別漢字配当表の当該学年までに配当されている漢
字を読んでいる。また、当該学年の前の学年までに
配当されている漢字を書き、文や文章の中で使うと
ともに、当該学年に配当されている漢字を漸次書
き、文や文章の中で使っている。(⑴エ)

【思考・判断・表現】
○「書くこと」において、筋道の通った文章となるよう
に、文章全体の構成や展開を考えている。(B⑴イ)

【言語活動例】
・事象を説明したり意見を述べたりするなど、考えた
ことや伝えたいことを書く活動。(B⑵ア)

【態度】
・積極的に前学年や当該学年で配当されている漢字
を使い、学習課題にそって、教科書の絵を説明する
文を書こうとしている。

１学期 7月 7
(話す聞く

2)

読む 1 ＜見通しをもとう＞
１．単元扉を読んで、学習の見通しをもつ。
＊時代背景や難語句については、適宜説明を加える。

1・2 ＜たしかめよう＞
２．いつどんなできごとが起こったかに気をつけて読み、印象に
残った場面を紹介し合う。
＊「いつ」がわかる部分にサイドラインを引くことで、起こったでき
ごとを見つけやすくなる。
＊いつ、どのようなできごとが起こったのか表に整理すると、物語
の全体を捉えやすくなる。川や川っぷちがノリオに対してどのよう
な様子であったかも確認する。
＊物語の中で、ノリオはどのように変容したのか。なぜ変容した
のか。「初めは…。最後は…。そう変わった理由は…。」のような
形を示し、考えられるようにしたい。また、場面とともに移り変わる
ノリオの心情についてもふれたい。

3 ３．印象に残った場面を紹介し合う。

4 ＜くわしくよもう＞
４．「比喩」「色」「体言止め」「擬人法」「音や様子」「くり返し」など
の表現を探し、その効果について話し合う。
＊教科書では、六つの表現を取り上げている。「ここが大事」に、
「すぐれた表現が、読み手の想像を広げ、物語の世界を豊かにし
てくれます。」とある。想像を広げること、物語の世界の豊かさを
確かめたい。
＊その他にも、「倒置法」「対句」のような表現がみられる。
＊擬人化された「川」とノリオとの関わりを捉える。「川っぷち」とあ
るのは、「川」そのものだけでなく、もう少し広い意味で捉えようと
している。
＊ P90 の「言葉」の設問は、学習活動の中で適宜取り扱う。

5 ＜まとめよう＞
５．表現の効果を考えながら、心に残った場面について、自分の
考えたことが伝わるように朗読する。
＊同じ表現を選んでいても朗読の仕方はさまざまに表れる。自分
の感じたことがどのようなことかを明確にしておくことが大切であ
る。
＊「音読が文章の内容や表現をよく理解し伝えることに重点があ
るのに対して、朗読は、児童一人一人が思ったり考えたりしたこと
を、表現性を高めて伝えることに重点がある。」(『学習指導要領･

6 ＜つたえあおう＞
５．心に残った表現について感想を話し合う。
・物語の中で、特に心に残った表現
・ノリオの心情の変化を、具体的でわかりやすく表している表現
・自分では、思いつかないような表現
＊教科書に例示されている三つの観点を参考にノートに書く。な
ぜ、それが「心に残った」のか、根拠を明確にする。
＊互いの考えの違いに着目したり、よいところを認め合ったりし
て、考えを広げる

7 ＜ふり返ろう＞
６．学習を振り返る。
(1)物語の世界を想像するときには、どのような表現に着目したい
か考える。
(2)朗読して伝えたい他の物語はあるか考える。

四　表現が読み手にあたえる効果につい
て考えよう
川とノリオ
教科書：P70

□優れた表現を味わいながら、人物の心
情を読み、優れた表現についての感想を
話し合う。

★ここが大事：すぐれた表現を読む

☆学習用語：擬人法／体言止め／比喩／
情景／心情／朗読

【知識・技能】
◎比喩や反復などの表現の工夫に気付いている。
(⑴ク)
◎文章を音読したり朗読したりしている。(⑴ケ)

【思考・判断・表現】
○「読むこと」において、登場人物の相互関係や心情
などについて、描写を基に捉えている。(C⑴イ)
◎「読むこと」において、人物像や物語などの全体像
を具体的に想像したり、表現の効果を考えたりして
いる。(C⑴エ)
○「読むこと」において、文章を読んで理解したことに
基づいて、自分の考えをまとめている。(C⑴オ)
○「読むこと」において、文章を読んでまとめた意見
や感想を共有し、自分の考えを広げている。(C⑴カ)

【言語活動例】
・詩や物語、伝記などを読み、内容を説明したり、自
分の生き方などについて考えたことを伝え合ったり
する活動。(C⑵イ)

【態度】
・すすんで優れた表現を味わいながら、人物の心情
を読み、学習の見通しをもって優れた表現について
の感想を話し合おうとしている。
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学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

１学期 7月 1 読書の広場①
地域の施設を活用しよう
教科書：P92

△身のまわりに情報を集めることのできる
施設があることを知る。

読書 1 １．情報を探すことのできる施設について知るという学習内容を
知り、活動に見通しをもつ。

２．情報を探すことができる施設について、二次元コードを活用し
たりインターネットで検索したりし、自分が住んでいる地域の施設
を調べる。

３．学習を振り返る。

【知識・技能】
◎情報と情報との関係付けの仕方、図などによる語
句と語句との関係の表し方を理解し使っている。(⑵
イ)

【思考・判断・表現】
○「読むこと」において、目的に応じて、文章と図表な
どを結び付けるなどして必要な情報を見付けたり、
論の進め方について考えたりしている。(C⑴ウ)

【言語活動例】
・学校図書館などを利用し、複数の本や新聞などを
活用して、調べたり考えたりしたことを報告する活
動。(C⑵ウ)

【態度】
・地域の施設について調べ、情報収集のための活用
方法を考えている。

１学期 7月 1 読書の広場②
ひろがる読書の世界
教科書：P94

△特別な一冊を紹介したり、伝記の人物
から学んだことを漢字で表したりする活動
をとおして、日常的に読書に親しむ。

読書 1 １．「私の特別な一冊を紹介する活動」、「伝記の人物から学んだ
ことを漢字で表す」という学習内容を捉え、学習の見通しをもつ。

２．「私の特別な一冊を紹介する活動」、「伝記の人物から学んだ
ことを漢字で表す」ために、学校の図書室や地域の図書館など
で、興味のある本を借り、「読書りれき」などを活用し、自分の考
えをまとめる。
＊夏休みの宿題との関連などが考えられる。

３．学習を振り返る。

【知識・技能】
◎日常的に読書に親しみ、読書が、自分の考えを広
げることに役立つことに気付いている。(⑶オ)

【思考・判断・表現】
○「読むこと」において、文章を読んでまとめた意見
や感想を共有し、自分の考えを広げている。(C⑴カ)

【言語活動例】
・詩や物語、伝記などを読み、内容を説明したり、自
分の生き方などについて考えたことを伝え合ったり
する活動。(C⑵イ)

【態度】
・読書生活を振り返り、「特別な一さつ」を紹介し合っ
たり、これからの読書生活を考えたりしている。

２学期 9月 2
(話す聞く

2)

話聞 1 ＜見通しをもとう＞
１．教材名やリード文から、本教材の目標や活動をつかむ。
＊二人組で、話し手が詳しく話せるように、受け答えをしながら聞
き、自分の考えや経験との共通点や相違点を意識して、感想を
伝え合うことを確認する。
２．知らせたい「とっておき」を考える。
 (1) 教科書の例を参考にしながら、友達と共通点がありそうなで
きごとを学級で話し合う。
＊「家族」「一年生のお世話」「将来の夢」「好きなスポーツ（野
球）」「夏休み」「初めての体験」等が項目として考えられる。
 (2) できごとの項目から候補を三つ選び、それぞれ自分のエピ
ソードを思い出す。

2 ３．「とっておき」について話す。
 (1) 二人で組みになり、エピソードをあげながら順番に話をする。
４．感想を伝え合う。
 (1) 友達のエピソードと自分の考えを紹介する。
 (2) 紹介を聞き終えたら、感想を伝える。
＊自分の考えや経験との共通点や相違点を意識して、感想を伝
えるようにする。

＜ふり返ろう＞
５．学習の振り返りをする。

２学期 9月 1 詩を読もう
イナゴ
教科書：P98

□凝縮された言葉の美しさや豊かさを味
わいながら、詩の世界を楽しむ。

☆学習用語：連

読む 1 １．「イナゴ」を音読して、一連と二連の「イナゴ」と「ぼく」様子をも
とに、詩の世界を想像する。
＊一連が、色彩豊かな秋のひとときであることを知る。
＊二連が、一連の世界とは一転して、緊張しているイナゴのク
ローズアップであることを知る。

２．一連と二連で、僕の目に映るイナゴの姿にはどのような違い
があるか、その対比について、グループで話し合い、意見を交流
する。視点の違いについて気づかせたい。

３．三連について考えたことを、全体で話し合う。
＊三連、強い生きもの(ぼく＝人間)と、よわい生きもの(イナゴ＝
昆虫)の間の「イネのにおい」とは、何を表しているか、比喩表現
や象徴表現の意味について考える。この時に、一つの「正解」に
追い込まないように、注意する。
＊「川のように流れるイネのにおい！」から、どのようなことを想
像したか考える。「イネ」そのものを見たことがない児童がいる場
合は、写真や動画で資料を見せたり、５年生の社会科で学習した
「稲作」を想起させたりするとよい。

【知識・技能】
◎比喩や反復などの表現の工夫に気付いている。
(⑴ク)
◎文章を音読したり朗読したりしている。(⑴ケ)

【思考・判断・表現】
◎「読むこと」において、人物像や物語などの全体像
を具体的に想像したり、表現の効果を考えたりして
いる。(C⑴エ)

【言語活動例】
・詩や物語、伝記などを読み、内容を説明したり、自
分の生き方などについて考えたことを伝え合ったり
する活動。(C⑵イ)

【態度】
・積極的に言葉の広がりを味わい、学習課題にそっ
て詩の世界を楽しもうとしている。

相手の思いを考えながら聞こう
聞かせて！　「とっておき」の話
教科書：P96

◇話し手の意図を考慮しながら聞き、自
分の意見と比べて考えをまとめる。

【知識・技能】
◎言葉には、相手とのつながりをつくる働きがあるこ
とに気付いている。(⑴ア)

【思考・判断・表現】
◎「話すこと・聞くこと」において、話し手の目的や自
分が聞こうとする意図に応じて、話の内容を捉え、話
し手の考えと比較しながら、自分の考えをまとめてい
る。(A⑴エ)

【言語活動例】
・インタビューなどをして必要な情報を集めたり、それ
らを発表したりする活動。(A⑵イ)

【態度】
・積極的に話し手の意図を考慮し、今までの学習を
生かして自分の意見と比べて考えをまとめようとして
いる。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

２学期 9月 1
（書く１）

言葉の文化③
「知恵の言葉」を集めよう
教科書：P100

△昔から広く継承されてきた「知恵の言
葉」を知ることによって, 言語文化の奥深
さに気がつくとともに, 自らの体験をもとに
新たな「知恵の言葉」を創作する。

文化 1 １．くらしの中に、ものの名前や物事の手順を唱え言葉で覚える
工夫があることを知り、教材文を読んで集めたり調べたりする意
欲をもつ。
＊教師の知っている唱え言葉による暗記などの工夫を紹介し、家
で教わったり自分で工夫したりした工夫を思い出したりさせる。
＊教材文での「知恵の言葉」のいろいろを唱えさせ、いろいろな
「知恵」があることに気づかせるようにする。

２．自分の知っている「知恵の言葉」や本で調べた覚え歌、ことわ
ざなどを集めたり整理したりして友達と交流する。
＊「知恵の言葉」の唱えやすさが言葉のリズム等にあることに気
づかせる。
＊本、インターネット、家の人の口癖など、いろいろな方面から集
めるよう助言する。

３．自分の得意技や知っているコツを伝えやすいように「知恵の
言葉」にして紹介し合う。
＊交通標語なども「知恵の言葉」に入ることに気づかせ、自分の
心覚えや下学年へのアドバイスなど唱えやすい言葉で作るように
させる。

【知識・技能】
◎思考に関わる語句の量を増し、話や文章の中で
使うとともに、語句と語句との関係、語句の構成や変
化について理解し、語彙を豊かにしている。また、語
感や言葉の使い方に対する感覚を意識して、語や語
句を使っている。(⑴オ)

【思考・判断・表現】
○「書くこと」において、目的や意図に応じて、感じた
ことや考えたことなどから書くことを選び、集めた材
料を分類したり関係付けたりして、伝えたいことを明
確にしている。(B⑴ア)

【言語活動例】
・事象を説明したり意見を述べたりするなど、考えた
ことや伝えたいことを書く活動。(B⑵ア)

【態度】
・すすんで語感や言葉の使い方に対する感覚を意識
し、学習の見通しをもって自分の「知恵の言葉」を作
ろうとしている。

２学期 9月 5
(書く5)

書く 1 ＜見通しをもとう＞
 １．「学習の進め方」を読み、学習の見通しをもつ。
＊物語を創作することを伝え、活動の具体的なイメージをもてる
ようにし、児童の意欲を高める。

＜決めよう・集めよう＞
２．物語の設定を考える。
(1) 登場人物を選び、人物設定を考える。
＊教科書の写真を見て気づいたことや感じたことを自由に発言さ
せる。断片的な気づきでもよいし、また、ストーリーを想像させるし
かけ(例：写真両端のポストの近くにいる男女は待ち合わせをして
いるのではないかなど)に気づいた児童がいれば、そこから想像
を広げるおもしろさを実感させることもできるだろう。
＊写真の中の人物の行動や服装、持ち物などに注目させ、どん
な会話が生まれているかなどについて考えてもよい。
＊写真はデジタル教材で大きく提示するなどの工夫も効果的だ
ろう。
＊選ぶ登場人物は一人でも複数人でもよい。
(2)物語の大体を考える。
(3)物語の展開される時や場所を考える。
＊人物の行動や服装、持ち物などから、人物の性格や生涯につ
いてイメージさせる。絵をかかせるとイメージが具体的になる。

2 ＜組み立てよう＞(重点)
３．物語を組み立てる。
＊一人で考えるのではなく、友達の意見を聞くことで、自分では
考えつかなかったおもしろいアイデアが生まれることもある。積極
的に交流させたい。
＊あらすじでは、自分が伝えたいことを「やま場」(クライマックス)
にもっていくとよいことを助言する。
＊「やま場」については既習事項(５年上巻『大造じいさんとがん』)
だが、再度意味を確認するとよい。

3 ＜書こう＞
４．物語を書く。
(1)書き出しを工夫する。
(2)表現を工夫する。
＊やま場を詳しく書くように指導する。会話文や心内語を入れる
と場面がいきいきする。
＊これまでに学んだ文学作品を取り上げて、表現の工夫によっ
て、作品にどんな効果が表れているかを確認させる。

4 ＜読み返そう＞
５．物語を読み返す。
＊自分が伝えたいことがその言葉で読み手に伝わるかどうかを
考えて、推敲を行わせる。

5 ＜伝え合おう＞
６．友達と読み合う。
＊読んでもらって、喜んでもらうことが大切である。また物語を作
りたいという気持ちにつなげたい。

＜ふり返ろう＞
７．どんなことを意識し、物語の展開を考えたか振り返る。

五 てんかいを工夫して物語を書こう
あなたは作家
教科書：P102
 
■写真から想像を広げ、展開を考えて物
語を作る。

★ここが大事：物語を作る

☆学習用語：中心人物／視点／クライ
マックス／やま場／情景描写

【知識・技能】
◎文の中での語句の係り方や語順、文と文との接続
の関係、話や文章の構成や展開、話や文章の種類
とその特徴について理解している。(⑴カ)
 
【思考・判断・表現】
◎「書くこと」において、筋道の通った文章となるよう
に、文章全体の構成や展開を考えている。(B⑴イ)

【言語活動例】
・短歌や俳句をつくるなど、感じたことや想像したこと
を書く活動。(B⑵イ)

【態度】
・積極的に物語のつくりの特徴について理解し、学
習課題にそって写真から想像を広げ、展開を考えて
物語を作ろうとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

２学期 9月 3
(話す聞く

1)

言語 1 １．ふだんの会話やSNS上のやりとりの中で、自分の伝えたかっ
たことが、相手にうまく伝わらなかった経験を思い返し、学習に対
する見通しをもつ。

２．西川さんと田村さんのやりとりについて話し合う。
＊どのようにすれば誤解なくやり取りができたのかを考えさせる。
＊話し合ったことをもとに、実際に西川さんと田村さんになりきっ
て誤解なくやりとりができるか、ペアでやりとりをしてみる。

2 ３．P109の３つの状況下で、どのように「いいよ」と言えばよいか
話し合う。
＊話し合ったことをもとに、実際にペアでやり取りをする。
＊話すときの声の調子、表情、身ぶりや態度が相手に伝えるとき
に、大切であることに気づかせる。

４．P109 の「すみません」「やばい」の言い方について話し合う。
＊言い方だけでなく、誤解のないよう、別の言葉に言い換えること
も大切であることに気づかせる。
＊いろいろな言い方で実際にやり取りをする。

５．「いいよ」「すみません」のほかに気をつける言葉を探す。
＊実際にやりとりをし、どのような言い方や言い換えが適切か考
えさせる。

3 ６．本田さんと竹中さんのSNS上でのやりとりについて話し合う。
＊どのようにすれば誤解なくやり取りができたのかを考えさせ、ど
んな言葉をどのように使うとよいのかを考えて伝えることが大切
であることに気づかせる。

７．P111を読み、SNS上で絵文字・顔文字を利用するよさや注意
点を知る。
＊実際にタブレット端末を利用してやり取りを行わせ、絵文字・顔
文字を利用するよさや難しさを体感させてもよい。

８．学習したことを振り返る。

２学期 9月 1 漢字の広場③
熟語の使い分け
教科書：P112

△意味のよく似た熟語の使い方の違いを
理解し、使い分ける。

☆学習用語：熟語

漢字 1 １．学習内容を理解し、学習の見通しをもつ。
＊熟語の使い分けについて理解するという学習課題を確かめ、
漢字の使い方などを理解できるようにし、日常の言語生活にも生
かしていくよう意識づける。

２．「大事」と「重要」の使い方の違いを考え、それぞれの文には、
どちらがふさわしいかを話し合う。
＊「大事」と「重要」の二語の使い方の違いを実際に考え、熟語の
使い分けに感心がもてるようにすることをねらいとしている。
＊意味のよく似た熟語の使い分けについては、用例をとおして直
感的に判断したり、感覚的に捉えられるようにすることを第一とす
る。
＊児童自身の体験や読書経験を生かし、できるだけたくさん用例
を集め、使い分けを考えられるようにする。

３．「制限」と「限定」等の使い方の違いを考え、二つの熟語の使
い分けを考えたり、国語辞典などを利用してそれぞれの意味と用
例を調べたりして、確かめる。
＊辞典を利用し、比較する二語の意味の共通点と相違点を調
べ、用例が重なる場合と、使い分けされる場合があることを理解
できるようにする。
＊「事実」「現実」などのように、やや抽象的な概念を表す熟語に
ついては、それが表す具体的な中身を考えられるようにする。
＊P114「経験」「体験」などは、日常生活を思い起こして考えられ
るといい。

４．よく似た熟語を使って短文を作り、それぞれの違いを比べる。

【知識・技能】
◎思考に関わる語句の量を増し、話や文章の中で
使うとともに、語句と語句との関係、語句の構成や変
化について理解し、語彙を豊かにしている。また、語
感や言葉の使い方に対する感覚を意識して、語や語
句を使っている。(⑴オ)

【態度】
・積極的に前学年や当該学年で配当されている漢字
を文や文章の中で使い、学習の見通しをもって、意
味のよく似た熟語の使い方の違いを理解し、使い分
けようとしている。

言葉の広場③
なぜ、わかり合えなかったのかな？
教科書：P108

△伝え方次第で相手に自分の考えが伝
わらないことを理解し、自分の考えを適切
に伝える。

【知識・技能】
◎言葉には、相手とのつながりをつくる働きがあるこ
とに気付いている。(⑴ア)

【思考・判断・表現】
○「話すこと・聞くこと」において、話し手の目的や自
分が聞こうとする意図に応じて、話の内容を捉え、話
し手の考えと比較しながら、自分の考えをまとめてい
る。(A⑴エ)

【言語活動例】
・それぞれの立場から考えを伝えるなどして話し合う
活動。(A⑵ウ)

【態度】
・すすんで、言葉には伝え方次第で相手に自分の考
えがうまく伝わらないことに気づき、見通しをもって、
自分の考えを適切に伝えようとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

２学期 9月 1
(書く1)

五年生で学んだ漢字③
教科書：P115

△絵を見て想像したことをもとに、５年生
で学んだ漢字などを使って文を作り、書
く。

漢字 2 ５．教科書の絵を見て、描かれている様子について説明する。
＊教科書の絵を拡大して黒板に貼っておくと、指導することがら
を児童たち全体に示しやすくなる。
＊絵の中にある５年生で学んだ漢字の読み方を再確認する。
＊絵に描かれたことと、言葉からわかる場面の様子をできるだけ
たくさん発表できるようにはたらきかける。
＊描かれている人物と行為、場や時間の状況、物品など、視点を
提示するとわかりやすい。

６．５年生までに習った漢字を使って、絵に描かれている様子や
物、人物がしていることなどを説明する文を書く。
＊描かれている人物と行為、場や時間の状況、物品など、視点を
提示するとわかりやすい。
＊内容につながりのある文を二つ以上書くようにすると、言葉を
適切に使っているかどうかがわかりやすくなる。
＊条件をつけて文を書くよう促すと、記述の仕方に工夫がみられ
るようになる。

７．書いた文を見直し、適切な表現に替えたり、まちがいを正した
りして、発表し合う。
＊表現を改めたり、書きまちがいなどを正したりして、書いた文を
発表する。
＊互いの文のよいところを見つけて伝え合うことをとおして、それ
らを自分の表現に生かすようはたらきかける。
＊初めに書いた文と推敲した後の文を比べ、書き直してどこがよ
くなったかを互いに指摘し合うとよい。

８．学習したことを振り返る。
＊熟語の使い分けについて正しく理解したり、漢字の使い方や表
記などを理解できるようにしたりし、日常の言語生活にも生かして
いくよう意識づける。

【知識・技能】
◎第５学年及び第６学年の各学年においては、学年
別漢字配当表の当該学年までに配当されている漢
字を読んでいる。また、当該学年の前の学年までに
配当されている漢字を書き、文や文章の中で使うと
ともに、当該学年に配当されている漢字を漸次書
き、文や文章の中で使っている。(⑴エ)

【思考・判断・表現】
○「書くこと」において、文章全体の構成や書き表し
方などに着目して、文や文章を整えている。(B⑴オ)

【言語活動例】
・事象を説明したり意見を述べたりするなど、考えた
ことや伝えたいことを書く活動。(B⑵ア)

【態度】
・積極的に前学年や当該学年で配当されている漢字
を使い、学習課題にそって、教科書の絵を説明する
文を書こうとしている。

2 9月 1
(話す聞く

1)

国語の学習　つながる　ひろがる
教科書：P116

◇半年間の国語学習を振り返ったり、こ
れからの学習について考えたりして、計画
的に学習できるようにする。

話聞 1 １．半年間の国語の学習を振り返り自分が学んできたことを、「六
年生で学ぶこと」を見ながら書き出したり話し合ったりする。
＊上巻の教科書、学習のノート、作成物、プリント類(ポートフォリ
オ)などから振り返ることができるようにする。「六年生で学ぶこと」
や挿し絵や吹き出しを参照する。楽しかったことを中心に思い出
させたい。
＊心に残っている単元や教材、学習活動、また心に残っている言
葉などを具体的にメモし、発表し合う。
＊友達の発表を共感して聞き交流し、学んできたことを共有でき
るようにする。

２．１で出し合ったことが、他の教科や生活の中で、どんなことに
生かしていけるか考える。
＊国語の学習がさまざまな場面で生かされることに気づけるよう
にする。

【知識・技能】
〇話の構成や展開、話の種類とその特徴について
理解している。((1)カ)

【思考・判断・表現】
◎「話すこと・聞くこと」において、目的や意図に応じ
て、日常生活の中から話題を決め、集めた材料を分
類したり関係付けたりして、伝え合う内容を検討して
いる。(Ａ(1)ア)
〇「書くこと」において、目的や意図に応じて、感じた
ことや考えたことなどから書くことを選び、集めた材
料を分類したり関係付けたりして、伝えたいことを明
確にしている。(Ｂ(1)ア)

【態度】
・積極的に上巻の教科書での国語学習を振り返った
り、これからの学習について考えたりして、今までの
学習を生かして計画的に学習しようとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

２学期 9月 8
(書く2)

読む 1 ＜見通しをもとう＞
１．単元扉を読んで、学習の見通しをもつ。

1～3 ＜たしかめよう＞
２．子ぎつねに対する「ぼく」の心情の変化をまとめる。
＊子ぎつねとの出会いから別れるまでの、「ぼく」の心情の変化
を考える。

4・5 ＜くわしくよもう＞
３．窓に映るものと、不思議な世界に行ったあとの「ぼく」の変化
について考え、話し合う。
(1)窓にはどのようなものが映るのか、子ぎつねの「窓」に映った
ものと、「ぼく」の窓に映ったものを比べて考える。
＊P26教科書下段にもあるように、両者に共通している事柄を抽
出することによって、「窓」の意味やはたらきがはっきりしてくる。
(2)不思議な世界に行ったことによって、「ぼく」にはどのような変
化があったのかを考え、話し合う。
＊「ここが大事」にあるように、「ファンタジーの特徴の一つ」であ
る「不思議な世界に入り、また戻って来る」物語である。一般に、
戻って来た登場人物には変化(成長)がみられることが多い。この
物語の場合はどうか。そこが話し合いの中心になる。
＊「変わらない」、「変わった」、「変わった」とすれば、どのように
変わったのか。クラスで一つにまとめる必要はなく、意見、考えを
交流することに、話し合いの主眼を置く。「なぜならば……」と、根
拠をはっきりさせて発言するようにする。
＊「ここが大事」にあるように、不思議の世界が、「ぼく」にとってど
のような意味をもっているのかを考えることも必要である。

6 ＜まとめよう＞
４．自分が「窓」で見たいものを考え、その理由も明らかにして、
工夫して紹介する。
(1)自分は「窓」でどのようなものが見たいか、理由も明らかにし
て、想像したことを書く。
＊「きつねの窓」における「窓」はどのようなものなのかを確認し、
見たいものを理由とともに想像できるようにする。
(2)表現の仕方を工夫して紹介し合う。
＊新聞やポスター、ポップなど、表現方法を選べるようにする。

7 ＜つたえあおう＞
５．作ったものを見せ合い、感想を伝え合う。
＊「なるほどと思ったところ」「いいなと思うところ」など、長所を中
心に感想を伝え合うようにする。

8 ＜ふり返ろう＞
６．学習を振り返る。
(1)ファンタジーを読むときに、どのようなことに気をつけたか振り
返る。
(2)窓に映したいものを考えたときに、それを選んだ理由は何か考
える。２学期 10月 4

 (書く1)
文化 1・2 １．『言葉は時代とともに』を読み、言葉の変化について考える。

 ＊「言葉は時代とともに」変化しているという、教材の概略を捉え
させる。

２．『万葉集』や近代の代表的な文学者の作品にふれて、その言
語表現を味わう。
 ＊『万葉集』や正岡子規、夏目漱石、芥川龍之介の作品を音読
して、それぞれの文章の違いに気づかせる。

3 ３．身のまわりの事物から、言葉の変化を考えてみる。
 ＊身のまわりの事物や語彙の変化を調べる。その際、書物から
だけではなく、お年寄りにきいてみることも大事な取材活動にな
る。
 ＊言葉の変化は、発音や文章の文体、文法など、さまざまな観
点から考える必要があるが、ここでは語彙の変化が中心になるだ
ろう。

4 ４．時代とともに変化していく言葉について調べて、考えたことを
交流する。
＊「言葉の変化」について、自分の取材をもとに意見を書かせ、
友達と交流させる。

一　ファンタジーを読み、自分の考えをま
とめよう
きつねの窓
教科書：P8

□登場人物の心情の変化を考えながら読
み、想像したことを書く。

★ここが大事：ファンタジーを読む

【知識・技能】
◎思考に関わる語句の量を増し、話や文章の中で
使うとともに、語句と語句との関係、語句の構成や変
化について理解し、語彙を豊かにしている。また、語
感や言葉の使い方に対する感覚を意識して、語や語
句を使っている。(⑴オ)

【思考・判断・表現】
◎「読むこと」において、人物像や物語などの全体像
を具体的に想像したり、表現の効果を考えたりして
いる。(C⑴エ)
◎「読むこと」において、文章を読んで理解したことに
基づいて、自分の考えをまとめている。(C⑴オ)

【言語活動例】
・詩や物語、伝記などを読み、内容を説明したり、自
分の生き方などについて考えたことを伝え合ったり
する活動。(C⑵イ)

【態度】
・すすんで登場人物の心情の変化を考え、学習の見
通しをもって想像したことを書こうとしている。

言葉の文化④
言葉は時代とともに
教科書：P30
 
△言葉がその時代の人々とともに変化し
てきたことを知り、自分の考えをまとめる。
 
☆学習用語：言葉づかい／歴史的仮名遣
い

【知識・技能】
◎古典について解説した文章を読んだり作品の内
容の大体を知ったりすることを通して、昔の人のもの
の見方や感じ方を知っている。(⑶イ)
 
【思考・判断・表現】
○「書くこと」において、文章全体の構成や展開が明
確になっているかなど、文章に対する感想や意見を
伝え合い、自分の文章のよいところを見付けている。
(B⑴カ)

【言語活動例】
・事象を説明したり意見を述べたりするなど、考えた
ことや伝えたいことを書く活動。(B⑵ア)
 
【態度】
・積極的に言葉がその時代の人々とともに変化して
きたことを理解し、学習課題にそって自分の考えをま
とめようとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

２学期 10月 6
(書く6)

書く 1 ＜見通しをもとう＞
１．「学習の進め方」を読み、どのように意見文を書くのかイメージ
し、学習の見通しをもつ。
＊活動の流れを意識させ、児童の意欲を高める。
＊小学生が書いた投書を読み、意見文や投書がどのようなもの
なのかつかませてもよい。

＜決めよう・集めよう＞
２．課題を決めて、取材する。
＊日頃感じている問題や改善したいこと、困っていることを話し合
わせ、意見文に書くテーマを考えさせる。
＊自分が経験したこと、きっかけだけではなく、引用することを前
提として資料を探させる。そうやって取材することで根拠が明確に
なりより、説得力のある意見文になることを確認する。引用の際
は、正確に引用できるように、書誌情報を明記させる。

2 ＜組み立てよう＞
３．集めた材料から主張の理由・事例として適切なものを選び、
伝えたいことが明確になるように構成を考える。
＊P40の「構成表」をもとに、序論・本論・結論の構成を理解させ
る。

3・4 ＜書こう＞(重点)
４．意見文を書く。
＊一方的に自分の意見を言うのではなく、反対意見を予想して書
いたり、その反対意見に反論したりすることを大切にさせる。
＊反対意見とその反論を書くときには、「確かに、……。しかし、
……。」という書き方があることを確認する。

5 ＜読み返そう＞(重点)
５．意見文を読み返す。
＊P42の推敲の観点を参考にさせる。
＊友達同士による協同推敲を取り入れるとよい。

6 ＜伝え合おう＞
６．友達と読み合って、交流する。
＊読んでもらって、書いてよかったと思わせることが大切である。
＊書き手の目的や意図に応じた内容になっているかを考えなが
ら、よいところについて感想を述べ合う。また、よりよくするという
観点から、お互いに助言し合う。
＊書いた意見文を、新聞に投稿させてもよい。学校外や社会に
向けて自分の意見を発信させることの意義に気づける良い機会
となるだろう。

＜ふり返ろう＞
７．学習を振り返る。
（1）説得力のある文章にするために、どんな工夫をしたか振り返
る。
（2）どんな点に気をつけて、推敲したか振り返る。

２学期 11月 1 漢字の広場④
音を表す部分
教科書：P44

△形声文字について、音と意味、成り立ち
も含めて理解する。

☆学習用語：漢字／共通点／様子／熟
語／発表／形声文字

漢字 1 １．学習内容を理解し、学習の見通しをもつ。

２．P44の文例を読み「清」「晴」「精」の共通点について考える。
＊４年生で学んだ『漢字の部首』と『漢字の音を表す部分』、５年
生で学んだ『漢字の成り立ち』を想起させ、形声文字の特質を再
確認できるようにする。
＊どれも意味を表す部分と、音を表す部分とを組み合わせた漢
字(形声文字)であることを確認する。
＊「青」という音を表す部分にもつ漢字を例に、形声文字の音を
表す部分について理解を深めるようにする。

３．P45「1」の設問に取り組み、音を表す部分が、へん・つくり・か
んむり・あし等のどの位置にあるか話し合う。
＊音を表す部分の字形と読み方を確認する。

４．文字によって音が違うものもあることを知る。
＊「各－客－路」については、最初から「読み方が違うものもあ
る」と提示するのではなく、一度、児童に考えさせるようはたらき
かけたい。

５．P45「２」の設問をもとに、未習の漢字の読みを推測する。

６．P45「３」の設問に取り組み、音を表す部分への関心を深め
る。
＊すべて形声文字なので、それぞれの言葉を声に出して読ま
せ、音を表す部分を取り出してその読み方を確認できるようにす
る。

７．P45「４」の設問を解き、同音の漢字を正しく使い分けるように
する。

【知識・技能】
◎語句の由来などに関心をもつとともに、時間の経
過による言葉の変化や世代による言葉の違いに気
付き、共通語と方言との違いを理解している。また、
仮名及び漢字の由来、特質などについて理解してい
る。(⑶ウ)

【態度】
・積極的に前学年や当該学年で配当されている漢字
を文や文章の中で使い、学習の見通しをもって形声
文字について、音と意味、成り立ちも含めて理解しよ
うとしている。

二 説得力のある文章を書こう
十二歳の主張
教科書：P38
 
■理由や根拠を示して、説得力のある意
見文を書く。

★ここが大事：説得力をもたせて書く／推
敲する

☆学習用語：課題提起／結論／序論／
本論／投書

【知識・技能】
◎文の中での語句の係り方や語順、文と文との接続
の関係、話や文章の構成や展開、話や文章の種類
とその特徴について理解している。(⑴カ)

【思考・判断・表現】
◎「書くこと」において、引用したり、図表やグラフな
どを用いたりして、自分の考えが伝わるように書き表
し方を工夫している。(B⑴エ)
◎「書くこと」において、文章全体の構成や書き表し
方などに着目して、文や文章を整えている。(B⑴オ)
 
【言語活動例】
・事象を説明したり意見を述べたりするなど、考えた
ことや伝えたいことを書く活動。(B⑵ア)

【態度】
・積極的に情報と情報との関係付けの仕方、図など
による語句と語句との関係の表し方を理解し、学習
課題にそって理由や根拠を示して、説得力のある意
見文を書こうとしている。
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学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

２学期 11月 1
(書く1)

五年生で学んだ漢字④
教科書：P46

△絵を見て想像したことをもとに、５年生
で学んだ漢字などを使って文を作り、書
く。

漢字 2 ９．教科書の絵を見て、描かれている様子について説明する。
＊教科書の絵を拡大して黒板に貼っておくと、指導することがら
を児童たち全体に示しやすくなる。
＊絵の中にある５年生で学んだ漢字の読み方を再確認する。
＊絵に描かれたことと、言葉からわかる学校生活の様子をできる
だけたくさん発表できるようにはたらきかける。
＊描かれている人物と行為、場や時間の状況、物品など、視点を
提示するとわかりやすい。

10．５年生までに習った漢字を使って、絵に描かれている様子や
物、人物がしていることなどを説明する文を書く。
＊自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫するようはたらき
かける。
＊描かれている人物と行為、場や時間の状況、物品など、視点を
提示するとわかりやすい。
＊条件をつけて文を書くよう促すと、記述の仕方に工夫がみられ
るようになる。

11．互いの作った文を読み合い、感想や意見を述べ合う。
＊互いの文のよいところを見つけて伝え合うことをとおして、それ
らを自分の表現に生かすようはたらきかける。

12．学習したことを振り返る。
＊音を表す部分について正しく理解したり、漢字の使い方や表記
などを理解できるようにしたりし、日常の言語生活にも生かしてい
くよう意識づける。

【知識・技能】
◎第５学年及び第６学年の各学年においては、学年
別漢字配当表の当該学年までに配当されている漢
字を読んでいる。また、当該学年の前の学年までに
配当されている漢字を書き、文や文章の中で使うと
ともに、当該学年に配当されている漢字を漸次書
き、文や文章の中で使っている。(⑴エ)

【思考・判断・表現】
○「書くこと」において、目的や意図に応じて簡単に
書いたり詳しく書いたりするとともに、事実と感想、意
見とを区別して書いたりするなど、自分の考えが伝
わるように書き表し方を工夫している。(B⑴ウ)

【言語活動例】
・事実や経験を基に、感じたり考えたりしたことや自
分にとっての意味について文章に書く活動。(B⑵ウ)

【態度】
・積極的に前学年や当該学年で配当されている漢字
を使い、学習課題にそって、教科書の絵を説明する
文を書こうとしている。

２学期 11月 1 三　自分の経験と重ねて読み、考えを広
げよう
あなたはどう感じる？
教科書：P48

□友達と自分の感じ方の違いについて考
える。

読む 1 １．単元扉を読んで、学習の見通しをもつ。

２．本文を読んで、友達と自分の感じ方はなぜ違うのか、考えを
伝え合う。

【知識・技能】
◎原因と結果など情報と情報との関係について理解
している。(⑵ア)

【思考・判断・表現】
◎「読むこと」において、文章を読んで理解したことに
基づいて、自分の考えをまとめている。(C⑴オ)

【言語活動例】
・詩や物語、伝記などを読み、内容を説明したり、自
分の生き方などについて考えたことを伝え合ったり
する活動。(C⑵イ)

【態度】
・すすんで友達と自分の感じ方の違いについて考え
ようとし、見通しをもって、『ぼくの世界、君の世界』の
学習に生かそうとしている。

２学期 11月 7
(書く1)

読む 1・2 ＜たしかめよう＞
１．「心の世界」を捉えるための事例と要旨について考える。
(1)「昔から大真面目に議論されてきた問題」を解き明かすための
二つの事例について、表を用いてまとめる。
(2)『あなたはどう感じる？』での学びや(1)の表をもとに、この文章
の要旨について話し合う。

3・4 ＜くわしくよもう＞
２．既習の説明文と比較して、筆者の論の進め方にはどのような
特徴があるのか、事例や解説、絵や図表、文末表現などに着目
して話し合う。5 ＜まとめよう＞
３．『あなたはどう感じる？』と『ぼくの世界、君の世界』での学びを
手がかりに、自分の身近な経験と比べながら心の世界について
考えたことを書く。

6・7 ＜つたえあおう＞
４．書いた自分の考えを友達と比較しながら読み合い、共通点や
相違点はどこか、話し合う。

＜ふり返ろう＞
５．筆者の思考の深め方や主張についてどう感じたか、自分の
「心の世界」はどのような考えをもとにまとめたのか、振り返る。

三　自分の経験と重ねて読み、考えを広
げよう
ぼくの世界、君の世界
教科書：P50

□筆者の考えに気をつけながら、文章の
要旨を捉え、「心の世界」について考え
る。

★ここが大事：筆者の論じ方

☆学習用語：要旨

【知識・技能】
◎原因と結果など情報と情報との関係について理解
している。(⑵ア)

【思考・判断・表現】
○「書くこと」において、目的や意図に応じて簡単に
書いたり詳しく書いたりしているとともに、事実と感
想、意見とを区別して書いたりしているなど、自分の
考えが伝わるように書き表し方を工夫している。(B⑴
ウ)
◎「読むこと」において、文章を読んで理解したことに
基づいて、自分の考えをまとめている。(C⑴オ)
◎「読むこと」において、文章を読んでまとめた意見
や感想を共有し、自分の考えを広げている。(C⑴カ)

【言語活動例】
・事象を説明したり意見を述べたりするなど、考えた
ことや伝えたことを書く活動。(B⑵ア)
・説明や解説などの文章を比較するなどして読み、
分かったことや考えたことを、話し合ったり文章にま
とめたりする活動。(C⑵ア)

【態度】
・学習の見通しをもって、筆者の考えに気をつけなが
ら文章の要旨を捉えるとともに、自分の経験をふり
返りながら「心の世界」について考えようとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

２学期 11月 4
(書く1)

話聞 1 ＜見通しをもとう＞
１．「うれしさ」について考え、互いの感じ方を伝え合うという学習
の見通しをもつ。

＜決めよう・集めよう＞
２．「うれしさ」について考える。
(1)人はどんなときに「うれしく」なるのかを考える。「うれしい」とい
うとき、どんな場面を思い浮かべるか、発表し合う。
＊発表を聞きながら、「うれしさ」にも違いがあることを確認するよ
うにする。
(2)「うれしかったこと」「うれしいと感じるとき」を思い出し、具体的
な場面を二～四つ書き出す。

2 ＜組み立てよう＞
３．「うれしさ」を感じた自分の体験をカードに書く。
(1)書き出した中から一～二つ選び、「なぜうれしいと感じたのか」
「どんなうれしさだったのか」をメモする。

3 ＜話そう・聞こう＞(重点)
４．「うれしさ」を話し合い、分類する。
(1)グループ内で発表し合う。聞き手は、質問したり感想を伝えた
りすることで、話し手の「うれしさ」の感じを確かめながら聞く。
＊「うれしさ」の感じ方の共通点や相違点に留意して聞くように助
言する。
(2)グループで出された「うれしさ」を分類し、名前をつける。
＊共通点が伝わるように簡潔な名前をつけるようにする。

4 ＜伝え合おう＞
５．発表し合い、感想を交流する。
(1)グループごとに「うれしさ」の種類を発表する。
(2)「うれしさ」の種類を、学級全体でまとめ直す。

６．話し合いをとおして気づいたことや、残った疑問などをまとめ
る。

＜ふり返ろう＞
７．学習の振り返りをする。
＊対話によって、相手の考えと比較しながら自分の考えをまとめ
るとき、どんなことに気をつけたか考える。

２学期 12月 3
(話す聞く

1)

読書 1 １．「読書タイムライン」を作るという学習内容を捉え、活動に見通
しをもつ。

２．読書履歴などを振り返り、「読書タイムライン」をえがき、これ
までに読んできた本を振り返る。

2 ３．テーマを決めて、３冊本を選び、友達と交流する。

3 ４．自分の「読書タイムライン」を振り返り、これからの読書生活に
活かせるようにする。

５．学習を振り返る。

２学期 12月 2 言語 1 １．冒頭の会話文をとおして、敬意を表す際にさまざまな言い方
があることを知る。
＊敬語を使っていても必ずしも丁寧な言い方にならないことに気
づかせる。
＊実際の場面を想定し、自分ならどのように言うかを考えさせな
がら学習を進めたい。

２．教科書を読み、敬意を表す言い方としてどのような言い方が
適切か理解する。
＊文末の形によって丁寧さや受ける印象が違ってくることに気づ
かせる。
＊場面によって、どの表現が適切か話し合わせ、発表させる。

2 ３．場面や相手に応じて、敬意を表す言い方として適切な言い方
を選ぶ。
＊敬意は敬語だけでなく漢語を使用することでも示せることに気
づかせる。また、身内のことを言い表す際は尊敬語を用いないこ
とに気づかせる。
＊敬語を使うこと以外にも、話す時の声の調子や表情、しぐさな
ども敬意を表すことにつながることを理解させ、よりふさわしい表
現ができるように、ロールプレーなどを通し、練習させるとよい。

４．学習したことを振り返る。

読書の広場③
「読書タイムライン」を作って交流しよう
教科書：P66

△読書タイムラインを作成することをとお
して、今までの読書を振り返り、日常的に
読書に親しむ。

【知識・技能】
◎日常的に読書に親しみ、読書が、自分の考えを広
げることに役立つことに気付いている。(⑶オ)

【思考・判断・表現】
◎「読むこと」において、文章を読んでまとめた意見
や感想を共有し、自分の考えを広げている。(C⑴カ)

【言語活動例】
・学校図書館などを利用し、複数の本や新聞などを
活用して、調べたり考えたりしたことを報告する活
動。(C⑵ウ)

【態度】
・見通しをもって「読書タイムライン」を作成し、読書
履歴などを振り返りながら、粘り強く自分が作った本
について考えようとしている。

言葉の広場④
その場にふさわしい言い方
教科書：P70

△話す相手や場面に応じて、敬意を表す
言い方を適切に使い分ける。

☆学習用語：敬意／謙譲語／尊敬語／
敬語

【知識・技能】
◎日常よく使われる敬語を理解し使い慣れている。
(⑴キ)

【態度】
・積極的に語感や言葉の使い方に対する感覚を意
識し、学習課題にそって敬意を表す言い方を適切に
使い分けようとしている。

三　自分の経験と重ねて読み、考えを広
げよう
「うれしさ」って何？――哲学対話をしよ
う
教科書：P62

◇お互いの考えや意見を関連づけて述べ
合い、共通点や相違点をもとに分類する。

★ここが大事：伝え合う努力をするために

【知識・技能】
◎原因と結果など情報と情報との関係について理解
している。(⑵ア)

【思考・判断・表現】
◎「話すこと・聞くこと」において、話し手の目的や自
分が聞こうとする意図に応じて、話の内容を捉え、話
し手の考えと比較しながら、自分の考えをまとめてい
る。(A⑴エ)
○「話すこと・聞くこと」において、互いの立場や意図
を明確にしながら計画的に話し合い、考えを広げた
りまとめたりしている。(A⑴オ)
○「書くこと」において、目的や意図に応じて簡単に
書いたり詳しく書いたりするとともに、事実と感想、意
見とを区別して書いたりするなど、自分の考えが伝
わるように書き表し方を工夫している。(B⑴ウ)

【言語活動例】
・それぞれの立場から考えを伝えるなどして話し合う
活動。(A⑵ウ)
・事実や経験を基に、感じたり考えたりしたことや自
分にとっての意味について文章に書く活動。(B⑵ウ)

【態度】
・積極的にお互いの考えや意見を関連づけて述べ合
い、今までの学習を生かして共通点や相違点をもと
に分類しようとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

２学期 12月 1 詩を読もう
紙風船
教科書：P74

□詩を朗読して表現の効果について考
え、人物像を具体的に想像する。

☆学習用語：繰り返し（反復）／比喩／倒
置法

読む 1 １．「紙風船」の範読を聞いた後に、詩を黙読し微音読をして、最
後に一斉音読をして、詩の世界を想像する。
＊教師の範読を聞き、心の中で「黙読」、一人で声を出して「微音
読（つぶやき読み）」をした後に、全員で「一斉読み」をするとよ
い。しっとりとした雰囲気で、詩の言葉と出会わせたい。

２．一連めが六行になっていることを確認したのちに、以下の５点
についてペアで話し合う活動をして、確認する。
①「今度は」という後の意味
②これまで学習してきた詩の「繰り返し」と違って、「もっと高く」
「もっともっと高く」という変化を伴う「繰り返し」になっていること
③「打ち上げよう」という呼びかけ調の言葉について
④二連目の二行が「倒置法」であることの効果について
⑤最終行の「～ように」が直喩であること

３．詩「紙風船」が、どんなイメージを読み手に呼び起こすかにつ
いて、グループで話し合って、交流をする。
＊タブレット等を使って、互いの気づきやイメージした言葉を、記
録しておくとよい。

４．グループで交流して出てきた意見や詩についてのイメージを、
教室全体で発表し、交流する。
＊全体での交流で、一つの「正解」に追い込まないように留意す
る。児童の個々の読みを大切にする。

５．最後に「紙風船」を、全員で一斉音読をする。
＊自分のイメージを大切にしながら音読するようにと助言する。

【知識・技能】
◎比喩や反復などの表現の工夫に気付いている。
(⑴ク)
◎文章を音読したり朗読したりしている。(⑴ケ)

【思考・判断・表現】
◎「読むこと」において、人物像や物語などの全体像
を具体的に想像したり、表現の効果を考えたりして
いる。(C⑴エ)

【言語活動例】
・詩や物語、伝記などを読み、内容を説明したり、自
分の生き方などについて考えたことを伝え合ったり
する活動。(C⑵イ)

【態度】
・すすんで言葉からイメージを膨らませ、詩の世界を
味わおうとしている。

２学期 12月 3 読む 1 ＜見通しをもとう＞
１．単元扉を読んで、学習の見通しをもつ。

＜たしかめよう＞
２．「迷う」ことに関連した６つの事例の中から、自分が面白いと
思った事例を選び、その面白いところについて話し合う。

2 ＜くわしくよもう＞
３．「迷う」ことに関連した事例のうち、書き方の面白さに着目し、
どのような書き方の工夫や文章の特徴があるのか伝え合う。

＜まとめよう＞
４．見つけた書き方の工夫に「わざ」の名前をつけ、その説明を表
などにまとめる。

3 ＜つたえあおう＞
５．考えた「わざ」について伝え合う。

＜ふり返ろう＞
６．書き手の工夫を見つける際に気をつけたことや、使ってみた
い工夫について振り返る。

四 筆者の書き方の工夫を見つけよう
「迷う」
教科書：P76

□筆者のものの見方や感じ方などに触れ
るとともに、随筆の文章の特徴を捉える。

★ここが大事：文章の特徴をとらえて表現
に生かす

☆学習用語：随筆

【知識・技能】
◎文の中での語句の係り方や語順、文と文との接続
の関係、話や文章の構成や展開、話や文章の種類
とその特徴について理解している。(⑴カ)

【思考・判断・表現】
◎「読むこと」において、文章を読んで理解したことに
基づいて、自分の考えをまとめている。(C⑴オ)
◎「読むこと」において、文章を読んでまとめた意見
や感想を共有し、自分の考えを広げている。(C⑴カ)

【言語活動例】
・説明や解説などの文章を比較するなどして読み、
分かったことや考えたことを、話し合ったり文章にま
とめたりする活動。(C⑵ア)

【態度】
・今までの学習を生かして、積極的に文章の特徴に
ついて理解するとともに、筆者のものの見方や感じ
方などに触れ、随筆に親しもうとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

２学期 12月 5
(書く5)

書く 1 ＜見通しをもとう＞
 １．卒業文集が、６年間の小学校生活を振り返るとともに、11歳・
12歳の「今の自分」を書き残す活動であることを確認する。
＊これまでに培った言葉の力を、全て発揮して取り組む活動だと
いうことを自覚させたい。

＜決めよう・集めよう＞(重点)
２．書く事柄を決める。
＊P86の表を参考にして、心に残っている思い出を振り返らせる。
＊適宜マッピング(ウェビング)を行い、広がりそうなテーマか吟味
させる。
＊具体的なエピソードがあると、読み手により伝わりやすいことを
伝える。
＊マッピング(ウェビング)を見ながら、ペアで質問し合い、より具
体的なものにする。

2 ＜組み立てよう＞
３．文章の構成を考える。
＊マッピング(ウェビング)などで取材した材料の中から、必要なも
のを選んで構成表を作らせる。

3 ＜書こう＞
４．文章を書く。
＊「中」の部分で、自分の感情の変化やその場面の具体的な状
況がわかるように書くよう、助言する。
＊随筆の学習を振り返らせ、表現の工夫をするよう助言する。

4 ＜読み返そう＞
５．推敲する。
＊「中」のエピソードと「終わり」の自分にとっての意味がつながっ
ているかを、特に吟味するよう助言する。
＊友達とお互いの下書きを読み合う協同推敲を行うとよい。

5 ＜伝え合おう＞
６．友達と読み合う。
＊お互いの文章の良い点に目を向けさせる。

＜ふり返ろう＞
７．心に残ったことや、自分にとっての意味が伝わるように、どん
なところを工夫したか振り返る。

３学期 1月 2
(話す聞く
１・書く１)

話・
書

1 １．自分たちにとって言葉とは何か考えてみる。
＊問いが抽象的になってしまうと答えにくいので、どんなときに言
葉を使っているのかといった具体的なことを問うてもよい。
＊「言葉とは」に続く形で、考えを書き出してもよい。

２．教科書の三人のメッセージを読み、それぞれについての感想
を交流する。
＊三人の筆者についての情報も提供して感想を求めてもよい。
＊文章全体の感想だけでなく、印象的な語句(表現)を押さえるこ
ともできる。
＊自由な感想交流としたいが、言葉がテーマであることは常に押
さえておく。

2 ３．言葉に対しての自分の思いを書く。
＊P90上段の三つの問いかけを参考にする。この問いに対しての
応答でもよいし、言葉についての自由な考えでもよい。

４．書いたものをグループや学級で交流して言葉についての興味
や関心を深める。
＊グループによる話し合いで共通点を見いださせてもよい。
＊何らかの答えを出すというのではなく、言葉に対しての興味や
関心をもたせるようにする。

五 伝えたいことを明確にして書こう
六年間の思い出をつづろう──卒業文集

教科書：P86
 
■事実や経験をもとに、感じたり考えたり
したことや自分にとっての意味について考
えたことを文章に書く。

★ここが大事：思い出を卒業文集に書く

【知識・技能】
◎比喩や反復などの表現の工夫に気付いている。
(⑴ク)

【思考・判断・表現】
◎「書くこと」において、目的や意図に応じて、感じた
ことや考えたことなどから書くことを選び、集めた材
料を分類したり関係付けたりして、伝えたいことを明
確にしている。(B⑴ア)

【言語活動例】
・事実や経験を基に、感じたり考えたりしたことや自
分にとっての意味について文章に書く活動。(B⑵ウ)

【態度】
・自分のこれまでの小学校生活を振り返り、心に残っ
ている事柄と自分にとっての意味を考えながら、読
み手に伝わる文章を書こうとしている。

言葉と私たち
教科書：P90

◇■言葉に対する自分の考えを書き、言
葉への関心をもつ。

☆学習用語：教訓／尊敬語／謙譲語

【知識・技能】
◎話し言葉と書き言葉との違いに気付いている。(⑴
イ)

【思考・判断・表現】
◎「話すこと・聞くこと」において、話の内容が明確に
なるように、事実と感想、意見とを区別するなど、話
の構成を考えている。(A⑴イ)
◎「書くこと」において、目的や意図に応じて、感じた
ことや考えたことなどから書くことを選び、集めた材
料を分類したり関係付けたりして、伝えたいことを明
確にしている。(B⑴ア)

【言語活動例】
・意見や提案など自分の考えを話したり、それらを聞
いたりする活動。(A⑵ア)
・事象を説明したり意見を述べたりするなど、考えた
ことや伝えたいことを書く活動。(B⑵ア)

【態度】
・すすんで言葉に対する自分の考えをもち、友達と
交流したり書いたりすることをとおして、言葉への関
心を広げようとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

３学期 1月 1 漢字の広場⑤
同じ訓をもつ漢字
教科書：P92

△異字同訓について理解を深め、関心を
もつとともに正しく使い分ける。

漢字 1 １．学習内容を理解し、学習の見通しをもつ。
＊国語辞典や漢字辞典を利用し、漢字の適切な使い分けを確認
する習慣を身につけさせるようにしたい。

２．P92上段の設問にある文例を読み「あける」の意味や使い方に
ついて考える。
＊「～が明ける」(期間が終わる)、「～を開ける」(ひらく)、「～を空
ける」(からにする)を含む文の「が」「を」の助詞の違いにも着目さ
せるとよい。

３．P92下段の設問に取り組み、言葉の意味や漢字の使い方を考
えて話し合う。
＊文脈から判断したり、知っている熟語に置きかえたりして考え
てみるなどの習慣を身につけさせたい。
＊類義の語に置きかえて考えてもよい。
＊『漢字の広場３　熟語の意味』で扱った意味のよく似た熟語どう
しと同様に、どちらを用いてもよい場合があることも踏まえておき
たい。

４．P93上段の「つとめる」「はかる」「かわる」について、辞書を使
い、適切な漢字を選ぶ。
＊「勤務」という語は、給料をもらって仕事をするという「勤める」と
同義であり、役目や任務を果たす「務める」という意味は薄い。
＊「(会社など)に勤める」「(役目など)を務める」と、助詞が異なる
ことに着目できるとよい。
＊「計る」は時間・数などを数える、「測る」は長さ・高さ・深さ・広
さ・程度を調べる、「量る」は重さ・容積を調べる際に使うことが多
い。

５．P93下段の言葉を使って文を作り、ノートにまとめ、発表し合
う。

【知識・技能】
◎思考に関わる語句の量を増し、話や文章の中で
使うとともに、語句と語句との関係、語句の構成や変
化について理解し、語彙を豊かにしている。また、語
感や言葉の使い方に対する感覚を意識して、語や語
句を使っている。(⑴オ)

【態度】
・積極的に前学年や当該学年で配当されている漢字
を文や文章の中で使い、学習の見通しをもって異字
同訓について理解を深め、関心をもつとともに正しく
使い分けようとしている。

３学期 1月 1
(書く1)

五年生で学んだ漢字⑤
教科書：P94

△絵を見て想像したことをもとに、５年生
で学んだ漢字などを使って文を作り、書
く。

漢字 2 ６．教科書の絵を見て、描かれている様子について説明する。
＊教科書の絵を拡大して黒板に貼っておくと、指導することがら
を児童たち全体に示しやすくなる。
＊絵の中にある５年生で学んだ漢字の読み方を再確認する。
＊絵に描かれたことと、言葉からわかる場面の様子をできるだけ
たくさん発表できるようにはたらきかける。
＊描かれている人物と行為、場や時間の状況、物品など、視点を
提示するとわかりやすい。

７．５年生までに習った漢字を使って、絵に描かれている様子や
物、人物がしていることなどを説明する文を書く。
＊自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫するようはたらき
かける。
＊描かれている人物と行為、場や時間の状況、物品など、視点を
提示するとわかりやすい。
＊条件をつけて文を書くよう促すと、記述の仕方に工夫がみられ
るようになる。

８．互いの作った文を読み合い、感想や意見を述べ合う。
＊互いの文のよいところを見つけて伝え合うことをとおして、それ
らを自分の表現に生かすよう働きかける。

９．学習したことを振り返る。
＊同じ訓をもつ漢字について正しく理解したり、漢字の使い方や
表記などを理解できるようにしたりし、日常の言語生活にも生かし
ていくよう意識づける。

【知識・技能】
◎第５学年及び第６学年の各学年においては、学年
別漢字配当表の当該学年までに配当されている漢
字を読んでいる。また、当該学年の前の学年までに
配当されている漢字を書き、文や文章の中で使うと
ともに、当該学年に配当されている漢字を漸次書
き、文や文章の中で使っている。(⑴エ)

【思考・判断・表現】
○「書くこと」において、目的や意図に応じて簡単に
書いたり詳しく書いたりするとともに、事実と感想、意
見とを区別して書いたりするなど、自分の考えが伝
わるように書き表し方を工夫している。(B⑴ウ)

【言語活動例】
・事実や経験を基に、感じたり考えたりしたことや自
分にとっての意味について文章に書く活動。(B⑵ウ)

【態度】
・積極的に前学年や当該学年で配当されている漢字
を使い、学習課題にそって、教科書の絵を説明する
文を書こうとしている。



学期 月 時数 単元名／教材名／教科書ページ

学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

３学期 2月 11
(書く3)

読む 1 ＜見通しをもとう＞
１．単元扉を読んで、学習の見通しをもつ。
(1)単元扉を読む。
(2)本文を読む。範読を聞く。
(3)初発の感想を交流する。
(4)学習の見通しを確認する。
＊これまで読んだ伝記について発表したり、津田梅子について
知っていることを全体で交流したりする。
＊初発の感想は、印象に残ったことや疑問に思ったこと、みんな
で考えたり確かめたりしたいことなどの視点を意識して書くように
する。
＊自分との共通点や相違点を感想に書いている児童がいた場合
には、取り上げる。

2～4 ＜たしかめよう＞
２．津田梅子の人生を年表に整理する。
(1)梅子の行動や主な出来事がわかるところに線を引く。
(2)年表に整理する。
(3)年表に整理することのよさについて確認する。
＊時を表す言葉に気をつけて津田梅子の行動や主な出来事を
年表に整理するようにする。

5・6 ＜くわしくよもう＞
３．津田梅子の人物像を考える。
(1)<たしかめよう>で作った年表を振り返り、津田梅子の行動を確
かめる。
(2)本文の叙述から、津田梅子の性格やものの見方・考え方がわ
かる叙述を選ぶ。
(3)選んだ叙述から、どのような人物なのかについて考え、話し合
う。

7～9 ＜まとめよう＞
４．津田梅子の人生や人物像をもとに、自分の考えをまとめる。
(1)津田梅子の生き方でいちばん印象に残った事柄(生き方・考え
方・行動など)をまとめる。
(2)津田梅子の人生や人物像の中で印象に残った事柄に対して、
自分の考えを書く。
(3)「梅子関係図」か「私の未来」のどちらかの方法で、自分の考
えをまとめる。
＊自分の経験と照らし合わせて、共通点や相違点を見つけなが
ら考えをまとめていくように伝える。

10 ＜つたえあおう＞
５．まとめたものを読み合い、感想を伝え合う。

11 ＜ふり返ろう＞
６．「ここが大事」を確認し、「ふり返ろう」の観点にそって振り返り
を行う。
(1)津田梅子の生き方の、どのようなことに心を動かされたか。
(2)自分の未来についてまとめるときに、どのようなことを考えた
か。

３学期 2月 2 言語 1 １．日本語は、さまざまな文字を使って書き分けられていることを
知り、学習活動に対する見通しをもつ。
＊教材文冒頭のイラストに付された説明書きから、日本語には多
様な表記があることを知り、日本語の文字の由来・特質を学習す
ることに対する意欲を高める。

２．漢字の由来・特徴について理解する。
＊教材文を読み進めながら、漢字の由来や音訓の別、漢字の造
語性などについて理解させる。

３．平仮名と片仮名の由来・特徴について理解する。

４．ローマ字の由来・特質について理解する。

５．日本語の文字と外国語の文字との違いについて理解する。

2 ６．日常生活の中で、日本語の文字がどのように使われているか
を話し合う。
＊P115下段の設問に取り組ませ、漢字・平仮名・片仮名・ローマ
字がそれぞれどのようなことを表すのに用いられているのかにつ
いてグループで話し合わせ、全体で共有を図る。

７．学習したことを振り返る。
＊日本語の文字の由来や特徴を理解することで、日本語にさら
に興味をもち、積極的に意識して使用できるようにしていくことを
示唆しておく。

言葉の広場⑤
日本語の文字
教科書：P114

△日本語の文字の由来や特徴に関心を
もち、適切に使い分けることができる。

☆学習用語：会意文字／指事文字／象
形文字／形声文字／訳／万葉仮名／仮
名／外来語

【知識・技能】
◎語句の由来などに関心をもつとともに、時間の経
過による言葉の変化や世代による言葉の違いに気
付き、共通語と方言との違いを理解している。また、
仮名及び漢字の由来、特質などについて理解してい
る。(⑶ウ)

【思考・判断・表現】
○「話すこと・聞くこと」において、目的や意図に応じ
て、日常生活の中から話題を決め、集めた材料を分
類したり関係付けたりして、伝え合う内容を検討して
いる。(A⑴ア)

【言語活動例】
・意見や提案など自分の考えを話したり、それらを聞
いたりする活動。(A⑵ア)

【態度】
・積極的に日本語の文字の由来や特徴を理解し、今
までの学習を生かして適切に使い分けようとしてい
る。

六　伝記を読んで、生き方について自分
の考えをまとめよう
津田梅子――未来をきりひらく「人」へ
の思い
教科書：P96

□伝記を読んで、登場人物の生き方をも
とに、自分の未来について考える。

★ここが大事：伝記を読む

☆学習用語：人物像／伝記／関係図

【知識・技能】
◎思考に関わる語句の量を増し、話や文章の中で
使うとともに、語句と語句との関係、語句の構成や変
化について理解し、語彙を豊かにしている。また、語
感や言葉の使い方に対する感覚を意識して、語や語
句を使っている。(⑴オ)

【思考・判断・表現】
◎「読むこと」において、文章を読んで理解したことに
基づいて、自分の考えをまとめている。(C⑴オ)
◎「読むこと」において、文章を読んでまとめた意見
や感想を共有し、自分の考えを広げている。(C⑴カ)

【言語活動例】
・詩や物語、伝記などを読み、内容を説明したり、自
分の生き方などについて考えたことを伝え合ったり
する活動。(C⑵イ)

【態度】
・学習課題にそって津田梅子の生き方を考えた後、
自分のこれまでに出会った人やもの・こととのつなが
りを思い出し、積極的に自分の考えをまとめようとし
ている。
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学習内容

★ここが大事／☆学習用語

領域 時 学習活動／＊留意点 評価規準
学習指導要領との対応

３学期 2月 1 漢字の広場⑥
さまざまな読み方／特別な読み方の言
葉
教科書：P120

△同形異語や熟字訓、同字異訓について
の理解を深め、言葉の使い方に関心をも
つ。

漢字 1 １．学習内容を理解し、学習の見通しをもつ。

２．「上手」を例に、意味によって読み方が変わる言葉(同形異語)
について知り、それぞれの意味や感じ方の違いを比べる。
＊「うわて」「かみて」のそれぞれの意味を推測し、語感を考えて
から辞典で意味や用例を調べ、比べるようにさせるとよい。
＊対義語となる「下手」(したて・しもて)についても、それぞれに対
応する読み方・意味・用例を調べるようにするとよい。

３．「特別な読み方の言葉」(熟字訓など)について知り、P122の一
覧表を使って、どのような言葉があるのか確かめる。

４．「降」「背」「夜」「尊」など、複数の訓がある漢字(同字異訓)の
読み分け方について関心をもつ。

５．P156からの「小学校で学んだ漢字」をもとに複数の訓がある
漢字を探し、送り仮名に注意し、表現の効果などについて確かめ
たり、工夫したりして文を書き、友達どうしで読み合う。

６．P121下段「１｣の設問に取り組み、話し合う。
＊「いろがみ・しきし」「ふうしゃ・かざぐるま」などの意味がわかる
よう実物・写真・イラストなどを提示するとよい。
＊読み方が変わると意味が変わるのか、意味は似かよっている
が語感が異なるのか、具体的に考えさせるようにしたい。

７．P121下段「２｣の設問をもとに訓の読み方を考え、音読する。
＊「通」「冷」「空」の複数の訓の読み分けを考えるようにする。

８．学習したことを振り返る。

【知識・技能】
◎思考に関わる語句の量を増し、話や文章の中で
使うとともに、語句と語句との関係、語句の構成や変
化について理解し、語彙を豊かにしている。また、語
感や言葉の使い方に対する感覚を意識して、語や語
句を使っている。(⑴オ)

【態度】
・積極的に前学年や当該学年で配当されている漢字
を文や文章の中で使い、学習の見通しをもって同形
異語や熟字訓、同字異訓についての理解を深め、
言葉の使い方に関心をもとうとしている。

３学期 2月 3
(話す聞く
1・書く2)

話・
書

1 １．六年間の言葉の学びを振り返りながら、「卒業式で自分におく
りたい言葉」を選ぶ。
＊六年間の言葉の学びに関わるさまざまな思い出の品を持ち寄
る。あるいは、それぞれの学年での代表的な単元や教材を教師
が提示したり、思い出を自由に出し合ったりする。
＊国語の授業に限定することなく、読書体験やその他の学校生
活の中で出会った言葉を思い出させてもよい。
＊『こんど、君と』の曲を聴くのもよい。「言葉」は単語とは限らな
いことを確認する。
＊自分の好きな歌の歌詞を持ち寄ってもよい。

２．自分で選んだ言葉をグループ内で交流する。
＊挿し絵なども参考にしながら自由に思い出を語り合うようにす
る。理由やエピソードを必ず付け加えて話すようにする。
＊互いに言葉を紹介するなかで、選んだ言葉が変更になってもよ
い。
＊簡単なメモをとらせる。

2 ３．選んだ言葉を工夫して表現する。
＊どのような表現方法があるのか教科書を参考にして確認する。
教科書例示外の方法があってもよい。学級の卒業に向けた取り
組みとからめて考えることもできる。

3 ４．さまざまな表現方法で選んだ言葉を交流し、みんなの思いを
共有する。
＊できるだけ自由に個々の創意工夫を生かして楽しく交流し合い
たい。
＊卒業を意識させるとともに、中学校での学びについてどこかで
ふれるようにする。

ひろがる言葉
出会った言葉をふり返ろう
教科書：P123

■卒業を前に六年間の言葉の学びを振り
返り成長を自覚するとともに、中学校での
新しい言葉との出会いの希望をもつ。

【思考・判断・表現】
〇「話すこと・聞くこと」において、目的や意図に応じ
て、日常生活の中から話題を決め、集めた材料を分
類したり関係付けたりして、伝え合う内容を検討して
いる。(A⑴ア)
◎「書くこと」において、目的や意図に応じて簡単に
書いたり詳しく書いたりするとともに、事実と感想、意
見とを区別して書いたりするなど、自分の考えが伝
わるように書き表し方を工夫している。(B⑴ウ)
◎「書くこと」において、文章全体の構成や展開が明
確になっているかなど、文章に対する感想や意見を
伝え合い、自分の文章のよいところを見付けている。
(B⑴カ)

【言語活動例】
・意見や提案など自分の考えを話したり、それらを聞
いたりする活動。(A⑵ア)
・事実や経験を基に、感じたり考えたりしたことや自
分にとっての意味について文章に書く活動。(B⑵ウ)

【態度】
・積極的に六年間の言葉の学びを振り返り、成長を
自覚するとともに、中学校での新しい言葉との出会
いの希望をもとうとしている。


